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1号窯全景 (北東から)

巻頭図版 1
衣原 1号窯



巻頭図版 2
衣原 1号窯

1.燃焼部付近 (東から)

2.排煙調整溝 (北東から) 4.遺物出土状況



1.床面断ち割り状況 (東から)

2.床面断ち割り状況 (東から)

巻頭図版 3
衣原 1号窯



巻頭図版 4
衣原11号墳

1. 11号墳全景 (西から)

2.奥壁付近遺物出土状況 (西から)



2号窯全景 (南西から)

巻頭図版 5
衣原 2号窯



巻頭図版 6
衣原 2号窯

1. 2号窯全景 (南東から)

2. 2号窯全景 (北東から)



1. 2号窯排煙口 (北から)

2.天井部残存状況 (北西から)

巻頭図版 7
衣原 2号窯



巻頭図版 8
衣原 2号窯

， .第 1横口 (西から)

3.第 2横口 (東から)

2.第 1横口 (東から)

4.第 3横口 (東から)



3号窯全景 (西から)

巻頭図版 9
衣原 3号窯
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巻頭図版12

衣原 3号窯

2.排煙口



11号墳出土遺物

巻頭図版13

衣原，，号墳



巻頭図版14
衣原 1号窯

1号窯出土遺物



1. 5区出土土器

2. 5区出土磯石経

巻頭図版15

衣原遺跡



巻頭図版16

衣原遺跡
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序

静岡県内で第二東名高速道路の建設工事が始まってから17年を経過しています。その問、

平成 8年度から県内では工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査が先行して行われてきました。

藤枝市中ノ合地内は第二東名高速道路の本線とパーキングエリア部分にあたり、市指定史

跡の衣原古墳群の一部を含んでいたことから、平成12年度より試掘・確認調査が行われてき

ました。その結果、 12.760nrという広大な面積の発掘調査をすることになったのです。本調査

は平成14年度から始まり、丘陵上には衣原古墳群の一つである衣原11号墳を始め、須恵器の

焼成窯や横口式炭窯、弥生時代や古墳時代後期、奈良・平安時代~近現代にいたるまでの集

落の痕跡など、多くの遺構・遺物が発見されました。

これまでの志太平野北東部は大きな開発が少なく、埋蔵文化財の詳細については、まだ解

明されていない地域でありました。今回の埋蔵文化財調査は、周辺の遺跡調査も含めて、志

太地区の歴史に大きな一石を投じる貴重な発見を提示してきました。

なかでも注目すべきことは、県内初の横口式炭窯 2基の発見です。また古墳時代後期の須

恵器窯である衣原古窯群が発見されたことも特筆に値することです。同じく第二東名建設事

業に伴う埋蔵文化財の発掘調査で見つかった藤枝市(旧岡部町)の入野高岸古窯の発見とと

もに、古墳時代の志太地域で須恵器生産が盛んに行われていたことを立証したのです。

これらの遺跡資料が、この地域の歴史解明の一躍を担うことと、大いに活用されることを

原夏うものであります。

現地調査、および本書の作成にあたっては、中日本高速道路株式会社東京支社、ならびに

静岡県教育委員会、藤枝市教育委員会をはじめとする関係機関各位の御理解と御協力に厚く

お礼を申し上げます。また、調査を通じて有益な御指導、御助言を多方面から賜りました。

さらに調査時の不便を理解し、時に励ましをいただいた葉梨地区の方々や、長い期間にわた

り作業にあたられた現地作業員、膨大な資料を根気よくまとめた整理作業員の方々に、この

場をお借りして深く感謝する次第であります。

平成22年 3月

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長天野忍
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1 本書は、藤枝市域(以下、藤枝地区)における第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告の
しずおかけんふじえだししものごうあざころんばら ころんばら

総論と、静岡県藤枝市下之郷字衣原に所在する衣原古墳群、衣原遺跡、衣原古窯群の発掘調査報告書

である。なお、本報告書は「第 1分冊」と「第 2分間」によって構成されており、本書は「第 1分冊」

である。

2 第二東名建設事業に伴って実施した埋蔵文化財発掘調査においては、それぞれ地点名が付されてい

る。本書は、自0.82・83地点に関わるものである。なお、衣原遺跡はNo.82地点、衣原古墳群、衣原遺跡、

衣原古窯群はNo.83地点に相当する。

3 第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の作成は、地区(市町)単位で実施している。

本書は藤枝市に関わる第二東名埋蔵文化財発掘調査の調査報告書である。

4 調査は、第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として、日本道路公団静岡建設事務局の委託

を受けて、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

5 確認調査・本調査の期間ならびに調査面積、基礎整理作業の期間は第 1章第 3節の表 3・4、およ

び第 4節の表 5に記したとおりである。

6 調査体制は第 1章第 1節 2の表 1に藤枝地区の調査体制として記したとおりである。

7 執筆は平野吾郎、及川司、菊池吉修、中川律子、勝又直人が行った。分担は下記のとおりである。

及川司:第 l章第 1節-1 -(1) 

菊池吉修:第 1章第 1節 1-(2)~第 5 節、第 2 章、第 3 章第 1 ・ 2 節

中川律子:第 3章第 3節

平野吾郎:第 3章第 3節出土土器

勝又直人:第 3章第 3節一 4-註 4

8 須恵器の蛍光X線分析は、大阪大谷大学三辻利一氏に依頼して行った。衣原 1・2・3号窯の考

古地磁気測定は、大阪大谷大学広岡公夫氏に依頼した。分析結果は「第 2分冊」第 4章第 4節に掲

載している。

9 謂査・資料整理で実施した委託事項および委託先は下記のとおりである。

地形測量、基準点測量、空中写真測量等業務…株式会社フジヤマ

掘削業務…(株)丸紅、安全管理業務…(槻杉本組、側アーク東海

土器胎土分析…パリノ・サーヴェイ株式会社、自然科学分析…古環境研究所

10 現地の写真撮影は各調査担当者が実施した。航空写真の撮影は株式会社フジヤマに委託した。出土

品の写真撮影は当研究所本部にて当研究所整理技術員が実施した。

11 木製品の保存処理は当研究所保存処理室長西尾太加二、金属製品の保存処理は大森信宏が実施した。

12 各調査の概要は、当研究所やほかの刊行になる出版物で一部公表されているが、内容において本書

と相違がある場合は本報告をもって訂正する。

13 本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。

14 発掘調査の資料は、すべて静岡県教育委員会が保管している。

15 発掘調査および整理作業では以下の方々に御指導、御助言を賜った。厚く御礼申し上げる。

浅 野 毅 渥美賢吾安間拓巳伊藤寿夫 ，') f 

伊 藤 通 玄岩木智絵岩原剛植松章八 ---sツ
太 田 好 治関村渉河瀬正利後藤健一 ノv---
篠ヶ谷路人篠原和大柴田稔菅原雄- .~ 

鈴 木 一 有鈴木敏則滝沢誠鶴間正昭 !¥b_r: 

戸塚和美中嶋郁夫長谷川睦藤沢良祐

堀木真美子向坂鏑二望月精司八木勝行

渡井英誉 (五十音順、敬称略〉

侃忙

※平成21年 1~1 日
岡部町と合併

ヘ/'

o 40km 

-孟孟孟司藤枝市の位置



凡例

本書の掲載については、以下の基準に従い統ーを図った。

1 陸標は、平面直角座標四系を用いた国土座標、日本測地系(改正前)を使用している。

2 方位は、平面直角座標咽による方位(座標北)を基準として表示している。

3 本文中の遺構に関する表記は下記のとおりである。

竪穴住居跡 :SB掘立柱建物跡 :SH溝状遺構 :SD土坑 :SF井戸 :SE柱穴:SP不明遺構 :SX

4 出土遺物は、本調査 I~V期ごとに通し番号を付けて取り上げ、土器 P、石器 S、木製品 W、金

属製品 Mの略号を付した。

5 掲載した遺物の番号は、種類・出土遺構・挿図の別にかかわらず遺跡ごとの通し番号を付している。

6 遺物の縮尺は原則として、土器は 1/3、石器は 1/2(旧石器~縄文は 4/5)、土製品・木製品は 1/2

または 1/4、金属製品は 1/2(銭貨は 1/1)として、各図にスケー jレを付しである。

7 挿図の縮尺は各図に示すとおりである。

8 石器の石材分析は静岡大学名誉教授伊藤通玄氏に依頼した。石材名は本文中または観察表に記し

た。

9 土層・土器の色調は、新版『標準土色帖j1998農林水産技術会議事務局監修を使用した。

10 藤枝市と周辺の遺跡分布図は、国土地理院発行 1:50，000地形図「家山・静岡・掛川・住吉」を加

筆・修正した。
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第1章総論



第 1節調査に至る経緯

1. 第二東名建設に i埋蔵文化財 いの経緯

( 1 )全体の経緯

混雑化する東名ー名神高速道路の抜本的な対策として、昭和62年の道路審議会において第二東名⑬第

二名神の建設が建議された。その後、第四次全国総合開発計画の閣議決定、国土開発幹線自動車道建設

法の一部改正等を経て、平成元年 1月に開催された第28回国土開発幹線自動車道建設審議会において、

飛島村~神戸市開の第二名神とともに、横浜市から東海市に至る延長約270kmの第二東名高速道路の

本計画が策定された。静岡県内においては東西に貫く形となり、その延長は約170kmである。この基本

計画策定を受けて静岡県は、平成元年12月、第二東名建設推進庁内連絡会議を設置したが、教育委員会

文化課もメンバーとして協議に参加した。

その後、第二東名の基本計画については、文化財を含む環境影響調査等が行われ、 +tl~の公共事業や地

域開発計画との調整を図った上、平成 3年 9月24日には静岡県内長泉町~引佐町間の都市計画決定告示

がなされた。

こうした環境影響調査と併行する形で、埋蔵文化財の分布状況の把握作業もなされている。第二東名

建設に関する調査の指示を受け'た日本道路公団は、平成 4年 2月17日付けで文化庁へ通知を行うととも

に、平成 4年 5月11日付けで、日本道路公団東京第一建設局長から静岡県教育委員会教育長あてに、長

泉町~引佐町間の埋蔵文化財分布調査の手続きの依頼を行った。また、平成 4年 8月27日付けで日本道

路公団東京第一建設局静岡調査事務所長から静岡県教育委員会教育長あてに、「第二東海自動車道の埋

蔵文化財包蔵地の所在の有無について」の照会がなされている。これを受け'て県教育委員会は、平成 4

年 9月29日に関係市町村教育委員会を集めて、第二東名路線内の埋蔵文化財踏査連絡会を開催するとと

もに、第二東名路線内における埋蔵文化財の所在についての照会を行った。踏査結果については、各市

町村教育委員会からの回答を基に協議を行い、県教育委員会が取りまとめたものを平成 5年 3月18日付

けで、静岡県教育委員会教育長から日本道路公団東京第一建設局静岡調査事務所長あてに回答がなされ

ている。この時点での調査対象箇所は136箇所、調査対象総面積がL453，518dとなっている。

その後、長泉町~引佐町間については、平成 5年11月凶日付けで日本道路公団に施行命令が出された。

これに伴い、日本道路公団東京第一建設局および静岡県土木部高速道路建設課、静岡県教育委員会文化

課で、埋蔵文化財調査の進め方について協議が行われた。調査対象範囲の確定、個々の遺跡の取扱し

について協議されるとともに、発掘調査の実施については日本道路公団が(財)静岡県埋蔵文化財調査研

究所へ委託を行うことが確認されている。しかしながら、第二東名建設に伴う埋蔵文化財調査について

は、短期間に膨大な調査量が想定され、そのための調査体制をどのように確保していくかが、大きな課

題となった。

さらに平成 6年度には、県教育委員会文化課職員が上記の調査対象箇所について、具体的な調査を進

めるための状況調査を行うとともに¥前年示された/'-.!{ーキングエ Ijア@ガービスエリア予定地について

の踏査を当該市町村教育委員会に依頼、年度末にはその報告@取りまとめがなされている。こうし

況調査やあらたな踏査結果を基に見直しがなされた結果、この段階での調査対象地点は133箇所、調査

対象総面積は1，286，759rdとなっている。

平成 7年度後半には、路線の一部では幅杭の打設が開始されており、埋蔵文化財の調査の開始につい

3 



てもかなり見通しがでてきた。こうした状況の中で、第二東名建設に係る埋蔵文化財の取扱いを協議す

る場として、日本道路公団静岡建設所(平成 6年 2月設置)と県教育委員会文化課による「第二東名関

連埋蔵文化財連絡調整会議Jが設置され、第 l回の協議が平成 7年12月日日に行われている。これ以降、

細かい埋蔵文化財の取扱いについては、この会議において協議していくこととなった。なお、日本道路

公団静岡建設所は平成 8年 7月 1日をもって、日本道路公団静岡建設局に改組されている。

平成 8年度には、第二東名建設に係る埋蔵文化財の調査の実施が具体化し、日本道路公団静岡建設局

と静両県教育委員会は、平成 8年 9月24日付けで第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財の取扱いについて

の確認書を締結、さらに調査実施機関である(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所を入れた三者は、平成 8

年 9月25日付けで第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査実施方法等について定めた協定書を締結

し、平成 8年度内に一部埋蔵文化財の調査に着手していくこととなった。年度後半には、掛川市倉真の

)¥)0.94地点、浜北市大平の)¥)0.136地点、岡市四大地の)¥)0.13'7地点の確認調査が実施されている。その後、平

成 9年度からは発掘調査も本格化し、県内各地の確認調査から順次着手していった。

一方、長泉町~御殿場市間についても日本道路公団に対し、平成 9年 1月31臼付けで建設に係る調査

開始指示が出され、さらに平成 9年12月初日付けで施行命令が出されている。この区間については、建

設省の依頼により平成 6年度後半に踏査が行われ、調査対象地点のリストアップが行われていたが、調

査開始指示を受けて、再度平成10年 9月 2日付けで白本道路公団静岡建設局長より静岡県教育委員会教

育長あてに「埋蔵文化財包蔵地の所在の有無について」の照会がなされている。これを受けて、県教育

委員会文化課は関係する市町村教育委員会に平成10年 9月25日付けで再踏査の依頼をするとともに、 10

月 2日には踏査の実施に関する打ち合わせ会を行った。 11月上旬には、長泉町@裾野市@御殿場市教育

委員会から踏査結果についての報告がなされたが、県教育委員会文化課はそれを取りまとめ、平成10年

12月17日付けで県教育長から日本道路公団静岡建設局長あての回答を行った。この区間で埋蔵文化財調

査の対象となった箇所は21地点、調査対象総面積は108，734rrrであった。関係者協議の結果、これらの

調査対象地点、についても、(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施することとし、平成11年 3月

5日付けで協定変更を行っている。

なお、第二東名に係る埋蔵文化財の調査は、関係者協議の結果、基本的には本線およびサービスエリ

ア@パーキングエリア、tJF土処理場について(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施、工事用道

路および、取付道路部分については、当該市町村教育委員会が対応することとしたが、調査の進展lこ伴う

に(財)静岡県埋議文化財調査研究所の体制が追いつかず、本線部分の一部について、

沼津市や静岡市 e 浜北市⑨富士宮市⑪裾野市。富士市の各教育委員会に対応してもらうとともに、特に

東部地域を中心lこ、民間の発掘調査支援機関の導入を図った。

( 2 )藤枝地区の経緯

上記のような経緯のなか、藤枝市域ではNo.79F~8'7地点の 9箇所が調査対象の地点となった。この

9地点については、調査が可能となった地点から順に、(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所が発掘調査を

実施した。調査は平成 9年度から確認調査を開始し、遺構の広がりが認められた地点については、本調

査を実施することとなった。本調査を実施したのは、 No.79~84地点、 No.87地点であり、調査期間は、平

成1O~18年震である。基礎整理ー作業は現地調査と併行して実施し、資料整理と報告書作成作業は平成17

年度から開始した。
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調査の体制

(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所では、第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査にあたって、日

本道路公団静岡建設局各工事事務所の管轄に合わせて、工区を設定し調査にあたることとした。本書で

扱う藤枝地区は静岡工区に含まれる。藤枝地区の各地点の調査では、藤枝市に設置した藤枝地区事務所

を拠点として、各現地調査を実施している。

NOo79~87地点が藤枝地区に所在し、これら 9 地点の確認調査を平成 9 年度と平成12~15年度に実施し

た。その結果、 NO.80~84地点と 87地点は、遺構の広がりが明らかとなったため、本調査を実施すること

となった。本調査は平成 9~10、 12~18年度に行っている。

一連の調査に関する資料整理作業は、平成16年度から着手した。これは、第二東名建設事業に伴う埋

蔵文化財発掘調査は、現地調査を優先するという方針であったためである。ただし、基礎的な整理作業

(各種台帳類作成、写真@図面整理、出土遺物の洗浄@注記〉については、藤枝地区事務所にて、現地

調査と併行して実施した。

なお、上述した確認調査。本調査、資料整理に関わる調査体制は表 lのとおりであり、各地点の調査

年次@調査面積は表 3• 4に示したとおりである。

表 1 藤枝地区の調査体制

9年度 10年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 | 
P)T 長斉藤忠 斉藤忠 斎除、 忠 斎藤忠

斉藤忠品ナ忠
斎藤忠 議1藤忠 斎藤忠 清水哲 天野忍|

昌リ 所 長池谷手[[二 山下見 山下晃 飯間英夫 飯田英夫

I 常総務務理部 事
兼 長

三村田昌昭 伊藤友雄 伊藤友雄 粂凹徳幸 粂田徳幸 粂田徳、幸 平松公夫 平松公夫 平松公うた 清水哲 清 水 哲 天野型、

総務次長 鎌田英巳 鎌田英巳 鈴木大郎 鈴木大一郎 大場正夫 村松宇

総
総務課長 初鹿野英治 杉木敏雄 杉木敏liif' 本杉昭 本杉昭一 鎌田英巳 鎌田英巳 鈴京大郎 鈴木大郎 大場正夫 大場正夫 村松宇

務 経理専門員 稲J~保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸!稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸

部 会計係長 杉田智 杉田智 杉山和枝 杉山和枝

昌リ 中 鈴木秀幸 鈴木秀幸 ヰ!鉢京子 L↑T鉢汎子 中鉢尽子 中鉢京子 中鉢双子 中鉢原子

こaに- 喜亘 鈴木秋博|鈴木秋博

部 長 石垣英夫 石垣英夫 佐藤達雄 佐政達雄 山木昇平 山本昇平 山本昇平 石川索久 石川主主久

及川司|及川司粟野克己 及川司 及川司 中嶋郁夫 Lj_-l嶋郁夫 中嶋古Ti夫 中嶋郁夫 及川可 &111 司
担当次長

稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸

次長心得 i佐野五トデ

担当課長 栗野克己 足立111買司 及川司 i及川司 篠原修 仁川書郁夫 中嶋郁夫 中嶋郁夫 及川百j 及川司 及川司 及川可

係長 河合修 河合修|河合修 河合修

主任調査研究員 足¥J順司 飯塚晴夫 飯塚情夫 鈴木良孝 長谷川睦

諭 篠宮晋土 大庭泣; 大畑要 深田雅 大畑嬰 三井文洋 士吉田光弘 永島宏 北野寿一 待池吉修 中川律子 中川律子
査 石田勉 蔵本俊明 中川律子 ご土井文洋 横山符之 鈴木呂町l 中間出 北野寿 中谷哲久 井組誉之
研

杉本勝彦 大林元 蔵本俊トl月 横山智之 長谷川陛 山木剛史 小林正和 小林正和 佐々木和也 松Illf'Ri台
EE 

中田出 長谷川臨 中田出 長谷川臨 河合敦 河合敦 小林正和
部

川上努 蔵本俊明 出中淳 中田 tH 勝又直人 菊池吉修 病池吉修

調査研究員
大林元 中田山 山本剛史 河合敦 大場隆幸 井鍋誉之 松川理治

川上努 旧中淳 田村除太郎 大場隆幸 伊藤嘉孝

小 木 充 木村淑 F

川 上 努

町村隆太郎

大林元

筒井京
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第2節藤枝市の位置と環境

1 .地理的環境

藤枝市は東経1380 15'、北緯340 52'付近に位置し、総面積は141.98凶である。市域は、南北に約

22.2krn、東西に10.8krnと縦に細長く、北は静岡市と川根町、東は岡部町、南は焼津市と大井川町、西は

島田市に接する (2008年 3月現在)。

市域の中央部には瀬戸川が流れる。瀬戸]11は、朝比奈川と合流して流量を増した葉梨川と合流し、駿

河湾に注いでいる。瀬戸川は市の最北部および最西部の山地から発した流れを合わせて南流しており、

平野部に出るとその流れを東へと変えている。朝比奈川、葉梨川の両河川も山間地域では南へと流れを

取っているが、平野部で流れを東へ変えている点で共通している。この 3つの河川!と大井川が形成した

沖積地である志太平野に、藤枝市は市街地の大部分を置く。

旧岡部町

1:150.000 5km 

図 1 藤枝市の地形図

-6-

志太平野は北部に連なる赤石山系

から派生した山地に三方を固まれ、

東は駿河湾に臨んでいる。これらの

山地は、南の平野に向かつて少しず

つ標高を下げながら平野へと至る。

図1に示したように、市内最高峰は、

市域北西部に位置する高根山 (871

m) で、その南に位置する高尾山

(675m)、さらにその南西に位置す

る菩提山 (677m)など‘600"""'800m

級の山々が連なる。これらの山塊が

織りなす稜線は、島田市との自然境

界となっている。山塊は、南下する

に従い高度を次第に下げ、市域中央

部の城山 (380m)、烏帽子形山 (392

m)、京塚山 (245m)等の200"""'300

m程度の標高をもっ山々を頂点、とし

たのち、平野部に至る。この赤石山

系の末端に当たる丘陵の裾部は開析

作用により、多くの深い谷とやせ尾

根が鳥E止状に入り組んでおり、北か

ら南に向かつて変化に富んだ地形を

呈している。

藤枝市内の地層は、図 2に示した

ように、北から三倉層群、瀬戸川層

群、大井川層群および平野部の沖積

層の 4つに大別される。北の方が、

より古い時期に形成された地層であ



る。市内最北部の檎峠から舟ヶ久保にかけて分布する三倉層群は、中生代の白亜紀から新生代古第三紀

頃、海底に堆積した砂や泥が形成した地層が、その後の地核変動で摺曲や断層を生じながら今日の山地

となったもので、砂岩と頁岩・醸岩の互層である。南縁部は特に伊久美層群とも呼ばれる。

この南側の瀬戸川上中流域から葉梨地区にかけての標高300"""500mの山地は瀬戸川層群と呼ばれ、新

生代古第三紀に形成された海成の地層で、三倉層群と同様に砂岩と頁岩の互層が主となっている。三倉

層群との相違点として、一部に玄武岩質の火成岩脈が見られる(静岡県 1974)。瀬戸川層群と三倉層群

が接するところは摺曲帯の境界の断層になっており笹山構造線と呼ばれている。

さらに南の標高10"""200mの丘陵地にかけては大井川層群が分布している。これも同様に海成の地層

で新生代第三期に形成された地層といわれるが、古第三期に属するという説もある(藤枝市教育委員会

2005)。大井川層群と瀬戸川層群との境界も断層で、十枚山構造線と呼ばれる。これより南側の平野部

は大井川によって形成された扇状地であり、先述の志太平野に該当し、厚い砂磯層が堆積している。

また、大井川や瀬戸川の沖積作用による堆積が進む以前の志太平野は、海岸線が現在よりも内陸部に

位置し、複雑に入り組んだ河口部をもっていたと考えられる。そのため、河口付近には中州状に取り残

された川中島が数多く形成されていたと考えられる。それは藤枝市内に現在も残る、青島、前島、高洲、

平島などという地名にも表わされている。また、五十海や潮、潮前、水上、水守、薮田などといった微

高地の聞に形成された湿地帯をその起源としている地名も複数見られる。

このように、大井川下流域は、現在とは異なり決して良い居住環境をもっていたとはいえない。その

ため、縄文時代から弥生時代にかけては、水の害を受けることの少ない丘陵の末端部や裾部、後背湿地

上の徴高地に集落域が形成されたといえる。この地域の遺跡分布の背景には、地質的な要因がある。

図2 藤枝市と周辺の地質図

一 7
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2.歴史的環境

旧石器・縄文時代 藤枝市および志太平野における旧石器時代の遺跡は少なく、天ヶ谷遺跡 (59)があ

げられる程度である。この遺跡からは、旧石器時代後期に位置付けられる尖頭器や細石刃、ナイフ型石

器などが出土している。

縄文時代草創期~前葉も資料は少ないが、中期以蜂は遺跡数が増える。中期の遺跡としては、大量の

土器や石斧、石錘、石鎌などが出土した天ヶ谷遺跡や、土器、打製石斧、石鍛などが出土した南新屋遺

跡 (50)があげられる。南新屋遺跡を始め、縄文時代の遺跡、は瀬戸川流域で確認されているものが多い。

図示した範囲外ではあるが、瀬戸川流域で最も上流に位置する舟ヶ久保遺跡では黒曜石製の石蟻などが

出土している。中流域には、河川沿いの丘陵上に寺畑遺跡 (63)、瀬戸川と滝沢川が合流する丘陵上に

中山遺跡 (64)が存在する。両者とも石斧や土器などの遺物が出土している。また、 100点以上の石鎖、

打製石斧や磨製石剣、縄文土器など多くの遺物が出土し、拠点的な集落であった可能性がある萩の平遺

跡 (65) も瀬戸川中流域に位置する。萩ヶ谷遺跡 (54)は市内で初めて縄文時代の住居が検出された遺

跡であり、土器や石器、剥片の出土が見られる。これらの遺跡は、段丘上や丘陵上に位置しており、当

時の生活空間の中心が平野北端部の丘陵地であったことがうかがえる。

弥生時代 藤枝市周辺において、弥生時代前期の遺物は萩ヶ谷遺跡で出土しているが、遺構は発見され

図3 藤枝市と周辺の遺跡分布図
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ていない。集落遺跡が確認されるのは、弥生時代中期以降である。河川下流域では、丘陵上やその辺縁

部において、遺跡数が飛躍的に増加し、大河川の氾濫原であることから進出が遅れていた後背湿地や沖

積微高地にも集落域は拡大する。上薮田川の丁遺跡 (38)や清水遺跡 (15)、郡遺跡 (34) はその好例

である。また、上薮田モミダ遺跡 (39) は葉梨川の沖積域に広がる弥生時代後期中頃の遺跡で、出土土

器は志太平野の土器編年やこの地域の特性をとらえる上で重要な資料となっている。

縄文時代晩期以降から、居住域は山を下り、低地へと進出する動きは小規模ながらも継続的に見られ

ていたが、弥生時代後期に再び丘陵上に集落を営む傾向が顕著になってきている。白砂ヶ谷遺跡 (47)

では丘陵上に多数の竪穴住居群や方形周溝墓が検出されている。荘館山遺跡 (48)や東浦遺跡 (36)、

稲ヶ谷遺跡 (57)なども丘陵上に営まれた集落遺跡である。丘陵上における集落の展開の背景には、低

地部の集落の増加やそれに伴う人口増により低地部への進出が困難になったこと、鉄器の普及により耕

地の拡大が丘陵部においてもより容易になったことに起因していると考えられる(藤枝市 1980)。

古墳時代 古墳時代に入ると、志太地域においては多くの古墳が築造され、遺跡数は飛躍的に増加する。

その多くは、後期の古墳であるが、前期や中期の古墳も存在する。

前期の古墳は、時ヶ谷五鬼免古墳群 (42)や秋合古壇群 (56)中に散見できる程度で、総じて数は少

ない。しかし、前期後半以降になると、若王子古墳群 (45)や東浦古墳群 (36) に代表される、いわゆ

る初期群集墳の形成が始まる。近年では、仮宿堤ノ坪古墳 (26)のように朝比奈川流域でも、類例が確

認されている。大型の古墳が見られない一方で、初期群集墳が点在することは志太地域の地域的な特色

ともいえよう。

なお、志太地域では前期・中期の前方後円墳は未発見であるO 前方後円墳が築かれるのは、後期になっ

てからである。円筒埴輪や形象埴輪をもち、 6世紀初頭に位置付けられる高田観音前 2号墳 (23)は、

朝比奈川流域の首長墓として位置付けられる前方後円墳である。 6世紀中葉における瀬戸川流域の首長

墓として位置付けられるのは、荘館山 1・2号墳 (48)である。 2基とも、駿河では希少な横穴式石室

を埋葬施設にもつ前方後円墳で、あることが注目できる。

6世紀後半以降は平野に面したほとんどの丘陵斜面に群集墳が造られるようになる。これらは、比較

的規模の小さな古墳が密集して群在する特徴があることが指摘されている(増井 1978)0100基以上の

表 2 周辺の遺跡地名表

N~ 遺跡名 時代 種別 N~ 遺跡名 時代 種別目。 遺跡名 時代 種別

1衣原遺跡 弥 生古墳 集・古・窯 27仮宿沢渡古墳群 古墳 古墳 53山廻遺跡 縄文，古代，近世 数・集

2下権現古墳 古墳 古墳 28中薮田遺跡 弥生，古墳 散・集 54萩ヶ谷遺跡 縄文，弥生 散・集

3笛吹段古墳群 古墳 古墳 29富塚遺跡 古墳 散・集 55内瀬戸火葬墓群 古墳，古代 火葬墓

4寛沢古墳群 古墳 古墳 30 ニツ池古墳群 古墳 古墳 56秋合古墳群 古墳 古墳

5花沢城 中世，近世 城館 31 女池ケ谷古墳群 古墳 古墳 57稲ヶ谷遺跡 縄文，弥生，古代 散・集

6塩津古墳群 古墳 古墳 32 水守遺跡 古墳 集落 58滝ヶ谷古窯 古代 古窯

7道添遺跡 古墳~中世 集落 33 田中城 中uI:.近t世 城館 59天ヶ谷遺跡 旧石器，縄文 散布地

8宮之腰道跡 古墳~中世 集落 34郡遺跡 弥生~中世 集落 60瀬戸古墳群 古墳 古墳

9赤塚遺跡 古墳 散布地 35下薮田遺跡 弥生 集落 61岩田山遺跡 弥生，古墳，中世 集落

10小深田西遺跡 弥生，古墳 集・古・墓 拘束浦古墳群・東浦遺跡 古墳 古墳 62花倉城 中世 城館

11道場回遺跡 弥生~中世 集・水・墓 37鳥内遺跡 弥生，古代，中世，近世 集・墓 63寺畑遺跡 縄文 散布地

12小川城 古墳~近世 集・城 38上薮田川の丁遺跡 弥生 集落 64中山遺跡 縄文 散布地

13松崎遺跡 古墳 散布地 39上薮田モミダ遺跡 弥生，古墳，古代 集落 65萩の平遺跡 縄文，弥生 散布地

14向原古墳群 古墳 古墳 40中ノ合遺跡 古墳，中世 集落 66助宗古窯群 古代(奈良・平安) 古窯

15清水遺跡 弥生，古墳 集落 41寺家山(中ノ合)古墳群 古墳 古墳 67谷稲葉・晶草古墳群 古墳 古墳

16丈丸遺跡 弥生 集落 42時ヶ谷五鬼免古墳群 古墳 古墳 68白岩寺古墳群 古墳 古墳

17東ノ谷遺跡 弥生 散布地 43水守西遺跡 古代 散布地 69法信寺古墳群 古墳 古墳

18桜本遺跡 古墳 散布地 44釣瓶落古墳群 古墳 古墳 70二俣古墳群 古墳 古墳

19上原遺跡 弥生 集落 45若王子古墳群 古墳 古墳 71駒形古墳群 古墳 古墳

20村良遺跡 弥生 散布地 46越ヶ谷古墳群 古墳 古墳 72落合問遺跡 弥生，古墳 集落

21入野東古墳群 古墳 古墳 47白砂ヶ谷古墳群・白砂ヶ谷遺跡 古墳 古墳 73野田城 中世 城館

22入野西古墳群 古墳 古墳 48荘舘山古墳群・荘館山遺跡 古墳 古墳 74田ノ谷遺跡 縄文，弥生，古墳 集落

23高田観音前2号墳 古墳 古墳 49秋合遺跡 古代 宮街 75鵜回古墳群 古墳 古墳

24仮宿館 中世 城館 50南新屋遺跡・南新屋古墳群 縄文，弥生 集落 76藤守遺跡 古墳，中世 集落

25朝日山城 中世 城館 51鳥越山遺跡 弥生 集落

26仮宿堤ノ坪古墳 古墳 古墳 52御子ヶ谷遺跡 古代 官街
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古墳が群在していたといわれる瀬戸古墳群 (60)は、その代表例である。南新屋古墳群 (50)のように、

7世紀後半以降に新たに形成される古墳群もあるが、 8世紀初頭には、古墳の築造は終鷲を迎える。

古墳時代の集落遺跡としては、上薮田モミダ遺跡や下薮田遺跡 (35)、宮塚遺跡 (29)、中薮田遺跡

(28)、中ノ合遺跡 (40)があげられる。これらは、前期~中期に位置付けられ、丘陵辺縁部の徴高地や

後背湿地、沖積徴高地上に所在する。大井川町の藤守遺跡 (76)は後期の集落遺跡である。藤枝市内に

おける古墳時代後期の集落として、注目できるのは寺家前遺跡(本章第 3節 3 (3))である。この遺跡

は、第二東名高速道路の建設に伴う調査で実態が解明され、掘立柱建物跡、や竪穴住居跡が発見された。

奈良・平安時代 この時代の遺跡で注目できるのは、官街関連遺跡の存在である。律令期の駿河国には、

8つの郡が存在する。このうちの志太郡と益津郡に比定される範囲の一部が、現在の藤枝市域と重複す

る。御子ヶ谷遺跡 (52)は志太郡街跡、郡遺跡は益津郡の郡街跡とそれぞれ考えられている。両遺跡と

も丘陵を背後に背負い、前方に自然堤防を臨む場所に立地しており、多数の木簡や墨書土器などの遺物

が出土し、周囲には関連性をもっと考えられる遺跡の展開が確認されている。

御子ヶ谷遺跡から、瀬戸川沿いに 4km程遡った丘陵部には、奈良時代から平安時代にかけて、 100基

程の窯が操業された助宗古窯群 (66)がある。また、御子ヶ谷遺跡南方の山廻遺跡 (53)からは、鉄棒

やフイゴ羽口が出土し、郡街周辺に設置された官営工房としての機能が想定されている。これらの遺跡

は、奈良時代を中心とした火葬墓が発見された内瀬戸火葬墓群 (55)などとともに、御子ヶ谷遺跡と関

連が考えられている。一方、郡遺跡の周辺にも、水守遺跡 (32)や水守西遺跡 (43)のように、益津郡

街とのつながりが考えられる遺跡が見つかっている。

なお、「和名類緊抄」に見られる志太郡と益津群の地名は、いずれも丘陵周辺、あるいは海岸部の微

高地上に比定されている。その背景には、律令期以前の志太平野が河川の氾濫原や湿地が大部分を占め

ていたことが考えられている(藤枝市教育委員会 1981)。現在見られる景観とは大きく異なる。古墳時

代以前の集落も、ほとんどが丘陵部や丘睦辺縁部の微高地上、河川沿いの自然堤防や後背湿地で確認さ

れているが、これも同様の地理的環境に起因すると考えられる。ただし、何度も繰り返された河川の氾

濫の結果、砂磯層が厚く堆積したため、遺跡が地中深くに埋没している可能性もあるだろう。現在の景

観が形成されるのは、中世以降連綿と続けられる開発の結果といえる。

中世以降 平安時代末以降、武家勢力が伸長するなか、当地では藤原氏の流れを汲む岡部氏や朝比奈氏

が台頭する。駿河国は、南北朝時代に今川範国が所領を与えられて以降は今川氏の勢力下に置かれ、岡

部氏と朝比奈氏は今川家に仕えている。今川氏は駿府を本拠地としたが、駿府進出以前は直轄領である

葉梨圧を拠点とした時期があり、花倉城 (62)を築城したのも今川氏とされている(静岡県教育委員会

1981)。潮山北麓の朝日山城 (25) は阿部氏の山城ともいわれており、その北東の仮宿館 (24) は岡部

氏舘跡という伝承も残る。義元の死を契機に今川氏の勢力が衰えると、駿河は武田氏、北条氏、徳川氏

の侵攻を受ける。志太地域は、武田氏、次いでの領有を経て、徳川家康の治めるところとなる。家康の

関東移封後は、中村一氏麿下の横田村詮が田中城 (33)に置かれ、関ヶ原の戦いを迎える。

江戸時代の志太地域は、田中藩、掛川藩、横須賀藩によって統括された。田中藩は江戸時代の前半に

は城主が短期間で交代する時期が続いたが、享保年閣の本多氏入封以後は明治元年まで世襲されるとこ

ろとなった。田中城は廃藩置県により廃城となる1871年までに12氏、 21代が城主となるが、入城、転封

における加封や、幕府の要職への就任から「出世城」とも呼ばれた。

また、東海道の整備に伴い、藤枝は宿場町となり活況を呈した。藤枝宿は、「藤枝」という名の町が

あったのではなく、街道筋に連なる村々がその親村に属しながら、その一部を宿駅として割くという、

ほかの宿場町と異なる特徴をもっ。また、小規模ながらも瀬戸川の川越が行われたことや、駿河では幕

府領ではない宿駅は藤枝宿と沼津宿のみであることも特徴である(藤枝市教育委員会 1971)。
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( 1 )位置と現況

第3節確認調査

1 .確認調査の対象地点

第二東名の路線は、藤枝市の中央部を北東から南西へ向けて横切る。藤枝市域での路線は、約6.4km

であり、 3箇所のトンネルのほか、パーキングエリアも建設が予定されている。

藤枝市は概ね市域の南東半が平野、北西半が丘陵となっている。第二東名は平野部と丘陵部の境とな

る付近に建設が行われることとなった。藤枝市では、北から朝比奈川、葉梨川、瀬戸JlIが流れ、それぞ

れ流域に沖積平野を形成している。また、朝比奈川と葉梨川、葉梨J11と瀬戸川の聞には、北西の山塊に

連なる丘陵が入り込んでいる。第二東名の路線は、これらの丘陵と河川を横断し、北は岡部町、南は島

田市へとつながっている。なお、両市境は丘陵となっている。第二東名の路線とその周辺では、丘陵部

分が茶畑等の畑地あるいは山林であり、平野部分は宅地や水田等として利用されている。丘陵部、平野

部ともに大規模な土地の改変はほとんど受けておらず、本来の地形が概ね残されている。

( 2 )対象地点の選定

第二東名の路線範囲において、静岡県教育委員会および藤枝市教育委員会が確認調査を必要とする対

象地点とその範囲を選定している。藤枝地区では、 No.79地点~No.87地点の 9 箇所が対象地点となった。

9笥所の対象地点のうち、 No.80地点は中ノ合遺跡、 No.82地点は衣原古墳群、 No.86地点は助宗古窯群と

して、それぞれ周知されている埋蔵文化財包蔵地と路線の計画範囲が重複するため、調査の必要性が生

じた地点である。また、その他の地点は周知の遺跡を含まないが、地形や近辺の遺跡分布との関係から、

遺跡の存在を含めて確認調査を行う必要があるとされた場所である。

図4 第二東名の路線と対象範囲
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1 催認調査

( 1 )三出|沓の

に設けーた藤枝地区事務所を拠点lこ地点ごとに

は、掘前作業iこ先立ち、必要に応じ

象地点の位置と範囲を確認し、調査区の設定を行った。なお、

樹木や茶樹等の伐採を行った範囲もある。

した。現地誌査において

また、これと併行して対

るため、調査区設

調査は卜レンチ掘削に ることを基本としfこが、地形や環境等によってはテストピット掘削に

て実施した箇所もある。掘削作業 や撹乱土は重;践を使用し通包含層掘削と

施した。ただし、 あるいは作業に危険ノ州半う際は表土除去も人力で実施した。なお、

遺構や遺lj討を確認した場合や、遺跡の把握が難しい場合、トレンチやテストピットを拡張し

遺構または造物を発見した際には、位置と層位等に留意した上、で¥その状況を記録に残した。なお、

出土遺物については、記録に取った上で取り上げ作業を実施することを基本とした。ただし、遺構内で

ある程度まとまって出土した遺物に関しては、本語査を実施することを前提とし、出土状況の記録を残

すに留め、取り上け

遣構@遺!物陶に関わる記録類の作成にあつては、図面と写真を用い は、測量用基準杭を調査

地点ごとに設定した上で、 トータノレステーションを使用して作図した。縮率は全体図が1/100、その他

は1/20を基本としたが、必要に応じ、その他の縮率も使用した。なお、測量用基準杭は、三角点や第

の工事関係用基準抗を基に国土座標にあわせて設定したものと、株式会社ブジヤマに委託し
I 
L〆 に匡|土座標あるいは任意に したものがある。記録写真撮影には351m判カラーネガアィ

jレムを用い、必要に応じてそ/クロブィルムの35mm判や 6x 7判を使用し

以上の方法で、確認調査は地点ごとに遺構@遺物の有無とその広がりを把握したが、安全面を考慮し

て調査終了後、トレンチやテストピットを埋め戻し、

したが、重機の進入が困難、あるいは作業に危険が伴う

3 確認調査期間と

った箇所もある。この作業に

は入力で行っている。

地点名 対象菌積員E議官麗「一一一一「司 醐合計(葉掘削萌「寸
その 1 2，03711'; (230m') 

NO.79地点
その 2 (112 rd) 

4，317 rrl (342 

3，3F(1 n1 (337 rrr) 
一一

その 1
その 2 1，270nr (585m2) 

21，7700' (1 
その 3 6，461nl (232.6nD 

その士一一一J…】一一一一回羊Jì~8 n1 (41010') 

1池j点、
その 1 37，616ri12 (1，00610') 

73，366了0'(2 
その 2 35，750111 (1，665rrI) 
その 1 19，231n1 C1，024m2) 

2t也点 その 2 5，100rd (69011'f) 38，627刀f(2，477.511' 

d)| 

「 j
トj ー No，83地点

その 3 14，296nl (7635立1)
その 1 3，970刀i(370m') 
その 2 7，600nf (657m') 34，640rrf (1，907立f
その 3 18，07010' (880n1) 

~T_~ー-~

「一…地点 1ご二二二
NO.85地互二二J=一一一一一一 一--U47ro'(351Tf) 47m' (35n.，') 

措計誠一一」二lr::::;;;:一一ぺ
一一一一一一二三10，045m'(10，8591 rd) ! 
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( 2 )調査の経過

各地点の確認調査は、調査実施条件が整った地点について、道路公団から調査要請のあった順に着手

した。そのため、調査の順序は地点)11買ではない。また、同一地点内でも、調査実施条件の整備の関係か

ら、部分的に数度に分けて確認調査を実施した場合もあった。その場合は iNo.79地点その 1J等として

調査を実施した。

藤枝地区の確認調査は平成 9年から開始し、平成15年まで実施した。各地点の調査期間は表 4に示し

たとおりである。各地点の詳細な調査経過については、地点ごとに次項以下に記した。

表 4 各地点の調査年次

地点名 種別 平成 9年度 平成10年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

No.79 
雌認調査

本調査

No.80 
確認調査

本調査

No.81 
確認調査

本調査

No.82 
確認調査

本調査

No.83 
確認調査

本調査

No.84 
確認調査

本調査

No.85 確認調査

No.86 
確認調査

本 調査

No.87 
確認調査

本調査

基礎整理

写真 1 No.79地点確認調査作業状況 写真 2 No.80地点確認調査作業状況
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広各地点の概要

( 1 )地点

{立量⑨立fi出と

NO.79地点は、藤枝市高田@中/合に所在する。藤枝市高田と中ノ合ともに、藤枝市域では北西部に位

置する地区であり、高田地区は朝比奈川右岸、中/合地区は葉梨川両岸に所在する。朝比奈川と葉梨川

は合流し、さらにその下流で西から流れてきた瀬戸川とも合流し、駿河湾に注いでいる。これらの河川

と大井川が形成した平野が志太平野で、ある。志太平野は北方と西方は山塊、南方は大井川、東方は駿河

となっている。このうち、北西部の山塊からはいくつかの支脈が派生しており、朝比奈川と葉梨川の

間に南北に連なる丘陵もそのー支脈である。この丘陵の尾根上ムに所在するのが、 NO.79地点である。丘陵

の稜線上には狭障ながらも平坦面が確認できる部分がある。確認調査対象地点となったのは平坦部とそ

の周辺で、標高は約である。丘陵部は山林あるいは茶畑となっており、調査対象範囲に守つい

ても調査開始前は山林となっていた。調査対象範囲とその付近は、近代以降に大幅な地形の改変を受け

た様子は見られない。なお、地点の約1.2km北 東 に は 地 点 、 南 西 約O.2kmにはNO.80地点、南西約

O.5kmには中ノ合遺跡が所在し、 JR焼津駅からは北西に約 7kmの距離である。

調査方法と

恥79地点の確認調査は平成12年度と平成13年度に実施した。このうち、平成12年10月4日~四月 6日

に実施した調査が「確認調査その 1J、平成14年 2 月 12 日 ~2 月 28 日に実施した調査が「確認調査その

2 Jである。調査対象面積の合計は、実掘削表面積の合計はばである。調査対象範囲のうち、

北西部の斜面地と中央部の平ts部を対象として実施したのが「確認調査その 1Jであり、調査対象面積

2037ni、実掘削表面積230niである。残る調査区の南部の2.280ntを対象として実施した調査が「確認、調

査その 2Jであり、実掘削表面積112niである。

調査はトレンチを地形に員Ijし し、入力により掘削を行った。 遺物が集中した範囲については、

トレンチの拡張も行った。トレンチの設定状況や完掘状況、土層断面、遺物出土状況等の記録について

は、実測図を取るとともに写真撮影を行った。

掘削作業はすべて人力で行った。基本的な層序としては、黄褐色シノレト層が地山で:あり、この上は赤

褐色シノレト層、褐色シルト層、表土ならびに耕作土の111買であった。ただし、丘陵部であるため、これと

は様相が異なる部分も晃られた。なお、「確認調査その 1Jでは、褐色シノレト層から山茶碗や灰粕陶器、

赤褐色シjレト層からは縄文土器や石器が出土した。 については、何も検出できなかっ

調査開始前、「確認調査その 1Jの範囲は中世の山城、「確認調査その 2Jの範囲は集落跡あるいは古

墳群の可能性がそれぞれ考えられていた。これらに関わる遺構や遺物を発見することはできなかったが、

その一方で、予期しなかった時期の遺物が「確認調査その1_1において多数出土した。それは、調査区

中央部の平坦部から集中して出土した縄文土器や石器である。当該期の遺構については検出されなかっ

たが、遺物が集中して出土した範囲を中心とした500nfを対象に「中/合イセ111遺跡Jとして、平成14

年度に本調査を実施することとなった。なお、このほかに、「確認調査その 1Jでは山茶碗や灰紬陶器

が出土し、「確認調査その 2Jでは表土からではあるが、石器等が出土している。
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( 2 )地点

位置@立地と

[¥)0.80地点は、藤枝市中/合に所在し、前頁に記した 79地点からは南西iこ約0.2凶の距離である。立

地状況に関しては、概ね地点と同様であるが、調査対象範囲の標高は25~~60m前後であり、

よりも低いo NO.79地点の斜面下方から山裾にかけてがNO.80地点といえる。調査開始前は山;休あるいは

畑地となっていた。 JR藤枝駅からは、北に約6.5kmの距離でミある。

さて、葉梨川流i域にはし、くつかの遺跡があるが、中/合遺跡はその一つである。中/合追跡は、

! 11左岸の沖積平野と丘陵が接する部分に所在する遺跡で、古墳時代や中世の集落遺跡として知られてい

る。中/合遺跡として周知されている遺跡範囲と第二東名高速道路の計画範囲は一部重複していた。ま

路線計画範酉における丘陵部分は、周囲の遺跡の状況から古墳が存在する可能性も考えられたため、

中/合遺跡とその周辺をNO.80地点として調査を実施することとなった。

と確認状j兄

NO.80地点の確認調査は平成12~14年度に実施した。調査対象面積は2 1， 770nI、実掘削表面積の合計は

1，564.6111である。確認調査は 4固に分けて行っており、「確認調査その 1J は平成12年12月凶日 ~~13年

3 月 27 目、「確認調査その 2J は平成13年 9 月 3 日 ~9 月 25 日、「確認調査その 3 Jは平成13年四月 18日

2月 8日、「確認調査その 4J は平成14年10月 21 日 ~11月 21 日にそれぞ している。調査対

象面積は、その 1からn聞に、、1，270 、、 10，668nIであり、実掘削表面積は、それぞ、れ

、585rr仁、で=ある。

確認調査はトレンチあるいはテストピットを掘削することによって実施した。確認トレンチとテスト

ピットは地形に則して設定し、掘削は重機と人力にて実施した。表土および撹乱土/曹については、

路と作業の安全が確保できる場合は重機を使用したが、斜面地等は人力で掘削を行った。包含層掘削や

遺構@遺物検出作業については、すべて入力で、実施した。遺構@遺物が確認されたトレンチについては、

適宜、拡張を行った。記録図の作成には、測量基準点を基にトータ/レステ山ションを用いた。実測図の

縮尺は1/初、 1/品、1/50を基本とした。記録写真の撮影には35mm判カラーリバーサルフィルムを使用

した。なお、調査期間中は、現地iこ詰め所と駐車場を設置した。

その 1Jの調査範囲は、対象地の北側部分である。調査で 。中佐~近

出の遺物が出土したが、遺跡が広がる様子は見られなかった。「確認調査その 2Jの

区の北西の一部と、調査区中央の丘陵裾部である。このうち、中央の丘陵裾部において、

遺物の広がりを確認した。「時:認調査その 3Jは調査区の東側部分の尾根部とその周辺が対象範囲であ

る。盛土中から須恵器が出土したが、遺跡の広がりはなかった。「確認調査その 4J 

である。調査では古墳時代の小穴を検出し、古墳時代前期の土器が出土した。丘陵頂部では、古墳の

室の一部を検出し

士~
ザ~_， '/j'<o，.，. 

その 2Jにおいて、遺跡の広がりが明らかとなった260rdについては、 iNo.80地点本調査 I

期J として、平成14年 3 月 r~ 5月に本調査を実施するはこびとなった。「確認調査その 4Jにおいて、

遺構の広がりが明らかとなった2，690d については、平成15年 2 月 12 日 ~12月 26日に本調査を実施 Lノた。

一連の本調査の結果、古墳時代前期の集落跡をはじめ、古墳時代後期の古墳群と集落跡などの存在を

明らかにすることができた。
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( 3 )地点

位置⑥立地lと

地点は、藤枝市中/合642-1他に所在する。中/合は藤枝市北西部の葉梨川沿いの地区で、地区

の中でも西寄りの葉梨川右岸にNo.81地点は位置する。調査対象範囲となった笛所は、市域北部の山塊と

る場所で、北と西、南の三方を丘陵に固まれ、東には沖積平野が広がっている。

藤枝市では、沖積平野を見下ろす丘陵には多〈の古墳が存在するが、目。81地点周辺の丘陵にも寺家山

どの古墳群が展開する o NO.81地点は、これらの吉墳の分布に加え、周囲の遺跡の

分布状況から弥生~古墳時代の集落跡が広がる可能性が考えられ、さらに「矢部屋敷」という小字名も

見られることや、「葉梨舘」推定地に近いことなどから、中世の屋敷地の可能性も考えられたため、確

ることが決定した地点である。

と確認状;兄

は平成12年度と平成15年度lこ実施した。調資対象面積の合計は、 73，366n1である。このうち、

平成12年 6 月四日 ~9 月 29 日に 37.616 を対象とした調査が「確認調査その 1 J、平成15年 2月29日~

16年 3月25日に35ヲ750n1を対象とした調査が「確認調査その 2Jである。調査対象範囲のうち、概ね南

「確認調査その 1J、北半が「確認調査その 2Jにおけ4 る調査実施範囲である。実掘削表面積はそ

れぞれ1，006 、1，665n1であり、合計実掘削表面積は2ヲ671n1である。

調査対象となった範囲は、大きく平地部と丘陵斜面部に分けることができる。平地部では、地形と方

位を基に20~30m の間隔で 4m四方のテストピットを設定し、丘陵斜面部では地形に則して 1[1高 1mのト

レンチを設定し、これらを掘削する{ニとで遺構⑥遺物の有無とその広がりを確認した。掘削は表土と撹

乱土については重機を用い、その他は人力で実施した。「確認調査その 1J • i確認調査その 2Jの両者

において、遺構ゅ遺物の存在が明らかとなった範囲があり、遺構・遺物を確認したトレンチやテストピッ

トの中には拡幅を行ったものもある。その結果、弥生時代後期 e 古墳時代後期。中世初頭の集落跡と水

田跡が広がることが判明した。ただし、層位lご一ついては地形の変化に富むため一様ではない。概ね丘陵

部では、表土や耕作土の厚さが0.5m前後あり、地表から程度掘削すると地山となっていた。

平地部では、中世遺構検出面が地表下約1 、その0.3~LOrLl下が古墳時代の遺構面、さらにそ

のO.ト~LOm下が弥生遺構検出面であっ

遺構の検出状況ならびに遺物の出土状況については、基準点を基にトータ jレステーションを用いて実

測を行った。その際、縮尺は1/20、1/100を基本とした。また、 トレンチ、テストピット完掘の状況、

遺構検出状況、遺物出土状況、作業状況については、 35rnrn半Ijカラーネガフィ jレムを用いて記録撮影を行っ

ピ。なお、調査終了後は重機を用いて理め戻しなど、の排土処理を実施した。

の南半部を対象とした「確認調査その 1Jでは、中世の整地層を確認でき、水田跡等の

遺構の広がりも明らかとなった。また、弥生時代後期と古墳時代後期の水田が広がることも判明した。

調査対象地の北半を対象とした「確認調査その 2Jは、地形によりさらに丘陵部と平地部に分けられ、

平地部において遺構・遺物の広がりを確認することができた。存在と広がりが明らかとなったのは、弥

生時代後期、古墳時代後期、中世初頭、の集落跡と水田跡である。なお、周囲の遺跡の状況から古墳や窯

i誌の存在が期待された丘陵部においては、これらの遺構。遺物を発見することはできなかった。

遺物に関しては「確認調査その 1Jと「確認調査その 2Jの両者において、弥生土器や須恵器、灰事II

陶器、山茶碗、近世陶儲器等に加え、弥生時代や古墳時代の木製品等も出土した。

以上の成果から、 NO.81地点に関しては、遺跡の広がりが明らかとなった範囲に関して本調査を実施す
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ることとなった。このうち「確認調査そのl_1 で本調査が必要となった範囲は、平成12年11月14日から
平成14年 3月29日まで iNo.81地点本調査 I期」として18，580nfを対象に本調査を実施した。「確認調査
その 2Jの結果、本調査の必要性が生じた箇所については、平成15年 9月26日から平成19年 3月初日ま
で iNo.81地点本調査H期@亜期」として19，050ntを対象として本調査を実施した。本調査対象面積の合
計は37，630nfである。なお、 NO.81地点は、今回の第二東名建設事業に伴う確認調査の結果、新たに発見
された遺跡であり、遺跡の広がりが明らかとなった範囲については「寺家前遺跡」として遺跡登録さ
れた。

閤5 確認調査対象範囲 1 拠地点)

閤 6 確認調査対象範閤 2 CNo.81地点)
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( 4) NO.82地点

位置@立地と状況

No.82地点は、藤枝市下之郷646に所在する。藤枝市下之郷は市域北東部をれる葉梨川沿いに広がる

地区で、 NO.82地点は下之郷北西部の丘陵上に位置する。標高は20~50m、 JR 藤枝駅からは北北西に

5.5kmの距離で、ある。藤枝市域では、沖積平野を見下ろす丘陵部lこ多くの古墳群が展開し、葉梨川流域

にもいくつかの古墳群が存在する。衣原古墳群はその代表的なものの一つである。計画された山一

の路線は衣原古墳群として周知されている遺跡の範囲を横切るため、両者が重複する範囲に関しては、

恥沼地点として確認調査を実施することとなった。また、周囲の状況から遺跡が広がる可能性がある

固についても、併せて確認調査を実施することとなった。なお、調査開始以前、対象範囲は茶畑あるい

は山林となっていた。大規模な土地の改変を受けた状況は見られないが、調査対象範囲内には古墳の主

体部を構成していた可能性が考えられる石材が路頭している箇所もあり、畑地の開墾や耕作に伴う掘削

が遺構に影響を与えている可能性は考えられた。

調査方法と確認状況

確認調査は平成12~14年度に 3 回に分けて実施した。 19 ， 231 を対象として平成12年12月四日 ~13年

3 月 2'7日に実施した調査が「確認調査その 1J、 5JOOm'を対象として平成13年 8 月 1 日 '~11月初日に行っ

た調査が「確認調査その 2J 、 14.296nfを対象として平成14年 6 月 1 日 ~10月 31 日に実施した調査が

「確認調査その 3Jである。調査対象表面積は合計38.627ntである。実掘削表面積の合計はで、

内訳は「確認、調査その 1Jから順にl，024m2、690nL763.5m'である。なお、調査対象範囲が広いため、

調査にあたっては地形を基に調査区内を便宜的に 5つに区分した。調査区北部がA区、中央部東側斜面

がB区、中央部の丘陵頂部がC区、調査区南斜面がD区、調査区南端の丘陵裾がE区である。

調査は地形に則して設定したトレンチを掘削することにより実施した。掘削は主に人力で行ったが、

表土の除去に重機を使用した範囲もある。また、掘削に先立ち茶樹の伐採を実施した箇所もある。表土

ならびに耕作土を除去すると、地山となっていた。遺物はB区、 C区、 E区において出土したが、いず

れも表土や耕作土からの出土である。出土した遺物は、縄文土器と須恵器、陶磁器類である。縄文土器

は、 D区から出土したが、細片である上に風化の著しいものであった。須患器は古墳時代後期の所産で、

B 区と C 区で出土した。陶磁器類は中世~近世のもので、 BôiCoD~E 区から出土している。

遺構としては、古墳として断定できるものを確認することはできなかった。ただし、 E区の南東部と

東部では古墳の埋葬施設に関わる可能性がある石材を検出し、南西部では周溝の可能性が考えられるく

ぼみを検出することができた。なお、実測図作成にあたっては、測量用基準杭を設置し、これを基にト←

タJレステーションを用い、 1/20、1/100を基本として図化を行った。調査状況ならびに、 の撮

には:、 35mm判カラ u ネガフィノレムを用いた。調査期間中は現地に詰め所を設置した。調査終了後は、

人力にて埋め戻し作業を実施した。

3固に分けて実施した調査のいずれにおいても、遺物の存在は確認できた。着手前は、古墳群が大規

模に展開する可能性も想定されたが、古墳が現存する可能性がある箇所は「確認調査その 1Jにおいて

1箇所が確認されたのみである。古墳ーが遺存する可能性をもっ範囲については本調査を実施することと

なり、平成14年度に500m'を対象として本調査を実施した。
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( 5) NO.83地点

位置・立地と状況

NO.83地点は、藤枝市下之郷628他に所在する。この地点は、前項に記したNO.82地点の南西に隣接し、

NO.82地点から続く丘陵の裾部と丘陵に接する平地部を調査範囲とする。調査区内は地形により、低地部

と丘陵部に大別でき、低地部の標高は20m前後、丘陵部の標高は約25~45mで、ある。なお、調査対象範

囲となった丘陵は、東を流れる葉梨川とその支流で西を流れる半谷川に挟まれている。 NO.83地点として

調査を行ったのは、この丘陵の先端部と、半谷川が形成した沖積平野の一部である。

NO.83地点もNO.82地点と同様に、衣原古墳群として周知されている遺跡の範囲と一部重複する。周知の

遺跡範囲外にも、古墳やその他の遺跡、が存在する可能性がある部分は広がっており、当該箇所にもあわ

せて確認調査を実施することとなった。なお、調査開始前、この地点は茶畑と宅地になっており、 JR

藤枝駅からは北北西に5.4kmの距離である。

調査方法と確認状況

確認調査は平成13~14年度に 3 回に分けて実施した。平成14年 2 月 6 日 ~3 月 20 日に 8 ， 970rrfを対象

として実施した調査が「確認調査その 1J、平成14年 4 月 8 日 ~6 月 15 日に 7.600rrfを対象として実施し

た調査が「確認調査その 2J、平成14年 9 月 1 日 ~10月 31 日に 18 ， 070rrfを対象として実施した調査が

「確認調査その 3Jであり、確認調査対象総面積は34.640rrfである。実掘削表面積は、それぞれ370rrf、

657 rrf、880rrfであり、合計1，907m'である。

調査範囲は、調査年次と地形に則して 7つの調査区に区分した。確認調査は地形に則したトレンチと

テストピットを掘削することにより実施した。表土は重機により除去することを基本としたが、重機の

進入が困難な箇所については人力により掘削を行った。表土除去後は人力で掘削を行った。なお、トレ

ンチは幅 1m、テストピットは 5m四方を基本としたが、必要に応じて拡幅を行った。

3件のいずれの調査においても遺物は出土し、遺構の広がりが明確となった範囲もある。遺構や遺物

の検出・出土状況を含め、確認調査の状況とその成果は、写真と実測により記録を残した。主な出土遺

物は土器であり、古墳時代~古代の須恵器の出土量が最も多かった。遺構は、古墳や窯跡、竪穴住居跡、

住穴等の存在を確認できた。

実測図作成にあたっては、祖IJ量基準点を設置した上でトータルステーションを用いて図化し、実測図

の縮率は1/100、1/20を基本とした。写真撮影には35mm判カラ ーネガフィルムを使用した。なお、調査

期間中は現地に詰め所を設置した。調査終了後は、必要に応じて埋め戻し作業を実施した。

写真 3 NO.82地点確認調査作業状況 写真 4 NO.83地点確認調査重機掘削状況
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結果

確認調査の結果、丘陵部において遺構。 の広がりが明らかとなっ る。

その 1Jでは、古代~近世の遺物が出土し、古墳と火葬遺構の存在7);判明した。「確認調査その 2Jで

は、古墳時代後期の窯跡の存在を確認し、「確認調査その 3Jにおいては弥生時代~近世の土器等が出

土し、弥生時代と古墳時代後期~古代・中世の集落跡の広がりが明らかとなっ

遺構・遺物の広がりが確認できた範囲については、平成 L4'~16年度に本調査を実施した。「確認調査

その 1J の結果を受け、平成14年 7 月 1 日 ~15年 1 月 23 日に1，600nfを対象として行った謂査が「本調

I期」である。「確認調査その 2J で発見した窯跡は、平成14年10月 23 日 ~8 月 29 日に1，560

として「本調査豆期」として調査を実施した。平成14年 11月]日 ~3 月 20 日に 3 ，000 を対象とした

「本調査盟主月」、平成15年 4月 1a ~~ 16年 1月15日に3，600 を対象とした「本調査町期」はいずれも

「確認調査その 3J の成果に基づくものである。平成16年 4 月 1 日 r~12月 17 日に 2 ， 500 を対象とした

「本調査V期」は、「確認調査その 2Jと「確認調査その 3Jの成果に基づくものである。本調査対象面

積の合計は12，260rrfである。

なお、「本調査 I期Jで調査した古墳が「衣原11号、墳ム「本調査E期」と 率引で調査した

窯跡群が「衣原古窯群」、「本調査 I期」の

ある。

国 7 3 (I'J肌82⑥ 83地点)

と m~v期」の集落跡が「衣原遺跡」で
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( 6) NO.84t也点

位置・立地と状況

NO.84地点は、藤枝市花倉77-2に所在する。花倉は藤枝市の北東部、葉梨川の支流である花倉川が形成

した沖積平野とその周辺の丘陵に固まれた地区である。調査対象範囲となったのは、花倉川左岸に所在

する丘陵頂部から斜面にかけてである。この丘陵は、藤枝市北方の山塊から連なり、調査対象範囲の標

高は約40~70mである。眼下には花倉・下之郷の集落が広がり、南東に目を転じると、駿河湾や伊豆半

島を眺望できる。 JR藤枝駅からは北に約5.4km、NO.83地点からは北西に約0.4kmの距離である。調査開

始前、この地は茶畑となっていたが、大幅な地形の改変を受けた様子は見られず、本来の地形を残して

いるようであった。

「花倉」の地名は今川家の家督争いである「花蔵の乱(天文 5年:1536年)Jにより知られているが、

NO.84地点の所在する丘陵周辺には「葉梨館」の推定地がある。 NO.84地点はこれらと関わる遺構あるいは、

周囲の遺跡状況から古墳が存在する可能性が考えられたため、確認調査を実施する運びとなった。

調査方法と確認状況

確認調査は平成14年度から平成15年度にかけて実施した。調査期間は平成15年 1 月 4 日 ~5 月 1 日で

あり、調査対象面積は10，320rrf、実掘削表面積は790rrfである。

調査はトレンチを掘削することで行った。表土除去は重機で、包含層掘削や遺構検出は人力で行うこ

とを基本としたが、古墳が存在する可能性のある箇所は、表土除去も人力で実施した。トレンチは地形

に則して設定し、遺跡の広がりを見るため、一部は拡張を行った。調査終了後は、人力と重機で埋め戻

しを行った。記録図の作成には、担IJ量基準点を基にト ータルステ ーションを用いた。実測図の縮尺は

1/20を基本とし、記録写真の撮影には35mm判カラーネガフィルムを使用した。なお、調査実施中は現

地に詰め所を設置した。

丘陵部であるため、層位は調査区内でも場所により相違が見られる。表土の直下はにぶい黄褐色土層

であり、その下が黒褐色土層である。この黒褐色土からは灰柚陶器等が出土しており、中世前後の堆積

層ととらえられる。その下部は、暗褐色粘土層あるいは黒褐色粘土層であり、縄文土器が出土している。

なお、場所によっては、縄文土器包含層の直上に遺物を包含しない暗褐色土層が存在した。

結果

調査区中央部の丘陵頂部付近において古墳の存在が確認でき、土師器等が出土した。このほか、調査

区北部等で灰柚陶器と縄文土器が出土した。

遺構・遺物が広がることが明らかとなった範囲は、平成15年 6 月 11 日 ~16年 1 月 16 日に「花倉大柳遺

跡・花倉大柳古墳」として本調査を実施することとなった。本調査対象面積は4，840rrfである。

写真 5 NO.84地点確認調査作業状況 写真 6 NO.85地点調査前状況
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( 7) No.85地点

位置・立地と状況

No.85地点は藤枝市花倉字岩下に所在し、 JR藤枝駅の北北西約5.1kmの距離であるO 花倉地区は北と西、

南の三方を山に囲まれ、中央部に花倉川が流れている。自0.85地点は、その南側の丘陵先端部の斜面に所

在し、標高は40m前後である。前頁のNo.84地点は、花倉川を挟んだ北東約0.3kmに位置する。

前述のとおり、「花倉j は「花蔵の乱Jの舞台となった地であり、 No.85地点の北西約2.6kmに花倉城が

所在する。 No.85地点はこれらと関連する中世城館が痔在する可能性が考えられたため、確認調査を実施

することとなった。調査開始前、この地は雑木林や竹林となっていた。

調査方法と確認状況

確認調査は平成14年 3 月 4 日 ~3 月 31 日に実施した。調査対象面積は1.147rrf、実掘削表面積は35rrf

である。

確認調査は、地形に則して設定したトレンチを人力で掘削することで行った。 20cm前後の表土を除去

すると暗黄褐色土層となっていたが、この土層からは何も出土せず、遺構を検出することもできなかっ

た。この下層は地山であったが、地山上面においても遺構を検出することはできなかった。一部、地山

と暗黄褐色土層の聞に堆積層が見られる部分もあったが、これらの層位でも遺構や遺物を検出すること

はできなかった。

調査は写真と図面により記録を残した。実測図の作成にあたっては、測量用基準杭を基にトータルス

テーションを用いて測量し、 1/20、1/100を基本として図化を行った。写真撮影には、 35mm半IJカラーネ

ガフィルムを使用した。

結果

確認調査の結果から、この地には遺跡の広がりはないことが明らかとなり、本調査の必要はないとい

う判断に至った。

図 8 確認調査対象範囲 4(地84・85地点)
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( 8) NO.86地点

位置・立地と状況

NO.86地点は藤枝市助宗字清水下地先に所在する。藤枝市助宗は市の中央部を流れる瀬戸J11左岸に位置

し、南部を瀬戸川の支流である鹿鳴渡川が流れる。 NO.86地点は鹿鳴渡川左岸の丘陵南側緩斜面の一角に

所在し、標高は約70m~110m、 JR 藤枝駅からは北西約5.2kmの距離である。

調査対象範聞は助宗古窯群として局知されている遺跡の範囲内にある。助宗古窯群は奈良時代~平安

時代の窯跡であるが、窯跡の分布状況と地形から 5つの小群に分けられている。 NO.85地点は清水下C群

の範囲に含まれており、第59・60号窯跡が存在する可能性が考えられたため、確認調査を実施すること

となった。調査開始前、調査対象範囲ならびにその周辺は、茶畑となっていた。

調査方法と確認状況

確認調査は平成9年10月 1 日 ~10年 2 月 18日に実施した。ただし、確認調査中に遺跡の広がりが明ら

かとなり、直ちに本調査へ移行した。上記の調査期間は本調査期間を含む。実質的な確認調査の期間は

10月 1 日 ~12月 18 日で、確認調査対象面積は8.505m"である。実掘削表面積は807m"であるが、うち350

dは本調査に移行した面積であり、確認調査としての実掘削表面積は457m"である。

調査はトレンチ掘削により実施した。確認トレンチは地形に則して設定し、掘削は表土および撹乱土

は重機で、その他は人力で行った。調査区西部の卜レンチでは、須恵器等の遺物とピット等の遺構を確

認することができ、遺跡の広がりが明らかとなった。出土した遺物は、いずれも律令期のものである。

この範囲は、第51~54号窯跡のほぼ前面にあたり、ほかにも窯跡に関連する遺構が存在することも考え

られたため、本調査を実施することになった。その他のトレンチでは、遺構・遺物ともに発見には至ら

ず、調査終了後、重機で埋め戻しを行った。なお、確認調査期間、現地には詰め所を設置し調査にあたっ

た。調査記録の作成においては、測量はトータルステーションを用い、 1/20、1/100を基本として園化

を行った。写真撮影には、 35mm判カラーネガフィルムを使用した。

結果

先述したとおり、遺跡の広がりが確認できた350m"については、引き続き本調査を実施した。

図 9 確認調査対象範囲 5 CNo.86地点)



( 9) NO.87地点

位置・立地と状況

NO.87地点は藤枝市寺島字大谷に所在する。藤枝市寺島は市域中央部を流れる瀬戸川の右岸に位置し、

JR藤枝駅からは北西に約 5kmの距離で、ある。その南西部の丘陵緩斜面にNO.87地点はあり、調査範囲の

標高は約70""'100mである。調査開始前は茶畑となっていたが、大規模な土地の改変は受けておらず、

地形は原状をほぼ保っている様子であった。

NO.87地点は周知の遺跡範囲ではないが、周囲の遺跡の状況から、平坦面には縄文時代~古墳時代の集

落跡、丘陵頂部には古墳が存在する可能性が考えられたため、確認調査を実施することとなった。

調査方法と確認状況

確認調査は平成 9年11月1日，_，12月24日に実施した。調査対象面積は17.353rrr、実掘削表面積は615

dである。確認調査は地形に則してトレンチを設定し、人力による掘削で調査を実施した。

トレンチ掘削の結果、調査区東寄りの丘陵頂部で古墳 1基とそれに伴う遺物が出土し、調査区北寄り

の緩斜面では縄文時代~古墳時代の遺物と遺構の存在が明らかとなった。時期を確定できないものの、

遺構は調査区の西寄りでも検出できた。層位は、表土と耕作土の直下はにぷい褐色土層となっており、

その下層は褐色土層、黄褐色土層の順である。このうち、褐色土層からは、縄文時代~古墳時代の遺物

が出土し、黄褐色土層上面が遺構検出面である。なお、丘陵部であるため、層位は場所によって異なっ

ており、表土や耕作土の直下が基盤層である範囲も見られた。

記録図の作成は、トータルステーションを使用し、縮尺は1/20、1/100を基本とした。写真撮影は、

35mm判カラーネガフィルムを使用した。なお、調査期間中は、現地に詰め所を設置し調査にあたった。

結果

確認調査の結果、縄文時代と古墳時代前期の集落跡、古墳時代中期の古墳が存在することが判明した。

遺跡の広がりが明らかとなった4.698rrrについては、平成 9年度と平成10年度に本調査を実施すること

となった。なお、丘陵頂部で検出した古壌は「寺島大谷古墳(1号墳)Jとして、その他は「寺島大谷

遺跡、」として本調査を実施した。

図10 確認調査対象範囲 6 CNo.87地点)

-24-



第4:節本調査

L 経過と方法

藤枝地区において、本調査を実施したのは、 79地点(中/合イセ山遺跡)、 NoBO地点(中/合遺跡@

中ノ合イセ山古墳群)、トJO.81地点(寺家前遺跡)、 Noβ2.NO.83地点(衣原遺跡@衣原在窯群。衣原古墳群入

国0.84地点(花倉大柳遺跡。花倉大相i古墳)、点(助宗百窯群)、 NO.87地点〈寺島大谷遺跡。

谷古墳 C1号墳))、以上の 8地点、 12遺跡でおる。

本調査は平成 9 年~18年度に実施した。本調査を実施した対象地点とその範囲は、前節に記した確認

調査の結果に基づき、静岡県教育委員会から示されたものである。上記の遺跡のうち、最も早くに着手

したのは、助宗古窯群 CNo.86地点)と寺島大谷遺跡。寺島大谷古墳(1号墳)地点)であり、平

成 9年度に本調査に取りかかった。宗古窯群は平成 9年度中に調査を終え、寺島大谷遺跡@寺島大谷

古墳(1号墳)は平成10年度に現地調査を終えた。

平成12年度には、寺家前遺跡 CNo.81地点入平成13年度に中/合イセ山遺跡他 (No.790 80地点〉、平成

14年度には衣原遺跡他、平成15年度には花倉大柳遺跡@花倉大柳古墳の調査に着手した。中/合イセ山

遺跡と花倉大柳遺跡@花倉大柳古墳の調査は平成15年度に終了し、衣原遺跡他の調査は翌平成16年度に

終了した。寺家前遺跡の調査は平成18年度に終了した。なお、藤枝地区における本調査面積の総計は、

63，728rrfで、ある。各地点必各遺跡の調査面積と調査年次は表 5のとおりである。

本調査と併行して、基礎的な整浬作業を藤枝地区事務所あるいは各地点の現地事務所にて実施してい

る。第二東名建設事業に関わる発掘調査は現地調査を優先させるという方針に基づき、本格的な資料整

理作業は、上記の遺跡の調査に一区切りが付いた平成17年度から着手し

本調査の方法としては、表土の除去には重機を用い、遺構検出。遺構掘削は人力で実施した。測量基

準点、については、旧測地系を基に検出遺構に合わせて設置した。遺構実測 e 遺物取り上げにあたっては、

トータノレスデーションを用いた。図化にあたって、縮率はと1/100を基本としたが、必要に応じて

その他の縮率も用いている。写真撮影は、 35mm判カラーネ 7~" .カラーリバーサルフィルム、 6x 7判カ

ラーリバーサパ/'そ/クロフィ jレムを用いるごとを基本とし

査で異なるため、各遺跡の報告の中で述べることにする。

なお、言半;咽な と経過は各調

表 5 本調査実施期間と面積

ト 1制名 地点
年度 面積

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

|中/合イ叩跡他
NO.79 500rd 

NO.80 dら 2，950m: 

寺家目リ遺跡 NO.81 ♂ にム υ ι川河口三 dムJ ，. 十れ、 口勺 ジ

志 γ 一
ιセい
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衣 l反遺跡
NO.82 500nf 
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一ヘヘ A ず 屯ザ 引
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2.概要

藤枝地区では、 12遺跡の調査を実施し、縄文時代から近世に至るまでの遺構・遺物を検出している。

以下、時代別に概要を記す。

縄文時代

縄文時代に関して調査を行ったのは、中ノ合イセ山遺跡 CNo.79地点〉、花倉大柳遺跡 CNo.84地点)、寺

島大谷遺跡 CNo.87地点)である。いずれも中期の遺跡といえる。ただし、中ノ合イセ山遺跡では、縄文

土器や石器等の遺物の出土に留まり、遺構は検出できなかった。遺物は周囲からの流れ込みによるもの

と考えられる。土器はいずれも細片である上に表面の風化と摩耗が著しく、型式の判別は困難であるが、

中期の所産と考えられる。石器は、石匙や磨石等がそれぞ、れ数点ず、つ出土している。

花倉大柳遺跡と寺島大谷遺跡ではそれぞれ、竪穴住居跡 1軒と柱穴等の調査を実施している。遺物は、

土器に加え石鍛や石斧等の石器が出土している。花倉大柳遺跡から出土した土器は北屋敷式や北裏C式

等であり、寺島大谷遺跡から出土した土器は勝坂式であるため、花倉大柳遺跡は中期前葉~中葉、寺島

大谷遺跡も中期に位置付けられる。

弥生時代

弥生時代の遺構・遺物の調査を行ったのは、寺家前遺跡 CNo.81地点)、衣原遺跡 CNo.82・83地点)、花

倉大柳遺跡 CNo.84地点)、寺島大谷遺跡 CNo.87地点)である。調査の中心となったのは、後期の集落跡

であるが、寺家前遺跡では水田跡の調査もしており、衣原遺跡では中期~後期、寺島大谷遺跡では後期

~古墳時代初頭の所産と考えられる遺物や遺構も確認している。

最も多くの遺構・遺物が確認できたのは、寺家前遺跡である。寺家前遺跡では、 30軒を超える竪穴住

居跡、と掘立柱建物跡を検出し、水田の存在も明らかとなった。遺物は土器や木器のほか、銅釧や銅環等

の金属器等も出土している。出土遺物は、いずれも弥生時代後期に位置付けられるものである。弥生土

器は、まとまった資料が得られており、この地域における土器様式をとらえる上では貴重な資料である。

衣原遺跡と花倉大柳遺跡では後期に位置付けられる竪穴住居跡等を調査している。先述のとおり、衣原

遺跡では中期~後期の土器が出土し、遺構にも後期に位置付けられるものが存在する可能性が考えられる。

寺島大谷遺跡の調査では、弥生時代後期~古墳時代初頭の集落跡を調査している。遺構としては、竪

穴住居跡12軒のほか土坑等を検出しており、竪穴住居跡のうちの一軒は焼失住居であった。

古墳時代

中ノ合遺跡と中ノ合イセ山古墳群 CNo.80地点)、寺家前遺跡 CNo.81地点、)、衣原遺跡他 CNo.82・83地点)、

花倉大柳古墳 CNo.84地点)、寺島大谷古墳は号墳)CNo.87地点)で古墳時代の遺構・遺物を調査した。

このうち、中ノ合遺跡では前期の集落と後期の古墳 2基、寺島大谷古墳 C1号墳)では中期の古墳を調

査している。寺家前遺跡と衣原古墳群、花倉大柳古墳はいずれも後期の遺跡であるが、それぞれ注目す

べき成果をあげている。

寺家前遺跡では後期の集落跡と水田跡を調査している。志太地域では古墳時代後期の集落跡は、存在

自体がほとんど知られておらず、当地の歴史解明には貴重な資料となる遺跡である。また、集落跡の中

心部において、一辺が約10mの規模で、四面に庇をもっと目される掘立柱建物跡を検出している。

寺家前遺跡の南西に隣接する衣原遺跡他では、同じく古墳時代後期の須恵器窯、横穴式石室墳の調査

を実施した。衣原古窯群は志太地域における、現状では最古の須恵器窯である。衣原古墳群では 6世紀

後半に位置付けられる横穴式石室墳を 1基調査した。石室内からは馬具や銀象骸をもっ鍔等が出土して

いる。寺家前遺跡と衣原古窯群、衣原古墳群とは隣接する遺跡である上に、ほぼ同時期に位置付けられ
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るため、 3者の関連性も十分に考えられる。

花倉大柳古墳は古墳時代後期前半に位置付けられる円墳である。後期前半に位置付けられる古墳は、

葉梨川中流域としては初の調査事例である。

古代

衣原古窯群 CNo.83地点)では、当地初例となる横口式炭窯 2基を検出した。助宗古窯群 CNo.86地点)

は、奈良時代~平安時代の須恵器窯跡群である。 No.86地点は窯体の調査には至らなかったものの、灰原

を調査し、杯類を中心とした遺物が出土している。瓦塔や獣足硯等も破片ではあるが出土している。助

宗古窯で生産されたと考えられる須恵器は、寺家前遺跡 CNo.81地点)、衣原遺跡他 CNo.82・83地点)で

も出土している。両遺跡、とも当該期と確定し得る遺構は数少ないが、柱穴等の中にはこの時期の所産の

可能性をもつものはある。衣原遺跡他からは、このほかに緑紬陶器の碗、円面硯がそれぞれ破片ではあ

るが出土している点が注目できる。

中世

平安時代末~鎌倉時代初頭と考えられる集落跡と水田跡を寺家前遺跡 CNo.81地点)、集落跡を衣原遺

跡 CNo.82・83)地点で調査している。

寺家前遺跡、では、掘立柱建物跡や溝状遺構、井戸等を検出した。掘立柱建物跡は近世以降の柱穴との

判別が困難であるため、総数を確定することはできないが、少なくとも十数棟は存在したことは確かで

ある。遺物は山茶碗が主体であるが、 山茶碗の中には底面に墨書が確認できるものも一定量見られる。

このほか、青磁や白磁といった貿易陶磁器、漆椀等も出土しており、集落域と水田域とを区画する溝状

遺構からは藁草履も出土している。なお、寺家前遺跡、では、中世後半や近世の陶磁器も出土している。

衣原遺跡でも、掘立柱建物跡等を検出している。遺物は山茶碗が主体であるが、貿易陶磁器等も出土

している。衣原遺跡は近世の遺構 ・遺物に関しでも調査を行っている。遺構としては、火葬墓を検出し

ており、ここからは銭貨やかわらけ等が出土している。また、江戸時代に位置付けられる一宇一石経や

陶磁器類も多く出土している。播鉢は、志戸呂産の割合が高いが、瀬戸・美濃産のものも見られる。

写真 7 No.80地点作業状況

写真 9 No.81地点作業状況

写真 8 No.84地点

写真10 No.81地点作業状況
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第5節資料整理

資料整理と報告書作成は、現地調査の実施と同様に地区単位で、順次実施することとなった。ただし、

第二東名に関わる埋蔵文化財調査は、現地調査を優先するという方針であり、藤枝地区においても現地

調査を優先した。基礎的な整理作業の一部は現地調査と併行しながら実施し、藤枝地区の本格的な資料

整理 ・報告書作成は、現地調査に区切りがついた平成17年度から開始した。

資料整理の方法と経過については、ここで概略のみ記すこととし、詳細は各遺跡の報告に記した。基

礎的な作業は、現地、あるいは藤枝地区事務所にて実施した。整理作業と報告書作成は、平成17年度か

ら藤枝地区事務所にて行った。出土遺物に関しては、洗浄・注記を行った後、仕分けと分類作業を経た

上で接合作業と復元作業を行った。その中から抽出した遺物を実測した。この実測図を元に版組を行い、

トレースを実施した。遺構についても、版組を行ってトレース作業を実施した。また、遺構図 ・写真等

の台帳作成も併せて実施した。報告書の執筆と編集作業は上記の諸作業と併行して実施している。なお、

報告書掲載遺物については写真撮影を実施した。写真撮影は 4x 5判カラーリバーサル・モノクロフィ

ルム、 6x 7判カラーリバーサル・モノクロフィルムを用いて、当研究所写真室にて実施した。

なお、各現地調査の結果に基づいた周知の埋蔵文化財包蔵地の追加登録や登録内容の変更が、静岡県

教育委員会および藤枝市教育委員会によって行われている。本書では、変更された遺跡名 ・遺跡範囲・

古墳番号に基づいて報告している。現地調査終了時から周知内容の変更が行われるまでに、多少の時間

が経過した。そのため、周知内容の変更以前において調査成果の一部を公表したものについては、当然、

変更前の内容に基づいている。これまでに公表している内容と本書に記した内容に相違がある場合、本

書で報告する衣原遺跡群に関しては、本書をもって訂正することにする。本章の第 3節 ・第 4節にその

成果の一部を記した中ノ合イセ山遺跡他 CNo.79・80地点)、寺家前遺跡 CNo.81地点)、花倉大柳遺跡・花

倉大柳古墳 CNo.84地点、)、助宗古窯群 CNo.86地点)、寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳 C1号墳) CNo.87地点)

に関しては、現時点での見解であり、今後、刊行予定の各遺跡の報告書において訂正する。

参考文献

土 隆一編 1974 Ir静岡県の地質』 静岡県

藤枝市史編さん委員会 2007 Ir藤枝市史 資料編 1 考古』 藤枝市

増井義己 1978 ["志太平野の群集墳JIr静岡県考古学研究 4J 静岡県考古学会

藤枝市教育委員会 1981 Ir日本住宅公団藤枝地区埋蔵文化財発掘調査報告書IIIJ

静岡県教育委員会 1981 Ir静岡県文化財調査報告書第23集 静岡県の中世城館跡』 静岡県

藤枝市教育委員会 1971 Ir藤枝市史』上巻 藤枝市
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第2章 衣原古墳群
第二東名No.83地点



第 1節 位置と環境

1.地理的環境

衣原古墳群は藤枝市の北西部に所在し、 JR藤枝駅からは北北西に5.5kmの距離で、ある。この付近は市

域北部に広がる丘陵と、市域南部に広がる平野が接する場所である。古墳群は丘陵の頂部から裾部にか

けての稜線状と南側斜面を中心に展開する。古墳群の眼下には、藤枝市北部を流れる葉梨川とその支流

である半谷川が形成した沖積平野が広がっている。この沖積平野は、最大で東西1.5km、南北2.0kmの幅

をもち、平野の東寄りを流れる葉梨川の下流方向である南東部で志太平野と続いている。ただし、平野

の東側、北側、西側、南西側は標高約60~350mの山塊に固まれ、志太平野と接する部分の幅も400m程

度であり、あたかも盆地状の地形となっている。衣原遺跡の所在する丘陵からはこの盆地状の平野を一

望することができる。

衣原古墳群は標高20~70mの丘陵稜線上と南側斜面に展開する。この丘陵はさらに北側へと続いてお

り、標高80~90m付近には寺家山古墳群が展開している。ともに古墳時代後期の古墳群である。現在、

丘陵の裾部付近は一部宅地として利用されており、緩斜面には茶畑が広がっている。急峻な斜面地は一

部植林がなされているほかは自然林が残されている。本書で報告する衣原11号墳は、衣原古墳群の中で

は最も南側に位置し、標高も最も低い。

図11 本調査対象範囲と11号墳の位置
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2.歴史的環境と調査歴

( 1 )歴史的環境

藤枝市北部を中心とした志太地域の歴史的環境は第 1章第 2節に記したとおりである。ここでは、衣

原古墳群が所在する葉梨川流域の古墳時代について概観する。なお、葉梨川流域は、志太地域における

古墳時代の遺跡のあり方とほぼ同様の傾向を示す一方で、特徴的な点、ももっ。

まず、古墳については葉梨川流域では、古墳時代を通じて前方後円墳は確認されておらず、首長墓を

見いだすことができないことが特徴のーっといえる。また、前期末~中期にいわゆる初期群集墳が存在

することも特徴の一つである《東浦古墳群 (42)、五鬼免古墳群 (54)、女池ケ谷古墳群 (34)t。古墳築

造が盛期を迎えるのは、後期に入ってからであり、本章で報告する衣原古墳群(1 )もその一つである。

集落遺跡には大きな特徴は見られないが、中期~後期の集落がほとんど知られていない志太地域にお

いて、後期の集落が存在することが注目できる《寺家前遺跡 (63)T。また、前期の集落も存在する《中

ノ合遺跡 (46)T。

最大の特徴は、志太地域では唯一古墳と集落、生産遺跡がまとまって存在することである。寺家前遺

跡と、本書で報告する衣原古墳群、衣原古窯群はいずれも 6世紀後半から 7世紀前半の所産であり、こ

れらの遺跡は直径700m程の範囲内にある。時期的にも地理的にも有機的な関連性がうかがえる。

(2 )衣原古墳群の調査歴

衣原古墳群は一部が藤枝市の指定遺跡となっている。発掘調査は行われていないが、存在自体は古く

から知られており、昭和40年代には須恵器等が表面採集されている(藤枝市 2007)。これらの須恵器は

図12 衣原古墳群と周辺の古墳時代遺跡分布図



6 世紀後半~7 世紀代に位置付けられるものであり、衣原古墳群は後期の群集墳ととらえられる。

衣原古墳群は、標高約25~85mの尾根上を中心として展開する。最も高所にあるのが l 号墳であり、

本書で報告する11号墳が最も低所に位置する。 11号墳は第二東名建設事業に伴う発掘調査によって新た

に発見された古墳であり、調査以前は10基の古墳の存在が知られていた。このうち、 8~10号墳は第二

東名の建設予定地内に所在する。しかし確認調査の結果、この 3基の古、墳は遺存しないことが判明した。

残る 7基の古墳は、いずれも調査が行われていない。ただし、 1号墳は現存し、横穴式石室を埋葬施設

とする古墳であることは明らかである。

なお、衣原古墳群の北側、標高90m前後の尾根上には、寺家山古墳群 (57)が展開する。寺家山古墳

群も衣原古墳群と同様に、古墳時代後期の群集墳として知られているが、昭和30年代に発見された横穴

式石室からは、前期に位置付けられる銅騒が出土している(藤枝市 2007)。そのため、付近に前期の古

墳が存在する可能性がある。志太地域の事例を踏まえると、衣原古墳群@寺家山古墳群が所在するこの

丘陵にもいわゆる初期群集墳が存在する可能性は否定できない。

表 8 周辺の古墳時代遺跡地名表

向。 遺跡名 No 遺跡名 No， 遺跡名 No. 遺跡名

衣原古墳群 17 ノk源山占墳群 33 青山古墳群 49 中田E遺跡

2 平治ヶ谷古墳群 子持坂古墳群 34 女池ケ谷古墳群 50 中旧 I遺跡

3 本郷 I古墳詐 19 薬師堂古墳群 35 水守遺跡 51 谷向古墳群

4 本郷E古境群 20 人野東古噴群 36 品目観音目cr1 . 2号墳 52 ッ池遺跡

5 立石古墳群 21 入野凶占墳群 37 中薮田遺跡 53 汐出遺跡

日 木郷田古墳群 22 仮1白岡山崎古墳訴 38 ニツ池古墳軒 54 時ヶ谷五鬼免古墳群

7 山田古墳問 23 仮宿堤/坪古墳群 39 倉沢吉墳群 55 時ヶ谷山ノ神占墳群

自 本郷町古墳群 24 大島古壇群 40 下薮回 E 大谷古墳群 56 三沢古墳群

9 桐ケ谷古墳群 25 中ノ坪古墳群 41 下薮田・山崎古墳群 57 寺家山(中ノ合〕古墳群

10 桜本遺跡 26 塩尻古墳群 42 東浦古墳群・東浦遺跡 58 上半谷古墳群

11 向原古墳群 27 仮宿沢渡古頃王1 43 宮脇遺跡 59 岩下古墳群

神神社古培群 28 溺j遺跡 44 上薮田モミダ遺跡 Ji/J宗古墳群

13 松崎吉墳群 29 宮塚遺跡 45 下薮因遺跡 61 中ノ谷〔堀之内)古頃群

14 松崎遺跡 30 場剖1郷iS墳群 46 中ノ合遺跡 62 満蔵寺(堀之内〕古墳群

15 清水遺跡 31 八幡・大谷遺跡 47 葉梨・中田古墳群 63 寺家前遺跡

16 横内造ill 32 松下追跡 48 中田E遺跡 64 中ノ合イセ山遺跡・ 1，頃

図13 衣j貰古壌群の位置



6 世紀後半~7 世紀代に位置付けられるものであり、衣原古墳群は後期の群集墳ととらえられる。

衣原古墳群は、標高約25~85mの尾根上を中心として展開する。最も高所にあるのが l 号墳であり、

本書で報告する11号墳が最も低所に位置する。 11号墳は第二東名建設事業に伴う発掘調査によって新た

に発見された古墳であり、調査以前は10基の古墳の存在が知られていた。このうち、 8~10号墳は第二

東名の建設予定地内に所在する。しかし確認調査の結果、この 3基の古墳は遺存しないことが判明した。

残る 7基の古墳は、いずれも調査が行われていない。ただし、 l号墳は現存し、横穴式石室を埋葬施設

とする古墳であることは明らかである。

なお、衣原古墳群の北側、標高90m前後の尾根上には、寺家山古墳群 (57)が展開する。寺家山古墳

群も衣原古墳群と同様に、古墳時代後期の群集墳として知られているが、 昭和30年代に発見された横穴

式石室からは、前期に位置付けられる銅鉱が出土している(藤枝市 2007)。そのため、付近に前期の古

墳が存在する可能性がある。志太地域の事例を踏まえると、衣原古墳群 ・寺家山古墳群が所在するこの

丘陵にもいわゆる初期群集墳が存在する可能性は否定できない。

表 6 周辺の古墳時代遺跡地名表

No. 遺跡名 No. 遺跡名 No 遺跡名 No. 遺跡名

衣原古墳群 17 永源山古墳群 33 青山古墳群 49 中国皿追跡、

2 平治ヶ谷古墳群 18 子持坂古墳群 34 女池ケ谷古墳群 50 中国 I遺跡

3 本郷 I古墳群 19 薬師堂古墳群 35 水守遺跡 51 谷向古墳群

4 本郷E古墳群 20 入野東古墳群 36 品田観音前 1・2号墳 52 ~")池遺跡

5 立石古墳群 21 入野西古噴群 37 中薮田遺跡 53 汐出遺跡

6 本郷皿古墳群 22 仮宿・山崎古墳群 38 ニ Y池古噴群 54 H寺ヶ谷五鬼免古墳群

7 山田古墳群 23 仮宿堤ノ坪古墳群 39 倉沢古墳群 55 時ヶ谷山ノ神古墳群

B 本郷町古墳群 24 大島古墳群 40 下薮田・大谷古墳群 56 ニ沢古墳群

9 桐ヶ谷古墳群 25 中ノ坪古墳群 41 下薮田 ・山崎古墳群 57 寺家山(中ノ合)古墳群

10 桜木造跡 26 塩尻古墳群 42 東浦古墳群 ・東浦遺跡 58 上半谷古墳群

11 向原古墳群 27 仮宿沢渡古墳群 43 宮脇遺跡 59 岩下古墳群

12 神神社古墳爵 28 潮遺跡 44 上薮田モミダ遺跡 60 助宗古墳群

13 総崎古墳群 29 富塚遺跡 45 下薮田遺跡、 61 中ノ谷(堀之内)古墳群

14 松崎遺跡 30 場知郷古墳群 46 中ノ合遺跡 62 満蔵寺(堀之内)古墳群

15 清水逃跡 31 八幡 ・大谷遺跡 47 葉梨 ・中国古墳群 63 寺家四'1遺跡

16 横内遺跡 32 松下追跡 48 中田E遺跡 64 中ノ合イセ山遺跡 ・古漬

図13 衣原古墳群の位置
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第2節調査の方法と経過

1.調査の方法

衣原古墳群の本調査は平成13年度に実施した確認調査の結果を受け、平成14年 7 月 1 日 ~15年 1 月 23

日に衣原遺跡の調査と併せて実施した。

調査は、パックホウを用い表土除去作業を行い、人力で遺構検出、包含層掘削、遺構掘削を行った。

調査区内には、測量基準点を国土座標に基づいて設定した。また、これとは別個に、古墳は主体部の主

軸に沿って基準杭を設置した。実測図はこれらの基準点を基にトータルステーションを用いて作成し、

縮率は1/20、1/100を基本とした。また、空中写真撮影により全体図作成と地形測量も行った。

調査の状況ならびに遺物の出土状況、遺構については、実測図と併せて写真撮影により記録を残した。

写真撮影は35mm判カラ ーネガフィルム、 6x 7判カラーリノイーサル・モノクロネガフィルムを使用した。

また、 6x4.5判カラーリバーサル・モノクロフィルムを使用し、ラジコンへリによる空中写真撮影も

実施した。なお、基準杭の設定、空中写真撮影・測量は株式会社フジヤマに委託した。

基礎的作業の一部は上記の作業と併行して実施したが、第二東名に関わる調査は、現地調査を優先さ

せる方針であったため、資料整理は、藤枝地区の現地調査が一段落着いた平成17年度から開始した。作

業は藤枝地区における他遺跡の作業と併行して第二東名藤枝地区事務所にて実施した。なお、劣化の著

しい金属器は、発泡ウレタンで補強をした上で取り上げ作業を実施し、当研究所保存処理室にて保存処

理作業を実施した。また、出土遺物の写真撮影は、当研究所写真室にて実施し、 4x 5判と 6x 7半Ijの

カラ ーリ バーサルフィルム ・モノク ロフィルムを使用した。

写真13 本調査作業状況 1 写真14 本調査作業状況 2

写真15 本調査作業状況 3 写真16 本調査作業状況4
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2.現地調査の経過

衣原古墳群の本調査は、衣原遺跡の調査と併行して平成14年 7月 1Bから15年 1月23日に実施した。

なお、当該範囲の確認調査は平成14年 2月 6日から 3月20日にNo.83地点「確認調査その1Jとして実施

している。

調査にあたっては、始めに資機材の搬入等の準備工と、調査範囲の確認を行った。安全通路を確保し

た上で、 7月 8日から重機による表土除去作業に取りかかった。表土除去作業が終了した範囲について

は、 7月25日に測量用基準杭の設定を行った。

7月29日には重機掘削が終了したため、人力による遺構検出作業に着手した。遺構検出作業を実施し

たところ、 8月26日には、古墳主体部の石材の一部を検出し、横穴式石室を主体部とする古墳が存在す

ることが明らかとなった。なお、この古墳は、このたびの調査で新たに発見された古墳であり、衣原11

号墳として登録された。

9月13日には、主体部の上半部を検出し終え、天井石が残存しないことが判明した。次に、主体部の

主軸に基づいて基準杭を設置し、土層帯を残しながら主体部覆土の掘削を開始した。なお、 9月19日か

らは衣原遺跡の調査を優先させる為に衣原11号墳の調査は一時中断した。衣原11号墳の作業は10月16日

から再開した。 11月初頭には、主体部床面の検出作業に着手した。床面を検出する過程で、奥壁付近を

中心として副葬品が出土したため、これらの出土状況を図面と写真撮影により記録に残した。記録を取っ

た遺物については取り上げ作業を実施した。 1月10日には、鉄製品など劣化の著しい遺物を発泡ウレタ

ンで補強した上で、取り上げ作業を行った。なお、副葬品の調査と併行して、主体部の実測ならびに撮

影、墳丘や外部施設の調査も併行して実施している。遺物の取り上げ作業は 1月14日に終了し、石室の

解体作業に着手した。解体と併せて、必要箇所は実測や写真撮影を行い、 1月23日に現地調査を完了

した。

資料整理は、前頁に記したとおり、基礎的作業の一部は現地調査と併行して実施したが、本格的な作

業は平成17年度から着手した。作業は、始めに土器類の接合・復元を実施し、次いで遺構に関わる作業

に取りかかった。これらの作業と併行し、大万や馬具等の保存処理作業を行った。その過程で、大万の

鍔に銀象巌が施されていることが判明した。

平成17年度からは、報告書作成作業にも取りかかった。出土遺物の図化作業から着手し、続いて遺構

図・遺物図の編集作業と製図作業を実施した。上記の作業と併行し、本文の執筆と編集作業を行ってい

る。一連の作業を経た資料については収納作業を実施し、平成22年 3月、本書の刊行をもってすべての

作業を完了した。

表 7 11号墳調査工程表



第3節調査の成果

1.概要

衣原古墳群はこれまでに10基の古墳の存在が知られていた。このたびの第二東名建設事業に伴う発掘

調査で調査を実施した衣原11号墳は、既知の古墳ではなく、新たに発見した古墳である。

衣原11号墳は、横穴式石室を埋葬施設とする古墳時代後期の古墳であることが、調査の結果判明した。

ただし、後世の開墾等により外部施設は遺存しなかったため、墳形やその規模については不明である。

横穴式石室についても、天井石を含め石室の上半部は残存しなかった。しかし、床面付近は最終埋葬時

の状況を留めており、奥庭付近からは副葬品が出土した。副葬品には、馬具や大万などの武器も見られ

た。注目できるのは、大刀とともに出土した鍔である。この鍔には銀象巌が施されていた。

衣原11号墳はこれらの副葬品や、須恵器、石室形態から 6世紀後半の築造であることが判明した。

上
たー

〉

01: 100 2m 

函14 11号墳と周辺の地形
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20衣原11号墳の調査

( 1 )外部施設

衣原11号墳の調査では、墳丘等の外部施設を確認することはできなかった。もっとも、元来は石室全

体を覆う程度の墳丘は有していたはずであり、後世の開墾等により削平されたものと考えられる。また、

周溝や墓道についても存在を確認できなかった。ただし、周辺の古墳の事例から推測すると、埋葬施設

である横穴式石室の関口部付近を除いた部分には、周溝が巡っていた可能性はある。

( 2 )埋葬施設

埋葬施設は横穴式石室であった。石室は南に閉口し、主軸方位は N-170 -wである。この

石室は、外部施設と同様に上半部を欠き、関口部付近も石材は遺存しなかった。残存した側壁は、基底

石を含めた 2段程度、奥壁は基底石のみである。

なお、石室内には側壁を構成していたと推定される礁が多数存在しており、この古墳は石室が崩壊し

た後に、上部が削平されたものと考えられる。ただし、冒頭に記したとおり、床面は盗掘を受けた様子

はなく、最終埋葬時の状況をほぼ示すものといえる。

形状と規模 上述したように、横穴式石室は後世の破壊を受けているため、立面構造は不明である。た

だし、基底石の痕跡からは、この石室が両袖式であることと、全長が約 6mであることが推測できる。

玄室の平面形は、ごくわずかに中央部が張るものの、長方形と見なすことができる。玄室の規模は長

さが4.7mと推定でき、奥壁幅1.6m、最大幅は奥壁から2.0mの距離で1.9mある。

玄門部の石材は遺存しなかったが、基底石の痕跡から 1m前後の幅で、あったと推測される。残存高は、

最も残りの良い奥壁と左壁の接点付近で床面上から測り、1.0mで、ある。なお、羨道に関しては、石材

が一切遺存せず、基底石の痕跡も見つからなかった。ただし、墓坑を見る限りでは 1m程度の羨道があっ

たことがつかがえる。

床面奥壁から墓道に至るまでほぼ水平に保たれており、床面の造作による石室内の空間区分の様

はうかがえなかった。敷石は見られなかったものの、主軸線よりも右壁側においては、奥壁から0.6

m離れた箇所に最大幅40cmと30cmの肩平な角磯 2個が主軸と直交するように並べられていた。さらに、

この 2石から、 2.0m関口部側には同様に 2つの角礁が並べられていた。この 4石は、その状況から棺

台と考えられる。

また、主軸線より左壁側においても、奥壁から1.0mの所に最大幅50cmの属平な角離が置かれていた。

右壁側のように対となる石材を発見することはできなかったが、棺台であった可能性は高い。石材を検

出できなかった背景には、この付近が床面にまで破壊が達していたことも一因となっていると考えられ

る。なお、棺の痕跡は、ともに発見できなかった。

と用法 衣原11号墳の石室に使用されるのは、砂岩の角礁である。害Ij石と自然石が併用されており、

基底石においては、石室内に向けられた面が平坦になるように加工されているものが存在する。

奥壁は基底石のみが遺存した。奥壁には肩平な石材が用いられ、基底石は 3石で構成されている。中

央に大きめの石材を配し、その左右に最大幅が中央の石材の半分程度の石材を縦位に据えている。石材

の大きさは中央のものが、縦横ともに80cm、厚さ40cm、向かつて右側の石材は、高さ90ιm、I福40cm，厚

さ25cm、左側のものは高さ80cm、幅35cm、厚さ30cmで、ある。

~37 
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側壁は基底石と 2段目の一部が残存した。基底石は広口面を石室内側に向けるように据えられている

ものが、ほとんどである。 2段目は、横口積みと小口積みが混在する。

側壁を構成する主要な石材の大きさは、最大幅が40""'100cm程度で、ある。基底石は 2段目よりも一回

り大きめの石材を用いる傾向にあるが、石材の大きさに加え石材の設置方法の違いから、玄室内から見

ると、基底石は 2段目に比べて大きく見える。特に左壁最奥部は肩平な石材の広口面を向けている様子

が明らかであり、視覚的効果を意識していることがうかがえる。なお、上述した残存状況であるために、

持ち送りの状、況については不明である。

墓坑と墓道(図16) 石室の墓坑は長方形の平面形をとり、検出面での全長は6.8mで、ある。幅は奥壁

側と関口部側で、4.2m、最大幅は4.4mである。検出面からの深さは、最大で1.0mで、ある。なお、側壁と

奥壁の基底石設置にあたっては、特別な造作がされている様子はない。また、石室側壁と墓坑壁面の聞

には、砂磯等の使用はない。

墓道は、 O.7mの長さが検出できたに過ぎず、墓坑との接続部分での幅は1.1m、深さはO.3m程度であ

る。墓道は、さらに斜面下方へ向かい続いていた可能性はあるが、後世における地形の改変が著しく、

推測の域を出るものではない。

口。

図15
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遺物出土状況(図17) 石室内からは、鉄万や鉄鎖といっ

た武器類、轡や辻金具などの馬具などに加え、装身具、 A-2 

須恵器、土師器が出土した。いずれも、ほぼ最終埋葬時

の位置を留めている。

出土位置は、 A群:奥壁際、 B群:石室中央部の左

壁寄り、 C群:石室中央部の右壁寄り、に大別できる。

次に、各クールーフ。単位で、詳細を記す。

A群:奥壁際は、最も多くの遺物が出土した箇所で

ある。このク、、ループは、さらに左壁寄りの一群 CA-l群)

と右壁寄りの一群 CA-2群)に細分できる。 A-l群から

は、鉄鉱 C1 ~26、 28~54) ・両頭金具(1 ~ 6)・土師

器(土器19~39) ・須恵器(土器 1 ~18) が出土し、 A-

2群からは、馬具 C1 ~ 6)・須恵器(土器40、41)が出

土している(図18~20) 。

左壁寄りの A-l群は、特に遺物が集中した範囲であ

る。ここには、最大幅40cmの角礁が 1石、床面上に存在

した。この醸の直上から、提瓶が 1点出土している。こ

の石材は偶発的にこの位置に存在するとは考えがたく、

埋葬時に意図的に設置されたものと考えられる。

-39-
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土 22 土 23

¥Ij守ヨ

にυ 乞ロ
o 1: 8 10cm 

遺物 園 E 主ニ=

出土状況図 。 1: 20 10cm 

また、 A-1群から出土した土器類や鉄鉱は床面より離れたものもあり、それらは追葬時に片づけられ

たものと考えられる。鉄鉱は、 10本前後の 3つの束に分かれて出土した。それぞれの群は鉱身の方向が

そろい、何らかの容器に収納されていた可能性も想定できるが、容器の痕跡は見られなかった。このよ

うな出土状況であることから、この位置から出土した遺物は、初葬に伴うもので、葬送儀礼の終了後あ

るいは追葬時に片づけられたものと考えられる。

奥壁際の右壁寄りである A-2群からは、 2点の有蓋高杯と馬具が出土している。この位置から出土

した遺物は、埋葬時の状況をほぼ留めているといえ、高杯のうち 1点は、床面上に据え置かれた状況の

ままの出土である。出土した高杯は、この古墳出土土器の中でも古相のものであることから、この位置

出土の遺物も初葬に伴うものと考えられる。
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このう

と装身具は棺が置かれていたものと想定される箇所からの出土である。

えられる石材の下から鞘尻金具が出土していることから、高IJ葬時期が異なるものととら

装身具類は、この位置に埋葬された被葬者に伴うものとは考えられるが、散在的な出

土状況であることから、 2次的な移動を受けているものととらえられる。なお、活恵器はこれらと

と装身具、須恵器(土器42)が出土している。

し、鉄刀の 1た

B群:石室中央部の左壁寄りからは、鉄刀 3

ち、鉄刀 3

棺台と

、一本えられる。

し離れた関口部寄りからの出土である。

:石室中央部の右壁寄りからは、鉄刀がし点出土している。 この鉄刀の出土位置は、棺台ととら

えられる 2対の石材の院からの出土であることから、棺内に入れられていた可能性も考えられる。
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( 3 )出土遺物

衣原11号墳の石室内からは、馬具 6点、鉄万 4点、万装具 1点、鉄鉱60点、両頭金具 8点、万子 1点、

耳環 3点、玉類32点、須恵器21点、土師器21点、が出土した。出土状況は先述のとおり、最終埋葬時の原

位置をほぼ留めるものであり、大きく 4つの群に分けることができる。注目できるのは、鉄万のうち 1

点が鍔に銀象巌が確認できたことである。以下、種別に出土遺物について記す。

①馬具(図22・23)
馬具は、轡 1点、辻金具 2点、飾金具 2点、銃具 1点が出土している。いずれも奥壁際の右壁寄り

CA-2群)からの出土である。

環状鏡板付轡(図22一馬具 1) 鉄製の環状鏡板付轡である 1は、ほぼ完形で出土した。衝は二連式

で、長さは右側が8.80cm、左側が8.70cmである。醐金は左右とも円形を呈し、外径は右が2.15cm、左が

1.95cmで、ある。衝先環は左右とも円形を量し、糊金とはほぼ直角に向きを違え、引手と鏡板を絡ませて

いる。外径は右側が2.60cm、左側が2.75cmで、ある。

鏡板は、左右とも楕円形で、大型の矩形立聞をもっ。外径は右側が長径8.00cm、短径6.35cm、左側は

長径7.80cm、短径6.50cmで、ある。立聞は右側が幅4.30cm、高さ2.25cm、左側が4.30cm、高さ2.25cmで、左

右とも頭部が孤を描く。

引手は、引手壷が外反する「くの字引手」である。 51手の長さは、右側が15.80cm、左側が15.00cmで

ある。引手壷は円形で、右側が2.40cm、左側が2.45cmである。衝と連接する端環は円形を呈し、外径は

右側が2.15cm、左側が2.40cmで、ある。この轡は、引手の端環が rCJ字状の構造をとる点に特徴がある。

柄の端部が二手に分かれ、柄と反対側で接することで、環状部を形成している。周辺での類例としては、

袋井市八幡山 3号横穴、藤枝市板沢 9号墳、函南町柏谷 D22号横穴など数例があげられる程度である。

また、富士宮市別所古墳は衝先環が同様の構造をとり、板沢 9号墳は瑚金も同様の構造、八幡山 3号墳

は引手壷以外が同様の構造である。

。川
問
V
川

川。 馬具1。 1: 2 10cm 

図22 11号墳出土馬具 1
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辻金具(図23一馬具 2・3) 辻金具は 2点出土している。辻金具 1(馬具 2)は鉄製で、稜をもた

ない半球状の鉢に、別造りの花形座金異と宝珠飾をもっ 4脚の辻金具である。花形座金具は 7弁、宝珠

飾は鋲状である。宝珠飾の鋲脚は、先端部がつぶされており、鉢との聞には隙聞があることから、何ら

かの有機物が本来存在した可能性も考えられる。脚は、等間隔で配置され、それぞれ中央に 1箇所の鋲

孔をもっO このうち、 3脚は鋲が遺存し、さらにうち 2脚は l本の責金具も遺存した。責金具が遺存し

た脚は、鉢を挟んで対となり、端部は角が丸みを帯びるものの、方形脚に分類できる。一方、残る 2脚

は端部が丸みをもち、半円形脚といえる。方形脚と半円形脚が交互に付くと換言できる。

各部の寸法を見ると、最大幅8.75cm、高さ3.90cmである。鉢部は直径5.20cm、高さ2.30cm、花形座金

具は最大幅2.15cm、高さ0.35cm、宝珠飾は直径0.95cm、高さ0.80cmで、ある。なお、宝珠飾の鋲脚は長さ

1.45cmで、鋲脚の先端部と鉢との聞には0.85cmの隙聞がある。脚は、責金具が遺存する 2脚が幅1.85cm、

長さ1.30cm、責金異がない 2 脚は幅1.60~ 1.90cm、長さ 2.85~2.05cmである。前 2 者より、後 2 者が長い。

鋲頭は肩平で、直径O.75~0.85cm、高さ 0.40cm、鋲脚は 3 点のうち 2 点は先端を欠損し、 1 点は折り曲

げられている。責金具は幅O.30~0.35cmである。

辻金具 2 (馬具 3)は、 1と同様に稜をもたない鉄製の半球状の鉢に、別造りの花形座金具と宝珠飾

をもっ 4脚の辻金具である。ただし、花形座金具が 8弁である点は 1と異なる。脚は、 1鋲半円形脚が

等間隔で配置される。うち 1脚には鋲と責金具が遺存した。遺存する鋲は、半楕円の側面観を呈し、責

金具は 1本である。

各部の寸法を見ると、最大幅は9.20cm、高さ3.70cmであり、鉢部は直径5.30cm、高さ2.55cm、花形座

金具は最大幅2.10cm、高さ1.00cm、宝珠飾は直径1.00cm、高さ0.75cmで、ある。なお、宝珠飾の鋲脚は欠

二"'"田

罵具2 罵具3

日一場包ー
す争 務争

。
馬具6

篤異4 馬具5

1: 2 10cm 

図23 11号墳出土馬具2

-44-

損している。脚は最大幅1.50~

1. 75cm、長さ1.90~2.30cmである。

鋲頭は直径0.70cm、高さ0.70cm、

鋲脚の残存長は0.80cmである。責

金具は刻み自などもたず、幅0.40

cmである。

飾金具(図23一馬具4・5) 

鉄製の飾金具が 2点、出土してい

る。ともに一端が弧状を呈する爪

形の飾金具で、鋲が 2箇所に配さ

れる。革帯の先端に取り付けられ

たと見られる金具である。ただし、

帯金具 2(馬具 5)の弧状を成す

端部は、帯金具 1(馬具4)に比

べると片側の曲率が小さい。

寸法は、 1が長さ 3.45cm、幅

2.10cm、 2が長さ3.40cm、幅2.20

cmである。鋲頭は直径0.70~0.80

cm、高さ 0.60~0.65cmである。鋲

脚は先端部が折り曲げられている。



設異(国23-罵異 6) 輪金と見られる鉄製の

金具片が出土している。復元される長さは4.00α11、

幅は2.50cmでtある。

繍年的位置付け鉄製環状鏡板付轡は、立聞が

大型有頭であることや引手・街共;連であることか

ら、 6世紀第 4四半期以降に位置付けることがで

きる(註 1)。

辻金具 lは半円方形脚であることから、 TK209

型式期以降に位置付けられる〈註 2)。一方、辻

金具 2は、半円形の脚のみであるという違いをも

っO ただし、衣原11号墳に副葬された馬具は l組

のみであることから、辻金具の 2点は、細部の形

状が異なるものの、時期差はないととらえられる。

そのため、衣原11号墳の辻金具は、半円方形脚出

現期の所産と位置付けることが妥当といえよう。

以上から、衣原11号墳出土の馬具は、 TK209型

式部でも早い時期ととらえることができ、 6世紀

末に位置付けられる。

②武器

武器は、鉄万と刀装具、鉄鉱、両頭金具が出土

している。

②-1 鉄刀

鉄刀は 4点出土し、これらとは別個に刀装具が

l点出土している。鉄刀のうち、 3点は全長90cm

を超え、鍔を伴う。このうちの 1点は八窓透かし

で、耳には銀象援が確認できる。残る 1点は、

長57AOcmと上記の 3点に比べ、小ぶりである。

出土位置は、銀象蔽鍔をもつもの

の右壁寄り (C群)、残る 3点の鉄刀が石室中央

の左壁寄り群)である。

刀装具の l点は奥壁際の左壁寄り -1群〉か

らの出土である。

鉄刀 1 宿泊. c群の出土遺物である。

この鉄万は、切先から茎尻まで完存し、全長は

93.80cmで、銀象昔誌の施された八窓鍔を伴う。刀

身は平造りで、長さ 77.60cm、身部IIJ~3.50cm、棟

IIJ~0.70cmで、ある。断面は長三角形を呈する。なお、

X線写真撮影の結果、 t組本孔をもつことも判明し

た。融本孔は、直径O.50CIllで、関から2.10αh

部から1.20cmの位置に子しの中心がある。

闘は直角の片関で、鉄製鋼の一部が遺存する。
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茎は、長さ16.10cmであり、 2箇所の目釘孔があ

る。また、一部には木質が遺存し、茎尻は隅挟尻で

ある。

鍔は、円形に近い倒卵形の八窓鍔で、長径7.70cm、

短径6.40cm、厚さは0.50cmである。断面は長方形で

ある。側面には、交互 C字文の銀象最をもっ。た

だし、象最の遺存状況は非常に悪い。

鉄万 2(図26一大万 2) B群の出土遺物である。

切先から茎に至るまで残存し、全長は92.90cmであ

る。万身は平造りで、長三角形の断面形をもち、長

さ77.00cm、身部幅3.30cm、棟幅0.70cmである。

関は撫関で、棟側の切れ込みがやや浅い不均等

の両関であり、鉄製の錨が遺存した。組は、倒卵形で、長径3.60cm、短径2.60cm、厚さ0.50cmである。

茎は木質が付着し、長さ15.90cmであり、 2箇所の目釘穴をもっ。幅は2.90cm、厚さは、 0.50cmである。

茎尻の形態は栗尻である。

鍔は円形に近い倒卵形の無窓鍔である。長径は7.20cmで、長軸の中間部よりもわずかに峰側で幅は最

大幅となり、その寸法は6.00cmである。断面は長方形を呈し、厚さ0.50cmである。

鉄万 3 (図26一大刀 3) B群の遺物である。この鉄万も切先から茎までが遺存し、全長は104.10cm

である。刀身は平造りで、長さ79.70cm、身部幅3.40cm、棟幅0.70cm、断面形は長三角形を呈する。万身

には木質が付着するため、鞘に納められた状態で副葬されたものといえる。

関は撫関で、棟側の切れ込みがやや浅い不均等の両関であり、錨が遺存した。鏑は倒卵形で、長径

4.00cm、短径2.10cm、幅1.30cm、厚さは最大で0.40cmで、ある。茎は、長さ14.50cm、幅は茎尻に向け先細

となり、1.40---1.90cmである。茎尻は栗尻である。なお、茎には木質が遺存し、 2箇所の目釘穴をもっ。

鍔は、刃部側が尖り気味となる倒卵形の無窓鍔であり、完形で出土した。寸法は、長径7.40cmで、あり、

最大幅はそのほぼ中間部にあり6.00cmとなる。断面は長方形で、厚さは0.20---0.50cmである。

鉄刀 4 (図26一大刀 4) B群の出土遺物であるが、切先は奥壁に向けられ、同所から出土した 3と

は逆方向である。この鉄刀も切先から茎尻までが遺存したが、全長は57.40cmと鉄万 1---3に比べ短い。

また、鍔を伴わなかった点も異なる。万身長は48.40cm、平造りで、幅2.90cm、棟の厚さは0.90cmである。

刀身の一部には、木質が付着することから、鞘に納められていた可能性がある。

関は撫関の均等両関で、鋼が遺存した。鍋は、倒卵形で、長径3.40cm、短径2.90cm、長さ1.30cm、厚さ

0.30cmである。茎は一部に木質が遺存し、目釘穴を 1簡所にもつ。長さは9.00cmで、幅は最も狭い茎尻

で~1. 50cm、厚さは0.30---0.70cmである。茎尻は斜めになる。

責金具(図26一大刀 5) 鉄製で、倒卵形の責金具である。この金具は、 1~4 からはやや離れた

A-l群から出土している。そのため、これら 4点とは別の鉄刀に伴う金具である可能性もある。大きさ

は外寸で、長径が6.80cmと推定され、短径は4.90cmである。幅と厚さは0.50---0.70cmで、断面形は正方形

に近い長方形である。

編年的位置付け 1を見ると、茎は直角片関隅扶細茎であることから 6世紀後半---7世紀初頭、鍔は

西沢分類の有窓鍔 A類に分類できることから TK43---TK209型式期に位置付けられる。(註 3)。また、

鍔は耳に C字文の象翫をもつことから、 TK43---TK209型式期に位置付けることができる。

以上を勘案するといま、 TK43---TK209型式期の所産ととらえることができる。 2は、茎と鍔の形状

の両者から、 TK43---TK209型式期に位置付けられる。 3は、鍔が西沢分類の C類に該当することから
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TK209型式以降に位置付けられる

ため、 TK209型式の所産ととらえ

ることができる。 4は、万身が短

いことと、均等両関であることか

ら7世紀代の可能性が高いといえ

る。

以上、 1 と 2 が TK43~TK209

型式期、 3が TK209型式期、 4

が7世紀代のものととらえること

ができる。

②そ鉄鎌(図27~31)

鉄鉱は、鉱身が確認し得るもの

が58点、頚部から茎部のみが残存

したものが 2点出土している。こ

のうち、平根系短頚錬が 4点、尖

根系長頚鎌が54点、である。鎌身部

の形態を見ると、平根系短頚鍛

は、 2点が腸挟長三角形、 2点が

長三角形といえる。ただし、フク

ラにわずかながらも角があること

から、五角形鍛ととらえることもできる。尖根系長頚鎌は、 2点が片刃箭式、残る52点は柳葉式である

(註4)。なお、柳葉式の鎌は、銀身部の形状の差から 3タイプに細部することができる。

平根系腸扶長三角形式短頚鍛(図27-鎌 1・2) 2点が出土している。 1は茎関付近から茎を欠く

が、 2は錬身から茎までが残存した。錬身は、ともにフクラが張り、平造りである。なお、 1は、フク

ラにわずかながらも角をもつことから、五角形鍛ともとらえることができる。機身関の逆刺は両者とも

浅く、 2の茎関は頼関である。

鎌身の大きさは、 1が長さ6.05cm、最大幅3.00cm、厚さO.20cmであり、 2は長さ5.00cm、最大幅2.60cm、

厚さ O.25cmで、ある。頚部と茎は、これが遺存する 2 では、頚部長3.05cm、幅O.60~O.70cm、厚さO.30cm、

茎長5.35cmである。

平根系長三角形式短頚鯨(図27ー鎌 3・4) 3は茎の先端を欠くが、ともに全貌をうかがうことは

できる。鎌身は平造りで、両者ともフクラが張り、わずかに角をなすため、五角形錬に近い形状といえ

る。銀身関は直角関、茎関は頼関である。

寸法は、 3 の錬身が長さ 4.45cm、最大幅3.35cm、厚さ O.15cm、頚部が長さ 2.40cm、幅O.55~O.60cm、厚

さO.30cm、茎の残存する長さは5.10cmで、ある。 4は、銀が長さ5.15cm、最大幅3.40cm、厚さO.25cm、頚部

が長さ 2.70cm、幅O.60~O.75cm、厚さO.30cm、茎が長さ6.70cmである。

尖根系片刃箭式長頚鎌(図28-鎌5・6) 出土点数は 2点である。 5は銀身から茎に至るまで残存

し、全長は16.65cmである。蟻身は平造りで、長さ3.90cm、幅O.90cm、棟の厚さO.20cm、関は直角関であ

る。頚部は長さ 6.50cm、幅O.50~O.60cm、厚さ O.30cm。茎関は東京関で、残存する茎長は6.15cmで、ある。茎

には、矢柄の木質が残り、樹皮と見られる口巻きも遺存した。矢柄の残存径は1.0cm前後で、ある。
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6は、鍛身と茎の端部を欠き、残存長は17.15

cmである。蟻身は、関付近の鋳化が著しいため、

詳細を把握し難いが、関は直角関と考えられる。

蟻身長は、鎖身長は2.80m前後に復元で、き、幅は

1.00cm、棟の厚さ 0.20cm、頚部は、長さ 9.60cmと

推定される。幅は0.45~O.50CI目、厚 c はO.30cm で

ある。茎関は赫関であり、茎の残存長は4.80cmで

ある。

尖根系榔葉式畏里震動長 1

尖根系柳葉式長頚銭安のうち、鎌身関が直角関な

いしは直角に近い撫関で、フクラと関の幅がほぼ

伺じとなるものを、 1類とした。 7~40の 34点が

該当する。 8• 14~17 • 19.29.39は、銃身から

茎の先端に至るまで遣存した。 29は全長

と、出土鉄織の中では最も長いo 8. 14~ 17 • 19 • 

39 は、全長14.70~17.90cmである。
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柳葉式長頚鍛 1類の鯨身は、 7のよう

に刃部が緩やかな S字状を呈し、関がや

や強調されたものも見られるが、多くは、

銃身部の外縁が直線的でフクラは角を成

す。後者は、鉄鉱製作時の撃打ちの工程

によって生じた直線部分をそのまま刃部

として研ぎ出したものととらえられる鉄

鉱である(註 5)。

いずれも嫉身の断面形は片丸造りであ

る。鎌身長は1.80~3.70側、幅はO.90~

1.00cm、厚さはO.2cm前後で、ある。なお、

30 • 36~40は鎌身長が1.75~2 .40cm と、

鎌身が短い一群といえる。また、 53は撃

箭式の可能性もあるが、鏡化のため判然

としない。

頭部は、最も短い34が5.25cm、最も長

い29が12.65cmであるが、 7cmをO.5cm程

度前後するものが多い。幅はO.5cm前後、

厚さはO.3cm前後である。茎関はいずれ

も耕関であり、頚部や茎との境は、ほぼ

直角となる。茎は、 4.85~6.00cmの長さ

でミある。

7 • 8 • 14~16 • 18.24 • 32~34の茎

lこは、矢柄の木質が遺存した。 8⑧ 14⑥

'18 • 24 • 32からは、矢柄の直径がO.80~

1.30cmで:あることがうかがえる。さらに、

8 • 15・18@ 32においては、樹皮による

口巻きも遺存した。樹皮は、 2~ 4 mm程

度の幅で巻き付けられているようである。

なお、 7-12.21は、茎に巻き付けられ

た紐が確認できた。

尖根系柳葉式畏頚鍛 2類(図31-鍛41

~54) 41~54の 14点が、 2 類である。

このタイプの特徴としては、館身が鉱身

関に向かつて幅を狭める点にある。ただ

し、片丸造りで鉱身の縁辺が直線的とな

り、フクラが張り角をなすものが少なか

らず見られる点など、細部には 1類と共

通する要素が見られる。
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嫉身関は、撫関が主体ではあるが直角関に近いものもある。錬身長は2.65-3.50cm、蟻身の最大幅は

0.9cm前後、厚さは0.2cm前後である。

頚部は、長さ7.60-9.30cm、幅O.4cm前後、厚さ0.3cm前後で、あり、親闘を介して茎へとつながる。耕

関は、頚部や茎との境が明瞭である。茎の端部まで遺存するのは45のみであるが、その長さは4.85cmで

ある。なお、 48と50----53は茎に矢柄の木質が遺存した。口巻きは樹皮のようであるが、鏡化のため判然

としなし可。

編年的位置付け 衣原11号墳出土の鉄鉱は、茎関がすべて赫関であるため、 TK43型式期以降の所産

であることが、まずいえる。また、尖根系片刃箭式長頚鎌を除くものは、フクラが角張り、銀身の外縁

が直線的になる傾向をもっ。これらは、刃部の童塁打ちの工程によって生じた直線部分をそのまま研ぎ出

し加工するという、 TK43-TK209型式期以降の志太地域で多く見られる製作方法によるものととらえ

られる(長谷川 2003)。

特に、 1・3は、五角形式ともいえるほど、フクラが角張る。ただし、 1と全体的な形状と寸法が近

似する 2、 3と似る 4は、 1・3程には、フクラが角張らないことから、これらの鉄鉱すべてが、制作

時段階において五角形を強く意識したものではないことがうかがえる。五角形式の鉄搬は、長三角形式

の鉄鉱におけるフクラの研ぎを省略化して、 TK43型式期に出現したといわれる(大谷 2003b)。その

ため、五角形を意識して製作したとはいえない衣原11号墳出土の平根系蟻は、五角形鱗が出現する段階

である TK43型式期の所産と位置付けることが妥当であろう。

付近の古墳を見ると、平根系の 1----4は、約4.5km南方に所在し TK43-TK209型式期に位置付けら

れる秋合12号墳に、尖根系柳葉銀 1・2類は、約7.5km南西に所在する TK43型式期の古墳である波田

1号墳に、それぞれ類例が求められる。なお、尖根系片刃箭式長頚蟻は、志太地域でも一定量の出土は

認められるものの、衣原11号墳で見られたような、錬身関が明瞭な直角関をもつものは少ないことから、

時期は特定し難い。

以上、衣原11号墳出土の鉄鉱は、形態と製作技法、類例から、 TK43-TK209型式期に位置付けるこ

とができる。

②-3 両頭金具(図32一両頭 1----8) 

両頭金具は奥壁際の左壁より CA-1群)から、 8点が出土した。このうち、 1と2、 4と6、 3と5

が、それぞれ近くから出土している。

。位三和。 位二三む 〈祭事
。

両頭1
。

両頭2
万子

ピ当~ ~ì 。供三。 。' rdn C穫さコ2 [担1 Y V 。 。
@ 

両頭3 両頭4 両頭7 釘

f[j qLーや ゆ] 中尉4) t ζ ス)b 命〉
。 。 。

両lii'i5 両頭6 両頭B 。 1: 2 5cm 

図32 11号墳出土両頭金具・刀子・釘
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闇33 11号墳出土装身具 1

8点の両頭金具は、いずれも筒金と芯棒ともに鉄製である。 4と8は筒金と芯棒の約半分を欠くもの

の、残る 6 点、はいずれも全貌をうかがうことはできた。これらの全長は、 2.60~3.45cmで、ある。筒金は

全長L75~2.50cm、直径0.5cm前後、で、 1.2.4.5ω7 には、木質が付着する。花弁は、いずれも鋳

化が著しいうえに欠損する弁も多く、半Ij然としないが、復元できるものはすべて 4弁である。

編年自力位置付け 駿河@遠江において、両頭金具は TK43型式期に出現し、 MT21型式期に終罵を迎

えることが指摘されていることから(村田 2000.井鍋 2003)、衣原11号墳出土のものもこの時期に位

置付リることができる。ただし、この問、時間の経過とともに小型化する傾向があるものの、型式的な

変化に乏しいとも併せて指j摘されており、詳細な時期を特定することはできない。

③工具等

刀子〈図 石室中央部の右壁側 (C群)の出土遺物である。切先から茎の先端まで遺存し、全長

は13.20cmで、ある。ただし、関付近は鏡化が著しい。刀身、は平造りで、推定される長さは8.40cm、幅は

1.10cm、棟側の厚さはO.25cmである。関は両関で、撫関のようであるが確証を得るものではない。茎は、

栗尻で関付近には木質が遺存し、幅と厚さはそれぞ、れ最大で、O.70cm、0.20cmである。

その他(図32) 石室内の覆土をふるいにかけたところ、頭部をもっ棒状の鉄製品が出土した。頭部

は不定形で幅0.70cm、先端部を欠損し、残存長は1.55cmである。釘あるいは鋲と考えられるが、特定す

ることはできなかった。

④装身具

装身具としては、耳環が 3点、勾玉が 6点、管玉と丸玉がそれぞれ 3点、小玉が20点以上出土してい

る。ただし、耳環のうち l点は、劣化が著しく図示していない。出土位置は、いずれも石室中央部の左

壁側 (B群)である。ただし、副葬時の原位置を留めるものとはいえない。なお、耳環のうち 2点はそ

れぞれ離れた所から出土し、図化しえなかった耳環は覆土をふるいにかけたところ出土した遺物である。

53 



⑨ ⑤ -@  ⑥ ⑨ 一⑨ ⑨ ⑨ ⑨一 ー⑨一

CID e:::D ιD ① C二D CJ7 。 正D 江D 。
玉13 玉14 玉15 玉川 玉17 3i18 玉19 玉20 玉21 玉22

@ @ @一一 ⑤ ⑨一 ⑨一 ⑤ @ ⑤ ⑨ 

CITl CID 。 江D 江D ED 。 ロヨ ① 江D

玉23 玉24 玉25 玉26 玉27 ヨ;:28 玉29 五30 ミE31 3i32 

4cm 
之ヨ二-二二二ニ二ゴ

国34 11号墳出土装身具2

⑧ 1 耳環(園33-1耳環 1⑨ 2)

iは表面の剥離が著しく、金属箔については不明である。遺存部分は銅製であり、銅芯の耳環といえ

る。最大径は2.40CD日、断面径は0030~0 .45cm と、小型の耳環である 0

2も表面の劣化が著しし金属箔は遺存しなかった。遺存部分は鉄製である。断定はできないが鉄製

の耳環であることも想定可能である。最大径は、 3080側、断面径は0.8cm前後であり、 1よりも大きい。

出土位置に加え、両者は大きさも、材質も異なることから、対になるとは考え難い。

⑧ 2 3i類(園33.34一玉 1~32) 

勾玉(国33一玉 1~ 6) 頭部と尾部の大きさがほぼ等しくなるものが、 6点出土している。このう

ち、 1~4 が乳白色の現E菌製、 5 と 6 は緑色を呈する蛇紋岩製である。 5 と 6 は、使用による頭部の摩

滅が著しい。璃噛製の勾玉はし、ずれも片側穿孔である。ただし、 1• 3 • 5 • 6と、 2• 4とでは穿孔

方向が異なる。

大きさを見ると、 1~3 は、長さ 3.55~3080cm、|幅2010~2040cmであり、長さ 3.15~3.20cm、幅1.85~

2.05cmの 4~6 よりも幾分大きい。

管玉(園田一玉 7~ 9) 3点とも碧玉製である。また、いずれも片側穿孔であり、表面は丁寧に磨

かれている。 7は、片方の端部をわずかに欠損している。残る 2点は、 8が高さ2.50cm、 9が高さ2063

cmである。直径は、 0.98~L18cm、で、ある。

(図33-玉10~12) 'iOとi1が濃紺色のガラス製、 i ある。最大径はo. 、高

さは0051~0.55cmで、ある。

小3i(闘34-玉1 20点を図示したが、このほかにも数点分の破片が出土した。いずれもガラ

ス製で、濃紺色の 16.18.21以外は明るい青色を呈する。直径は0.32~~0.51側、高さは0019~0.39cmで

ある。

⑤土器(圏35~40)

須恵器が21点、土師器が21点出土している。ほとんどは奥壁際の左壁寄り群)からの出土であっ

た。ここでは出土位置ごとに、出土した土器について記すことにする。

なお、出土須恵器の器種と点数は、坪蓋 4点、坪身 5点、無蓋高杯 1点、有蓋高杯 3点、プラスコ形

長頚瓶 1点、提瓶 2点、俵形横瓶 l点、地 l点、短顎壷 1点、躍 l点である。土師器の器種と点数は、

坪身 9点、高杯 5点、模倣瓶 2点、小型壷 2点、小壷 1点、鉢 1点、小型碗 1点である。

A-1群(奥壁際在監寄り)出土の土器(圏18• 1 

衣原11号墳において、もっとも土器が集中した箇所である。ここからは、須恵器18点、土師器が21点

出土している。
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須曹、器部蓋(関35-土器 1~ 4) 4 点とも、完形で出土した。口径は11. 40~14.40聞、器高3.50~

4.25cmである。焼成はいずれも良好で、灰色系の色調である。細部には、それぞれ異なる特徴を見出す

ことができる。細部の特徴や調整は、 1と2、 3とヰが、それぞれ近い特徴をもっo 1と2は、直立的

な口縁部をもち、頂部との境には明確な稜を有する点が共通する。また、外面頂部に同心円のヘラ削り

が行われることも共通する。ただし、口唇部が、 2は内面に強い沈線をもつが、 1はもたないという違

いがある。 3と4は、外面l頁部に回転へラ削りが行われている点や、稜をもたない点が 1・2とは異な

る。なお、 4のみ、内面頂部がロクロナデの後にナデが行われている。

讃恵、器部身(国35-土器 5~ 9) 5点とも受部をもっj不身で、完形で出土した。いずれも焼成は良

好で、灰色ないしは青灰色、暗青灰色を呈する。 5~8 は、口径10.40~11.90cm、最大径12.80~13.90

cm、器高3.60~4.80cmであるが、焼き歪みの大きい 9 は口径13βOcm、器径15.70cm と数値的にはやや大

き~ i。なお、 9は受部の先端に薄く降灰しており、蓋を合子状にかぶせた状況で焼成したことがうかが

える。

細部を見ると、受部の下方がわずかにくぼむという点は共通するが、 5と6については、ほかの杯身

とは異なる特徴をそれぞれもつo 5は、外面底部に同心円のへラ削りにより調整が行われている点が、

ほかの杯身とは巽なる。 6は、立ち上がりが直立的で口唇部は内側に面を有する点が、ほかとは異なる。

なお、 6と7のみ、受部と立ち上がりの接点に工具による沈線がめぐる。また、見込みの調整は、 5r~ 

7はロクロナデであるが、告はナデであり、 9は一部にナデが行われている。

須恵器無蓋高時(園35-土器1 ほぼ完形に復元でき、器径ともなる口径は11.80cm、器高は13.10

cm、脚部高は7.90cm、脚部径は9.90cm、基部径は3.00cmである。焼成は良好で内面は灰色、外面は明オ

リーブ灰色を呈する。杯部は中央部に櫛状工具による刺突文が施される。刺突文の上下はそれぞれ 1条

の沈線により区画される。脚部は中央に 2条の沈線をもち、 2段 3方向の長方形の透かしをも守つO 調整

は杯部の底部が回転へラ削り、その他はロクロナデである。

護憲器有蓋高都(図35-土器11) 衣原11号墳では、 3点の須恵器有蓋高司くが出土しているが、この

うち 1点が A-1群から出土した。この高杯は、ほぼ完形に復元でき、 i不部の口径は13.90cm、器高は18.50

cm、最大窪は16.50cmで、脚部高は14.10cm、基部径は5.20cm、脚部径は13.90cmで、ある。焼成は良好で内

面は青灰色、外面は灰色を呈する。杯部の立ち上がりは外皮気味に内傾し、端部は丸く収め、受部の下

側がくぼむ。脚部は裾部と中央部にそれぞれ 2条の沈線があり、透かしは上下 2段にそれぞれ 3方向に

あけられる。調整は杯部の外面底部が回転へラ削りであり、その他はロクロナデである。体部の見込み

には、脚部との接合時にできたと見られる当て具痕が確認できる。

軍曹、器提瓶(図35-土器'12⑥ 13) 12は完形であったが、 13は把手を欠く。ともに焼成は良好で、 12

は暗青灰色、 13は青灰色を呈する。なお、 13は自然粕が薄く付着する。

12は口径6.80cm、器高22.50cm、胴部最大径17.85cm、頚部高5.05cmで、ある。 13は口径5.60crn、器高18.25

cm、胴部最大径14.80cm、頭部高4.00crnであり、 12よりも一回り小さい。両者は細部にも違いが見られ

る。 12は頭部中央に 2条の沈線をもち、体部にカキ日が観察でき、その他はロクロナデによる調整であ

る。一方、 13は体部の片面がカキ目、片面が回転へラ削りのようである。ただし、自然、柚のため判然、と

しない。その他はロクロナデによる調整である。

~~恵器フラスコ形長頚瓶(園36 土器'14) ほぼ完形に復元することができ、口径8.40cm、器高20.65

cm、胴部最大径14.45cm、頚部径4.90cm、頭部高6.65cmで、ある。焼成は良好で内面は灰色、外面は青灰色

であるが一部灰白色を呈する。頭部には 2条の沈線をもっO 体部外面はカキ目が観察できる。体部内面

の一部はナデであるが、その他はロクロナデである。口縁部から体部の外面、口縁部の内面には自然粕

が付着する。
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土器17
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土器15

図36 11号墳出土土器2

須曹、器躍(図36-土器15) 注口の周辺をわずかに欠損するが、ほぼ完形に復元できた。器高は19.65

cm、口径は15.80cm、頚部径は3.80cm、胴部最大径は9.70cmで、ある。焼成は良好で、内外面とも青灰色を

呈する。頚部上半と口縁部外面に丁寧な櫛描文がなされ、頚部中央部と体部中央部は沈線で区画された

中に、櫛状工具により刺突文が施される。注口は穿孔がなされるのみである。体部下半は回転へラ削り

により調整が行われる。

須恵器士宮(図36ー土器16) 口縁部の一部以外は遺存した。口径は7.70cm、器高は15.65cm、胴部最

大径は11.00cmである。焼成は良好で暗青灰色を呈する。調整は底部が手持ちへラ削りで、その他はロ

クロナデが行われる。
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土器30
土器28 土器29

土器31 土器32 。 1: 3 

図37 11号墳出土土器3

須恵器小型短頚壷(図36-土器17) 完形で出土し、口径9.10cm、器高5.60cm、最大径10.70cmである。

焼成は良好で内面は暗青灰色、外面は青灰色を呈する。頚部外面にはカキ目が観察でき、底部外面は回

転へラ削り、その他はロクロナデによる調整が行われている。

須恵器俵形横瓶(図36-土器18) 口縁部の一部以外は、接合・復元することができた。口径は13.60

cmと推定され、器高は28.50cm、胴部最大径は34.70cmである。焼成は良好であるが焼き歪みが見られ、

青灰色を呈する。頚部から口縁部はロクロナデ、胴部はタタキによる調整が行われる。

土師器杯身(図37ー土器19~27) 9 点が出土している。完存したものはなく、 21~23 ・ 27は底部か

ら体部のみの遺存に留まった。焼成はいずれも良好で、樺色あるいはにぷい檀色やそれに近い色を呈す

る。調整は、表面の風化が進むものが多く判然としないが、概ね底部外面がナデ、その他は横ナデであ

る。 20のように底部外面にハケ自が観察できるものや、 21 や24~27のように底部に木葉痕が確認で、きる

ものもある。 19は、底部外面にへラ状工具による不定方向の刻み目が見られる。口縁が遺存するものを

見ると、 19・20・24・25は体部と口縁部の境で屈曲する。 26は屈曲が強く口縁部を狭めるため、別の器

種ともとらえられる。底部はいずれも平底である。 26以外は、口径11.00-12.00cm、器高3.85-4.50cm、

最大径l1.20-12.40cm、26は口径9.70cm、器高4.65cm、最大径10.90cmである。
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図38 11号墳出土土器4
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土師器高杯(図37-土器28~32) 5点出土した。遺存状況は良好とはいいがたいが、脚の端部を欠

く30や、口縁部を欠く 32以外は全体の様子をうかがうことができた。焼成はいずれも良好で、明黄褐色

や櫨色、あるいはそれに近い色調である。表面の風化により、不明な部分もあるが、脚部内面や脚部と

杯部の接合部がナデ、その他は横ナデによる調整といえる。口径は10.60~12.60cm、脚部径は9.75~1 1.40

町、器高は8.50~9.35cmで、ある。 31 は脚部内面に煤が付着する。

脚部裾の形状から、屈曲が認められる28・29・32と、屈曲しない30・31に2分できる。

土師器小型壷(図37-土器33・図38ー土器34) 2点とも口禄部や体部の一部を欠損するが、全体の

様子は把握できた。内面は赤褐色系、外面は櫨色系の色調を呈する。焼成は良好であるが、表面の風化

は著しい。そのため調整については、外部上面から口縁部にわずかにハケ目が観察できる程度で、その

他は横ナデのようであるが判然としない。法量は、 33が口径9.60cm、器高9.20cm、胴部最大径10.30cm、

34が口径9.00cm、器高11.50cm、胴部最大径10.40cmである。なお34は底部外面に木葉痕があり、煤が付

着する。

土師器小壷(図38-土器35) 頚部から口縁部を欠くが、小壷と考えられる。残存高は4.10cm、胴部

最大径は6.60cmである。焼成は良好で内面が明赤褐色、外面が種色である。表面の風化が著しく調整は

不明な部分が多いが、底面には木葉痕があり、外面は横ナデにより調整される。

土師器小型碗(図38一土器36) 口径7.10cm、器高4.80cmの小型の碗である。口縁部を一部欠く。焼

成は良好で、内面が櫨色、外面が明赤褐色である。底面はへラ切りの後にナデが行われており、その他

は横ナデによる調整が行われている。

土師器模倣瓶(図38-土器37・38) ともに須恵器の提瓶を模倣した土師器ととらえられる。両者と

も、口縁部付近を欠損するが、その他は遺存した。赤褐色系の色調を呈し、 37は残存高12.20cm、胴部

最大径10.80cm、38は器高14.25cm、胴部最大径は12.20cmである。
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ともに、焼成は良好ではあるが、表面は風化が進む。調整は明らかにできない部分が多いが、ハケ目

を施した上に横ナデを行っているようである。

土師器鉢(図38ー土器39) 全体の 9割程度が残存した。焼成は良好であるが焼き歪みが著しく、内

外面とも撞色を呈する。口径は最大で'17.40cm、器高は12.65cm、底径は10.20cmで、ある。表面の風化は著

しいが、体部外面には一部ハケ目が残り、概ね横ナデによる調整が行われている様子がうかがえる。底

部には木葉痕が確認できる。

A-1群出土土器の編年的位置付け 既述のように、 A-1群からは須恵器が18点、土師器が21点出土し

ている。いずれも古墳時代後期の所産である。このうち須恵器について、さらに検討をする(註 6)。

蓋杯を見ると、天井部と口縁部の境界に稜をもたない杯蓋の 3・4、立ち上がりが内傾し器径が14cm

を超える坪身の 7~9 が、 TK43型式併行期に位置付けることができる。これらと同時期に位置付けら

れるのは、長脚で長方形の透かしを 2段 3方向にもつ無蓋高杯の10と有蓋高杯の11、体部より頚部が長

く口縁部の径が大きい躍の15、直線的に口頚部が立ち上がる柑の16、体部が横長化するものの著しくは

ない横瓶の18、以上の 5点があげられる。小型短頚壷の17も問時期の所産と考えられる。

一方、天井部と体部の境界に稜をもっ杯葦の 1・2、立ち上がりが直立的である杯身の 5・6は、こ

れよりも一段階古く位置付けられる。また、口縁部に段をもつものの胴部がわずかに肩平なフラスコ形

長頚瓶の14は、 TK209型式期に位置付けることができる。

ただし、一段階古く位置付けられる可能性をもっ葦杯の 4点は、胎土の相違から A-1群出土のほか

の14点の須恵器とは、生産地が異なる可能性がある。形態の違いは時期によるものではなく、製作地の

差による可能性がある。出土状況を見ても、 A-1群出土の TK43型式併行期の須恵器と同時期の埋葬に

伴う状況がうかがえることから、この 4点、の葦杯についても、ほかの葦杯と同時期ととらえたL、。

以上、 A-1群出土の須恵器は、 1~13 ・ 15~18が TK43型式併行期、 14が TK209型式併行期に位置付

けられることがいえる。

A-2群(奥壁際左壁寄り)出土の土器(図20)

A-2群からは、 2J点の須恵器有蓋高杯が出土している。出土状況から、 A-1群の土器とは違う扱いを

受けていた様子がうかがえる。なお、この高杯の蓋に相当すると目されるものは出土しなかった。

須恵器有蓋高杯(図39-土器40・41) ともにほぼ完形に復元することができた。焼成は良好で、衣

原11号墳出土のほかの須恵器に比べると赤みがかかった色調を呈する。 40は外面が褐灰色、内面が灰褐

色~にぷい樫色であり、 41は外面がにぶい赤褐色、内面は脚部が灰褐色、杯部がにぶい櫨色である。

土器40 土器41

。 1: 3 10cm 

図39 11号墳出土土器5
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1.3 10cm 

園40 11号境出土土器8

この 2つの高杯は、形状、法量、調整が近似することも特徴である。ともに、部部は立ち上がりが外

反気味に内傾し、端部は丸く収め、受部の下方はわずかにくぼむ。脚部は、中央をめぐる 2条の沈線に

より上下に区画され、上下段ともに 3方向の長方形透かしをもっ。透かしは、上段と下段では位置が互

い違いになる。異なるのは、受部下方の屈曲が41の方が、より強い点である。

法量を見ると、 40は口径13.00cm、器高16.00cm、最大径15βOcm、脚部径13.00cm、基部径4.40cm、脚部

高1L80cm、41は口径12.90cm、器高16.30cm、最大径15.10cm、脚部径12.30cm、基部径は4.00cm、脚部高

は11.70cmである。調整は、坪部底部外面に回転ヘラ削りが行われる以外は、ロクロナデである。また、

杯部の見込みに脚部との接合に伴う指頭による庄痕が、 2者とも残るo

A-2群出土讃窟器の編年的位置付け A-2群の高杯は、杯部の径が大きめで長脚に 2段 3方向の透か

しをもっO ただし、透かしがと段と下段で方向を違える点は、 A-1群の高i不と異なる。このような透か

しをもっ高部は、駿?可@遠江では類例が少ないものの、掛川市山麓横穴例等から、長脚 2段 3方向透か

しをもっ有蓋高杯の中では吉相のものといえ、 TKI0~'rK43型式併行期に位置付けることができる。な

お、この 2点の高杯も胎土が11号墳出土のほかの須恵器とは異なる。形態差は製作地の違いに起因する

ことも想定できる。

自群(石室中央部左側)出土の土器

B群における出土遺物のうち、土器は須恵器のプラスコ形長頚瓶 l点のみである。

フラスコ形畏頚瓶(図40-土器 完形で出土し、口径は8.40cm、器高は23.80cm、胴部最

大径は17圃50crn、頭部の長さは6.90cm、頭部の直径は胴部との接合部で5.20cmである。頚部には、 2条の

沈線をもっO 焼成は良好で、内外面とも灰色を呈し、口縁部内外面から体部夕、面には自然柚が厚く付着

する。体部はカキ日が確認でき、体部下半にはタタキ日も残る。

日群出土頭車器の編年的位置付け B群から出土したフラスコ形長頚瓶は、口頭部に段をもつものの、

やや肩平な胴部であることから、 A-l群出土のフラスコ形長頚瓶と同時期の TK209型式併行期

付けられる。ただし、体部下半はヘラ削りやロクロブデが十分に行われず、タタキによる調整が残る。

この点を重視すると、フラスコ形長顎瓶が定型化する直前の段階のものともとらえることができる。1-¥-1

君主:のものよりも、わずかながらも先に製作された可能性もある。
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第4節 まとめ

衣原11号墳は、墳丘などの外部施設が失われていたものの、両袖式の横穴式石室を埋葬施設とするこ

とが、調査の結果判明した。また、石室内からは馬具や武器などの副葬品がまとまって出土した。志太

地域における 6世紀後半の古墳を考える上では、良好な資料を得ることができる調査であったといえる。

そこで、 ここでは埋葬施設と古墳について、若干の検討を加え、その位置付けを行う。

1.衣原11号墳の埋葬躍設

石室の形態 衣原11号墳は、遺存状況が上述したとおりではあるが、埋葬施設である横穴式石室(以

下、石室)は、残存した石材、ならびにその据付痕から、両袖式の石室であることが判明した。玄室の

平面形は、側壁がわずかに弧状をなすものの、長方形と見なし得る。玄門には、石室内側に突出傾向に

ある立柱石を使用したことが推測され、羨道は玄室より幅を狭めるが、短いものと推定される。

類事IJの特徴 志太地域では、両袖式、片袖式、無袖式の石室が見られる。ただし、両袖式はそのほと

んどが、玄室と羨道の幅の差がなく側壁に立柱石を使用することで玄室と玄室外を区画する「疑似両袖

式」ともいわれるタイプである。

衣原11号墳

瀬戸3号墳

。 1.200 5m 
トーー→ー、

国41 間袖式石室をもっ古墳 1

瀬戸l号墳

「1111

衣原11号墳の石室は、玄室よりも羨道が幅を狭め、

袖部の屈曲が明らかであることがうかがえる。玄室

と羨道の幅が顕著でない疑似両袖式石室とは異なる

タイプである。志太地域で主流となるのは、疑似両

袖式石室ではある。しかし、数は少ないものの、衣

原11号墳のように玄室に対し幅を狭める短い羨道が

両袖式に付く石室は存在する。瀬戸 1号墳をはじめ、

瀬戸 3号墳、波田 l号墳など、 9基の古墳である

(図41也 42• 43)。そこで、この 9基について、その

特徴を概観したうえで、衣原11号墳を対比させ、そ

の位置付け'を検討する。なお、瀬戸 l号墳に代表さ

れる 9基の両袖式石室について、ここでは便宜的に

両袖式A類と呼称する。

両袖式 A類は、袖部の造作や羨道が短い点のほ

かに、玄室の平面形と側壁の基底石の状況に特徴を

看取できる。玄室の平田形は、胴張り気味になるも

のが多い。ただし、瀬戸 3号墳のように、衣原11号

墳と同様に長方形ととらえられるものも存在する。

側壁の基底石は、上段に使用される石材よりも大き

めの石材を使用する傾向をもっO これには、石材の

設置方法による、見かけ上の場合も含む。

時期を見ると、最も古く位置付けられるのは、波

田 l 号墳と瀬戸 l 号墳で、 TK43~TK209型式期の
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築造であり、 TK217~TK46型式期の兎沢 1 号墳が

最も新しい。遺物は、兎沢 4号墳を除き、大万や鉄

鉱が出土し、馬具を供伴した古墳もある。出土遺物

から、被葬者は一定程度以上の階層であるといえる。

両袖式 A類は、志太地域では先行して導入され

ている鵜田 2号墳を典型とする無袖式石室には直接

的な系譜関係を求め難いことから、 6世紀後半代に

新たに導入された形態といえる。初現的な 2基は、

地理的状況と細部の違いから、それぞれが別個に導

入したと考えられる。玄室平面形は波田 1号墳が、

より鵬張り傾向にあり、玄室床面は瀬戸 l号墳が小

磯敷きであるが、波田 l号墳は敷石がない。なお、

両袖式 A類のうち、 7世紀代に位置付けられる萩

以;

萩ヶ谷A-3号墳

ヶ谷 A-3号墳や兎沢 l号墳、兎沢 4号墳は、瀬戸 図42 両袖式石室をもっ古墳2

1号墳や波田 1号墳よりも胴が張る傾向にあり、羨

以

兎沢4号墳

。 1 :200 5m 

道も長くなる。これには、両袖式 A類よりも一段階遅れて当地に導入される、疑似両袖式石室の影響

があると見られる。

対比と位置付け 衣原11号墳は、玄室の平面形が長方形であるものの、袖部の造作や羨道の状況に加

え、側壁基底石の状況も両袖式A類と共通する。そのため、衣原11号墳の石室は両袖式A類とみなす

ことができる。

先述のとおり、衣原11号墳は玄室平面形が長方形である。両袖式A類は、 7世紀代になると、より

胴張りを指向する傾向があることを勘案すると、衣原11号墳は両袖式 A類の中では、より古い可能性

が高い。初現的な 2基と衣原11号墳を対比させると、奥壁と床面、玄室平面形に見られる共通点と、相

違点に注目できる。奥壁は、衣原11号墳と波田 1号墳が基底部に複数の板状石材を使用するのに対し、

瀬戸 1号墳では 1石のみである。床面は、衣原11

号墳と波田 1号墳は敷石を使用しないが、瀬戸 1

号墳は玄室全面に敷石が見られる。しかし、玄室

平面形は、瀬戸 1号墳と衣原11号墳が長方形的で

あるのに対し、波田 l号墳は緩やかではあるもの

のなだらかな曲線を描いているという違いが認め

られる。

以上の点から、衣原11号墳は、初現例である波

田1号墳や瀬戸 1号墳のどちらか一方のみの系譜

を引くものではないといえる。衣原11号墳は、こ

の2基とは別個に両袖式A類を導入したという

とらえ方と、両者からの系譜をヲ|く折衷形態とい

うとらえ方ができる。

前者の観点については、波田 l号墳と瀬戸 1号

墳が地理的関係から、両者が別個に両袖式 A類

を導入したものと理解できるのと同様に、この両

者と水系を異にする衣原11号墳も、独自に両袖式 図43 両袖式石室分布図
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A類を導入した可能性が考えられる。この場合、衣原11号墳は、瀬戸 1号墳や波田 1号墳とほぼ同時

期の TK43~TK209型式期の所産ととらえられる。

一方、衣原11号墳が両者からの系譜を~[く折衷形態であるととらえた場合、疑似両袖式石室の影響が

うかがえないことから、瀬戸 1号墳や波田 1号墳よりは後出するものの、疑似両袖式石室盛行以前であ

る TK43~TK209型式期の概然性が高いといえる。

いずれの場合であっても、衣原11号墳は石室形態から、 TK43~TK209型式期の可能性が高いことが

いえよう。なお、独自に導入したと見るならば、衣原11号墳は、瀬戸 l号墳や波田 l号墳の被葬者と措

抗する力をもった被葬者像が想定されよう。

2.衣原11号墳の出土遺物

出土遺物の概要 衣原11号墳は、石室内から鉄万 4点(うち l点は銀象蔽鍔をもっ)、馬具 6点、鉄

鎌58点以上、両頭金具 8点、万子 1点、玉類32点以上、須恵器21点、土師器21点が出土している。

当地の横穴式石室の中では、質・量ともに注目できる内容であることに加え、最終埋葬時の状況をほ

ぼ留めていることも注目できる。また、金銅装の馬具と飾大万をもつことから、階層的には比較的上位

の被葬者像がうかがえる。各遺物の特徴と時期については前節に記したが、あらためて概要を記す。

馬具馬具は、大型矩形立聞式環状鏡板付轡 1点、辻金具 2点、飾金具 2点、鮫具 1点、が、 A-2群か

ら出土した。いずれも鉄製である。副葬時の状況をほぼ留めているとみなせることから、 1セットの馬

具ととらえることができる。時期は、轡と辻金具から、 TK209型式期においても早い段階のものと考え

られる。

鉄力 鉄万は 4点、が出土し、 1点は銀象蔽の八窓鍔、 2点は無窓鍔をもち、残る 1点、は鍔をもたず、

前 3者よりも小さい。出土位置は、銀象巌の八窓鍔をもつものが C群、無窓鍔を伴う 2点と鍔をもた

ない l 点が B 群である。時期は、八窓鍔をもっ大万と無窓鍔の 1 点が TK43~TK209型式期、無窓鍔の

もう 1点が TK209型式期、鍔をもたないものが 7世紀代に位置付けられる。このほか、離れたところ

から鞘の責金具が 1点出土しているが、どの鉄刀に伴うものか、あるいは、上記の 4点とは別個の鉄万

A-2 

c 

A-l 

に伴うのかは、不明である。

鉄鍛鉄鉱は、蟻身が確認できるものが A-1群から58点以上

出土している。このうち、 4点が平根系短頚錦、残る54点が尖根

系長頚嫉である。鱗身部の形状は、平根系短頚嫉は三角形式と腸

挟長三角形式がそれぞれ 2点、尖根系長頚鎌は片刃箭式が 2点、

撃箭式が 1点、残る51点が柳葉式である。柳葉式は、細部の形状

から、さらに細分できる。いずれも茎関は腕関であり、片刃箭錬

を除き鱗身の外縁が直線的になる傾向をもっ。後者は、刃部形成

時の撃打ちの工程によって生じた直線部分を、そのまま研ぎ出す

という製作技法に起因する。これらの特徴から、鉄鉱は TK43~

TK209型式期に位置付けられる。

B 両頭金具・刀子 芯棒、筒金ともに鉄製の両頭金具が、 A-1群

から 8点が出土している。 2本以上の飾り弓があったものと推測

される。鋳化により、不明な点も多いが、花弁が復元できるもの

」ヰLJ は、いずれも 4弁である。時期を詳細に特定することはできない

図44 11号墳遺物出土区割り図 が、 6世紀後半から 7世紀代の所産であることはいえる。

刀子は、 C群から 1点、出土している。
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装身異 耳環 3点、璃楢製の勾玉4点、蛇紋岩製の勾玉2点、碧玉製の管玉 3点、土製丸玉 l点、ガ

ラス製丸玉 2点、小玉20点以上が出土している。いずれも C群からの出土で、玉類は、一連の飾りで

あったものと推測される。

須恵器 部蓋 4点、杯身 5点、無蓋高杯 l点、有蓋高杯 3点、フラスコ形長頚瓶 2点、提瓶2点、俵

形横瓶 1点、増 1点、短頚壷 1点、躍 1点が出土している。

杯蓋と杯身のうちの各 2点は TK10型式期、 A-2群出土の有蓋高杯 2点が TK10--TK43型式期、フラ

スコ形長頚瓶の 2点が TK209型式期に位置付けられ、そのほかはすべて TK43型式に位置付けられる。

ただし、出土状況を勘案すると、 TK10型式期の杯身と杯蓋は、大主体をなす TK43型式期の須恵器と

同時期の埋葬に伴うと考えられる。

土師器土師器は杯身 9点、高杯 5点、模倣瓶 2点、小型壷 2点、小壷 1点、鉢 1点、小型碗 1点、

合計21点が出土している。いずれも、 A-1群出土であり、同時期の所産と考えられる。供伴する須恵器

から、 TK43型式期に位置付けることができる。土師器の数が多いことは、この古墳の特徴のーっとい

える。

3.埋葬時期と副葬品

遺物は、最終埋葬時の状況をほぼ留めていると考えられる。ここでは、出土状況と遺物の時期から、

埋葬回数と、それぞれに伴う遺物の組み合わせを、次のように考えたい(註7)。

初葬時の遺物 初葬に伴う遺物としては、馬具、八窓鍔をもっ鉄万、鉄鎖、フラスコ形長頚瓶 2点を

除く須恵器、土師器、鉄鎖、両頭金具である。

出土位置は、八窓鍔をもっ鉄刀が C群、須恵器のうち 2点と馬具が A-2群、残るものは A-1群であ

る。明確な編年的位置付けが困難な土師器と両頭金具については、 A-1群から供伴した須恵器や鉄鉱と

の出土状況から、時期をとらえることができる。 A-1群においては、奥壁と左側壁が形成する石室の隅

に接するように、角磯が設置されている。 A-1群の遺物は、須恵器のみならず、この角磯の周辺からの

出土であるが、 1点のみ、角礁の上から出土した遺物がある。それは、提瓶 (13)である。ほかの須恵

器が角礁の周りに乱雑に集められているのに対し、この提瓶のみが角礁の上に置かれている。追葬に伴

い片づけられたそのほかの須恵器とは異なる扱いを受けている。

これらの点から、フラスコ形長頚瓶は追葬時の遺物で、その他の須恵器は追葬に伴い片づけられたと

とらえることができる。この角醸の周囲からは、須恵器に混ざり土師器や鉄鉱が出土している。土師器

や鉄鎖は角礁の下からも出土している。フラスコ形長頚瓶を除く須恵器は TK43型式期が中心、鉄鉱は

TK43--TK209型式期であり、時期的にも髄酷はない。須恵器や土師器の下からは、両頭金具が出土し

表 8 埋葬時期

須恵器(前)

• • • 
初葬 追葬 l 追葬2
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ており、片づけ行為が行われる以前の副葬品ととらえることができる。以上の観点、から、 A-l群出土の

土師器、鉄鉱、両頭金具は、フラスコ形長頚瓶を除く須恵器と同時期の埋葬に伴うものと考えられる。

次に、各遺物の編年的位置付けから、埋葬の時期を探る。各遺物は、八窓鍔をもっ鉄万が TK43'""

TK209型式期、馬具が TK209型式期初頭、鉄鎌が TK43'""TK209型式期、須恵器が TK10'""TK43型式

期に位置付けられるO 両頭金具と土師器は、上述の出土状況から TK43'""TK209型式期といえる。ここで

問題となるのは、馬具と須恵器における時期差である。ただし、馬具の轡は、正位置で据えられた 2点の

有蓋高杯に挟まれるように出土している。そのため、轡はこの須恵器とともに副葬されたと考えられる。

有蓋高杯は TK10'""TK43型式期、馬具は TK209型式期初頭にそれぞれ位置付けられるため、 TK43型

式期の最終末頃から TK209型式期の初頭に初葬が行われたものと考えられる。

なお、八窓鍔をもっ鉄万は初葬時の遺物の中では、唯一 C群の出土であり、ほかの遺物とは扱いが

異なる様子がうかがえる。棺内副葬の可能性も十分に考えられる。ただし、 C群に設置された棺台は、

初葬時のものではない。棺台の 4石のうち、関口部側の 2石の下から、八窓鍔の鉄万が出土している。

追葬時の遺物 追葬に伴うといえる遺物としては、 B群から出土した鉄万 3点、とフラスコ形長頚瓶 1

点、 A-l群から出土したフラスコ形長頚瓶 1点である。これらが、 l回の追葬に伴うものととらえるこ

ともできるが、ここでは、 B群における鉄刀 3点の出土状況から、追葬は 2困あったものと考えたいO

B群からは、上記のとおり、 3点の鉄万が出土している。このうち、 1点はほかの 2点に比べ、小ぷ

りで、切先の方向を違えている点が注目できる。この小ぷりの鉄万は、衣原11号墳から出土した鉄万の

中では、最も新しい時期の所産ととらえることができる。同所から出土した 2点の鉄万より後出する要

素をもつことと、出土状況の違いから、時期を違える追葬に伴うものとして位置付けたい。

2点のフラスコ形長頚瓶についても、わずかながら形態的差異があり、別個の追葬に伴うものとして、

とらえることが可能である。このうち、より古く位置付けられるのが B群から出土したもので、 A-l

群出土のものが、後出的要素をもっ。

以上から、衣原11号墳では、 1回目の追葬時に B群出土の鉄刀 2点とフラスコ形長頚瓶が副えられ、

2回目の追葬時に小ぷりの鉄刀と奥壁際出土のフラスコ形長頚瓶が副えられたものと考えられる。

なお、 2回目の追葬に伴うととらえたフラスコ形長頚瓶は、出土状況が注目できる。この須恵器は初

葬時の土器と混ざって出土している。そのため初葬に伴う副葬品と 1回目の追葬に伴う副葬品は、 2回

目の追葬時に一括して石室隅に片づけられたものととらえることができる。

次に、追葬の時期を考えたい。 1回目の追葬に伴うととらえた遺物のうち、フラスコ形長頚瓶は TK

209型式併行期に位置付けられる。鉄刀 2点も TK209型式期の所産ととらえられるため、 l回目の追葬

は、 TK209型式併行期に位置付けることが妥当であろう。

2回自の追葬については、フラスコ形長頚瓶は TK209型式併行期、鉄万は 7世紀代に位置付けられ

る。フラスコ形長頚瓶は、 1回目の追葬に伴うものよりも後出的要素をもつことは、先述のとおりであ

る。そのため、 2回目の追葬は 7世紀初頭の可能性が高いといえる。

なお、衣原11号墳においては、右壁寄りに棺台と見られる石材が存在するが、これは初葬に伴うもの

でない可能性は、前頁に記したとおりである。 1回の追葬は、ともに左壁寄りから遺物が出土している。

右壁寄りの棺台を使用した追葬が、さらにもう l回行われ、衣原11号墳では計 4回の埋葬が行われたこ

とも想定できる。しかし、追葬のうちの 1回が、右壁寄りの棺台を使用し、鉄万を棺外副葬した可能性

もある。この場合、初葬と時期が近接する 1回目の追葬よりも、一定程度時期を経た 2回目の追葬時に

棺台を使用している可能性が高いといえよう。

この観点に立つならば、初葬に加え、 1回目の追葬者は、あらかじめこの古墳への埋葬が予定されて

いた人物であったものとも考えられよう。 2回目の追葬時には、初葬における埋葬者の位置に関する情
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報は薄れており、石室内の空いている空間を利用して埋葬が行われたものと考えられる。

3.結語

以上、記したように、衣原11号墳は、埋葬施設である横穴式石室が 6世紀後半における当地の有力墳

に採用される形態であることや、副葬品として馬具や飾大万をもつことなどから、被葬者の階層が後期

群集墳築造階層の中では高いものであったことがいえる。

志太地域における横穴式石室の導入自体は 6世紀前半に遡るが、単発的な導入であった。志太地域で、

横穴式石室を埋葬施設とする古墳群が形成されるのは 6世紀後半以降のことである。その契機となる古

墳の中には、衣原11号墳と同じ形態の石室を採用するものも少なからず見られる。このタイプの石室は、

6世紀前半に当地にもたらされていたものとは、別個のルートで新たに導入されたものと考えられる。

このような状況を鑑みると、衣原11号墳は、衣原古墳群の形成の曙矢となった古墳の可能性があるとと

もに、その被葬者は他地域との交流のもと、この地にいち早く新来の墓制である横穴式石室を導入し得

た人物といえる。衣原11号墳の石室内からは多数の須恵器が出土している。そのため、この被葬者集団

は、墓制のみならず横穴式石室における葬制も同時に導入していることがうかがえる。

これまで、衣原古墳群の所在する葉梨川流域は、瀬戸川流域に比べ古墳の調査数が少ないこともあり、

古墳時代の様子については、不明な点が多かったことは否めない。このたび、の衣原11号墳の調査によっ

て、葉梨川流域においても、瀬戸川流域と軌をーにして横穴式石室が導入されていることや、階層的に

も遜色ない被葬者が存在していたことが明らかとなったことは、大きな成果といえよう。立地状況など

を見る限り、衣原古墳群の被葬者集団は、古墳群の東側山裾に所在する寺家前遺跡や、後節で報告する

衣原古窯群との関わりが深いものと考えられる。衣原古墳群をはじめとするこれらの遺跡を包括した当

地の古墳時代像の解明は、今後の検討課題としたい。

註

l 鉄製環状鏡板付轡については、岡安 1984・1985を参照した。なお、衣原11号墳出土例は、岡安のいう第百期に位置付けるこ

とができる。

2 辻金具については、宮代 1986等を参照した。

3 象蔽鍔については西沢 2002、橋本 1993を参照した。なお、西沢分類では、象骸鍔は面象阪のものを対象としている。しか

し、衣原11号墳出土の象骸鍔は、 C字文であり、 C字文は象廠鍔A類との関連が深いことも指摘されていることから、ここで

は、あえて象骸鍔の分類を使用した。なお、有窓鍔として分類した場合、有窓鍔A類に分類できる。有窓鍔 A類は象蔽鍔A

類の影響を受けて出現したことが指摘されている。また、有窓鍔A類は、 TK43型式期に初現を置いてはいるが、 TK43型式期

の出現を予見している。そのため、有窓鍔A類、象骸鍔A類のいずれであっても、衣原11号墳出土の象厳鍔の位置付けは変

わるものではない。

4 鉄鉱の分類・各部名称は大谷 2003aの整理を参照した。

5 長谷川 2003において指摘される島田市鵜田 1号墳出土の鉄鍛を典型例とする駿河西部で特徴的に見られるタイプと同タイプ

といえる。

6 須恵器の編年については、田辺昭三による編年(田辺 1981)、鈴木敏則による静岡県下の須恵器編年(鈴木 2004)を参照し

た。

7 須恵器と土師器は、「副葬品」として扱われていたものではないが、表記が煩雑になるため、ここではあえて副葬品の中に含

めて論をすすめる。
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表 9 11号墳出土大刀観察表

戸空p7T寸J(
茎部(crn)

「子挿図No. 図版No. 出土位置 遺物名
(g) 畏 1高 厚

大刀1 1 10 
時附則 l|| || l 93ω 

77.60 3.20~3.50 0.70 16.10 1.40~2 .40 0.70 

大刀2 10 I~室内 | 鉄万 7700 2.80~3.30 0.60~0.70 15.90 1.10~2.90 0.50 

大万3 10 石室内 鉄刀 104.10 79.70 2.70~3 .40 0.70 1.40~' 1. 90 0.30~0.60 

大刀4 10 石案内 鉄)J 48.40 9ω 1.50~2.5C 0.30~0.70 

表10 11号墳出土問頭金具観察表

挿図No 函版No. 出ニヒ位置 遺物名
全長 筒長 筒径 l問径(cm)

機考(cm) (cm) (cm) I (上) I (下〕

両凱l 15 石室内 |両頭金具 2.8C 2.00 I 0.40 1 0.45 0.40 4弁./K質残存

両頭2 15 石室内 両頭金具 3.00 2.10 0.50 1 0.50 0.45 4弁，木質残存

両頭3 15 石室内 両頭金具 3.10 2.25 0.45 1弁!2(J:

日~RJî4 15 石室内 両頭金具 2.10 (1.80) 3弁以水質残存

同K~5 15 石長内 両頭金fl 3.45 切開 0.50 2力、以 1:'木質残存

同~Ji6 15 石室内 両頭金主主 2.75 2.10 0.45 0.45 2弁以上

両ii.i17 15 石室内 両頭金具 2.60 1. 75 0.45 0.50 0.40 11弁以上・木質残存

両頭8 石室内 両頭金具 2.20 1.20 0.40 0.45 11弁以上

表11 11号墳出土鉄鉱観察表

五市Fi却名l出土岡空
全長
(cm) 

ま族身部(cm)

長丁つ百丁厚 E 
:0< 

頭部(crn)

幅 厚 長

茎部(crn)

幅 厚 ?っ
倣1 I 12 I 側 |石案内 I11.78 I (895) I 6.05 I 3∞ I 0加 I (3.30) I 0.60 い.30 I 

鍬2 1 12 1鉄綴|石室内い7.56 い 3m い o 12.60 1 0.25 1 3.(5 1 0.60~0. 70い 30 1 5.2け
鍛3 1 12 1 鉄銚主出~_S目。)い』5 335 1 0.1~~ι旦竺竺ll_~l (510) I 0川 50出
鍛4 I 12 I鉄鋭 i石剖 13.60 I 14.20 I 5.15 I 3.40 I 0.25 I 2.70 I 0.60~0.75 川三 o I h 7い 0.20~0.55 I 

I15 
14.62 I (1665) I 3.90 0.90 日20 6.50 I 0.50~0.60 I 0.30 I (6.15) I 0.15~0 .4 5 0.30 I樹皮残存

8.39 1(17.15) I (2.70) I 1∞ 
7.04 I (14.25) I 3.25 0.90 

0.20 I(9 55) I日必~日印 I0.30 I (480) I 0.15~0 .40I 0.20 

I 0.20 I 7.8C い 45~0.5.1 I 02.1 I ('l2fi1 I 0.25~0.40 1 0.20 

0.95 1 0.27.2o 1 C叩'-0.551 0.20 

山] I 0.20 I 840 い 4.1~0 5fi I 0.2] I (4101 I [20~0 .1け 0.20

水質残存

完形樹皮・木質!ilt得

茎部JF1R不明
線8

簸9

12 I 鉄鎖 石室内 9.72 I 15.65 I 3.50 

12 I鉄敏 石案内 I11.13 (15.70) I 3.20 

す :;;:;:::1:::::ド:山口問::::;山:;引:;::::前
置す il川::;:;14:;:;441t川十:112tt::世間

官ロt::;::::l古川 ::HTHiH:::::1:::;打。… 1020 

叫tiitぞい;:::::(:U020111凶つjjj日:2
l剖___~-.-_-IJO::且ヨ川。引:::日ミ円早川樹的自

It己日?出l:;;;;:;;;i;;:tt:ltl:;;:::::::ft手 ! 

出::2 1|;::にと;::: :;: :;:日:日::::::::::JttUU ! 

刊にl:fl;;;;;;[::11J::;;:::::::::::43-JZF質問ぺ
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表1i 11号墳出土鉄鍛観察表

議長P部 (CI1l) I 頚部(ci11〕 |l 茎部(cm) j，憐挿図No 図版遺物名 出 土1立主主 重量 全長
Noo I O="，"W I ~~'~-I (g) I (CI1l) 

長|隅|厚畏幅厚|長|幅〕b三fL」| 
側 石室内ワ司(1355) 2060 I 1.00 I 0020 Iド747-川口 35~0050 I 0025 I (3 50) I 0 .1 5~0030 1 0020 11封皮@木質残存

鉄滋 石室内 6自己 (12050) 2055 I 1.00 川 0050 I 0030 I (2 初日 20~040 I 0020 I木質残存

2080 I 1.00 I 0020 I 5025 I 0 .45~0050 I 0025 I (3 20) I 0020~0050 I 0025 木質残存

鉄鎖 石宅内 4096 I (9.10) (115) I 0080 I 0020 I 640 I 0050 I 0025 I (1.50) I 0050 I 0020 

鉄線 石宅内 7097 I (1400) 240 I 1.00 I 0020 I 9 ∞ 0 .40~0060 I 0020 I (2 65) I 0020~0050 I 0020 

石至内 7074 I (14別〕 2030 I 1.00 I 0020 I 8085 I 0 .45~"0050 I 0025 I (3075) I 0015~0050 I 0020 

鉄鎖 石室内 10013 I (550) 1075 I 0080 I 0020 I 9060 I 0 .4 5~0050 I 0030 I (420) I 0030~0.45 I 00目
鉄鍛 右室内 11.01 I (1790) 2000 I 1.00 I 0020 I 10ω001刊 50I 0025 (6000) I 00 1O~0.40 I 0020 

鉄倣 石室内 hrr840〕 240 l~í~~ (6初)I OA5~0065 I 0025 

鉄鉱 石室内 (1645) 2065 I 0090 I 0020 I 9.15 I 040~0050 I 0030 I ('1.70) I 0030~0 .45 I 0025 

鉄車五 平;案内 6054 I (13065) 詰 0020 附 O川 oyo叩 0015

拡43 I 14 鉄鎖 石案内 7033 I (14 60) 0020 I 8025 I 0035~0050 I 0030 I (345) I 0020~0 閃 0020 木質残存

淑44 I 14 側|石室内 日∞(10附 0020 I 845 I 0 .45~00551 0025 

話145 14 鉄鍛 石室内 7.33 (16 70) 2090 8050 0020 9000 0.40 0025 (4085) 0020~040 0020 

封JA6 1JL1IJ1吐通 石室内
lOA9 (1445) 0020 9030 040~0055 0030 (225) 0030~0 .40 日25

詰滋47 石室内 11.00 cl7 05) 3/10 I 1ω 0020 9.10 0010-0050 0030 (4065) 0020-0050 0020 

倣48 14 鉄鎖 |石室内 8.3~j (16.40) 3050 1.00 0020 8055 0.40-0050 0025 (4035) 0020~005C 0020 木質残存

線49 14 主失5出 石室内 8007 I旧日) 3000 0080 0.15 8085 0035-0050 0030 (4030) 0 .1 5~0 .40 0020 

i議50 14 鉄鎖 石室内 6.54 (14025) (280) 0.90 0.15 8025 0.40-0.50 0025 (3025) 0020~0 .40 0020 木質残存

倣51 14 鉄鍛 石室内 5.02 (山5)I 3.05 0.90 0020 8035 0.35~0.50 0025 (100) 0030~0050 0020 木質残存

面接52 14 鉄鎖 石室内 5072 (12080) 3010 0085 日15 8010 (160) 0.30-0.50 0.20 木質残存

倣53 14 鉄鎖:王 6072
(14070) I 3.00 0085 0020 8.00 0035-0.50 0.20 (375) 日15-0050 日20 木質残存

鍛54 14 鉄鉱 6099 ~1~~0)~ 0095 0050~0055 0.3C (4.45) 0.20~0 .45 

11号墳出土勾玉観察衰

同国;図版Noo 出土位置 遺物名石材名 全長(CI1l) 幅(cm) 品さ (cm) 厚 (cm) 子し径(CI1l) 重量(g) 備考

玉1 15 国内 勾 ?馬ま街 3.8口 2.40 1.20 1.20 o 1O~0036 13.57 完形 片面!子しの周回に使用痕?

玉2 15 石室内 勾玉 | 璃
t判 2.10 0.86 0.8う 0015-0.40 9000 完形 片岡，干しの周囲に使用痕ワ

':&3 15 石室内 勾玉 弱I詰i 2010 0095 0095 日 18~0026 8000 完形 両面，干しの周囲に使用痕つ

玉4 1己 石室内 勾ヨi 腐E尚 3.15 1.85 0090 009C 6.44 光形

玉5 15 石寧|勾 勾玉 蛇紋右 3020 2α) UO LlO 8000 完形両聞.fLaコ周回に使用痕?

二IiG 15 石室内 勾玉 蛇紋岩 3020 2005 0095 0095 1 0012-0051 7065 完形全面!孔の周囲に使用痕?

備考

片側欠担

表14 11号墳出土小玉@

撮図Noo 図版Noo 出土位置 還特j名 色 前歪(m) |i奮さ(州 子し径(CI1l) 恵量(g) 備考

玉10 石室内 ガフス小玉 濃紺色| 0070 0051 0.14-0.16 0.33 完形
ト一一一一一一

玉11 石室内 刀ラス小玉 濃紺色 0.85 0051 Oo15~0020 0.03 完形

日目 石室内 土玉 0.85 0055 日18-0020 0.31 片面からの穿孔

石室内 ガラス小玉 水色 0.45 。19 0.08~日 13 日04 ラヒ115

玉14 石室内 ガラス小玉 水色 0036 0.21 0.14 0003 完形

長15 石室内 ガラス小玉 水色 0037 0020 日1O~00 1l 0004 完形

玉1.6 ゐî~三内 ガラス小玉 濃紺色 1R 0.28 0.10 0004 完形

玉.17 石室内 ガラス小玉 水色 日19 0016 0003 フ由ロ7、νV 

玉18 I 石案内 ガラス小玉 濃紺色 0.08 完形

王19 石室内 ガラス小玉 水色 7~. 0003 完形
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表14 11号壌出土小玉@土玉観察表

挿図No 図版No. 出土位置 遺物名 色 直径(cm) 品さ (cm) 孔径(cm) 重量(g) 備考

玉20 石室内 ガフス小玉 0.39 0.22 0.15 0.04 |完形

玉21 恒三室内 ガラス小玉 濃紺色 0.40 0.22 日15 0.04 完形

玉22 石室内 ガラス小玉 緑色 0.40 0.28 O.12~0.15 0.04 岳フしJ山1/ 

ヨ卜1
ガラス小五 水色 0.36 0.26 0.12~0.14 0.04 完形

七室内 ガラス小玉 ノk色 0.37 日22 0.12 0.03 完形

石玄!有 ガラス小玉 水色 0.32 0.31 0.12 0.04 完形

石室内 ガラス小玉 水色 0.51 日29 O.13~0.23 0.08 完形

玉27 石案内 ガラス小-f 水色 0.45 0.24 。1O~0 .1 3 0.05 完形

玉28 石室内 ガラス小玉 水色 0.47 日28 0.16 0.07 完形

玉29 石案内 ガラス小玉 水色 0.42 0.26 日15 0.05 完形

玉3C 石室内 Jガラス小玉 水色 0.45 日28 OJ5~0.18 日08

玉31 I 石室内 ガラス小玉 7)(色 0.46 0.39 0.íl~0.12 0.08 完形

玉32 石室内 ガラス小玉 ァド色 0.41 0.26 0.15~0.18 0.06 J元形

表15 11号墳出土土器観察表

;意図No.図版No 種別 器種
出土 i去量 残存察

信主
色調 調整等の特徴 備考

位置 F五

I1径 11.4 内 N6/灰色 内回転ナデ 天井部内面に粘土片付着。口 l

土1 16 須吉、器 i不蓋 石室内 最大筏 100 良

与叩己E問~ 4.1 外 N6/灰色 外回転ナデ、回転ヘラケズリ 縁部付近薄く降灰

口径 12.8 内 5B6.5/1青灰色 内回転ナデ
土2 16 須恵器 杯蓋 石室内 最大径 100 良 底部内面に少最の粘土片付着

器高 4.25 外 N6/灰色 外回転ナデ、回転へラケズリ

口径 内 5B5/1青灰色 内回転ナデ
ム」ーっd 16 石室内 最大径 100 良

器高 3.9 外 5B45/1培青灰色 外回転ナデ、回転へラケズ 1)

口径 13.2 内 5BG4/1時育灰色 内回転ナデ、ナデ
土4 16 須恵;57+ 問く蓋 石室内 最大径 13.6 100 良 内面中心付近lこ指頭痕あり

器高 3.5 外 10G5/1緑灰色 外回転ナデ、回転へラケズリ

口径 10.4 内 2.5YR31灰色 内回転ナデ 外面薄〈降灰。天井部中心イ寸
土5 16 須恵器 珂:身 石案内 最大径 12.8 100 良

詫間丘f司 4.8 外 7.5Y6.5/1灰色 外回転ナデ、同転へラケズリ
近にヘラによる傷あり。

口径 11.6 内 10BG6/1青灰色 内閲転ナデ
土日 16 沼恵器 原身 石室内 最大径 13.2 100 良

器高 4.3 外 7.5Y6.5/1灰色 外回転ナデ、回転ヘラケズリ

口径 11.4 内 5111/1階青灰色 内回転すデ
土7 16 須忌、器 島平身 石室内 最大径 13.8 100 良

器高 3.6 外 5B45/1H&青灰色 外回転ナデ、回転へラケズリ

口径 11.9 内 5BG5.5/!青灰色 内回転ナデ、ナテ
土B 16 須恵器 £ド身 石室内 最大径 13.9 l∞ 良

器高 3.6 外 10G6/1緑灰色 外回転ナデ、回転ヘラケズリ

口径 (13.6) 内 N6.5/灰色 内回転すデ、オデ
17 須恵器 杯身 石室内 最大径 15.7 100 良 歪みあり。受部に重ね焼き痕

F色"古戸弓 3.35 外 N6.5j灰色 外向転ナデ、回転へラケヌリ

口径 11.8 内回転ナデ 2段3方透かし。基部径3.00
土10 17 須恵器 高原 石室内

最滋大高径
10日

良 タ 2.5GY6.5/1明オリ 7灰色
外 郎エ』ズ却部部出回回凹刺転転早3突2づナナ文テデプ、脚回部転回ヘラケ

叩、胸l部高7.90cm、脚部径

13.1 転ナデ 9.90cm 

最口大径径
13.9 内 10BG55/1青灰色

l付 、当て具痕 2段3方透かし。基部径5.20
土11 17 3民恵器 高原 石案内 16.5 100 良

外杯ズ部|司胸転部ナ回デ転、回中ムヘラケ
師、脚部高14JOcm、脚部径

需高 18.5 外 N5/灰色 リ ナデ 13.90cm 

口径 6.8 内 5B4.5/1 内回転ナデ 頭部径5.30回、体部高17.50
土12 18 ，Jj志議 提瓶 石室内 最大径 17.85 95 良

外口頭部回転ナデキ体日部回転 cm、体部厚12.40cm
器高 22.5 タ 5B4.5/1 ナテ¥タタキ、カ

臼j圭 5.6 内 5B55/1青灰色 内問転ナテ 内面の頚部接合部分に粘土塊

土13 18 む1恵、器 王室瓶 石室内 最大径 14.8 95 良
列 LJ、頚回部転回ヘ転ラナケデズ 体部カキ

付着。鎖部径4.70cm、体部高

器高 18.25 外 5B5.5/1青灰色 目 リつ 14.30cm、体部厚9.60cm

口径 3.4 内 N65/灰色 内[司事長ブデ 外出に降灰。底部内回に粘土

土 14
ブラスコ

石室内 最大径 14.45 100 良 塊判着。頭部径4.90叩l、霊E音f
形長頭瓶

器高 20.65 外 5B6/1青灰色 外回転ナデ、カキ目 高6.65cm

日径 15.8 内 5B6.5/1育灰色 内Ihl転ナデ

土15 17 ，Ji恵器 E皇 最大径 9.7 10C 良
外 口類突部;文閉ズ転体部リづ、回デ刺、転突櫛ナ文描デ文、、1百|

頭部径3.80問、体部高7.lOclll

湾高 19.65 
外 5B6/1青灰色

刺転ヘラケ

内回転ナデ 外国底部に粗砂燃着。頭部往
土16 17 須恵器 士甘 石室内 良

外 5PB3.5/1晴青灰色 外回転ナデ、ヘラケズリ 5AOcm、休部高7.70cm

内回転す→デ

土17 17 須恵器 短頚豪 石室内 i外回カ転キナ同 回転ヘラケズリ、
外 5PB5/1育灰色

70 



11号墳出土土器観察表

でi揮一図一一N一D 

残霊 I 陣譲図版~Io 種別 器穫
出土

;去量 色調 調整等の特徴 備考位置

口J壬 (136) 

1 
内 5PB5.5/1育灰色 内仁1頭部カキ回日転ナノ。 体部タタ

閉塞側而に焼成時の霞台の痕 a::1:18 20 石室内 最大径 34.7 
キ、

タ具r:l痕頭部回転ナデ 体部当て 跡あり。頚部径11.00cm
器高 28.5 外 5B5/1c~l灰色

I-j径 12.0 内 5YR6.5/6!i1'色 内横ナデ
20 士師器 上ヰ身 石室内 最大径 12.4 

底部にヘラ状工具による刻弓
目あり。底径6.00crn

器高 4.5 外 7.5YR7/4にぷい極色 外十竜ナデ、ブデ

口径 (111) 内 7.5YR6/5にぷい燈色 内横ナデ
土20 20 

l凶器詳 1，子証 1l 6判、 最大径 60 良 底径5.80叩1

る間百古戸司 3.85 外 5YR6/4にぶい怪色 外横ナデ、ハケ目

口径 ド1:2.5YR5/6明司、褐色 内横ナテワ 一10α

土21 土師器 石室内 最大径 50 良

器高 (28) 外 5YR6/5にぷい燈色 1'1-:1黄ナデ 底部木葉痕

円径 内 75YR6.5/4にぷい燈色 内横ナデ
土22 土師器 t:{、身 石案内 最大右足 70 良 底径10.70cm

器高 (37) 外 5YR6/6検色 外 横ナ デ底 部本 葉1艮

口径 内 5YR6/6I宣色 内横ナデ
土23 士:附苦言 4不身 石室内 最大従 50 良 歪みあり

伯ロ弓l詰司了 (2.8) 外 7.5YR6/51こぶい憧色 外横ナデ、ナデ

E案内 I口筏
(11.0) 内 7.5YRi笠色 内横ナテ

土24 20 ト日11i器 河:身 最大径 11.5 70 良 著しく歪む。氏径5.80cm

6?i高 4.4 外 10YR6.5/6日月黄褐色 外横ゴデ l属部木葉痕

口径 (10.5) 内 5YR5/5明赤褐色 内横ナデ
土25 20 二七日目!諒 珂:身 石室内 最大径 90 良

器高 (4.0) 外 5YR6/6樫色 タ十横ナデ 底部木葉痕

口径 (9.7) 内 7.5YR6.5/4にぶい機色 内横ナデ
20 土師探 同く身 石室内 最大径 (10.9) 60 良 目ばf主5.80cm

器高 4.65 外 7.5YR6.5/4にぶい援色 外横ナデ底部木葉痕

口径 内 2.5寸R5.5/4にぷい赤褐色 内1輩ナデつ
土27 22 土師器 J不身 石室内 最大径 70 良

外横しナ?デ 底部木葉痕ナデ消
内面表IJ離。底径5.20咽

器高 (2.8) タ 2.5YR6/4にぷい桜色

口径 (12.4) 内 10YR6.5/6明黄褐色
内士不部横ナデ 脚部横づデ、

::1:28 22 土日市22 高原 石室内 最大径 80 良
ナテ .%みあり。脚部内聞は黒色化。

器高 外 10YR7/4にぷい黄櫨色
外部部横ナデ脚部横ナデ、 脚部径(10.80)叩

8.65 チデ

口径 (12.4) 内部杯5部Y1R06Y/R6樫6/色6明黄褐色、脚 内横ナテ
土29 22 土師器 高士不 石室内 最大径 80 良

外 i不部横ナデ 脚部横ナデ、
脚部径10.20cm

器高 9.35 タ部 7.5YR6/6栓色 ナデ

じl径 (126) 内 7.5YR6/6iめ色 内i小部横ナデ脚部横ナデ
土30 土師器 高i小 石室内 最大径 70 良

外杯部横ナデ脚部横ナデ、
著しく歪む。延部径3.70cm

器高 (90) 外 7.5YR5.5/6明褐色 ナラョ

内 10YR7/4にぷい檀包
内 i不部横ブデ 脚部検ナデ、 主主みあり。脚部の内側は黒色

22 土師器 高jぷ 石室内 最大径 80 
良外 10YR417こ/よ4手 にぷい黄桜色10Y

ナデ
化。基部筏4.40畑、』抑制約主

外杯部横ナデ脚部横ナデ、
器高 8.5 R7/ い掩色 ナテ (9.75)cm 

口径 3.9 内 10YR7/4にぷい黄掻色 内問く部横ナデ 脚部憤ナデ
土32 22 土師器 高杯 石室内 最大径 60 良

外郎ナ部デ デ脚部横ナデ、
著しく奈む。脚部径11.40cm

器高 7.0 外 75YR6.5/6樫色

日1A (96) 内 2.5YR5/4にぷい赤褐色 内横ナデ、ハケ日
外面摩滅。顕部径8.55cm、底土33 21 十師器 づ¥型奇 石案内 最大径 10.3 90 良
径5.95cm

器高 9.2 外 5YR6/67栓色 外 i揖ナデ、ハケ目

坤 1;J型責

口径 (9.0) 内 10YR4.5/'.赤褐色
内横ゴデ、板ナデ 口頭部ハ

ケ目 摩滅気味。類部径(8.10)印、
土34 22 石案内 最大後 (10.4) 70 良

外横底チデ 頭痕部?体部ハケ目 l丘f韮6.70cm
器高 11.5 外 7.5YR6.5/4にぷい樟色

部木葉

口if 内 5YR5.5/6明赤褐色 内不明J底部 内面会は剥離のため調整不明。
土35 22 t: 8i!í~* 小壷 石室内 長大径

100 
良

底後3.80cm
器高 (4.1) 外 5γR6/6檀色 外横ゴデ l底部木葉痕

口径 (7.1) 内 2.5YR6.5/67景色 内横チデ
22 二仁師法 小宮山応 石室内 主主大径 80 良

器同 4.8 :7k5YR5/日明赤褐色 :71-:横ナデ、底部ヘラ切り

I~径 内 10R5/3.5赤褐色 内 t，主ナデ、ナデ
土37 21 十訓j器 模倣瓶 石室内 最大経 10.8 90 良 頚部径5.80cm

市四戸円1 (12.2) 外 2.5YR5.5/4にぷい赤褐色 タト+黄ナデ、ハケ目

口{壬 (6.2) 内 2.5YR6/6櫨色 内横ナデ、ナテ
土38 模倣j低 石宝内 最大後 12.2 90 良 頚部筏5.6C叩l

%~~角 14.25 外 7.5YR7/日経色 タ横ブデ休部ハケ目

口干玉、 (17.4) 内 2.5YR6/6i設色 内 tt占ナデ
21 オ自IJ器 鉢 石案内 最大径

外痕横ナデ、ハケ司 底部木葉
底径10.20叩

布口口τ向ケ 12.65 外 5YE6/6樫色

口筏 13.0 内 7.5YE7/4にぷい桜色
脚部E田回町転ゴデ一2段3)j透かし。基部径4.40

土40 高i不 石室内 2時1又一ノ五， i~叉ヒ 15.0 100 良
外杯部回転脚づ部デ回、転同ナ転ヘラケ

仰、脚部高11.80cm、脚部径

器商 16.0 外 7.5寸E4/1褐灰色 ズリフ デ 13.00Clll 

口径 129l 内 7.5YE一組 内珂脚く部部回回転転ナデ、指頭押さえ 2 j段3方透かし。基部径4.00
土41 19 ラ頁恵総 高原 石室内 J最大径 15.1 1 100 良

ナテ
叩]、脚部高11.70 cru、腕l部径

器高 16.3 外 2.5YE4/3にぷい赤褐色 外 jズ司:部回脚転部ナ回デ転、回転ヘラウ 12.30凹1) フ1 ア-.' 

口径
841 円削6.5/ 内回転ナデ

J5自底2封部0、m柚に、厚土休く器部付片高着熔17着外10。面cm頭体部部径と土42 19 
- lzコ

石室内 最大径 17.5 1 100 
!liAi:五

器高 23.8 外 N6.5/灰色 外|自転ナテ¥力平日、タタキ
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第3章 衣原遺跡
第二東名No.82・83地点



第 1節位置と環境

1.地理的環境

赤石山脈に端を発し、静岡県のほぼ中央を流れる大井川。大井川は下流に志太平野と呼ばれる沖積平

野を形成する。志太平野には、大井川以外にもいくつかの河川が流れ、駿河湾に注いでいる。大井川左

岸の藤枝市を流れる代表的河川としては、瀬戸川、葉梨川、朝比奈川があげられる。このうち、藤枝市

北西部の上大沢に源をもち、市域北部を東に流れるのが、葉梨川である。流域の丘陵には、遺跡の存在

が確認されている。その一つが、衣原遺跡である。

衣原遺跡は、葉梨川右岸の丘睦平担面に所在する。この丘陵は、市域北部の山塊から連なる丘陵であ

り、遺跡は丘陵裾の標高約25"-'30mの平坦面に広がる。丘陵の南から東にかけて広がる平野との比高差

は5"-'10m程度であり、 JR藤枝駅からは北北東に5.5kmの距離で、ある。なお、衣原遺跡の所在する丘陵

は尾根に沿って古墳群が存在する。遺跡の北東に隣接するのが、前章に記した衣原古墳群、さらに衣原

古墳群北方には寺家山古墳群が展開する。ともに後期の古墳群である。また、遺跡の北には第 4章に記

す古墳時代の窯跡である衣原古窯群が所在する。調査開始前、衣原遺跡、とその周辺は一部が宅地、多く

が茶畑として利用されていた。大規模な地形の改変を受けている様子は見受けられなかったが、正陵部

であるため表土層は薄く、遺構は後世の開発の影響を受け、上部は破壊されていた。

100m 

""ム'"'"

図45 衣原遺跡の位置
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歴史的環境

は、弥生時代中期~後期、古墳時代後期~近世の遺構や遺物を調査した。遺跡周辺の

4章でも、 している。そこで、ここでは、衣原遺跡に関わる時的環境は、第 1章、第 2

代のうち、弥生時代と 中世初頭に関して、葉梨川流域における遠跡の立地状況を概観する。

I[流域における、代表的な弥生時代の遺跡としては、上薮田川の丁遺跡 (12) と

田モミダ遺跡があげられる。前者が中期中葉~後半、後者が後期の集落跡である。なお、中期初

頭以前の遺跡は、葉梨}i I流域では発見されていない。中期初頭以前の遺跡は、荘館山遺跡 (25)や蛭ヶ

谷遺跡 (28)などが、瀬戸川流域では見つかっている。ただし、これらの遺跡では、住居跡は検出され

ていない。なお、志太地域で、は、瀬戸川右岸の丘陵裾部に所在する萩ヶ谷遺跡を除くと、この時期の

くの遺跡は、丘陵上に所在する。一方、中期中葉~後半の上薮田}I [の丁遺跡l士、低地に所在する集落跡

である。朝比奈川左岸の清水遺跡(5 )や、瀬戸川と葉梨川の中間に位置する郡遺跡、(17) も同時期に

位置付けられる低地部の遺跡である。この時期の遺跡は、低地部に所在する傾向がうかがえる。

上薮田モミダ遺跡は、葉梨川流域のみならず、正、太地域を代表する弥生時代後期の遺跡であり、出土

した土器は、当地の基準的な資料ともなっている。この遺跡も立地は低地部である。しかし、後期に位

置付けられる遺跡の中には、烏内遺跡、 (11)や東浦遺跡ののように、再び丘陵上に所在する集落跡

が散見できる。白色tヶ谷遺跡、 (24)や荘館LU遺跡、稲ヶ谷遺跡も同様の立地である。これらの集落遺跡

の多くは、後期後半から集落が形成されることがうかがえ、この時期、丘陵上lこ集落が展開する背景に

は、何らかの社会的理由も想定される。なお、東浦遺跡、ゃ白砂ヶ谷遺跡では、方形周溝墓も発見されて

いる。前者は、中期に遡る可能性もある。本章で報告する衣原遺跡でも、後期の土器が出土している。

また、隣接する寺家前遺跡(2 )でも同時期の集落と水田跡を調査している。寺家前遺跡は、出土土器

閣制 荻原遺跡と周辺の弥生~中世遺跡分布図
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が上薮田モミダ遺跡と近似する時期であるとともに、集落が低地と丘陵の境に展開している点は、当地

の弥生時代後期中頃の集落のありかたを考える上では、貴重な資料といえる。また、土器以外にも、木

製品などもまとまって出土しており、遺構、遺物ともに注巨に値する遺跡といえる。

古代~中世初頭 奈良時代~平安時代における葉梨川流域の遺跡で、注目できるのは平島遺跡 (16)

と水守遺跡 (29)である。ともに、官衝に関連する遺構や遺物が発見されている。律令期の志太地域に

は、志太郡と益津郡が置かれる。両郡の境は瀬戸川付近とされ、葉梨川流域は益津郡に属する。ただし、

大東急記念文庫本の和名類緊抄には、夜梨の名が志太郡の郷として記されている。衣原遺跡周辺をこれ

に比定する見解もあるが、益津群の沢食郷(高山寺本では沢会)に比定する見方もある。益津郡の郡街

に比定されるのが、瀬戸川と葉梨川の中間に所在する郡遺跡である。水守遺跡と平島遺跡は、これに関

連する遺跡である。また、水守西遺跡(15)は、一般的集落とされるものの、郡街との関連が強いと考

えられる遺跡である。なお、志太郡街に比定されるのが、瀬戸川右岸に所在する御子ヶ谷遺跡である。

この遺跡の周辺でも厨の機能が考えられる秋合遺跡、工房跡と推定される山廻遺跡など、官街に関連す

る遺跡が見つかっている。

郡街関連以外の遺跡としては、葉梨川左岸の瀬山南西端に所在する東浦遺跡、で、小規模ながら平安時

代前半の集落が発見されている。律令期の遺物は衣原遺跡(1 )や寺家前遺跡でも出士している。立地

状況が東浦遺跡と似ることから、この地にも集落が広がっていたものと推定される。なお、衣原遺跡か

ら出土した律令期の須恵器は、 8世紀後半から 9世紀初頭に操業された助宗古窯群 (30)で生産された

ものと推定される。助宗古窯群は、その後、操業を一時停止するが、 10世紀後半には、灰柚陶器の生産

を開始し、 12世紀まで山茶碗の生産が行われる。助宗古窯群は、衣原遺跡からは、南西の丘陵尾根を隔

てた位置に所在する。葉梨川では、古墳時代に単発的ではあるが、須恵器生産が行われていた経緯があ

る。そのため、衣原遺跡周辺で、律令期あるいは中世初頭の窯跡が存在する可能性はあるだろう。この

ほか、生産に関わる遺跡としては、上薮田モミダ遺跡や下薮田遺跡 (9)で、律令期の水田跡が確認さ

れている。寺家前遺跡でも、この時期に水田が営まれていた可能性はある。

衣原遺跡では、平安時代末~鎌倉時代前半の遺物も出土している。北に隣接する寺家前遺跡でも、平

安時代の終わり頃から鎌倉時代前半の遺物や遺構も確認されている。寺家前遺跡では、丘陵裾部に集落

が展開する様子が確認されているが、潮山を隔てた北東に所在する仮宿堤ノ坪遺跡 (31)でも、丘陵裾

部で集落跡が確認されており、 12---13世紀の遺構・遺物がまとまって出土している。この時期において

も、集落の中には丘陵裾部に展開するものがあるといえる。一方、弥生時代や古墳時代、律令期に見ら

れたように、平野部の微高地上にも集落は展開していたものと推測される。しかし、葉梨川流域におい

ては、この時期の集落は確認されてはいない。

表16 周辺の弥生~中世遺跡地名表

N~ 遺跡名 時代 種別 No 遺跡名 時代 種別

1 衣原遺跡 弥生・古代・近世 集・墓 17 郡遺跡 弥生~中世 集落

2 寺家削遺跡 弥生・古墳・中世~近世 集落 18 時ヶ谷・五鬼免遺跡 弥生 散・集

3 上原遺跡 弥生 集落 19 池谷遺跡 縄文・弥生 集落

4 丈丸遺跡 弥生 集落 20 釣瓶落遺跡 弥生・近世 集落

5 清水遺跡 弥生・古墳 集古喜 21 若王子遺跡 縄文・弥生・中世 散・城

6 宮塚遺跡 弥生・古墳・古代 散・集 22 越ヶ谷遺跡 弥生 集落

7 中薮田遺跡 弥生・古墳 散・集 23 稲荷山遺跡 弥生 散布地

8 下薮田・山崎遺跡 弥生 集落 24 白砂ヶ谷遺跡 弥生 集落

9 下薮田遺跡 弥生・古墳・古代 集落 25 荘館山遺跡 弥生 集落

10 東浦遺跡 縄文・弥生・古代~近世 数・集 26 西之宮遺跡 弥生・中世~近世 集落

11 鳥内遺跡 弥生・古代・中世・近世 集・墓 27 谷稲葉遺跡 弥生・中世~近世 集・墓

12 上薮田川の丁遺跡 弥生 集落 28 蛭ヶ谷遺跡 弥生・(後)・古代 集落

13 宮脇遺跡 弥生・古墳・古代 集・墓 29 水守遺跡 縄文~近世 集・慕

14 上薮田モミダ遺跡 弥生・古墳・古代 集落 30 助宗古窯群 古代 窯

15 水守商遺跡 古代 散布地 31 仮宿堤/坪遺跡 縄文~近世 集・墓

16 平島遺跡 弥生・古墳・古代 集落
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第2節調査の方法と経過

1.調査の方法

現地調査

衣原遺跡の本調査は、平成12"-'14年度に実施した確認調査の結果に基づき、平成14年 7月から平成16

年12月にかけて、断続的に実施した。

調査対象範囲は地形と調査年次から10の地区に分けることができ、調査は区ごとに行った。いずれの

調査区においても、表土除去作業には重機を用い、包含層掘削、遺構掘削、遺構検出等の作業は人力で

実施した。また、調査区内には、国土座標に基づいた測量基準点を設け、これを基に調査区内に10m単

位のグリッドを設定し、記録図を作成した。なお、全体図ならびに地形測量図の作成は、空中写真撮影

により行っている。記録図は1/20、1/100を基本としたが、必要に応じてほかの縮率も使用している。

記録図の作成と併せ、撮影による写真記録も行った。写真撮影には、 35mm判カラーネガフィルム、 6

x 7判モノクロフィルム・カラーリバーサルフィルムを使用した。また、ラジコンへリを使用した空中

写真撮影も行っており、 6x4.5判モノクロフィルム・カラーリバーサルフィルムを使用している。な

お、基準杭の設定、空中写真撮影・測量は株式会社フジヤマに委託した。

整理作業・報告書作成作業

整理作業と報告書作成作業は、藤枝地区事務所にて平成16年度から一部を着手し、平成17年度から本

格的な作業を実施した。出土遺物は洗浄・注記作業を行った上で、分類・仕分け作業を行い、続いて接

合・復元作業を行った。一連の作業を終えた遺物のうち、必要のあるものは図化を行い、さらに、写真

撮影を実施した。写真撮影には、 6x 7判と 4x 5判のカラーリバーサルフィルム・モノクロフィルム

を使用した。撮影は、当研究所本部写真室にて実施している。遺物に関わる作業と併行して、図面修正

等の遺構に関わる作業も行った。

上記の作業を経て、遺構図と遺物図について、それぞれ版組を行い、次にトレース作業を実施した。

また、これらの作業と併行して、執筆作業と編集作業を行った。すべての作業を経た、遺物や記録類に

ついては、将来の保管・活用に備えるべく、収納作業を実施した。

整理作業・報告書作成作業は、平成22年 3月、本書の刊行をもって終了した。

表17 衣原遺跡調査工程表
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2.調査の経過

衣原遺跡の現地調査は、平成14~16年度に実施した。調査対象面積の合計は、 12 ， 760m"である。調査

は、区単位で実施した。各調査区の調査は、始めに資材や機材の搬入などの準備作業を行い、調査範囲

の確認を行った上で、重機を用いて表土を除去した。その後に、測量基準点の設置と、人力による遺構

検出と遺構掘削を実施している。図や写真による記録は、掘削作業と併行して実施した。

平成14年度の調査平成14年度は、 1~ 5区と 7区の調査を実施した。 1~ 3区は iNo.82地点本調査

I期Jとして500m"を対象として12月1日から翌年の 1月31日まで、 4区は iNo.83地点本調査E期」と

して1，560m"を対象に10月23日から調査を実施した。 5区は iNo.83地点本調査 I期」として1，600m"を対

象とした調査を 7月 1日から翌年の 1月23日まで、 7区は11月1日から翌年の 3月20日まで、 iNo.83地

点本調査皿期」として3，000m"を対象に調査を行った。このうち、 10月から実施した 4区の iNo.83地点

本調査E期」は、平成15年8月29日まで調査を実施している。

始めに調査に着手したのは 5区である。 5区の調査は、 7月に重機掘削、基準杭の設置を行い、 10月

初頭まで人力掘削を行った。実測作業や写真撮影作業は10月末に終了した。ただし 5区では、前章に記

した衣原11号墳も検出したため、古墳の調査も併せて実施した。そのため、 5区としての調査を終了し

たのは、古墳の解体調査が終了した平成15年 1月23日である。

次に着手したのは 4区である。 4区は10月から掘削作業に着手し11月には遺構検出作業を終えた。 4

区では古墳時代の須恵器窯跡などを検出したこともあり、作業の中心となったのは、窯跡群である。窯

跡群の調査は、年度内で終了せず、次年度も継続して調査をすることとなった。

続いて 7区の調査を11月から開始した。重機掘削を終えた箇所から随時、人力掘削にとりかかった。

2月には遺構検出を終え、 3月には遺構掘削と記録に関わる作業を終えた。

12月 1白からは 1~ 3区の調査にも着手した。調査は 2区と 3区から開始し、 12月中頃には 3区の調

査を終了した。 3区の調査を終えた段階で 1区の調査に取りかかった。 l区の調査は、 12月末には完了

した。 2区は 1月前半に中世~近世の遺構検出面の調査を終え、続けて下層遺構の確認作業を行った。

1月末には 2区の調査も終了した。

平成15年度の調査平成15年度は前年度から引き続く 4区の調査に加え、 8~10区の調査を行った。

8 ~10区は iNo.83地点本調査町期」として、 4 月 1 日から翌年の 1 月 15 日まで3 ，600m"を対象に調査を

実施した。なお、 4区の調査も 4月1日から開始しており、 8月29日に作業を完了した。

8 ~10区の調査では、 4 月から重機掘削を開始し、終了箇所から人力による遺構検出に取りかかった。

遺構は、ある程度検出が終わった時点で検出状況を記録にとり、掘削に着手した。重機掘削は 6月まで

行い、遺構検出は11月まで行った。遺構掘削と、測量、写真撮影は12月まで行い、 1月には調査区の原

状復帰作業を終えて調査を完了した。なお、 6月と12月にはラジコンへリによる空中写真撮影を行って

いる。

平成16年度の調査 平成16年度は、 6区の調査を行っている。 6区は iNo.83地点本調査V期」として

4月1日から12月17日まで、 2，500m"を対象に実施した。

重機掘削は 4月から 6月まで実施し、ほかの調査区同様に重機掘削終了箇所から人力による遺構検出

を開始した。遺構検出は 8月まで行い、検出遺構は随時遺構掘削に取りかかった。遺構掘削と測量作業、

写真撮影は11月まで行い、 12月に撤去工と原状復帰作業を終えて作業を完了した。

資料整理・報告書作成平成17~21年度に実施した。作業は、遺物に関わる作業と遺構に関わる作業

を併行して行い、平成22年 3月本書の刊行をもって、作業を終了した。
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調査の成果

L 概要

ii石岸、中/合~下之郷地医の丘陵部は衣原古墳群として古くから古墳の存在が知られていた。

このたびの第二東名建設事業に伴う発掘調査を実施した衣原遺跡、は、既知の遺跡ではなく新たに発見さ

た遺跡である。平成14"~16年度の 3 ヶ年にかけて行った調査の結果、弥生時代~古墳時代、古代~近

位まで多岐にわたる遺構と豊富な遺物が見つかった。前章の衣原11号墳(6世紀後半)をはじめとして、

弥生時代の住居跡、古墳時代の須恵器窯や奈良時代の炭窯などがある。注目されるのは、県内初の横口

付炭窯が 2基発見されたことであろう。

衣原遺跡の調査区は l区から10区まである。 1~ 3区は藤枝市指定史跡衣原古墳群の範囲内であった

古墳はなく、石切場跡や竪穴住居跡、近世墓などの調査を行った。 4~10区までは試掘@確認調査

の結果、新たに遺跡の存在が確認されたため、本発掘調査を実施した範囲である。 4区では志太地区で

3基目となる衣原 l号窯(須恵器焼成窯〉が発見された。その直上で検出した衣原 2号窯は県内では初

の発見例となる横口付炭窯である。窯跡の操業年代は奈良時代以降と恩われる。上層部では近世墓群も

検出した。 5 区は横穴式石室墳である衣原11号墳(古墳時代後期 6 世紀後半~7 世紀)を調査した。そ

の他平安期の土坑 1基や近世の火葬遺構群、磯石経を伴う土坑 l基などが見つかった。
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各区の調査期間と面積

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 町 平成21年度 謁査期間 調査面積

1 ，....__ 3区 平成14年12月~平成15年 1月 500ι 

4 [5ミ 平成14年10月~平成15坪8月 1，560m' 

5区 平成14年 7月~平成16年 1月 1，日10m'

6区 -鉛4号機 平成16年 4月~平成16年12月 2，600m' 

7区 い2ぜ3ふ 平成14年11月~平成15年 3月 3，000m' 

8・9' 10区 平成15年 4月~平成16年 1月 3，600nf 
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多量の磯石経の出土は県内でも珍しく貴重な資料といえる。 6区では 4区で発見された炭窯とほぼ同

時期の横口付炭窯(衣原 3号窯〉を調査した。ほかに掘立柱建物跡が複数見つかっている。 7区は弥生

時代後期~古墳時代初頭の竪穴住居跡 3軒、奈良時代から中世まで、の掘立柱建物跡10棟が見つかった。

谷部包含層から弥生時代中期~近世までの土器が出土した。 8区・ 9区・ 10区では、弥生時代から奈良

時代までの竪穴住居跡や掘立柱建物跡を複数検出した。出土土器から見ると弥生時代~中近世にわたる

ものであることからも断続的に集落が続いていたと考えられる。以降、調査区ごとに記述する。

1'""3区2. 

調査対象地は茶畑であったため、表土層はかなり改植の影響を受けていた。確認調査は平成12年~14

年まで実施した。出土遺物は少量であったものの、縄文土器から近世までの幅広い時期の土器や石器・

金属製品などが出土した。当地は藤枝市指定文化財衣原古墳群の周知内に位置し、古墳時代の須患器も

数点出土している。しかしいずれも茶畑の耕作土中から出土している小片であり、原位置を留めていな

い。本調査対象となった範囲は確認調査で遺構が確認された場所を拡張する形で 3箇所に限定した。本

調査は平成14年12月から平成15年 1月まで行った。調査区は北側からJI聞に 1区、 2区、 3区と付し、 500

dの記録保存のための発掘調査を実施した(註 1)。

1区では調査区西側の急傾斜地に崩落した巨石を検出した。確認調査では古墳と考えられていたが、

南端の巨石が割れ落ちたものであった。巨石下の黒色シルト層からは須恵器杯身が 1点出土した (3) 

が、古墳特有の立ち上がりや掘形もなかったことから、巨石が割れた際に偶然入り込んだと思われる。

調査区北東斜面では柱穴が 2箇所確認された。検出の過程で山茶碗・灰軸陶器の小片が数点出土したが

原位置を留めるものとは考えにくし、。覆土内に遺物はなく、遺構の年代は不明である。
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図51 2区溝状遺構・土坑・焼土

2区は上層で焼土や柱穴や溝跡・土坑、下層で竪穴住居跡 2軒と溝跡、柱穴跡、土坑なと‘が見つかっ

た。焼土39・43(図51)は SP49・51よりも上層で検出した。 SP44・45・46・47・49・51(図49)は柱

間の違いはあるものの、遺構覆土は炭化物混じりの褐色士と似ているため同一遺構と考えられる。 SP

17からは陶磁器が出土、 SP30からは播鉢が出土した。住居跡に近接する SP30は覆土が「にぶい黄褐色」

でその他の柱穴とは若干異なるが、近世の溝跡の下層で検出している。 SF15(図51)は楕円形を呈す

る土坑である。覆土下層に炭化物層があり焼土も検出した。覆土上層からは灰柚陶器碗 (2)や化粧土

のかかった天目風茶碗等出土していることから近世の墓跡と考えられる。

下層で検出した SB29(図50)は竪穴住居跡と考えられる。東斜面の傾斜地に立地しているため、東

側の住居フ。ランは見られなかった。床面は一部硬化している範囲が確認できた。 SB29では何軒かの住

居が切り合っている可能性がある。当初 SP52を住居の南西角の柱穴と想定したが、 SP53へ続く住居プ

ランは確認できなかった。西側の住居の後に SP52・53を伴う住居に建て替えられた可能性がある。 SD

27・25(図51)は、当初、住居跡に伴う周溝と考えられていたが、 SB29に伴う溝跡であるかどうかは

断定できない。溝跡は SD27が先行して溝として機能しており、その後、地山の褐色土と混ざりながら

埋没し、 SD25と一体になりほぼ直線的に機能していた。覆土は黒褐色シルトである。

SB31 (図50) も竪穴住居跡である。住居は斜面地に立地し、東側谷部には黒色土が堆積していたが、
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南東側の住居プランは検出できなかった。西側は撹乱を受けている。 SP56は住居内に位置するが、非

に浅く、住居に伴う柱穴かどうかは不明である。 SB31も当初は SD22(図51)が住居跡の周溝と考え

られたが断定はできない。

住居跡は、規模@形状の壁溝の有無、柱穴の配嵩、炉跡の有無等の情報がほとんどなく、遺物も微少

な破片しか出土しなかった。竪穴住居跡は調査時lこ黒色土を覆土とする溝(周溝〉を伴うと考えられた

が、遺構内からの遺物がなく、確実に住居の周溝であるとは断定できなかった。一部撹乱も受けーている

ことから所属時期が不明である。そのため今回は住居跡と溝跡は個別報告するに留めた。周囲に周溝を

もっ形態の住居跡は島田市 (1日金谷町)駿河山遺跡A区や掛川市上/平遺跡(註 2)で見られる。本調

査区の住居が周溝をもつものならば弥生時代後期の住居跡とも考えられる。

近世では墓 1基と柱穴があったことから小規模な屋敷があった可能性がある。
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3区では馬蹄形の岩が露出していた箇所があったが、調査の結果、 E石を割り抜いた石切り場であっ

たことがわかった。中心部には模を入れたためと思われる「鎚」跡が 6箇所確認された。周辺は風化が

激しく脆くなっている。そのため岩石の中心部のみ切り取っていたと考えられる。灰軸陶器等の土器は

出土しているが、近年まで寝地として残っていたため近代の遺物も含まれていた。埋没状況から近世以

降の遺構かとも考えられるが、出土遺物がないため機能年代は不明である。

調査対象地は現代まで茶畑として利用されており、表土層はすでにかなりの揖祥を受けていた。その

ため調査区内での出土遺物は数少なかった。確認調査および表面採集された遺物がわずかにある(図52)。

4""'8は表面採集、 9""'13は確認調査で出土した土器である。 6世紀代の須恵器を含むものの、土器の

大半は近世に属する。 4は須恵器杯蓋。 5は須恵器杯身。 6は須恵器だが器種不明。須恵器の年代は 6

世紀代。 7・8は灰軸陶器碗。平安時代 (9---11世紀代)と考えられる。 9・10はかわらけ。焼成不良

で歪みがあり摩滅している。 11は天目茶碗。図48と同様、胎土から見て地元で焼かれた製品の可能性が

高い。 12・13は染め付けの磁器である。接合点はないが同一個体の可能性もある。 14は青磁片。小片の

ため器種が特定できない。外面にへラ削り文様があることから、おそらく青磁碗と思われる。金属製品

は確認調査で銭貨が 6枚出土した。 15は「元豊通費(?)J、16は「照寧通賓」、 17は3枚が重なり、文

字面が内側のため種類は不明である。 15---17は遺存状態が極めて悪い。 18は「天保通賓」。比較的遺存

状態がよい。石器は小型の打製石錬が 1点出土している (19)。先端部と片方の脚部を欠く。

3. 4区

平成14・15年度に本調査を行った 4区では東向き斜面部から古墳時代後期の須恵器を焼成した窯跡 l

基と、横口付炭窯と呼ばれる特異な形態をもった遺構 1基を検出した。冒頭の概要でも述べたとおり、

須恵器焼成窯は志太地区で 3基目の発見例となる。この発見により、当該地が衣原古窯群として遺跡、が

新規登録されたほか、平成19年に編纂された『藤枝市史(資料編 l 考古)J(2007藤枝市)で衣原古

窯群の 1号窯として掲載された。その 1号窯の直上で検出した 2号窯は県内では初の発見例となる横口

付炭窯である。灰原等から多量に出土した須恵器片の年代から、 1号窯は古墳時代後期 (6世紀後半代)

に操業していたことが明らかとなった。 2号窯は 1号窯の構築後につくられたことが確認されているが、

窯跡のみの単独の発見であるため、製品の用途は推定の域を出ない。また築窯の年代も明確ではないが

1号窯との関係から奈良時代以降のものと思われる。その後の平成16年度の現地調査では、 6区から横

口付炭窯がさらにもう l基と、近世の炭窯が 2基見つかった。 2号窯に続き、 6区の横口付炭窯は 3号

窯、近世の炭窯はそれぞれ 4号窯・ 5号窯と付した。その他の遺構として、上層部では中・近世墓群や

土坑、斜面地下の低地部では流路跡も検出した。 l号窯---5号窯および 4区の遺構・遺物については、

第 4章に「衣原古窯群」としてまとめて記載した。詳細は次章を参照されたい。

5m 

図53 4区近世土坑
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4. 5区

炭窯(2号窯)や須恵器窯(1号窯)のあった丘陵の南斜面地は農道を挟んで 5区と設定した。平成

13年度の確認調査後、本調査は平成14年度に行われた(1，600rrDo 5区はもともと 4区と同一丘陵であっ

たと思われるが、後世にその途中を農道で分断されている。丘陵頂部は発掘調査前まで茶畑として利用

されていた。 5区からは横穴式石室をもっ古墳が 1基と、火葬墓 9基、牒石経を伴う土坑 1基、土坑 1

基、溝状遺構などを検出した。発見された古墳は藤枝市指定史跡である衣原古墳群のうちの衣原11号墳

となった。調査の結果、大型の礁によって構築された石室があった。墳丘は後世の地形の改変によって

原形を留めていないが、おそらく円墳であったと思われる。石室はi幅約4.2m、残存部分の長さ約6.8m

の大型の掘形をもつもので、大型の角礁によって石室を構築している。石室の幅は約]圃8m、玄室の残

存長は約 5mで¥一部基底石も抜き取られていたものの、基底石の痕跡から両袖式であると確認できた。

石室内床面からは、大刀を始めとした武器、馬具、装身具や刀子、震恵器や土師器などの副葬品が数多

く出土した。須恵器の年代から 6世紀後半頃の築造、 7世紀初頭までの追葬が行われたものと考えられ

る。衣原11号墳についてはすでに第 2章で詳細を述べている。本項では古墳以外の遺構と出土した遺物

についての記載をする。

土坑(闘55)

丘陵南面の斜面下位で平安時代の土坑 I基を検出した。土坑内よりほぼ完形の灰粕陶器が 1点出土し

ている。却は完形に復元でき、口径は13.00cm、器高は4.05cm、高台径は6.10cmである。焼成は良好で、

ツケガケで施軸される灰粕の発色も良好である。体部内面から外面にかけては自然柚が付着する。底部

は糸切りされ、体部は内外面とも横ナデである。見込みはナデである。 H72号窯式以降に位置付けられ、

11世紀代の所産と考えられる。東遠江産である。器壁はやや厚い。外面は2.5Y7/1.5灰白色、内面は

2.5Y7/2.5灰黄色を呈する。このほかにも表土(茶畑の耕作土中)より灰軸陶器片が出土しているほか、

この直下で検出した横穴式石室(衣原11号墳)の覆土中よりも完形の灰粕陶器が出土している (414)。

この時期に当地でも生活の一部があったことが想定される。

杭安IJ (国56)

火葬遺構群の南東側に柱穴群がある。掘立柱建物跡の柱穴のように並ぶものではなく、ほぼ等間隔に

列状に並ぶ。木質の柱:[犬のものが立っていた痕跡が見えることから、柵列の可能性も考えられる。火葬

遺構とほぼ同年代であろう。

火葬遺構群 SF1~5 ， 7~10 

(園田@

横穴式石室墳と同一丘陵上に

おいて近世の火葬遺構群を検出

した。土坑は茶毘跡が 4基、そ

の他土坑、溝などが近接して検

出された。菜、毘の痕跡が折り重

なるように切り合って検出され、

その周辺には焼土や炭化物が広

がっていた。同一丘陵仁には楳

石経(一宇一石経)の離が詰まっ

た土坑 1基が見つかっている。

自 富 g 

μ 

圏54 5区グリッド配置園
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OYR3/4)しまりなし。炭化物を含む
瓦陶磁器一字一石緩かわらけ等が多量に混じる
下位5-10四は炭化物層となり かわらけ骨片を含む盛土

aにぷい質問明貧縄色土(10YR7/4-7/8)しまりあり。粘性やゃあり.火葬墓構築時のペース土
4捜乱土 重機による撹乱.地山土と褐色士がプロックで混じる

W
一

加
耕作土 E 

1耕作土

2暗褐色土(10YR3!4)しまりなし。炭化物を含む
瓦陶磁器・ 字一石経・かわらけ等が多量に混じる
下位5-l0個は炭化油層となり かわらけ骨片を含む盛土

3にぷい質"闘賞補色土(10YR7/4-7/8)しまりあり。粘性やゃあり
火葬墓構築時のペース土

4 撹乱土重機による撹乱。地山土と褐色土がプロックで混じる

雛乱土(重機}

" 2 

五29.000mA 

SP24 
SP23 

SPZ5 
SP21 1灰白色シルト (5Y7/2)しまりあり，炭化物地山小礎を少し含む.管鉄がみられる

2灰白色粘土(5Y7/1)均質。しまりなし
SP22 ，灰白色シルト (5Y7/2)しまりあり。炭化物池山小礁を少し含む.管鉄がみられる

2灰糞褐色粘土(10YR5j2)しまりあり.径5四前後の灰白色シルトプロックが混じる.炭化措多〈含む
3縄灰色粘土(10YR6/1)しまり欠く.炭化物多く含む。栓材と恩われる腐蝕木片を含む

SP23 1貧灰色粘土(2.5Y5/1)炭化物多く含む.絶山小穣を少し含む
2灰白色シルト (5Y7/2)しまりあり.オリープ褐色土(2.5Y4/3)がブロックで少し混じる.地山イ礁炭化物 J少し含む

SP24 1灰オリ ブ褐色νルト (5Y6/2)しまりあり.炭化物地山小機を少し含む管鉄がみられる U 
SP25 ，灰オリ ブ得色シルト (5Y6/Zlしまりありa炭化物地山小磯を少し含む@管鉄がみられる

1: 80 2m 

図56 5区集石範囲と土層断面

火葬遺構群からは人骨片やかわらけ、銭貨、煙管、ガラス玉、釘、陶磁器類のほか、用途が不明な金属

製品も出土している。

5区西半部の表土は茶畑の耕作土(1層)が厚く堆積していた。かわらけや陶磁器片、醸石経(一字

一石経)などを多量に含む 2層(暗褐色土層)を除去中に集石の範囲が見られた(図56)が、さらに 3

層(にぷい黄~明黄褐色土層)を掘り下げると地山層上面近くで、火葬遺構群が見つかった。調査区の一

部には茶畑の改植による撹乱が入っていたが、北西南は撹乱を免れて比較的良好に遺構が残っていた。

火葬遺構群の北東隅には礎石経が大量に詰まった土坑が見つかっている。醸石経と火葬遺構とに切り合

いはなく、覆土もほぼ同じであることから同時期に構築された可能性が高い。これらの年代は出土する
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図57 5区火葬遺構群全体図

陶磁器類や銭貨から近世中期~後期と考えられる。

SF1は不定形な浅い血状を呈する。床面に石列を伴い、茶毘を行った際の炭化物が多量に残っていた。

遺存状態は非常によい。床面の石列は木棺を据え置いた棺座であろう。棺座に使われた礁は自然、の川原

石で、 15~18cm大の角礁である。石列の聞は30cm程あるが、その隙聞に 5 ~10cm強の川原石が敷き詰め

られたように並べられていた。炭化物は木棺または燃焼材であろう。検出状視から板を釘で打ち付けて

作られた木棺と思われる。棺座と思われる磯の間隔から見て、木棺の大きさは長さ 100~110cm、幅45cm

程であったと推定される。床面下には溝跡を検出した。溝跡には磯や遺物は混入していないが炭化物が

多量に入っている。溝の役割については排水や空気層を作るためなどの目的が考えられるが正確な用途

は不明である。 SF1からは骨片、かわらけ 6片 (275・276)、陶磁器片ほか15、釘33(294~324)、用途

不明金属製品 1(325)煙管 1(326)、火打金 1(327)、銭貨 1(328)が出土した。このほかにガラス

小玉が 1~2 個体分 (329) 出土している。

SF2も不定形な浅い火葬遺構である。 SD12と切り合っているが SF2の方が新しい。震面には19箇所

の杭状の穴を検出したが、その目的用途は不明である。炭化物、かわらけが12片 (277~279)、磁器片

が 2点出土している。

SF3はやや不正形な楕円形の火葬遺構である。覆土中の遺物出土位置に規則性はない。図中の網掛け

は被熱・焼土の範囲であるが、遺構中央部分は「焼却→撹乱(収骨?)→投棄」という火葬一連の行為

のため焼士が撹乱を受けている。撹乱を受けなかった範囲だけ焼土が残ったと考えられる。磯や遺物に

ついても同様に撹乱行為を受けて元の位置を留めてはいないと思われる。 SF3からは骨、シジミ集積、
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かわらけ 7片 (280)、近世陶磁器 7片、釘 9 (330~338)、銭貨 7 (339~343)、煙管(雁首) 1 (344) 

が出土した。

SF4は浅い楕円形を呈する。南西隅を SP15と切り合っている。礁はなく被熱、部分もないが、覆土は

炭化物を多く含む。覆土からはかわらけ片 5、須恵器の聾破片 1が出土している。

SF5はやや不定形な浅い楕円形の土坑である。覆土中に礁はなく被熱もしていないが炭化物を多く含

む。遺構内では炭化物、かわらけ片 8 (281)、陶磁器、須恵器の寵片 1、銭貨 2 (350)が出土した。

銭貨は銅銭と鉄銭が熱により癒着している。

SF7は浅い隅丸の長方形を呈する土坑である。北東方向のプランが不明瞭になっている。被熱は見ら

れない。南西隅が SF8と切り合っている。新!日関係では SF7の方が新しい。遺構内覆土からはほぼ完

形のかわらけが 3 点 (282~284) 出土した。

SF8は長楕円形の火葬遺構である。北東隅を SF7と切り合い、遺構内では中央長軸方向に SD11、SD

11の西端に SP14が切り合っている。 SD11の掘形上部(*問掛け)は高く盛り上がり、被熱のため赤化し

ている。 SD11の両端には15-20cm大の被熱した礁が据え置かれている。溝や穴の用途は不明だが遺構

の長軸方向に平行していることから、あるいはこの位置に木棺を据えたかもしれない。 SF8覆土内から

は炭化材、かわらけ片 9 (285・286)、須恵器聾片 1、釘4(345~348) がある。 SD11からは、かわら

け片 5、陶磁器片 2、銭貨 5 (351)、釘 4 (352~355) 、 SP14からはかわらけ片 5 (287・288)、釘 1

(356)が出土した。

SF9は不定形な浅い土坑である。覆土には炭化物が多量に混じる。床面のほぼ中央に醸があるほかは

かわらけ片 5 (289~293) が散らばっていた。遺構の掘形外の際から鉄製の鎌が l 点 (349) 出土して

いる。

SF10は円形に近い土坑である。被熱していないが覆土には炭化物を多く含む。出土遺物はかわらけ

片が 1点のみである。

礎石経(一宇一石経) (図59~63 ・ 76 ・ 77、図版27-4)

横穴式石室墳と同一丘陵上において醸石経(一宇一石経)を埋納した土坑 l基を検出した (SF6)。

埋納坑の大きさは長軸が0.8m、短軸は約0.47m、深さ0.26m程で、隅丸の長方形である。埋納坑内には

小型の肩平な石に墨で一文字を書いた醸石経(一宇一石経)が詰まっていた。確認調査時に同様の醸石

経が 5m程北側の撹乱土中から多量に採集されている。こちらの遺構自体はおそらく破壊されてしまっ

たであろうが、周辺部に複数の磯石経が存在したものと推定される。

SF6は火葬(茶毘)跡と近接している。しかし火葬(茶毘)跡の遺構とは切り合っていない。火葬遺

構とともに遺構の上には表土(茶畑耕作土)が堆積していたが、磯石経埋納坑の覆土には炭化物は混入

していない。火葬遺構(茶毘跡〉群の遺構の覆土と問ーであることから、ほぼ同時期の遺構の可能性が

ある。

SF6から出土した遺物は 2-4 cm大の肩平な石に経文を墨書した醸だけである(図59~63) 。

総数は25，922個あり、このうち肉眼観察の結果、文字があるものは4，041個であった。さらにこのう

ち文字の判別が可能なものは2.137個、文字の判別が不可能だったものは1，904個であった。 SF6から出

土した醸石経は4，201個ある。このうち墨書があるのは2，764個である。文字判別が可能な醸は1，474個、

文字判別が不可能だった磯は1，290個である。埋納坑から出土した醸すべてに写経している訳ではなく、

写経していない例はいくつかあり、特殊なことではないようである。文字がある4，041個の磯石経のう

ち、多字のものは 1個 (21)、表裏に文字のあるものは 1個 (112)のみである。またすべて墨書であった。

経文は「法華経」である。文字集計の結果、出土した醸石経はー経典分だけというわけではないよう

である。文字の種類とその数の集計結果については、巻末の表24にある。





本報告書ではすべての図化は困難であっため、文字のある醗石経のなかから SF6出土分200個、包含

層出土分100個、計300個を抽出⑬図化し掲載した (2'ì~274、。個別の判読文字や計測値は巻

末の観察表一覧に掲載している(表23)。抽出に際しては①文字の種類ごとに 1点ずーっ、②同種の場合

は筆跡の異なるもの、③多字のもの、@表裏に墨書のあるもの、などを基準とした。

実測した文字の判読で、きる磯石経のうち、任意に20点を抽出し、石材同定を実施した(註 3)。石材

は「粘板岩」、「砂質粘板岩」、「珪質粘板岩」、「チャート」、「中粒砂岩」、「細粒砂岩」、「凝灰質細粒砂岩」、

「粗粒砂岩Jなどであった。色調は「黒色Jから「黒褐色」、「暗灰色」、「灰色ム「淡灰色」、「灰オ 1)_ 

く見られた。使われーている石は、伊藤通玄氏(静岡大学名誉教授)の同定によれば「河川牒」

では辺、く「海浜醸」であるという結果であったo j.ーしし1小型の肩平、礁は、河川流域ではここまでの形状に

はならず、河川の河口近くや海浜などで採集できる。 採集地は遠州離海岸である可能性が高く、地理的

に近い焼津浜や安倍川河口では採集が難しいということである。全体に黒色粘板岩が多いと思われたが、

文字が判読できる蝶石経は、むしろ灰白色の粘板岩のほうが多い。これは墨書する目的があるため、意

図的に墨書が呂立 vつ灰白色の燥を選択しているという可能性がある。

今回の調査では経碑などは出土していないが、近くの長慶寺(註4)の境内にこの遺構の近くから移

したといわれる石碑(万霊の碑?)がある。茶畑の農道を敷設した際に移動し、同寺に預けF られたと聞

く。地元の詰からも、周辺に複数基、同様な遺構が存在したものと推定される。地域の聞き取りによる

と、「昔、ほかから醸右をこの場所に移してきた」ともいわれている。以前はお遍路さんの通り道(註

5、廃絶した街道7)であり、茶y巨もあったという。また、墓もあり、墓道もあった(衣!京古窯群の近

辺〉ょうである。以上のことから考えると、埋納坑は必ずしも火葬遺構と同時期に存在したとはいえな

いようである。

火葬遺構群と際石経について

今回調査で検出した火葬遺構群と際石経の関係について、若干の考察を加えたい。

火葬遺構群は複数基存在するが重複関係は見られない。低い丘陵頂部の比較的狭い範聞に一群をなし

ていることからも、村墓というよりは一族一統の墓地であった可能性が考えられる。土葬が一般的であっ

た近世の時代に火葬するということは丁寧な供養である。茶毘は基本的に 1箇所につき l回行われるも

のである。本来は石碑があったものと思われるが、明治期に入ると新しい墓地へ移動するため、墓標だ

けが持って行かれ、茶毘跡だけが残ったのであろう。茶毘後は収骨するため、撹乱を受けたような跡が

残る。

これらの火葬遺構群の時期の決め手になるものは陶磁器と銭貨である。遺構や包含層から出土した銭

貨は古寛永から文銭、新寛永も存在する。 1点だけ IJ開寧元賓J(渡来銭)が発見されている。文字と

銭の大きさは本銭としてもいいが、火を受けていて本銭か模鋳銭かは断定できない。火葬遺構出土の銭

貨は、新寛永と古寛永の組み合わせや、銅銭と鉄銭が癒着しているものもある。)2，、色の銭貨から見て火

葬遺構の年代は、 17世紀後半から19世紀まで下る。特に鉄銭との組み合わせは18世紀後半か G19世紀の

に至る。火を受けている銭貨は「茶毘銭」、火を受けていない銭は「供養銭Jと思われる。

毘辺で大量に出土した際石経は墓の供養のためのものであろう。離石経の書き手は血縁と考えられる

ことから、一族の何人かが書き手であったのであろう。使用された磯が海辺で採集される海浜礁であっ

たことは先述したが、「勧進僧〈勧める人)Jが遠州灘の海浜礁を拾える地域の人であったかもしれない。

調査区内から出土した陶磁器類には志戸呂焼の短頚壷などがある。骨壷として使われていた可能性も

ある。陶磁器も銭貨とほぼ同じ年代である。

牒石経は中世の頃から一般化(民衆化〉してきた背景がある。 近世に盛行するようで、特に後半期に

各地で類似例が増える。藤枝市内では今のところ融当石経の事例はほかにない(註 6)。
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火葬遺構群出土遺物について
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275~293は火葬遺構より出土したかわらけである。 SF1出土のかわらけ 6 個体のうち 275 ・ 276はほぼ

完形である。 280は内面の底にへラ状工具による沈線が十字状に刻まれている。胎土もやや赤味が強い

褐色である。 SP14は火葬遺構SF8の中にあり同じ副葬品の一部として考えられる。 SF1--SF7のかわら

けは口唇部が外側に開き非常に薄手の作りであるが、 SF8--SF9のかわらけは口径がやや小振りで厚手

のものである。内・外面に煤が付着し黒ずんでいる、あるいは表面が摩滅して剥離しているものもある

ことから、茶毘に付された木棺内に副葬され被熱しているのであろう。遺構内にはかわらけの破片もか

なり含まれていたことから 1箇所に 4個体以上のかわらけが副葬されていたと思われる。

294~328は SF1より出土した金属製品である。 294~324は茶毘に付された木棺に伴う釘である。 SFl-4出

土の釘は 3叩弱のものが 7本、 4cm前後が 9本ある。 SF1では 3cm前後が13本、 4cm強が 3本ある。 322

は釘 2本が癒着している。 324は木片が付着している。 325は用途不明の鉄製品である。鉄の薄板の上部

を環状にして二つ折りにしている。下部の先端は尖っている。 326は煙管の雁首片である。 327は火打金。

328は寛永通賓(古寛永)である。古寛永の鋳造年代は1636--1659年であることから、火葬遺構 SF1は

17世紀中~後半以降の年代と考えられる。 329はコバルトブ、ルーの小玉である。径は0.57cm、高さは0.5

3cm、孔径は0.14--0.16cm、重量は0.051g程ある。もう 1点、は破損して小破片多数であるが、透明のガ

ラス小玉 1 個体分であったと思われる。 325~329は茶毘に付される際、木棺内に副葬されたものであろ

つ。

330~344は SF3より出土した。釘 (330~338) は 3 cm強と 4cm前後の釘が混在している。 339~343

は銭銘が見えるものはすべて寛永通費である。 341は4枚癒着しているが、合計 8枚が出土した。かな

り被熱していることから茶毘銭と思われる。寛永通費には文銭と新寛永が混じっていることから、年代
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国65 51茎火葬遺構 SF1-4'SFI 出土遺物

は18世紀以降であろう。このほかに煙管の雁首 (344) も出土している。 345は不明鉄製品である。全体

に木質が残る。は SF8から出土した釘である。 346も釘全体に木質が残り、 347はさらに炭化

SFI-4 

物が付着している。 SF9では鉄製の鎌が 1点出土している

100-

o 350はSF5から出土した銭貨である。
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間66 5 藍火葬遺構 SF3~母他出土遺物

銅銭と鉄銭が 2枚癒着してしι。鉄銭が混入していることから SF5の年代は 18世紀後半~19世紀に位

置付けられる。 35'1~355 は SDll より出土した。 SDll は火葬遺構 SF8の内にある溝状遺構である。銭d

貨 によっ している。銭文は癒着側にあるため見えないが、これも茶毘銭であろう。釘

(352~355) は 2 cm強のものが 4本出土している。 SP14からも軒が出土しているがこれも SF8

の中にあるため、 345~356は SF8の木棺材と副葬品と考えてもいいであろう。は SD19より出

土した金属製品である。 357は4cm前後の釘である。残存状態は極めて良い。このほかに寛永通賓が 2

枚出土している。 358は古寛永、 359は新寛永に属するものと思われる。銭貨の年代から時期は17世紀後

半から18世紀の年代であろう。
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溝状遺構 S012・S019・S020(園67)

火葬遺構群周囲に溝状遺構 3本を検出した。 SD19は火葬遺構群の西辺端、 SD12とSD20はほぼ並行

して群の北縁を走っている。墓域群の区画であるためか、あるいは排水機能をもたせたものか、溝状遺

構の性格は不明である。 SD12は火葬遺構群の北端にあり中央に火葬遺構 SF2が切り合っている。覆土

に須恵器の高杯脚部片が含まれていた。隣接する 1号窯から流れ込んだ可能性がある。遺構の新旧関係

はSD12の方が古い可能性がある。 SD19は丘陵の西端斜面で検出した。火葬遺構群より西側に位置するO

形状は不定形で斜面上部では 1m幅で、あるが南側はO.5m程に狭まり斜面下へ落ち込む。覆土は炭化物

が多く混じる。遺構覆土より釘 1点 (357)、銭貨 2枚 (358・359)が出土している。時期が特定できる

遺物がないものの、覆土の状況から火葬遺構群とほぼ同時期の遺構と考えられる。 SD20は火葬遺構群

の北側にある浅い溝状を呈する遺構である。遺物は伴っていないがほかと同様であろう。



衣膜遺跡出土の土器について

調査によって採集された土器は全体でポリコンテナ111箱分に当たり、その量は決して少なくはない

が、多くは破片であり、全体の器形を知ることのできるものは少ない。出土した土器の年代I幅が広いこ

とからも理解できるように、遺跡は長い間、様々な用途に使われている。したがって、遺構の遺存状態

は良くなく、遺構からまとまって出土した土器も多くはなかった。

出土した土器には須恵器。土師器⑩灰粕陶器などがあるが、最も多いものは須恵器である。遺物は各

時代に及んでいるが、多くは包含層からの出土であり、ノト破片に砕かれているものが多く、全体をうか

がうことのできる資料は多くはなかった。各調査区から年代幅の広い土器群が出土するが、各調査毘で

の中心となる時期は、それぞれ多少の差があるようである。

丘陵の稜線に近い平田部に位置する 7区， 9区からは弥生土器@土師器の出土が見られるが、出土量

は比較的少ない。丘陵の西側斜面に当たる 6• 8 • 10区からは奈良時代の須恵器あるいは灰事[1陶器が多

く出土する。また、 5区には衣原11号墳および近世の墓地が営まれており、墓坑および墓域全域から近

世のかわらけ@銭貨などが数多く出土している。

以下、出土した土器の概要を簡単に説明しよう。

出土した土器には古墳時代の須恵器@土師器、奈良時代の須恵器@土師器、平安時代の須恵器@灰粕

陶器@土師器、中世から近世にわたる施紬陶器などがある。これらを大きく古代の土器、中@近世の土

器と分けて検討をする。

古代の土器、は、先に述べたように、多くは小破片で、遺構からまとまって出土したものも少ないので、

遺物の時期区分も細分することを控え、部類を中心に、 l群:古墳時代の土器、 2群:奈良時代前期の

土器、 3群:奈良時代中期から後期の土器、 4群:平安時代初頭の土器、 5群:平安時代中期の土器と

し、中世@近世の陶器をすべて 6群と、大きく 6つに分けておこう。

5群とした土器群の終わりを灰紬陶器の消滅の時期にしている。 5群とした灰軸陶器は猿投窯編年の

折戸53号窯式。東山72号窯式@百代寺窯式に併行する、いわゆる「第 6段階」の灰軸陶器(楢崎 1983)

である。この段階には東遠江を含めて各地域でも灰軸陶器の生産を開始しており、省力化、雑器化とも

いうべき猿投窯での灰軸陶器生産の大きな流れには沿っているが、細部では必ずしもそれとは一致して

いない部分があり、各地域での灰柏陶器の編年の整備が求められている時期である。衣原遺跡出土の灰

柏陶器にも施粕方法、器形、高台の形等にかなりの差があり、細分が可能であろうが、各生産地での分

しも明らかになっていないこともあり、ここではすべて大きく 5群としてひとまとめに

しておくことにした。

以下、それらを概観してみよう。

1群土器 古墳時代の土器である。なかには古墳時代前期の土師器があるが、量的には多いものでは

ない。一部には弥生土器も含まれているが、ここでは一括しておく。

l群土器の大半は吉墳時代後期の須恵器と土師器であるが、それらの多くは遠江の須恵器編年亜末か

らN前半にかけてのものである。この段階には入野高岸古窯群に見られるように、在地でも須恵器生産

が始まっており、衣原遺跡出土の土器も胎士。焼成などに差のあるものが含まれているが、外見上での

生産地の識別はまだ明らかになっていない。総体的には湖西古窯群から供給された須恵器が多い。

2群土器 奈良時代前期の土器には須恵器 e 土師器があるが、杯類は須恵器の出土量が大半を占め、

土師器は璽類が中心で杯はごくわずかに認められるだけーである。

須恵器の杯身を観察すると、多くは「付け高台」で、日台土に砂粒を多く含むこと、あるいは明灰色の

色調など、から、湖西吉窯群から供給されたと考えられるものが認められる。この段階には、すでに志太

平野でも須恵器生産が始められているが、形態は良〈似ており、製品によって両者を区別することは難

103 



しい。部には高台をもった有蓋の杯と無高台の坪とがある。

土師器の量は多くはないが警のほかに杯がある。底部が平坦で、体部が垂直に立ち上がる比較的大型

の珂くがある。この手の土器は内面に丹を塗っている場合が多い。 聾が出土しているが、口縁部の特徴か

ら3つに分けられる。①は外側にくの字に大きく屈曲し、胴部が張ったもの、②は強く張った腕部にヘ

ラ磨きを施した護、③は口縁が横に大きく聞いた長胴の警で、ある。②は駿河東部に広がる「駿東聾」で

あり、③は遠江以西の地方に分布の中心をもったいわば遠江型の護、で、①がこの地域の蓋であろう。当

然のことながら①が中心で②・③の量は少なく、客体的な存在である。

3群土器 助宗古窯で本格的に須恵器生産が始まった奈良時代中葉から後葉の土器である。杯身の成

形。高台の形などから細分がされているが、ここでは資料に小破片が多いこともあり、細分をしないで

まとめて 3群としておく。この段階には杯は有蓋@無蓋の両者があり、口径によってそれぞれ大⑩中@

小に分けられる。

土師器には体部が垂直に立ち上がり、口縁付近を横ナデした「箱形の杯」がある。

4群土器 削り出しの高台をもった杯に代表される段階で、つまみをもたないで、頂部にヘラ削りを

した蓋が伴う。助宗古窯群での須恵器生産の最終段階に当たるもので、やはり口径から大@中。小の 3

者に分けられる。またこの期にも無高台の箱杯が含まれている。静岡平野の内荒遺跡で見るように積投

窯編年のK14号窯式あるいはK90号窯式などの古手の灰粕陶器(猿投窯の第 5段階)と伴出する例(山

田 1988)が多いが、衣原遺跡からはこの手の灰柚陶器は出土していないらしい。

5群土器 猿投窯編年の折戸53号窯式およびそれ以後の東UJ72号窯式あるいは百代寺窯式に併行する

灰粕陶器である。この段階には浜北古窯群、清ヶ谷古窯群、旗指古窯群など東遠江を含めて遠江各地域

で灰軸陶器の生産が行われており、助宗古窯群でも灰柚陶器の生産が行われているらしい。豊橋の二川

古窯とよく似た様相を示している浜北古窯はともかく、それ以外の窯場での製品は今のところ識別がさ

れていない。また、各古窯群での形態変化も十分明らかになっていないので、ここではかつて楢崎彰一

氏が述べたように「第 6段階」の灰軸陶器としてひとまとめにしておきたいと思う。この時期の土師器

は今ひとつ明らかになっていない。

6群土器 いわゆる山茶碗とそれ以降の段階である。この段階には全面に施軸をした中世陶器あるい

は近世の陶器が含まれている。一部に竜泉窯に代表される青磁、あるいは白磁等の輸入陶磁も含まれて

いる。かわらけーなどの土師器系の土器もある。

6群に分けた衣原遺跡出土の土器の概要を簡単に触れてきたが、以下、各調査区ごとに出土した土器

を説明しよう。最初に各区とも遺構から出土した土器を見ることで、遺構の年代を整理し、それに続い

て包含層の土器について触れることにする。

5 臣包含層出土の遺物(圏68~77)

この区では火葬墓群が営まれていたこともあって、近世の土器が多く、古代の土器の出土は多くはな

い。一部分を図70上段に示した程度である。

360~412は火葬遺構群上層から出土したかわらけである。本来火葬墓に伴っていたものであろう。当

初、集石と思われた範囲の炭化物層より出土した。かわらけの大半は地元で焼かれたものと考えてよい

だろうが、これまでに近隣でかわらけーの焼かれた窯跡の存在は明らかになっていない。かわらけの用途

は火葬墓への副葬もしくは供養のため置かれたと考えられる。

413 o 414は高台のある碗であるが、前者は底部に糸切り痕を残している。口径は比較的小さく、柏の

発色も見えない。後者は11号墳の石室の覆土から出土したものである。いずれも 5群の土器である。

415に示したものは高台も高く比較的細~ io i不の部分も胴部が外に張って、器高も高い深碗のタイプ

である。口縁部にツケガケによる施軸をしているが、軸の発色は悪く、わずかに軸の流れた跡が観察で
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図69 5区包含層出土遺物 2

きる。見込みには重ね焼きのあとが見える。降灰による自然の軸がわずかに発色している。胎土には鉄

分が多いらしく、黒い吹き出しが多い。 5群とした東山72号様式段階の灰軸陶器であるが、遠江産の灰

粕陶器であろう。

416~438は近世陶磁器である。 416は土瓶、注口部分は良く残っている。 19世紀代の所産と思われる。

417~419は天目茶碗である。墓地で見られるのは珍しいがこれも供養品であった可能性がある。 419は

C-5区斜面から出土した天白茶碗である。口縁部から体部下半の約1/4が残存した。焼成は良好で、粕

の発色も良好である。瀬戸・美濃産で、口径は11.6cmと推定され、残存高は5.6cmである。大窯E期で

あろうか。 420は志戸呂焼の丸碗である。第町期(17世紀前半~18世紀初頭)に属する(註7)0 421は

志戸呂焼の壷で、火葬遺構群の上面にあたる集石範囲より出土した。蔵骨器として使われていた可能性

がある。 422は 19世紀代の志戸目焼小皿。 423は瀬戸焼の壷蓋で、 18世紀末~19世紀半ば(登窯 8~11期)

の年代であると思われる。 424は乗燭。 425は酒海壷(酒会壷)の葦の破片である。盛土層中より出土し

た。青磁(貿易陶磁器)で、輸入当初は酒壷として使われていたものであるが、鎌倉時代には骨壷や調

度品(飾り物)として使われていた。室町時代に入ると完全に調度品化している。滅多に出土しないた

め、類似例が非常に少ない。類例資料としては首里城等からの出土品がある。これらの調度品を所有す
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るのは、ある程度の身分をもっそれ相当の人物であった可能性がある。 426は美濃焼の片口鉢、登窯 8a 

9 (1 8世紀末~19世紀初頭)期の時期である o 427は志戸邑焼の片口鉢である。第IV期の時期に属する

ものであろうかo 428は同じく志戸呂焼の徳利。 は措鉢o 429は底部で登窯 8~11期。 430 は底

部片で大窯 I~~圃期。 431 は口縁部片で大窯 I 期。 432は胴部片で16世紀後半(大窯IV期後半〉のもので

あろう。これらは混入品と考えられる o 433は瀬戸美濃焼の広東碗、 19畦紀半ば以降の時期である〈登

窯10期)0434は瀬戸焼丸碗で、火葬墓群上層より出土した。 435は瀬戸焼の磯器で端反碗。唐草文の染

め付けが施されている。 436は瀬戸美濃焼の磁器で端反碗。 いずれも19世紀半ばの製品である o 437旬、瀬

戸焼の石血で、内碗面には笹葉状の染め付けがある。 438は瀬戸焼の徳利、 19世紀半ばのものであろう。
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図71 5区包含層出土遺物 4
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438 

10cm 

近世の火葬墓から出土した陶磁器としては、様々な種類が存在する。時期幅としては17世紀後半~幕末

にかけてのものがあるが、これは火葬遺構群から出土した銭貨の年代ともほぼ一致する。かわらけと同

様に副葬されたものか、あるいは墓の供養品として使われたものであろう。

439~472は包含層より出土した釘である。火葬遺構群の上層より出土していることから、茶毘に付さ

れた木棺に付属するものだろう。釘の頭部は肩平に敵き潰して折り曲げ、下端部は尖らせである。釘の

断面形は0.2-0.3cmの角柱状を呈し、完存するものの長さは 3cm強の長さをもつもの、または 4cm強の

長さのものが多い。

473・474は長い板状の金属製品である。 473は孔に針金状のものが通しであることから極めて新しい
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図72 5区包含層出土遺物 5

時期の製品と思われる。 474は表面に木片のような有機質が付着している。どちらも用途は不明である。

475~480は煙管である。 477~479は雁首、 475 ・ 476 ・ 480は吸口側になる。 475は内側の土砂に煤が混じっ

ている。 476は合わせ目に銀ろうがある。 477は内側に一周木質が残存している。合わせ目に銀ろうがあ

り全体にも所々付着している。 478も内側に木質が残る。 479と480は同一個体であったと思われる。雁

首と煙管本体との接合部には繊維状の痕跡がある。いずれも破損しており残存状態は悪い。 481~483は

鉄製、 484は銅製の環状製品である。いずれも火葬遺構上層から出土している。遺存状態が極めて悪い

が、鋳造品と考えられる。 485~492は板状金属製品。 485~489は肩平なコの字形の似たような形状であ

-109 



匂Z盟渥=

435 

o r2í~二三三(Q C5::E主ヨ OC疹EE二三

でこ~ 477 込てヨo ~=rr二

区雲召 482

協g 霊盛
487 

~函
488 

士、

U 
~ 

489 

493 

区玄;o;J483 

一
4

口

可
J

「
h

に

fl 

。
478 

。

484 

一ハ川一
4

。 12 5cm 
一日~温品叫一一昌三=:1

494 

園73 5区包含層出土遺物語

るが、用途不明な製品である。出士土也点、が火葬遺構の上層ではないため、火葬墓に伴うものではない可

能性がある。 493は五徳のような形状を呈する金属製品だが、用途は不明、近 G 現代の製品である可能

性が高い。

494は小型の砥石と思われる石製品である。火葬遺構群からは外れた暗褐色土層より出土しているこ

とから火葬墓に伴うものではない。表面の一面が使用によりかなり使い減りしている。完存品であるこ

ハU



母雪
495 

497 
協覆盟二鐙~ 496 

務弘二.弘 498 
500 

501 502 503 

505 
匂~士~ 506 

507 508 

警-弘一一昭~ 510 

ぜ議
513 

511 512 

516 

515 

~二磁趨霊安 514 
。 1:1 4cm 

図74 5区包含層出土遺物 7



..  弘一一考..  

零手
543 

図75 5区包含層出土遺物 8

517 

521 522 

518 

523 

一一
5U ~8 

532 ~磁~二~ 533 

536 

539 540 

場 警護
545 

520 

喝協君二監-519

524 525 

530 

~.ご~529

541 

。 1:1 4cm 



〈旨 尚一 手。 θ ぞ)
仁三三つ ~ 〈ごヲ

546 548 
ζ三三D

550 
549 553 

547 55つL 

551 

。-- 守〉⑨
V 

、一

く三三三三二3 モ三三三三u
554 、55に5 557 558 dグでマ、 561 

556 559 

〈J窒3 (事Jt;.~ 守わ 今) (攻/ 一⑧
C三三つ

562 c::=三三つ Gてヨ ¥主ニムエノ 三〉
563 564 565 566 567 569 

568 

め 訴ケ〉守) 一泊
むこっ 区三三〉

57~ 

571 575 576 577 

570 572 573 

ノタヲでミご、 ~ 

句-
笠三玄Jj

ど二二~ cz=フ 恒三る 585 
578 \よ4イ」乙~y ~、 ιJノ

582 579 580 531 58i!. 

583 

-母 ち 一応-任〉
ぐ三玄)

G三三こ三b
ζ~三三三〉

593 
586 

587 588 589 591 592 
590 

⑨ 

く三三ミヨ
ζ二ZZコ 597 

ζ二士)595 
594 596 5告白 。 1: 3 10cm 

』田国国冨』 -L一五'"闘也町叩mE嗣

臨76 5匿包含麗出土機器経 1

-113 



e の⑮ 何⑦巴 一@- 旬
忽~

~診
忽~ 診 電~診 ør~ 599 601 603 602 604 600 

605 606 

ぐlめ 八⑦-t妙-J|一一 一⑦ 8 CD @ 旬
匂翠~ 忽~ 窃盈b

匂-
鐙~

ジ
~翠~

復-診 609 610 611 612 614 607 608 613 

⑨ 任〉の 島 建〉 一⑨-

媛. ~ G忍密室診
匂~忽翠 翠- 鐙磁2診 618 619 。 10cm 616 620 1.3 

615 617 

図77 5区包含層出土磯石経2

とから携帯用であった可能性がある。石材は灰白色凝灰質泥岩で砥石材としては適している。

495~545の銭貨は包含層より出土した。銭貨の大半が調査区の西側より見つかっていることから、火

葬遺構群に伴うものであろう。茶毘に付される際に副葬された銭貨であったか、または火葬墓や万霊塔

供養や供献のためのものであったろう。前述した475~484も銭貨と同様に副葬品の一部であったと考え

ることもできょう。 495・497は「寛永通費Jo496は2枚が癒着し銭名が読みとれないが「寛永通費」と

思われる。 498 は 3 枚が癒着し銭名が読みとれるものは「元豊通賓J のみである。 499~505は「寛永通

賓」である。 500は文銭、 503は4枚が癒着している。表面の腐食が激しく、癒着している銭貨が多いの

は、ともに茶毘に付されたためであろう。 506は銭名が内側に隠れて読みとれない。 507~516 も「寛永

通賓」である。 507 ・ 508 は 2 枚が癒着している。 509 ・ 510 ・ 511 ・ 514~516は文銭である。このうち510

は2枚が癒着している。 514はもともと518と3枚が癒着していた。 517は渡来銭の 11開寧元賓J(真書)

である。 518~541 は「寛永通賓Jo 519 ・ 520 は 2 枚が癒着している。 519~526は「新寛永Jo 529・530は

2枚、 531・532は3枚、 533は2枚が癒着している。 535は鉄銭であるが錆がひどく、銭名は不明である。

537・538は3枚癒着しているが、聞に鉄銭が入っているため錆がひどく付着している。 539・542・545
は鉄銭である。 540は文銭。 542以下は錆の付着や小破片のため銭名の判別が不可能である。

546~620は包含層より出土した磯石経である。 SF6の調査前に上層部より大量に出土したものである。

そのためこれらも SF6の覆土から出土したものである可能性が高い。包含層出土の醸石経も SF6での

抽出基準と同様に文字の書いてあるものから選別し実測を行った。詳細は一覧表を参照されたい。

5区の確認調査(確認その 1)で低地部から木製品が 1点出土している。図96-667(図版67)は172.0

cmの板状木製品である。幅は15.6cm、厚さは3.4cmである。右側面以外の 3面は割面のまま未調整になっ

ている。上端部は切断されている。下端部の傷は調査時によるものである。 5区南側の水田(本調査区

外、試掘調査時の B区低地部の TP5)より出土していることから、水田耕作で、使われていたものと想

定されるが、どの時期に属するものかは不明である。
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l 第二東名NO.82地点本調査 I期にあたる。

2 島田市(旧金谷町T)駿河山遺跡は第二東名掛川工区NO.91地点、掛川市上ノ平遺跡は第二東名掛川工区No.l04• 105地点、になる。

3 石材同定については静岡大学名誉教授伊藤通玄氏にお願いし、石材に関1る指導。助言を受けた。

4 長慶寺l立、藤枝市下之郷に所在するEa済宗寺院で、山号は大揚山と号する。付会近lこはこの長慶寺をはじめ、花倉城や遍照光

寺等、今川氏縁の旧跡が点在する。これは建武 2年(1337) に足利尊氏が今}II範国に駿河国葉梨荘を与えたことに由来し、駿

j可固における今}II氏最初の所領となったのが、長慶寺を含む一帯なのである。駿河国守護の今川氏は範国を初代とし、 2代目

範氏、 3代目は泰範と代を重ねてしぺ。その 3代日泰範が長慶寺の開基とされ、応永16年 (1409)に泰範は死去し、「長慶寺殿」

と呼称されるようになる。今川氏はその後、長慶寺を「先祖之菩提所」として保護するようになり、 9代目義元の補佐を務め

た雪斎(駿河国人庵原氏出身)が、寺の再興を推進したとされる。雪斎は弘治元年(1555)に死去するが、彼の遺言により大沢

院(今川一族の菩提所か 7)と安養院(九介|探題今川了俊の曾孫、範将の菩提所)の 3ヶ寺が長慶寺の塔頭に組み込まれ、さ

らに長慶寺はその西側に位置する修善院を含め、塔頭 3ヶ寺を有するようになっている。なお今川氏は 8代目氏輝の菩提寺で

ある臨済寺を頂点とする本末関係を構築しているが、長慶寺もその中に組み込まれている O

寺領は葉梨庄内や寺周辺目、外 lこ、寿桂尼(中ij~門宣胤の娘で、 7 代目氏親の正室〕朱印状によれば「うったり(旧岡部町内

谷)Jにもあったとされる。さらに15世紀代には泉庄(藤枝市?清水町 7) を有していたとする見方もある。また弘治 2年

(1556)の今川義元の判物によれば、「向堂蔵壱ヶ所諸役免許之事」とあることから、長慶寺は「制堂銭J(亡者供養、堂社の修

造@造営を目的@名分として、信者から勧進により集められた)を資本として金融活動をも展開し、その活動は今川氏により

保護が加えられていたようである。

5 衣原古墳群の位置する丘陵の東裾に道路状遺構を検出している。道路状遺構は寺家前遺跡 CNo.81地点)の発掘調査で記録保

存を行っている。

8 県内では飯淵経塚(大井川飯測)長徳寺所有の磯石径がある O 時期年代は不明である。そのほかにも西ノ平経塚(旧岡部町

西ノ平入万年寺裏山の中腹に室町時代の機石経があると静岡県史に記載がある。また掛川市本郷字古城に所在する長福寺でも

数点の磁石径がある。

7 足立11国司 1994 1消費地出土の初山@志戸呂焼 原}II遺跡を中心に J r向坂鋼二先生還暦記念論集地域と考古学』 向

坂鋼二先生還暦記念論集刊行会

差是19 畏慶寺関連年表

年月日 出来事 文書名 県史h 市5t'.N日

延延武元 42年̂cf 1337 日月26日 足手[[専氏が、今川範国に駿M函羽梨I.E(葉梨荘〕を給与するの 足利尊氏 F丈写 f今川家古文書写」 2.178 2-161 

卜一一一
今I11泰範が葉梨干之郷に艮慶寺を建立。

止、;1c7年 1400 3月 9日 足利義満が長鹿寺に駿河用泉FE(藤技市ワ f者水町つ〕を安上告する。 足利義満御判御教書写「今川家古文書写」 2.1272 2.192 

応、永16年 140S 日月26日 今川泰範死去。法名ーニ「長慶一'}f太山仲商(法高つりとするロ 「今1111己」伝記上 2.1446 2-201 

Jt;永19'f 1412 5月24日 .¥-e利義持が長鹿寺に駿河田泉rFぽ幸枝市つ市水悶r?)を安堵する。 足利義持御判御教苔写「今川家1;文書J与」 2.1479 2.203 

大永フE年 1521 日月 111.1 今川氏却が安芸院(後に長慶一?のj者頭)領白一高官官建J!fllこ給与する。 禅昌寺文音J 3.776 2-243 

天丈11年 1542 5月11日 今川|詰フじが宜養院領の 部を仁谷智肌に寄付守る。 「禅昌寺丈世」 3-1579 2.284 

天文16年 1547 4月 2日 弄桂I己(今川氏親後宝)炉端光院に、うったり(旧阿部町内谷付近〕の艮慶寺flNを安堵ヲる。 寿村J己朱印状写「駿i~J志料」主主之七ト五 3-¥日8 2.29C 

天文18/9三 1549 11月22日 寿佳!巴がf-fi'閉寺宗映に、うったりの郷の長震寺領を寄進する。 「徳文書」 3.1955 2-305 

天文20年 1551 7月15日 今I11義克が臨済寺塔豆目白大沢院(後に長民主寺町11¥0])に寺領を寄進写る。 11'ミ隆寺文書J 3-2057 2-311 

天文20年 1551 7 )-115日 今)11義元が臨済寺l/.，"tの支菱院(後に長嵐年の培咽)に寺領を寄進するc :長底主文書」 3.2058 

天文22年 1553 日月23日 今川義元が長慶寺周辺寺領府に市E判を加え。。 「臨済寺文書」 3.220，1 2-315 

太原崇手=t商(今川主主フ己の軍師)が長震寺に隠問。 年目再興に努める。 可弘治元年 1 1555 閏]日月 ¥0日 長慶寺を興隆した太原;o:__¥宇雪斎が死去。 太原崇字頂相賛

弘治2年 155 11月29日 |今の1弟11義子元でがあ雪る封宗禎の遺を言入れに基るつ。 臨街寺椛頭 Eあった大沢院と安芸院が長時101'の塔頭とする。修善院に雪斎 今I11とをじ判物 F長嵯寺文書」 3-2435 2-:-)22 

弘治3年):)[V，j 15同~ この頃、長慶寺は塔頭 3ヶ寺〔大沢院園陸菩院・安議院〕を古する臨済寺の不当てであった。 段河国出J済寺塔iiJi.末寺帳 3-2782 2-343 

iK禄 7年 1564 12月181] 寿梓尼が得閥、与前f七の宗!暁に、うったりの郷の長段寺領を安時万一ゐ。 寿抱尼朱印状「他願寺X書J 3-3251 2-355 

Jk禄 8年 1;)65 3月24日 長慶寺の東庵宗映が、 R部妙心守塔頭の主主院の輪蓄にかかる衆議に参加する。 霊雲院輸品之註式「主主院文主j 2-356 

ノh禄¥2年 1569 正月 ¥8日 この頃、長慶ゴfは培姐3ゲ寺けミ沢院@修菩Fムー安長院)の土地や収量等を報告している。 臨済寺領首立「臨出寺文吾」

永持¥2年 1569 7月日日 北条氏政が大藤信良に修善寺(修善院)館等をi合指司る。 Jヒ条氏政'1'[[物「大路文吾」

ご天正15年 1587 111月 6日 東を谷興宗経果した〔とこっとがこ盛くそり止っまこ 1りが駿何回苦i早寺阪犀で冨溺33[Dj忌を執り行う。 その呑訟に雪斎 護国抑制さ斎j圭諒香語写



5. I玄

6区は本調査V期として平成16年 4月 1司から12月17日まで 9ヶ月間の発掘調査を実施した。調査対

象面積は2，500niである。調査区の位置は漬恵器窯(1号窯〕が発見された 4区の南西側にあり、同一

丘陵上の南向き斜面地から裾部にあたる。調査区の中央部は東西にかけて宅地造成等で撹乱を受けてい

る。また北端の丘陵面についても茶樹改植を行った際の重機による撹乱を受けており、古い遺構

することはできなかった。グリッドは図のとおり、調査区の北西隅に基点を置いてX軸は 1~~ 9、Y

軸はA~F まで設定し、ほぼ全域lこ 10m>< 10mのグリッドを配置した。また、本区、は炭窯の発見lこより

東側斜面にかけて遺構の広がりが懸念されたため、東側へ調査区を拡張した。しかしこれより東側では

遺構は発見されなかった。

6区で見つかった主な遺構は、調査区北東部で横口付炭窯 l基と近世の炭窯(4・5号窯)、およ

土坑 SX1503'1446、南部では竪穴住居状の遺構と、炉跡状の焼土坑を検出した。調査毘南西部では 2

面の遺構面が確認され、奈良時代~中世の包含層と近世の包含層が存在した。ここでは多くの柱穴群が

見つかっていることから、掘立柱建物が繰り返し建て替えられていた可能性がある。その北側では溝跡

や近世の井戸跡など、が複数見つかった。遺構に供伴する遺物が限られていたため、年代を特定できる遺

構が少なかったが、おおよそ古墳時代後期から近世の遺構群である。本調査区で発見された横日付炭窯

( 3号窯)および近世の炭窯(4号窯。 5号窯)については、第 4章の古窯群に含めて詳しく記載して

いる。本項ではこれ以外の遺構@造物について記述する。

調査毘内の土層断面については図80• 81に示した。土層断面は主に西側~南西側にかけての堆積土層

を図化しである。前述のように調査区北端丘陵~中央部にかけては宅地造成や茶樹改植の際に重機で、撹

乱を受けているため、撹乱土を除去すると地山層となっている。調査区南西部の平坦面は、基盤層まで

確認した結果、もとは谷地形となっており、北端の丘陵面より中央部の谷頭を通り、半谷川に向かつて

流れ込んだ土砂の堆積により作られた地形であることがわかった。土層観察を行った結果、奈良時代から中

世の包含層が下位で検出され、中間)曹を挟んで、上位に近世の包含層が存在することがわかった(図81)0
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X=-122400 

X=-122410 

一-X=-122420 

X=-122430 

1盛土 ビニール含む

2 混乱枝、ビニール等含む

3黒褐色シルト (10YR3/1)炭化物少量混じる

4灰貧褐色シルト(10YR4/2)炭化脚少量 土器混じる(かわら付)

5灰色シルト {10Y5/1l径抽皿以下の穣晦じる

8 貨灰色シルト (2.5Y4jl)

7オリ ブ灰色砂 (2.5GY5!1)礁多く含む(流路)
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鞠鰯鶴露蕗暴露鵠 i
1 盛土質褐色礎、治盤の土

2オリーブ黒色ンルト (5Y3/2) ビニール混じる鎗乱土

3灰色シルト (5Y4/1)陶磁器含む

4貧灰色シルト (2.5Y4/1) 径 lOclIl穫の磯含む〈すり鉢、陶綴器含む)

5オリーフ黒色紗(7.5Y 3/1) 

6 緒オリーブ褐色シJレト (2.5Y 3/3) 

7黒色紗 (2.5Y2ノ1)

8 灰オリーフ色粘土 (5V4/2)

9 灰オリーフ色砂 (5Y4/2) 粘土が混じる

10灰色粘土〈町4/1)

11オリーブ黒色シルト (5Y3/1) しまりあり.径2，皿穣混じる

12費灰色シルト (2.5Y4/1lねばりあり

25.000.-一一

25.000. 25.000. 

D' 

*1.2，4，6，7，8は ゴム、ピエール等を含む造成土

*3，5は、木杭を境として検木の護込土

*9，10は近世後期以降の造物含む層

E 
10 

24.00加

植物遺体

1にぶい褐色礁理砂賃シルト (7.5YR 5/4) しまりあり

2 灰色シルト σ5Y6!n オレンジ斑鉄含む

3 にぷい褐色礎混砂質シルト (7.5YR5/3)雛多い.しまり強い

4 砂磯

5 灰色礁混νJ'ト(7.5Y5/1) しまりややあり

6 オリーブ灰色 α5GY5/1) しまりややあり

7 オリーブ灰色砂翠じりシルト (2.5GY5/1)オレンジ斑鉄含む

8 褐灰色植物遺体混じりシルト σ5YR4/t)

9 灰色粘覧シルト σ5Y5/1) オレンジ斑欽含む

10褐灰色砂鶴混じり粘質シルト(7.5YR5jD植物噛体含む

24∞0. -ー

撹乱

1 表土

2 灰色砂質シルト例 5/1)径l皿炭化物粒含む

3オリーブ灰色シルト (2.SGY5/1) 径 1-2mm炭化物含む.上の層より粘性が強い

4灰色シルト (7.SGY 5/1}上層に比べて観質Lやや緑がかっている

5灰色磯宝じり粘土 (5Y4/1)催物遺体含む

C
一

蜘

2m 1: 80 。

6区土層断面図図80



1問、吾、
O~1648 

言。

。 ヤ 1 暗褐色諜混シルト(10YR3/3):O.2-4cm大の磯混じる.中世遺物入る 1 "役前期9

2 にぷい貧褐色砂磯 (10YR4/3):O.2-4cm大の機混じる 〉遺物包含庖

3 暗オリーブ褐色様混シルト (2.5Y3/3):O.2-5c院大の砂様混じる ) (スラグ入)

4 黒褐色砂礁シル卜 (10YR3/2):O.2-5cm大の砂磯混じる.奈良・平安遺物包含層(スラグ入〉

5 オリ ブ褐色砂質シルト (2.5Y4/3) 柱穴ワ糧土

0
 

0附

叩

6 暗褐色シルト(10YR3/3) 

7 陪褐色磁混シルト (10YR3j3):1四大の療多く入る

8 オリ ブ褐色シルト (2.5Y4/3) 木の根か

10黒褐色シルト (2.5Y3/1)炭化物混じる

9 褐色シJoト(tOYR4/4)

11褐色砂質シルト (10YR4/4) 

12にぷい費褐色細砂 (10YR4/3) 木の根?杭跡かワ

13オリ ブ褐色γルト(2.5Y4/3) 地山プロックS症状に入る。鉄斑が認められる

16日57 。

14暗灰貧色シルトロ 5Y4/2) 地山プロック斑状に入る

15黒褐色砂質シルト('.町 3/幻遺構か?

15:暴縄色シルト (2.5Y3/2)池山プロック斑状に入る16オリーブ縄色砂賓シルト (2.5Y4/3) 地山プロック斑状に入る

17貧縄色シルト (10YR6/6) 黄梅色粘土 (2.5Y5/3)斑状に入る

18時オリーブ褐色砂質シルト(，町 3/3) 池山プロック斑状に入る

19暗灰黄色砂質シルト包肝 4/2) 、

2目黒褐色シルト (2.5Y3/1)

21黒褐色砂質シルト('町 3/1) ?遺構理士

1625 22陪オリ ブ褐色シルト (2，5Y3/3) 地山プロック斑状に入る i 
...--一ー一、、 グ男、 23オリーブ縄色シルト (2.5Y4/3) 遺構埋土 J G 二ミ土剖閥…蝿一一醐叩砂α/ 、----=ご=--ラ--三 2筏5暗灰費色シルト (α'.5針Y4ν1/2)) 

/1 ____ てニ-一一一一ー---.:二二二二=二二二二二二二二=--- 26オリーブ褐色シルト但 5Y4/6) 地山プロック

1--:;'〆r 、 21陪灰黄色穣理シルト (2.5Y4/2) L 
[~ ト遺構埋土
- 28暗オリーブ褐色砂賀シルト(2.5Y3/3)

168Q 
"陪オリーブ褐色シルト (2.5Y3/3):2-5c回大の砂棟、地山プロック混じる

00 

.-)~ 、J

1640 

戸dk
<0 O165;'54/Q 

1656 。 30黒縄色粘土(10YR3!2.)地山プロック斑状に入る

'1'"/ 
25.000m 

16'QA 
。。

31にぷい費褐色礁混砂質シJoト(10YR4j3):1-4cm大の砂礎、地山プロッタ混じる

32褐色シルト (10YR4/4)167唱 33オリ ブ褐色シルト(2.5Y4/4) 地山プロック斑入り

1658 
34オリーヲ褐色礎混砂貿シルト (2.5Y4/4):1-4c回大の砂礎、地山プロック混じる

1682 

"オリーフ褐色シルト (2.5Y4/6) 地山プロック斑入り

36晴氏黄色健混シルト (2.5Y4/2) :2......10cm大の後少量混じる

3J黒縄色砂貧シルト(10YR3j2)

24.0oom一一

醐闘圏 中世遺物包含属

彊畢窺奈良平安遺物包含屠

図81 6区低地部土層断面図

調査区内は奈良時代から近世まで長期にわたって居住域として利用された土地であったと思われるが、

遺構内から出土した遺物が数少なく限られており、さらに後世になってからの茶樹改植や宅地造成等の

撹乱をかなり受けているために、各時代の遺構面としてとらえることが困難であった。そのため、本項

では個々の遺構の事実記載に留め、確実に遺構から出土した遺物については、その推定年代を記載した。

竪穴住居状遺構 S801・02(図82)

調査区南西部隅で竪穴住居状の遺構 SB01・02が見つかっている。近世整地層除去後に E-4グリッド

で西側に聞く半円状の溝が検出された。西側半分については後世の地形改変で削られ、南西部の包含層

へ流れ込んでしまったものと思われる。溝跡は 2本が切り合っているが、竪穴住居跡だとすると壁溝に

なる部分と思われる。しかし主柱穴や地床炉などの関連施設が見あたらず、竪穴住居跡と断定するに至

らなかった。関連遺構としては SP1757・1758・1759がある。遺物は SX1311(SB01壁溝)より須恵器

の聾小片(古墳時代後期~奈良時代)が出土している。しかし竪穴住居状遺構と関連する遺物と断定で

きず、周辺の柱穴跡で出土した灰軸陶器等があることから、奈良~平安時代の遺構であると推定される。

鍛冶遺構 1757・1758(図83)

E-4グリッド内の SB01・02のすぐ北側で検出した。当初、竪穴状遺構との関連で竪穴住居跡の炉跡

と考えられたが、遺構の構造からして別の遺構であると判断した。 1757は1758に切られている。 1758の

西側は木根の撹乱が著しく壁面が残っていない。ここ以外は壁面に粘土が貼られ、非常に堅く焼けしまっ

ている。鍛冶炉の可能性も考えられるが、鉄津等の遺物も出土していないため、断定はできない。この

詳細については第 5章第 1節考察にまとめている。
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6貴褐色砂寅シルト層

1 鴎オリーブ褐色シルト用灰勅陶瞳須恵器含む

2 褐色νルト用炭化物・焼土混

3 オリーブ褐色シルト屑

4 オリ ブ縄色シルト用覆土

5 黄褐色砂賀シルト贋

7.17唱8

8.17印

9 オリーブ褐色シルト層池山プロック混

H
0
4

。雪
h
ド

釣
る

W
じ

}
-
Y
指

7

5
量

i
l
a酌

ト
磯

ル
砂

一ノの
色
大

縄
醐

ブ
屯

一
ト

制
径

M 
~ 

〉 1)> 

s' 
;0-。

i}.. 

図 83 ア

ア 。一ア
IA_ 

s: 
/ 

1)> 1)> 

s_ 
11. ()Oi)II\~ 

0 1:  501m  

図82 6区竪穴住居状遺構 8801・02

掘立柱建物跡(図84~88)

調査区南西部では 2面の遺構面を検出した。図81の 1~ 3層は中世の遺物を含む。第 l遺構面とした

面は近世面である。その下層の 4層では古墳時代から奈良・平安時代までの遺物を含む包含層がある。

そのため第 2遺構面は古墳時代後期~奈良・平安時代の遺構面と考えられる。

本報告では両遺構面の柱穴を合成して、建物跡の検討を行った。その結果、 11棟の掘立柱建物跡を復

元した。 SH03~13については、第 2 分冊の巻末の一覧表に計測値を掲載した。

南西部の柱穴群ではほかにも柱根が出土している柱穴列がある。柱根については実測図ではなく、巻

末の写真図版に掲載した。第 1遺構面では、 SP1348・1354・1360・1361で樹皮の付いた状態の直径20

cm大の柱根を検出した。いずれもクリ材の柱で、柱穴の間隔は約1.8mである。 SP1361からは山茶碗が

出土しているが、流れ込みである可能性がある。柱根に表皮が付いていることや覆土の点からも、近世

以降の掘立柱建物跡か、もしくは柵列であったと考えられる。 SP1358・1587・1585・1599・1603では、

遺物はなく、柱根もなかったことから、時期の決め手はないが、前述の SP1354とSP1353との切り合

い関係から、前述の柱列よりは古いものである。やはり中・近世の掘立柱建物跡が存在した可能性があ

る。 SP1363・1367・1372の柱穴列は覆土が下面の土であることから古い時期かと恩われたが、出土土

器の年代幅が広く、やはり中・近世の時期であろう。この面では包含層東側の撹乱や谷部の包含層中で

あったため、出土遺物がその遺構の年代観に直結するものとは言い難く、建物跡として復元するには至

らなかった。

第 2遺構面では SP1640・1664・1694の柱穴列がある。覆土は上層に粘りけの強い粘土、下層は砂質
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己主黄褐色焼土 (25Y 5/6) 非常に堅く焼けしまる 1 

明赤褐色焼ニヒ (5YR5/8) 非常に堅く焼11し主る J

黒褐色焼土 (75Y罰 2/2): 1. 2 Iこ比べ軟質

H音褐色焼土(7.5YR3/4): 1 ~ 3 Iこ比八軟質

但i 引
ー
さ
D
h

1 に.，、い黄信色粘賓土 (10YR5/4): )t，企 (7，5Yll フ".ノク浪 ν るう木の似による院出

2 Iこ必し寸E褐色シ)1.ト (10YR.5/め 黄禍使J尭1-:(IOYR 1)/5)ブロック多く入る

3 褐色ンルト (7_5YR 4/4) 明記l色批土 (i，5'i1l5/6)泌じる

4 褐色粘賀工 (10YR4/4) 明惰色地!-~ (7. r;YR 5/5) (lOYT¥fi/G)混じる

氏側{こ自立化府特に多ぐ人る A
一

主:
5 にぷい安褐色ンルト (10YR5/4) 明他包坑J~ (7， 5¥ll 5/6)混じる

6 褐色砂宣ンルト(7， 5YR 1¥/4) 

6'にぷい首相色ヰ (10¥，R5/4)

7 に〉、い貰褐色シルト (10YR5/4i 微位の炭化物混じる

* 1-町居f-J;f庇熱居で士坑堀方壁面に粘土を貼っている可能性高い。炉嬰ワ

(少なくとも 7，6j言とは異なる粘性の強い主で構成されている。

補修等の痕跡[O確認できず)

o 1 20 
位ニニニ玉二孟二基二二二ヨ

1m 

関83 6区鍛治遺構 17570 1758

混じりの粘土質シノレトと共通しており、 SP1640• 1664では漬恵器片も出土している。柱穴の大きさや

出土遺物を踏まえると何らかの関連があると思われる。しかしこれに伴う遺構は周辺に見られず、

跡などに結び、っく手がかりを得なかった。このほかにも SP16470 1641 u 1590⑩ 1591・1658• 1680など、

須恵器が出土している柱穴がある。しかし遺構に絡む遺物がほとんどなく、遺物包含層からは須恵器。

土師器とともに灰紬陶器@山茶碗なと、I幅広い年代の土器が多く出土している。そのため第 2

は古墳時代後期~奈良。平安時代までの時期と考えられる。

井戸跡 SEi3'l3 (図

桶を 2個体並列して埋め置きしたと見られる ある。両桶ともに底板。側板 き取ら

タガのみが残っていた。桶底面から桟瓦片ヤスギ板、木片、竹などが出土した。長軸は約 2m、短軸は

1 n丘、深さは 1rn程ある。井戸枠上面O.3~0 .4m は際混じりの撹祥土が埋没しており、土のしまりは

ない。上面が鈍し、赤褐色土に比べて、下面は砂傑混じりの撹拝土であった。 SE1534と口径がほぼ同じ

で井戸枠の構造から判断して、近世末~近代の時期と思われる。井戸跡として一本書へ掲載したが、ある

いは二連便槽の可能性もある。土器等の遺物は出土していな ~ìo

井戸跡 SE1415 

6区D-5グリッ 1，'内より素掘りの井戸を検出した。井戸跡はほぼ円形を呈する。亘在が約 1m、深

さは Lrn程ある。井戸枠などは確認出来なかった。井戸底面(最下層)から幅広し 1年代の

土している。遺物は山茶碗片や土師器片、陶磁器片など11片と、漆椀片が 1点ある。土器はいずれも小

片であるため図化できたものは6210 622の山茶碗のみである。 621u 622は井戸の最下層より出土したも

ので、接合点はないが、胎土から見て同一個体の可能性が高い。土器の年代は12世紀代と思われる。 623

はブナ材で作られた漆椀の底部破片で、口縁部と高台部分が欠損している。高台径は約~5.8cm。内椀面

は皿状に開く。外椀面は高台上部に稜をもち口縁部側へ立ち上がる形態である。内タL面ともに下地に

漆を塗り、その上を赤漆で塗り仕上げている。山茶碗片の年代は中世初頭であるが、陶磁器なども出土

-121 
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6 に.5、い貢侶色砂賃土 (10YR4/3) 暗灰杭色シルト (2.5¥'5/21 注入 扶斑混じる

7 にぷい黄色砂質シルト(2..5'(6/4) 

8 灰オリーブ混倣シルト(日 5/3) 地U'ブロック斑人

9 にぷい黄色混蝶ンルト (2.5Y6/3) 地山ブロヴク斑八
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5 灰黄褐色粘土 (IOYR5/2) 悦也占よフロック状に混じる
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7 賓褐色税混シル 1..(10YR 5/6) 地山ブロッグ混じる(民泊じる)

8 陪灰黄色シ月ト(2.， 5Y 5/2) 混じる。J也，"フロック混じる

5 月リ プ灰色沼し (10Y4/2) 
p，' 

〆
/ 

iト

A' 

1.;;tりーフ悟色砂買土 (2，5Y4/4)

Z 習を灰色砂宣土 (2，5Y4/1) 

3， 1':主褐色砂賀シルト (2.5Y3/2) 木九時り

a 茨灰色砂質シルト(2_， 5Y4/1) 

1405 

A' 

1405" 1412 
o I 50 1 m 
じ~ニ広孟ニ主~二二二二二三j

援護孝二宅協 628

日

していることから SE1415は近長期

SE1534 

C-6グリッドで検出した SE1534は、井戸枠が抜き取られたと見られ、桶枠のタガ(竹製)のみ残る。

井戸の深さはO.8m、直径は約 1mo覆土上面は粘性の少ない肌色シルトである。中層~下層にかけて

と られる。

は斑が多く撹乱土質であった。底面で銭貨が 4枚重なって出土した

り
ム

。このうち 3枚は
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1 褐色ンルト (10YR11/6) 

赤十回色焼土 (2.5YR1/6)プロック湿しる。

炭化物混じョ

7 貴灰色粘ヱ (2.5Y4j1l地I!Iブi:rック斑入り

2 栢灰食色ンルト"町 5/2) 地iJ!ブロック別人旬 k混じる

7 灰白百シルト α5Y3/2) 鈍笹色ンルト (IO¥'R7/6)ブロック

およびにゐい積む色ンル)， (2.:;Y フロック従入

キタ iC 付着した 10-20cm大の総入る

1310 

3 r~灰色シル卜 (25Y6/1)

4 オ') ブ掲色ンル r(2，5'( 4/3) 

141 i 
1308 。 1:50 1 m 

工ン
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6富士坑状遺構図@

ほか l枚は癒着しており錆のため は不明である o 624⑬ 625は「古寛永ム 626は銅銭と鉄

している。銭貨は升二戸ム枠底面の際で、出土しており、この状況から見て銭貨は井戸構築時に納め

られた「井戸祭肥Jとも考えられる。出土銭貨は古寛永だけでなく鉄銭が混入していることから、井戸

は 18世紀後半~19世紀に使われていたものであろう。

井戸 SE1405 

C-3 ' 4グリッド内で検出したほぼ円形の井戸跡である。井戸底iこ竹製の桶枠のみが残っていた。井

戸内の覆土には拳大の{躍が詰め込まれていた。井戸底からは木片が出土している。年代は近世以降と思

われる。

そのほかにも SE1745・SE1575• 1579などの井戸跡が検出されたが、いずれも近。現代のものと思わ

円。
り
ん



れることから、本書への掲載は割愛した。

土坑 SF1749 (図90)

E-5グリッド内で検出した不定形な楕円形土坑である。井戸跡 SE1313に遺構の縁辺部の一部を切ら

れている。長軸で1.9m、短軸で、1.3m、深さは最大O.4mある。 1• 2層は撹拝されたような珪状の堆積

土であったが、 3層はシル卜質のしまりのある土であった。近世以前と思われるが出土遺物はなく、遺

構の年代は不明である。

土坑 SF1437 (図90)

D-5グリッド内、 SX1446の東側で検出された土坑は不定形な楕円形を呈する。ほぼ完形に近い山茶

碗が遺構覆土より 1点出土している (627)。土器の年代から SF1437は12世紀代の遺構と考えられる。

土坑 SF1411 (図90)

C-3グリッド内で検出した不定形土坑である。土坑径は広いところで 1mあり、深さはO.25m程であ

る。出土遺物は P-876がある。土師器の聾底部で底部径は18cm程あることから、かなり大型の聾であっ

たものと思われる。遺構覆土から近世後期の遺構であろう。

土坑 SF1308 (図90)

C-5・6グリッドで横口式炭窯(3号窯)を切り込む位置に検出した。底部に焼石が数個人っていた。

隅丸方形の土坑である。出土遺物はないが遺構覆土から見て近世末から近代の遺構であろう。

土坑 SF1310 (図90)

4号窯に伴うものと思われる。炭化物、杯、焼土が入る。時期は近世と思われる。

不明遺構 SX1446・SF1503(図91) 

横口式炭窯(3号窯)の南西側に、複雑に切り合った土坑、柱穴群を検出した。土坑はほぼ円形に近

い形状であったと思われるが、北西側のほぼ半分は丘陵面西側のちょうど谷頭にあたる部分で、丘陵か

ら流れる土砂等により削り取られたと見られる。土坑は浅いくぼみ状になっており、長軸で約 3m、短

軸は 2m程残っている。 SX1446では須恵器片を中心とした土器が多く出土した。奈良時代の土器も多

く含まれていたが、少量ながら山茶碗も含まれている。遺物の出土状況を見ると水に流された等の自然

要因ではなく、明らかに人為的な形跡を残している。この遺構の周りに溝状の掘り込みがある点から、

当初は竪穴住居跡として調査していた。しかし竪穴住居跡にする決め手はなく、本書では不明遺構

(SX)として掲載した。複数に遺構が切り合っていることから年代の決め手がないが、以下、出土土器

による年代を見てみる。

6区からは 3群以後の須恵器および 5群とした灰粕陶器を中心に出土しているが、特に灰軸陶器の出

土量が多い。灰粕陶器の多くは小破片であるが、 SX1446およびこれと重複している SF1503からはまと

まった土器が出土している。特に SF1503からは形態を推定することができる 5群の壷が複数出土して

いる。口径の大きな浅い土坑である SX1446からは、 l群の須恵器杯蓋 (632)、 3群とした高台杯 (635)・

蓋 (633・634)、 5群とした灰軸陶器が出土している。最も多かったものは 5群の灰柚陶器であるが、

これらは小破片が多い。

632に示した杯蓋は焼け歪みがあり、不良品である。口径は比較的大きく、頂部周辺にへラ削りを施

しているが、肩にはすでに沈線をめぐらさなくなっており、遠江須恵器編年E末と考えることができょ

う。衣原 1号窯の製品に少数であるが同様の杯蓋がある。胎土・焼成も良く似ている。

633~635は高台杯蓋と身である。助宗古窯産のもので、 3 群に含められる。 636は平城宮跡の報告で

壷Gと分類された長頚の壷で、器高は20cm程、胴部には全面に回転へラ削りの跡を残している。 3群に

含めておく。

637~651 は灰軸陶器で 5 群土器である。いずれも小破片で、高台の形から見ると多少の時間差が認め
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出土した土器の点数は 5群とした灰柚陶器が最も多いが、これらはし寸どれも小破片であり、 3群とし

た須恵器が最もまとまっている。したがって、 SX1446の年代を 3群土器の年代に求め、奈良時代中期

から後期としておく。

SX1446の一部を掘り込む形で SF1503が作られている。ここからは 3個体以上の壷が出土している

(628~631)。いずれも 5 群土器に伴う灰紬陶器の壷であるが軸の発色は認められない。胎土などからも

いずれも遠江産のものであろう。したがって SF1503は5若手土器の年代である 10世紀代に位置付けられ



るものであろう。

溝状遺構 S01428 (図93・図版49)

C-6グリッド内、横口式炭窯(3号窯)の上層で検出した。総延長は約10mある。上層は灰黄色砂質

土、下層は 3~ 6 cm程度の磯混じりの層である。この磯層から須恵器の警などの小片が数点、出土してい

るが、時期年代の決め手になるものではなかった。また、この地区の地山は、本来、磯を含む土壌では

なく、この溝状遺構にある磯もほかの場所から持ち込まれて溝の底部に敷き詰められた可能性がある。

そのため、出土した土器片も磯と一緒に持ち込まれている可能性がある。 SD1428の時期年代は明確に

出来なかったが、 3号窯よりも新しい時期であることには間違いない。近くに近世の炭窯 (4号窯)も

検出されていることからほぼ同時期と考えられる。

溝状遺構 S01429 (図79)

3 号窯の南側で検出した近世以降の撹乱である。遺物は655~657が出土している。 655は登窯 8~9

期の瀬戸焼の植木鉢である。 656は播鉢の口縁部、 657は全体に施柚のある美濃焼の鉢である。

溝状遺構 S01535 (図94)

調査区北西部の上段、 B• C-2グリッド内で検出した。溝は不定形をしており人為的な痕跡が認めら

れないことから自然流路の可能性がある。上層より頁岩製の剥片石器が l点出土している (1083)。剥

片石器は出土状況から見て二次堆積の可能性がある。その他、時期を特定するような土器片が出土して

いないことから溝の正確な年代は不明である。

溝状遺構 S01377 (図94)

調査区南西部の E-3グリッドで検出した。調査区境であったため区外へ連続する。底面で須恵器杯B

が出土していることから、溝状遺構の年代は奈良時代末~平安時代と考えられる。近くに同時期と思わ

れる柱穴が検出されているが、住居跡などの遺構に伴うものではない。溝跡の断面は逆台形に近い。

溝状遺構 S01644 (図94)

調査区南西部の D-2グリッドで検出した溝状遺構である。長さ 4mでほぼ真っ霞ぐ伸びる。溝内か

らは須恵器(灰粕?)杯が出土した。ほかにも宝珠形のつまみを有する郎蓋片も出土していることから

奈良時代末~平安時代の遺構であろう。周辺で検出された掘立柱建物跡の梁行方向とほぼ併行するが、

どの遺構に関連するものであるか特定できなかった。

溝状遺構 S01731 (図94)

D • E-4グリッド内で検出した溝状遺構である。南西側には SB01・02がある。北端部は斜面下方で

消滅している。出土遺物がなかったため、時期年代は不明である。

溝状遺構 S01730 (図94)

E-4グリッド内にあり、西側斜面下には SB01・02がある。溝中央で90。に屈曲する。周辺に関連す

る遺構は見られなかった。溝内から出土した遺物もなく、遺構の年代は不明である。

溝状遺構 S01520 (図94)

調査区のほぼ中央、 C-4グリッド内で単独に検出した。溝内の覆土はオリーブ褐色のシルト質層であっ

た。 5群とした灰柚陶器の碗が出土している。口縁を外側に引き出した碗 (652・653)および比較的高

い高台をもった碗 (654)は深碗になろう。遺構の時期は中世と考えられる。

溝状遺構 S01462 (図94)

調査区北東部の C-5グリッド、 3号窯の西側に接する位置で検出した。覆土はオリーブ褐色土である。

灰柚系陶器の小皿 (666)と剥片 (S-212)が出土した。出土土器の年代から中世の時期であろう。

このほかの遺構から出土した土器を図95に示した。 658はSD1644より出土した須恵器の杯蓋である。

宝珠状のつまみを有し外面は回転へラ削りによる整形を施している。 659はSP1680から出土した杯蓋
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園95 6区溝状遺構⑥土坑出土遺物

である。外面の縁に巴然降灰粕が付着している。 660は須恵器の杯身である。 SD1377より出土した。口

荏が10cm程度でやや小振りである。外面全体に自然粕が付着していることから、意図的に伏せて焼成し

た可能性がある。 66'1は須恵器の霊の口縁部である。 SP1574から出土している。口縁部の外面には幅広

のカキ目があり、その上には自然租が付着している。 662は須恵器の瓶類の底部と恩われる。 SP1593の

掘形内より出土した。内面の底にはヘラ状工具の線刻があり降灰柚が見られる。 663はSX1446の上層

で検出された SD1527より出土している灰粕陶器の段皿である。 664はE-2グリッド内の SP1642より出

した山茶碗である o 665は陶器の碗である。 C-5グリッドのより出土した。口縁部は欠損して

いるが、体部に施粧の痕跡がある。灰柏系陶器の小皿である66fHiSD1462より出土した。 底部に高台

を貼り付けてもいるが全体に粗雑な作りが目立つO

1373 (圏79• 

調査区の南西隅にくぼ地を検出した。もともとは丘陵の裾部分に自然流路または池等があったものと

思われ、くぼ地内には護岸または土留めの丸太@杭があった。ここから幕末~近現代の陶磁器が出土し、

上層~中層にかけては現代の造成土であることも判明した。特に撹乱(1373)の北側は近世以降に大き

く削平を受けており、この土砂をくぼ地へ埋めた可能性もある。近代に大がかりな造成が行われたと思

われる。 地山に近い底部では須恵器が出土している .671)。奈良時代(8世紀代)の土器である。

この時期の土器が最も古く、撹乱土の中から出土したその他の土器片は陶磁器片などがあり時期幅が広い。

668⑩ 669は黄灰色礁混粘土層より出土した。 r司じ撹乱内より須恵器の底部片~陶磁器が出ていること

から、これらの年代は奈良時代~近世に属する木製品と思われる。 668は曲物の側板部分である。ヒノ

キの薄い柾目材を使って作られている。側板の高さは4.80cm、厚みはO.50~O.35cm程ある。側板の綴じ

合わせが 2箇所残っている。カパ紐の部分には菱形に漆を塗って補強している。左側面にも大小 3箇所

の孔が貫通している。 由物内面は赤茶色に塗られ、外面には赤茶色のJこから黒漆が塗られている。また
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自区1373(撹乱)出土遺物

底板との接着部分にも厚く黒漆が付着していることから、側板と底板とを結合する際、接着の役割も果

たしていたと思われる(円形曲物ではなく折敷であった可能性もある。)669は「無歯下駄」で平面形は

小判形を呈する。スギの芯去材で木表面が台表面にあたる。長さは19.40crn、残存幅は4.40crn、厚さは

最大2010cmある。「木履(ぽっくり )J と呼ばれるもので、「歯が両小口のみでなく、側面も台板と一連

であるものJ(本村 2005)である。台表面は平坦、台裏面は後顎寄りの部分が隅丸方形に寺IJり抜かれ、

前顎側が爪先lこ向かつて薄く百Jjられている。孔は円形で後壷の 1箇所が残存している。子しは台表から裏

面の剖り抜かれた部分に向かつて穿孔しているため、やや斜めに聞いている。表面の一部に赤い顔料の

痕跡、裏面には黒い顔料が残っていることから赤漆と黒漆塗りの下駄であったと思われる。

6 区包含j層出土の遺物〈劉97'~100)

6区からは古墳時代および奈良時代の須恵器、灰粕陶器、中世の施和l陶器と各時代にまたがる

土器が出土しており、その量も比較的多い。量的に中心的な位置を占めるのは 5

あるいはそれ以後に併行するいわゆる「第 6段階」の灰軸陶器である。

漬恵器は l点の古墳時代のものを除けば、高台をもった杯に代表される奈良時代のもので¥

高台を底部の外側寄りに付けたものと比較的内側に付けられた角張った高台をもったもの、あるいは削

り出しの高台をもったものとがある。後 2者は助宗古窯産の須恵器であり、底部の外寄りに高台をもっ

たものは助宗古窯での生産が本格的に始まる以前のもので、奈良時代前期に位置付けられる。胎土から

一部に湖西古窯産と思われる杯も含まれている。

削り出し高台をもった杯は、先にも述べたように静岡市内荒遺跡では猿投古窯跡群のK14号窯式ある

いはK90号窯式段階の灰粕陶器と伴出しており、これらの須恵器が、少なくとも一部分は 9世紀代に及

んでいることが分かっている。また駿河のいくつかの遺跡では内荒遺跡と同様に両者が伴出している例

とした折戸53号窯式

国間



ヲ 1 ￥ =J782Fヨr ~83 
ドτ ニ了蚕孟ゲ

'¥r--一斗 守j制 E二~__  V685  ~三_-d<附

半三一斗一主ゴ687 E 己主主才闘 ヒゴr:::ヨ否 ω

~三三」ζ二二ニタ

690 

六三礼孟7刷

、=三ヰd.95

て÷下ース
モ三=L2=ヨフ705

Eゴで三ご川

￥二jーミ乙21

図97 6区包含層他出土遺物 1

¥苧J_:S:フ 691

、二」三J 叩

699 

ヶコ97¥L」 : 
¥一一年三ブ

698 

、ゴ ~3 ~ゴ壬〆:4
てさZ3J57m ¥巳ヰミヲグ 707

ミ=ゴーヨア709 と二ゴ-きず川

とゴ三;;t711 

ヒι主三才 m

、ゴg そ5

、ニ」三2;18

可二j三点20

モ主主22

\己~12

、二主プ

716 

o 1: 3 10cm 



が認められており、その多くは官街推定遺跡である。 K14号窯式.K90号窯式段階の灰粕陶器を多量に

出土する遺跡の性格が地方官街あるいはこれに類する遺跡に限られるらしいことも理解されてきている

ので、逆にこれらの土器群をもたない衣原遺跡の性格を推定することができょう。

6区から出土した土器の量は 5群の灰軸陶器が最も多い。小破片が多く、復元できたものは少ないが

底部を中心に復元したものを図化した。碗・皿の類が大半である。軸の発色はほとんど認められない。

1群土器には672の杯蓋がある。推定口径15cmと比較的大ぷりの蓋である。天井部と口縁部の境に 1

条の沈線をめぐらせている。

2群土器には付け高台をもった杯と杯蓋がある。高台の位置は底部の外側(体部に近い位置)に付け

ているものが多い。 673に示した須恵器皿も認められる。

3 群土器は高台の断面が角になり、底部の比較的内側に付けられたものをここに含めた (678~689、

696・697・699)0699のように高台をもたない杯もある。

4群土器 高台をもたない杯 (694~698 ・ 700 ・ 701) で、底部は平垣なものが多い。削り出し高台を

もった須恵器である (690~692)。量は多くはない。

5群土器 折戸53号窯式およびそれ以後の灰軸陶器で、胎土から東遠江産の灰柚陶器であろう (702~

715 ・ 717~722)。高台部分の形態から、高台断面が三月型になるもの、それが崩れて、三角形になるも

の、外側に張り出しているもの、あるいは高台が高くなっているものなどいくつかに分けることができる。

6群土器 716に代表されるように高台は三角になり、低く目立たない。底部は糸切り痕を留めてい

る。いわゆる山茶碗である。

723~732は査・蓋・蓋類、その他である。 723は須恵器の小片だが、蓋の類になるものであろうか。

724も須恵器の小型壷の類になろうか。 725は須恵器の大型警の口縁部である。71<聾としての用途が考え

られる。 726は灰紬陶器の碗である。年代は11世紀後半~12世紀初頭のもので山茶碗が登場する直前の

時期であろう。 727は灰軸陶器の壷底部片である。 728は須恵器の壷で底部は平底を呈する。 729は灰粕

陶器の壷胴部で、猿投産であろう。外面は施柚し、肩から胴部にかけておそらく 2箇所の耳をもってい

たものと思われる。耳には工具による円形孔が穿たれている。 730・731は須恵器長頚壷である。いずれ

も頚部片のみで、口縁や体部は欠損している。 732は土師器の歪である。

733~755は近世の土器である。本調査区で出土した陶磁器はいわゆる生活域によく見られる種類であ

るが、遺構の種類などから見てもここが当時の人々の居住域であったことは間違いないであろう。居住

者の所有物であった陶磁器を見ると、その身分は比較的裕福な層であったと想像される。 733・734は美

濃焼の片口で18世紀末ごろの所産である。 735は芯戸呂焼の天目茶碗で、 17世紀初頭から始まった連房

登り窯の製品であると思われる。 736は筒型香炉である。体部には厚く施粕されている。 737・738は暗

褐色シルト層(地山直上)から出土したかわらけである。歪みをもつが比較的薄手のっくりである。 739

は須恵器の壷の口縁部である。 740は瀬戸焼の片口だが、近現代(19世紀後半)のものであろう。 741~

748は撞鉢である。このうち741~745 ・ 747は瀬戸焼の播鉢である。いずれも 19世紀半ば~後半のもので

ある。 746 ・ 748は志戸呂焼の播鉢で、 746は後IV期新段階、 748は第百~V期の所産である。 749 ・ 750は

近世の炭窯である 5号窯(註 1)から出土した陶磁器である。いずれも瀬戸焼の水警で、内面底部にト

チン痕やタール状の黒い付着物がある。 750の外面にはへラ描き文様がある。 751も瀬戸焼の水警で、ある。

体部には棒状の波状沈線がある。 752~754は瀬戸・美濃焼きの片口である。 752 ・ 753は美濃焼で登窯 8

または 9 期(18世紀末~19世紀初頭)、 754は瀬戸焼で18世紀末~19世紀半ばの時期である。 755は志戸

呂焼の碗である。時期は18世紀代と思われる。

冒頭で述べたとおり、本調査区から出土した土器は古墳時代から近・現代までと幅広い年代があると

いうことが特徴である。特に灰粕陶器以降、継続的に居住域として使われていたと思われる。近世以降

-138-
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も生活域としては変わらず、あるいは 5区で見つかっている火葬墓はこの居住者のものであった可能性

も指摘できょう。

756~762は金属製品である。 756 ・ 757は板状の鉄製品だが、遺存状態が悪く用途は特定できない。 758

も用途不明な銅製品である。長さ 7cm程の細長く薄い銅板をU字形に折り曲げ、途中 2筒所に同一素材

の釘が打ち込まれている。 759は1451より出土した棒状の鉛製品である。釘のような形態をもつが上下

端部が欠損しているため用途は特定できなかった。 760~762は金属製の釘である。いずれも 6 cmを超え

る長さをもっていたと思われ、他の集落内の釘と比較して大型の部類に入る。 760は1436から出土した

釘である。遺存状態は極めて悪く、先端部も欠損している。 761は1441から出土した。 762は下半分が折

損している。

763~766は 6 区の遺物包含層より出土した石製品・石器である。 763は淡褐灰色凝灰質泥岩製の小型

砥石である。携帯用の手持ち砥石であったと思われる。長方形であるが使い減りして中央部分が細くな

り折損したのであろう。 5面とも擦り面でかなり使い込まれている。 764は磨製石斧であろう。暗灰色

細粒砂岩製で全面研磨され上端部には面を作り出しである。対する下端部は刃部状になっており、刃を

作り出していたと思われる。現在刃部は敵き潰されている。基部側面に浅い挟り込みがあるが、欠損し

ている部分である。形状から見て小型ではあるが縦斧として利用されていた石斧であろうと思われる。

磨製石斧の存続時期は静清平野でも弥生時代後期になると鉄器化が進み石斧は姿を消すが、縦斧は部分

的に後期末まで存続することがわかっている(註 2)0765は大型の砥石である。灰色中粒砂岩製、使用

面は 3面ある。全体に被熱しており、特に正面側の範囲が最も著しい。最大長は23cmを超えることから

据え置き型の砥石であったであろう。 766は黒色珪質粘板岩製の打製石鍛である。基部中央部の両側面

がわずかに突出している。形態は無茎凹基式であるが、脚部はどちらも欠損している。

767は土錘である。長さ2.9cm、最大径1.4cmで子Lの内径は0.5cmをはかり、管状を呈する。重量は4.736

g。表面はかなり摩滅している。

官頭で述べたように、調査区南西部では奈良時代~中世の包含層と、近世の包含層が確認できた(図

81)。この包含層中より鉄棒が67点出土している(表50)。調査区南西部は中世~近世にかけての時代に、

大規模な地形の改変を受けている可能性がある。もともとは丘陵の裾部の谷地形となっており低地部は

利用されていなかったと恩われるが、後世(奈良時代以降)に造成されてから建物が建てられていたよ

うである。
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6. 7区

7区は本調査E期として平成14年11月 1日~平成15年 3月20日までの約 5ヶ月間、調査が行われた。

調査区の位置は衣原古墳群が立地する丘陵からさらに南へ延び、た標高約29mの河岸段丘頂部にあたり、

現存する貴船神社の北側である。調査対象地は現代の宅地造成や茶樹の改植の際に重機による撹乱を受

けているため、遺構の残存状況はかなり悪い状態であった。そのため遺構検出面は基盤層直上の 1面の

みである。遺構面の上層は茶畑等の耕作土であった。グリッドは調査区全域をカバーするように配置し

た(図101)。遺構密度はそれほど多くはなく、調査区西側と東側に片寄っている。調査区のCグリッド

以北とHグリッド以南にはほとんど遺構が検出されなかった。調査区南西の平坦部に掘立柱建物跡10棟、

北東部の斜面部に竪穴住居跡 3軒および柱穴群を検出した。掘立柱建物跡のうち大型のものは、柱穴が

0.7""'1.0mあり、 1間x3間以上の建物であったと考えられる。またその他の柱穴は径0.30m程度が多

く、検出面からの深度は0.25""'0.30m程度で、あった。なかには0.50m以上の深さをもっ柱穴も見つかっ

ている。柱穴の覆土はほとんどが単層で暗褐色土層(炭化物、 1""'5 ffilllの小磯含む)や黄褐色土層(炭

化物、 1cmの小磯含む)等であった。柱穴内や遺物包含層中からは小片ながら須恵器・土師器・山茶碗

等が出土した。竪穴住居跡は調査区の南東端の斜面地で見つかっている。住居跡は楕円形が 2軒、隅丸

方形を呈するものが 1軒ある。同時期の住居跡は当遺跡の東に隣接する寺家前遺跡でも見つかっている

が、本調査区の住居跡はそれらとはやや離れた場所に立地しており、周囲に群をなす様相もなし可。ある

いは南側の調査区外へ広がる可能性もあるが、現段階では明らかにはできない。出土した土器の年代か

ら見て、竪穴住居跡は弥生時代後期末~古墳時代前期、掘立柱建物跡や柱穴群は奈良時代~中世の遺構

と考えられる。その他の調査区内には柱穴列や焼土跡、土坑 l基、溝状遺構などがある。調査区の基本
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層序は図101に示す通りである。

竪穴住居跡 S80'I (国1

調査区の南東境、南側に緩く傾斜する

でいない。南側の壁溝の一部と

造体を呈す。規模は長軸」で6.5m、短軸~;j:6.0n丘、

は南面側しか残っておらず、斜面下部側

った。また、壁溝の形状から方形の住居跡と

はなかったものと

7 図102

ーコしくほとん

されたのみである。主軸方向は l¥[-llO -VIf、

は4箇所ある。柱間

できなかった。炉跡や床面、

によるし

あり、

設は残存していな

Id， 

しい

し〈ほとんど思えっていない。

の年代は底部片からで

えられる。

れる。

より出土した壷底部片である。どちらも表面が摩滅しており

い。出土土器の年代からの判断が難しいが、住居の形状なと、から古墳時代前期と推定される。 768

底部の破片である。胎土にノト礁の含有物を多量に含むO 表面調整

769は復元底径で10crnを超えることから大型の壷であろう。
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がおおよそ弥生時代後期~古墳時代前期と考えられる。

竪穴住居跡 S802・03(図104・105)

調査区の南東隅、竪穴住居跡 SB01の10m程東側で、 SB02とSB03を検出した。住居跡は北東側に傾斜

した斜面の際に立地する。竪穴住居跡は残存部の状態が良好で、検出面から床面までの深度は深いとこ

ろでO.5m程ある。 2軒は切り合っている状態で発見された。まず SB02が建てられ、その後、斜面の低

い方向に SB03を建て替えているが、建て替え後は住居の規模が小さくなっている。 SB02の主軸方向は

N-290 -w、竪穴住居の構造体を呈す。平面プランは楕円形である。規模は長軸方向に約 7m、短軸は

6m程、主柱穴は 3箇所ある。柱聞は長軸3.2m、短軸3.15m、壁溝は南西面側しか残っておらず、斜

面下部側は確認できなかった。遺構覆土は灰白色粘土に明黄褐色粘土がブロック状に混じり少量の砂磯
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1 褐色粘土 (10YR4/6) しまり強い目床面。粘性弱い

2 灰白色粘土 (2.5Y7!1) 明黄褐色粘土がプロック状でかなり多く混じる.

黄褐色粘土 (10YRS!6)もプロシタ状に混じる。しまり強い

3 暴縄色土 (10YR3/め しまり強い。炭化物少量含む.壁構の埋土

4 黒褐色土(7.5YR3/2)炭化油含む.しまり強い。 5~程の小磯含む.

5 暗褐色土 (10YR3/3) 黄褐色粘土 1"程のプロック状に混じる。炭化物少量含む

6 陪褐色:t(7.5YR3!3) しまり強い。黄褐色粘土プロック状に少量含む

?暗褐色土 (7.5YR3/4):5醐程の小石含む.炭化脚少量含む

8 灰白色粘土 (2.5Y8/2) 瞬賛褐色粘土がプロック状でかなり多く混じる

9 集褐色土 (10YR3/1) しまり強い

10黒褐色土(I0YR3/1) しまり強い.シルト岩少量混じる

10 

1 灰白色粘土 (2.5Y7/1)地山、砂礁 1-5叩多く含む。しまり強い。粘性弱い.4より明るい

Z 黒褐色土 (10YR3/1) しまり強い。床面。 3をプロック状で少量含む

3 褐色粘土(10YR4/6) しまり強い。床蔚，粘性弱い

4 灰白色粘土 (2日7/1) 明質褐色粘土がプロック状でかなり多く混じる。しまり強い。砂磯 1"程度少量含む

黄褐色粘土 (IOYR5/6)もプロック状に混じる

5.11¥褐色土 (10YR3/2) しまり強い。炭化物少量含む。盤機の埋土

6 灰白色粘土 (7.SYRB/2) プロックと明策褐色粘土 (lOYR7!6)プロックと時褐色土 (lOYR3/3)が混じる

7 灰白色粘土(7.5YRs/2) プロックとシルト岩プロックが混じる

8 黒褐色土(10YR3/1) しまり強い.シルト岩少量混じる

01  :50 1 m 
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7区竪穴住居状遺構8802・03床面検出状況図104
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7 1&竪穴住窟状遺構 S801~03 出土遺物

を含む。当初、住間跡の壁が崩落したものと思われたが、その後に建て替えられた SB03の掘削時に地

山の土を裏込めのように埋めた可能性が考えられる。また SB02側の柱穴への覆土も SB03掘削土と同

様に地山に似た土である。 SB02の壁溝と貼床面から建築用材と思われる炭化材が出土した(図104)。

焼土が広がってはいなかったので焼失家屋ではない。建て替え時に壁溝にまとめて廃棄した可能性があ

る(註 1)。炉跡は検出されなかった。 SB02の貼床(褐色粘土)は、土層断面での観察上では部分的に

薄く二重になっている箇所が確認できた。おそらく床面を修復しているものと考えられる。調査段階で

は床面検出段階で記録をとり、床面を外し、柱穴を検出しながら掘形まで掘削した。 SB02住居内南西

側では溝状遺構を検出した。排水の目的をもつものであろうか。 SB03掘削時の土の下にあることから

SB02に伴うものであろう。 SB03の主軸方向は N-lQO -E、同じく竪穴住居の構造体を呈す。規模は長

軸約4.5m、短軸ti4βm、主柱穴は 31盲所ある。北東面側は斜面により流れてしまっている。 SB03の南

面壁溝内にある穴はどちらの住居跡に伴うものか不明である。 SB03tこ伴うものなら出入口か、 SB02tこ

伴うものなら貯蔵穴の可能性も考えられる。切り合い関係から見ると SB02の溝状遺構よりも新しい。

出土土器は非常に少ない。床面直上などの時期年代を決める土器がなかった。 SB03では単純口縁の

長頚の壷と胴が張った壷の底部がある。 770はSB02の覆土(暗褐色土層)より出土し

た壷口縁部である。頚部までの破片で文様帯まではわからない。口唇部は折り返しである、いわゆる

「折り返し口縁」である。混入物が非常に多く胎土中にかなりの割合を占める。表面の調整は剥離して

痕跡がほとんど残っていない。弥生時代後期後半期のものであろう。 771はSB02床面下覆土より出土

した。黒曜石製の無茎打製石館長で両脚部を欠いている。 772~774は SB03の黒褐色土層より出土した土

器である。 SB02よりも新しい時期の住居跡だが、土器の年代自体はさほど変わらず、弥生時代後期後

半期の所産と考える。 773は折り返し口縁をもっ壷の破片である。土器の残存状態は非常に悪く、調整
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図'108 7区擁立柱建物跡 SHu6

痕はほとんど見えなL、。 775は打製石鉱で、基部先端が欠損している。淡灰色チャート製。 SB03覆土の

黒褐色土層より出土した。これらの土器はいずれも弥生後期末あるいは古式土師器と考えられるもので

あり、これらから SB01~SB03の各住居跡は弥生後期末あるいは古墳時代前期に属するものであること

が理解できる。

住居跡の切り合い関係や出土土器の年代から見て、 SB02とSB03の時期差はほとんどないであろう。

同じ時期の遺構としては衣原遺跡の東側にある寺家前遺跡からも複数の竪穴住居跡が見つかっている。

同時期に展開した集落であるかどうかの判断は早急にはできないが、寺家前遺跡の竪穴住居群との関連

がある遺構と想定される。

掘立柱建物跡 SH04~16 (悶'1 07~Î13、表71)

SH04 (図107)はF• G-10グリッドで検出した掘立柱建物跡である。柱間は1.8m~2.2mある。梁行

きは 2問、桁行きは 3聞であったと思われるが、南東側の柱穴を欠く。 SP481から土器 (P-174)が出

土している。
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1 陪褐色土(7.5YR3/3)

しまり強いa 炭化物含む

)-5回程度の小綴含む

2 黒褐色土 (7.5YR3/2)

しまり強い。炭化物含む

3 暗縄色土(7.5YR3!3)

しまり強い

地山プロック 1-311111l含む

4 婿褐色土 (7.5YR3/3)

しまり強い。池山プロック )-3皿

3より多く含む。投痕

S 地山

178 
1 巣褐色土(7.5YR3/2)

しまり強い。炭化物含む

池山プロック少し含む

2 暗褐色土(7.5YR3/3)

しまり強い.炭化物含む

)-5田 l、篠含む

3 暗褐色土 (7.5YR3β〉

しまり強い。 2より明るい

)-5皿イ鼎含む

4. ，音褐色土 (7.5YR3/3)

しまり強い。地山プロック含む

1 2柱痕

⑧ 柱痕

図109 7区掘立柱建物跡 SH07
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222 
1 賞褐色粘土 (10YR5/6)

しまり弱い。炭化渦含む

階褐色土プロック混じる

2 暗潤色土(7.5YR3/3)

しまり弱い。炭化物含む

1がプロック状に混じる

200 (199) 
t 賛褐色粘土 (10YR5j6)

しまり弱い。炭化物含む

符褐色土プロック混じる

2. 1 e向じ

3 時掲色土 (7.5YR3(3)

164 

しまり弱い。炭化物含む

lがプロック状に混じる

1 貨褐色粘土 (10YR5!6)

しまり弱い.炭化物含む

時褐色プロック混じる

2. 1と同じ

3 暗褐色土(7.5YR3β}

しまり弱い.炭化物含む

1がプロック状に混じる

4 黒褐色土 (7.5YR3j2)

しまり弱い。炭化物含む

)-5皿小磯少し混じる

5 晴褐色土 (7.5YR3j3)

しまり弱いロ )-5皿，)，喋少し混じる

。

6 陥褐色土

1がプロック状に混じる。しまり強い

7 錯褐色土

小療混じる (5皿程度).しまり強い

8 暗褐色土炭化物混じる

小磯 (5皿一)，皿)混じる.しまり強い

1: 80 2m 

SH05 (図107)は2間x 2 聞の掘立柱建物跡である。柱聞は2.2~2.25mで、あった。北東側の間柱を

欠く。柱穴底部には柱の端部が入っていた痕跡が残っている。

SH06 (図108) とSH07(図109)は大型の掘立柱建物跡である。 1間x 3 閣の建物で、径0.6~ 1.2m

程ある柱穴の大きさから見でほぼ同じ規模であったと考えられる。柱聞は梁行き方向で、3.8~4.0m、桁

行き方向で2.2~2.5m程ある。またこの 2 棟は主軸方向が N- 70 -w、 N-130 -wとほぼ同じである。

このことから 2棟は同時期に存在したか、もしくはほぼ同時期に建て替えられたか、いずれにしても同

年代の建物であろう。柱穴の覆土は暗褐色土、黒褐色土に地山ブロックを含む。 7区の基本土層から見

ると、奈良特代の包含層である暗褐色土と同じ土であることから、奈良時代の建物跡と考えられる。た

だし柱穴覆土の下層にあたる黒褐色土は包含層にはない。そのため確実に奈良時代としてもいいかどう

か疑問が残る。また柱穴から出土した遺物がなく、 7区の包含層から出土した土器も数少ない。調査区

全体でも少量の須恵器と灰粕陶器、山茶碗しかないため遺構年代の決め手に欠ける。

S日08(図110)は規模が一回り小さくなるが、 SH06・SH07と同様の構造をもっ。 G-7・8グリッド内、

SH07の南東側に位置する。柱聞は梁行き方向で3.44m、桁行き方向で1.92~2 .4m程ある。北西角と南
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図110 7区掘立柱建物跡 SH08・09
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西角の柱を欠く。主軸方向は N-120 -wである。やはり SH06・07と同時期に存在した可能性が高い。

SH09 (図110)は2間x2聞の掘立柱建物跡である。 G-8グリッド、 SH07の南側に位置し、 SH14と

重複している。梁・桁行きが3.4m程の建物になるであろう。 SH06~08と比べて、柱穴の径が0.3m と

小さく小規模な建物であっただろう。南東側の柱穴を欠く。

SH10 (図111)は 2間x3聞の掘立柱建物跡である。 H-8グリッドに位置し、一部Gグリッドにもか

かる。 SH09の南側にあり、 SH11~16に重複する。梁行きの柱聞は2.16m、桁行き方向では2.16~2 .4m

程ある。柱穴は直径が0.3m内外で、柱自体は太いものではなかったと思われる。束柱の存在も考えら

れるが、明らかに伴うものは確認できなかった。

SH11 (図111)は梁行き l間×桁行き 2聞の建物跡である。 H-8グリッドに位置し、 SH10と重複す

る。桁行きの柱聞は約1.8m、梁行きの柱間は2.0m程である。

SH12 (函111) も1間x2聞の建物跡になる。同じく H-8グリッドに位置し、 S狂10・11・13と重複

関係にある。梁行き方向は2.6mあるが、桁行き方向の柱聞は1.8m程で、ある。北東角の柱穴を欠く。

SH13 (図 112) は H-8グリッドに位置し、 SH10~12と重複する。 2 間 x 2聞の掘立柱建物跡だが、桁

行きの方が若干長い。梁行きの柱聞は1.84m、桁行きの柱間は2.08~2.64m程ある。南東面の間柱を欠く。

SH14 (図112)は1間x2聞の建物跡である。 G-8グリッドに位置し、 SH09と重複する。南西の角

柱は撹乱内より見つかっている。梁行き側は2.88m、桁行き側は2.20~2.36mの柱聞がある。

SH15 (図112)は比較的規模の大きな掘立柱建物跡である。 G'H-7~8グリッドに位置する。建物跡

は SH10~13と重複する。梁行きの柱聞は4.8m、桁行きの柱聞は1.80~ 1.92mある。北東面の柱を 1 箇

所欠く。桁行き側の柱間が広すぎることから束柱が必要であろう。 SH15には列 9や列10が並行してい

ることから、屋敷の周りを囲む柵列のようなものであった可能性がある。

SH16 (図 113) は H-7 ・ 8グリッドに位置し、 SH10~13と重複する。梁行きは4.48m、桁行きの柱聞

は1.88~2.08mある。北東の角柱を欠くため、あるいは欠けのある建物であったかもしれない。 SH15

と同じ方位で、建物の規模もよく似ている。ただし SH15とは重複しているため同時期ではなく、建て

替えられた可能性がある。後述する列 9とは梁方向が、列10とは桁行きが並行している。

以上の掘立柱建物跡の年代は SH06~08のように古くは奈良時代に遡る可能性のものもあるが、 SH

09~16などのように柱穴の小さなものは、大半、中世~近世の建物であると思われる。包含層から出土

した土器の年代幅から見ても奈良時代~近世にまでおよぶ。このほかにも、柱穴もしくは柵のような並

びをもっ列が複数個所確認されている。以下に記す。

列 1~10 (図113)

調査区内には柱穴または柵のような並びをもっ列がある。便宜的に列 1~10まで番号を付し、順番に

記述する。

列 1はF-11グリッドにある。 3箇所の穴の間隔は1.2mと狭い。周囲に関連する遺構は見られない。

列 2 は G-8グリッドで SH14と重複している。穴は 5 箇所で「コの字型」を呈する。穴の間隔は1.2~

1.6m程で、柱穴としては狭く、また北側に関連する柱穴が見当たらないことから列に含めた。

列 3はG-9グリッドの南端に位置する。間隔は1.6m、穴の径としては0.2m程度しかない。また対面

する列も見られない。 SH06の南面にあたる場所である。

列 4はG-11グリッドにある。 3箇所の穴は並行に並び、間隔は1.84mある。柱穴と思われたが対面

する柱穴が周囲に見られない。

列 5はF-9グリッドにある。穴の間隔は1.44m、1.84mで、あるが周囲に関連する遺構は見られない。

列 6はG• H-10グリッドにまたがる位置にあるが、撹乱の溝跡に沿っていることから新しい時期の

可能性がある。覆土は黄褐色土で近世以降の遺構と考えられる。

-154-
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SH16 "柱穴列.綿穴7 闇113

列 7はH-9グリッドの中央で¥丘陵頂部の平坦面にある。穴の間隔は1.0m前後と、かなり狭いo JiJ 

の方向は傾斜に対して甚交方向である。これも撹乱の溝方向に沿っていることから新しい可能性がある。

列 8はG-8グリッド内にあり、列 9と並行する。また前述した SH15の北側にあり北面と並行してい

る。穴の直径はO.4m程あり、穴の間隔は狭い所で1.68m、広い所で2.16m程ある。

「
O
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図114 7区焼土および焼壁土坑

列 9 は列 8 と同様、 SH15の北面と並行する。穴の間隔は1.84~2.08mで、ある。建物の境界に作られ

た柵列であろうか。

列10は SH16の西面、 H-7グリッドに位置する。穴の直径は0.3m程度だが穴の間隔は2.16~2.4m と広

い。 SH16の軒先下辺りにあることから、建物の周りを囲む柵列であった可能性がある。

SH15・16ともに中・近世以降の建物と考えられることから、この列 8~10もこれらの建物跡に関連

する遺構であろう。

焼土(図114)

焼土204は撹乱によって半分以上が消滅している。周囲に関連する柱穴等はなく、原位置を留めてい

ない可能性がある。

焼土226は長いところで 2m程の広がりを見せているが関連する遺構はなく時期も不明である。

焼土312は周囲に関連する柱穴などの遺構は検出できなかった。性格・時期とも不明である。

焼土40は狭い範囲で検出された。周囲に関連する柱穴等の遺構はなかった。また、原位置を留めてい

ない可能性もある。

土坑(図114・115)

SF311は士坑状の遺構で、壁の一部が焼けている。土坑内には大型の磯があったがいずれも土坑底部

より浮いている。周聞に関連する柱穴等の遺構は検出できなかった。性格は不明であり、時期について

も特定できないが近世以降の可能性もある。

SF582は、ほぼ円形を呈する土坑である。直径は長軸方向で1.3m程ある。覆土(明褐色粘土層)から

見ると他の遺構と比べて古いように感じるが、遺物が全く出土していないことから時期は特定できなし、

溝跡(図116)

E-12・13グリッドで検出された溝跡である。 SD107・108・114・128・129は一連の溝跡と思われる。

SD128の後に SD129が切り合っている。周囲に関連する遺構は見当たらず、区画を示すものでもない。

ただ丘陵頂部から谷へ向かう位置で検出されていることから、排水を目的とした溝であった可能性があ

る。出土遺物はなく時期を判断するものに欠ける。

7 区包含層出土の遺物(図117~119)

出土した遺物量は多くはない。主要土器は図117に示した。大半は灰軸陶器の碗・皿の類であるが、
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図116 7区溝状遺構 8D107・108・114・128・129

¥ 

C~~) 
29.800m 

1費褐色粘土(10YR5/6) 粘性弱い.5回程度擦を含む

2 明褐色粘土(7.5YRY5/6) しまり強い.粘性弱い.シルト岩3-5偲.礁5-iOcm多く含む.炭化物少量含む

。 1: 40 1m 

図115 7区土坑状遺構8F582

須恵器が少量含まれている。 776~780は遺構、 781

~802は表土・包含層から出土した土器である。

4群土器 781に示したものは削り出し高台を

もっ須恵器部の底部である。助宗古窯の製品であ

り、奈良時代末あるいは平安前期に位置付けられ

るものである。このほかに単純口縁の長頚壷 (797)

がある。

801は土師器の聾で、口縁が強く外反して胴部

が強く張った、いわゆる駿東聾である。

5群土器 灰軸陶器は高台の形によっていくつ

かに分けることができるが、なかでも790・793の

ように比較的高い高台をもった深碗がある。いず

れも猿投窯編年の折戸53号窯式あるいはそれ以後

に併行するもので、遠江産の灰柚陶器である。

6群土器 795は糸切り痕を残したもので、ひ

しゃげた三角形の高台をもった山茶碗である。

803~807は陶磁器である。 803は瀬戸焼の折縁

皿である。 804は瀬戸焼の灰紬平碗で古瀬戸編年

の後IV古段階に属する。 805・806は青磁碗であろ

う。 807は古志戸呂の卸皿になる。 7区の陶磁器
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は他区に比べて若干古めで、ある。特lこ803• 804の時期は応仁の乱の直前、この地壊では今日|忠義の頃で

ある世紀半ば)。ただ、器の種類としては全般生活用具であることから居住域の様相である。

図118.119は7区から出土した石器と土製品である。いずれも表面採集か表土中より出土したもので

あり、所属時期が明らかではない。 808~813は打製石鍛である。 8-14は石錐と思われる。打製石搬につ

いてはすべて無茎のもので、脚部が二股の形である。出土した石鎌は破担品が多い。先端部や脚部を欠
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図118 7区出土遺物 2

いている。使用中破損したため破棄された可能性がある。完形品は813のみである。 809は石英(または

半透明チャート)、 812・813は粘板岩製の石鍛である。石錐は一部欠損しているがほぼ全体形がわかる

資料である。錐状部分はさほど長くはなく、使い減りしたものかもしれない。石材質は暗灰色チャート

である。

図119の815は扇平な自然礁の両端を打ち欠いた石錘である。 816は磨石である。拳大の楕円形の自然

醸の表裏側面の 3面を擦面として使用している。正面の左下の部分には欠損した後に割れ口を使用した

と思われる潰れた跡がある。 817は大型の打製石斧である。基部中央で折れ、刃部側は欠損している。

図の左側は自然の磯面、右側は割面のまま、側縁部分を細かく打ち欠いて整形している。両側縁は摩耗

している。 818・819は大型の砥石・台石である。 818は完形品で長軸が30cmを超える。使用面は表側の

l面だけでおそらく据え置いて使われたものであろう。 819は大型であったであろうが、欠損して1/4

程の残存と思われる。表裏2面を使用している。部分的に被熱している。

820・821は土製の錘である。いずれも包含層から出土している。 820は確認調査のトレンチ内から出

土した。一部欠損している。 821は820とほぼ同じサイズの完形品である。非常に硬質であり、一部に薄

く降灰して自然柚が発色している箇所がある。

石器や土製品については、竪穴住居跡 SB02• SB03から弥生時代後期~古墳時代初頭の土器とともに

同じ無茎の石鎌が 2点出土している。本調査区ではこれより古い時期の土器は出土していないことから、

これらもほぼこの時期のものと見ている。時期的にはこの地域でも工具は鉄器化しているものと思われ

るが、一部には縄文時代からの系譜をヲiく石器も使われていたのであろう。

註

l 炭化材については C14年代測定と樹種同定を行っている。詳細は第 4章の理化学分析の項に結果が記載されている。
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8区

8区は衣原遺跡の本調査W期として平成15年 4月1日~平成16年 1月15日まで、現地調査が行われた。

衣原遺跡の調査対象地は広範囲であったため、確認調査開始当初は便宜的に A~G区の 7 箇所のブロッ

クに分けている。試掘調査の結果、本調査が必要になった箇所を年度)1国に I期、立期…と呼称し、平成

15年度は本調査IV期と呼んでいる。 IV期の調査ではさらに調査区を 3 ブロックに分けて、 IVa 区~rvc

区の 3箇所を実施した(調査対象面積:3，600nDo IV a区は 7区と地続きの南西側部分、 IVb区は南側

を流れる半谷川に向かう斜面部、百c区は 6区の河岸段丘西側に広がる緩斜面部である。その後、資料

整理の段階で;IVa区は 9区、 IVb区は10区、 IVc区は 8区と変更している。

改めて 8区の調査であるが、位置は葉梨川の支流半谷川の東側で、衣原古墳群のある南西に派生する

丘陵の末端にあたる。北西に向く緩斜面に遺構が検出された。標高24~27m辺りの部分は最近まで住宅

地として利用されていたこともあり、かなり撹乱を受けていて遺構の残存状況は良くない。しかし斜面

の低い方では奈良時代の遺物包含層(暗褐色土層)が堆積しており、その下面から竪穴住居跡や柱穴等

の遺構が検出できた。遺構検出面は基盤となる層の直上の l面のみである。

遺構群の内訳は、掘立柱建物跡 7棟、竪穴住居跡 6軒、そのほかに溝状遺構や土坑、柵列状遺構や柱

穴群を検出した。掘立柱建物跡は丘陵頂部から北西に向く傾斜地にかけて点在する。竪穴住居跡は調査

区の北半部に多く見られる。竪穴住居跡は傾斜地に立地しているため、斜面下位側が流失している。溝

状遺構は傾斜地に沿っているが、端部は斜面下に流れ落ちている。柵列状遺構はほぼ等高線に沿ってい

る。柱穴は直径0.3m程の大きさが多く、覆土はほとんどが単層で暗褐色土(炭化物、 1~ 5 mmの小磯

を含む)や黄褐色土(炭化物、 1cm程の小磯を含む)が多い。これらの遺構は頂部の平坦地には少なく、

むしろ斜面中腹部分に展開している。丘陵頂部は後世の撹乱を受けていることも影響しているだろう。

8区の基本土層は図122に示した。調査区北半部の堆積土は、表面から 9• 10層は盛土と|日耕作土で

ある。 7• 8層は無遺物層である。 6層で

はかわらけや陶磁器など、近世の土器を含む0

4 • 5層は奈良時代の包含層である。 2• 

3層では土師器の土器片を含むことから弥

生~古墳時代の包含層と考えられる。土層

断面の状況から見ると、この範囲の地形は

奈良時代の頃に一度大きく改変されている

ことがわかる。 1~ 3層、 4層までは北西

側の斜面地に一部堆請しているだけであり、

5層も平坦な堆積ではなく、一部途切れて

いるのはその後の改変が影響しているので

あろう。 6層は丘陵頂部の一部に堆積が見

られる程度である。その後、斜面地に堆積

層が形成され、中。近世から現代に至るま

での問、畑地や宅地として利用されている。

なお、遺構番号については、極力、現地調

査で付けた番号を生かした。ただし、掘立

柱建物跡や竪穴住居跡については資料整理 図120 8区グリッド配置園
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一一生-122520

81&遺構全体重量

の遺構検討の結果、新たに付した番号である。

出土した遺物は、竪穴住居跡、から古墳時代後期~奈良時代の須恵器や土師質土器、溝状遺構から近世

の陶磁器片が少量発見された。 遺物包含層からは奈良時代の須恵器を始めとして土師質土器が多量に出

土した。その他、陶磁器片やかわらけが少量出土している。衣原遺跡の調査区の中では、土器の

が最も多い調査区である。その他の土製品、石器、金属製品の出土量は少なく、ごくわずかである。

掘立柱建物跡 SH01~07 (園 123~Î24 • 

SH01 (図123) はC-5• 6グリッドで検出した掘立柱建物跡である。北西向きの緩やかな斜面に立地

している。梁行きは l問、桁行きは 2聞であったと思われるが、北面側の柱穴を欠く。柱間は梁行きで

3.72m、桁行きで;2.0mある。建物跡の北東側には石組みのある SD03があり、そこから続く SD04は東
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23.0C日間

1 暗緑灰色枯エ (564/1) 粘件いししまり強いι ソルト岩 1 在皮合む。 無造物肘

2 黒褐色粘土 (7.5YR3/1) 砧性強い しまり強いη シルト岩 1 位皮少し合む
l土川掠の土器合む(弥生つ)

3 黒褐色品土 (7.5YR3ハ) 枯也強い。しまり強い。 ノルト岩 1~3cl間程度多く含む。炭化物少合む l

4 暗褐色エ (7.5YR3/3) 包含府。しまり強いE 炭化物合む。径 .S~lOnlnl 小多く合む ヨ

5 陪褐色ヱ(7.5YR3/3) 包含照。しまり強いa炭化勿合む固径 1伽m小供含む

6.1貴裕色士 12.5YR 5/4) しまり弱い、径 1~5mmfJ必含むc 新しい叫!lIJの j鴇も合ひ (かわらけ 陶段片など)

7 灰貧褐色士 (10YR5/2) しまり強いι 炭化切少註小阪子育む

8 褐灰色土 σ5YR4/1) しまり強い門小恵美子守む

g 旧表土(耕作ヰ)暗褐色エ (W'(R3/4)

B
一蜘

10. 1設土 s' 

a古緑灰色粘土 (564/1) しまり強いu おり性強い引シルト抗 1~3叩科皮含む

2. ，音花色エ(7.5YR3/3) しまり強い白川性なし。炭化物合ひ。後 5~IQ回の小石混じる詩良包含出

3 褐色土 (7.5YR 4/3) し弐り強いc粘性なし

4 に.;い焚褐色エ (10YR5/の し三り強しL粘性なしq 炭ィι時イ台。。待 I 山小隊合む

5 貧褐色土 (2.5Y5/4) し長り弱い「径 1~5Il'Jn+lt 合む

6 訳党組色土 (10YR5/2) しまり弱し¥炭化物少仕合むa 小ブロックでンノレ lの貨灰色土 (2.5Y>)/I)あり

7 盛土

0i  '1002m  

臨122 B IX土層断面圏

側から南へ建物跡の周囲を回るように溝が巡っている。 SD03からは近世の陶磁器が出土していること

から SD04や SI-I01も同時期のものである可能性が高い。出土遺物は柱穴 SP488よりかわらけ齢、

SP303より陶磁器片が出土している。 以上のことから SH01の年代は近世以降であろう。

SH02はc0 D~5 グリッドの緩斜面上に位置する建物跡である。梁行きが2 ，Om、桁行きが2 ，76m、柱

穴聞はL3~L4m と狭い。 2 間 x 2間の建物と思われるが北西の間柱と北東の間柱を欠く。柱穴等から

遺物は出土していないことから年代は不明である。

SH03' SH04は北西向きの斜面地 D • E-3 • 4グリッドにある。ほぼ同じくらいの規模をもっ建物跡

である。 SH03は梁行き2，08m、桁行き3，6mで、 1間x2聞である。北東角の柱穴を欠く。柱穴 SP265.

-163-
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図124 8 区掘立柱建物跡 SH05~07

SP281からは、それぞれかわらけ片が出土している。また SP265からは「洪武通費」と「県寧元賓」

(984・985)の2枚の銭貨が出土している。 SH04は2間x3聞の建物で梁行き1.88m、桁行きは3.76m

ある。南面で SD07と重捜している。柱穴の直径O.3m程度と小さく、柱の太さはO.10---0.15m内外で、あっ

たであろう。柱穴 SP276より播鉢片と須恵器の壷肩部片が出土した。銭貨の年代幅はあるものの模鋳

銭の下限に合わせると中世末~近世初頭であることから、いずれも近世以降の建物跡と思われる。

SH05は調査区南西隅の F-2グリッドにある。 l間x2聞の掘立柱建物跡で、梁行き2.32m、桁行き

3.44mの規模をもっ。柱穴間は1.70---1.74m程ある。柱穴内からの出土遺物はない。

n
h
u
 



SH06は調査区の南端 F-3グリッドで検出した掘立柱建物跡である。比較的平坦に近いところに立地

している。周辺には複数の柱穴があることから建て替えが行われた可能性がある。 2間x2聞であるが、

梁行きは2.56m、桁行きは4.36m程あり、桁行きの柱間寸法が異なる。柱穴 SP64からはかわらけ片が

出土している。近世以降の建物跡であろう。

SH07は調査区南東隅 (F-5グリッド)の平坦地に立地している。梁行きは1.88m、桁行きは2.16mで、

小型の掘立柱建物跡である。梁行きの柱聞は1.04~ 1. 12mある。柱穴 SP3からはかわらけ片が数点、柱

穴 SP6からもかわらけ片が出土している。

当該調査区の掘立柱建物跡では、柱穴からかわらけ片が出土している事例が複数見られる。なかには

かわらけとともに銭貨も出ている柱穴がある。中世から近世の集落の中で建物を建てる際に、地鎮の行

為が行われていたことも考えられる。

竪穴住居跡 SB08(図125、図版72-3)

SB08は調査区のほぼ中央西寄り (D-4グリッド)の緩斜面で検出した竪穴住居跡である。標高24.2m

の北西向き斜面に位置する。主柱穴は確認できなかったが、方形を呈する壁溝の一部と貼床面があり、

焼土が壁溝にかかるように検出され、竃の残存部分と考えられる。竃は北東に面した位置にある。住居

跡は斜面に並行する方向に約2.5m、直行する方向は1.35m程残存している。残存率が悪いため、正確

な住居の形状と主軸方向を押さえることはできなかった。壁溝の部分については、検出面から床面まで

の深度は深いところで0.25m程残っている。この周溝 (SD210)より土器と磯が出土している。土器は

土師器数十片と須恵器 4片があるが、いずれも小片で器種を特定できるほどのものではなかった。礁は

全面被熱した 6~ 7 cm大の肩平な自然、磯である。住居跡の時期を特定できるものが得られなかったが、

住居の平面形態が方形で、周辺の竪穴住居跡との関連から考えると、古墳時代後期から奈良時代と考え

られる。

竪穴住居跡 SB09(図126、図版70)

竪穴住居跡 SB09はSB08より 10m程北東側 (C-5グリッド)、標高24mの位置で検出した。住居跡の

残存状態は悪く、住居跡の形状ははっきりと確認できなかったが、南側に角をもつことから方形であっ

たものと思われる。斜面の高い方(東側)に竃を検出したが、竃は崩落しており、支柱や天井部は残存

していなかった。袖の部分は地山(明黄褐色土)の粘質土を使っており、石を芯材として士を盛ってい

る。そして、すぐ脇(南側)にこれらとは時期の異なる焼土があり、一部竃の袖の下にも広がっていた。

そのため、竃を修復していたか、もしくは竪穴住居の建て替えを行っていた可能性も考えられる。住居

跡 SB09からは複数の土器が出土している(図127)。竃跡からは829・839が出土している。また竃の構

造材として出土した磯は、砂岩質である。磯の大きさは 5~30cm大で、大半は被熱している。醸の採取

地は最も近い半谷川|か葉梨川であろう。 828 ・ 835~837は床面直上層より出土している(図版70-3)。同

じく床面直上層から金属製品 (M-ll) も出土している。金属製品は 5cm程の棒状だが、用途は特定で

きていない。住居覆土内から出土した土器片は奈良時代の須恵器が主体である。土師器も覆土内より小

片が多数出ており、警の破片などが見られる。そのほかにも聾の小片が複数ある。出土土器は後述する

i8区遺構出土の土器jに詳細を述べるが、住居跡 SB09の年代は奈良時代前半である。このほか覆土

内から黒曜石の小片も出土している。

竪穴住居跡 SB10(図125、図版71)

SB10については、調査区の北端 B-6グリッドで壁溝の一部と柱穴が確認されたのみである。壁溝の

形状から円形または楕円形の住居跡であったと考えられる。壁溝251は浅い溝状を呈するが全体の1/3

程度しか残存しておらず、斜面下方は消滅している。壁溝の西側には柱穴跡が 2箇所並んで、見つかって

いるが、これも壁溝に伴うものかどうか確定はできない。手がかりになる出土土器が之しく、壁溝から



!の

丸、¥¥
B 

笠
岡
8
4
7
m

A' 

SB08 

210 。
-"時P

4"". 

B' 

Io_ 
B
一

伽

1

2

 

1

4

 

2
 

A' A
 

加

2 緒褐色土(7.5YR3/め しまり強い。炭化物含む.5-10皿イ嘩含む

2 晴褐色土 (1.5YR3/3) しまり強い。炭化物含む， 5-附m小磯多く含む， 1より少し粘性がある

3 暗褐色土 (7.5YR3/3) しまり強い。炭化物含む。 5-10剛小磯含む，地山プロック含む 50cm 1: 20 。
2m 1: 50 。
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1 時背灰色粘土 (563(1) 粘性ありa しまり弱い

2 緩縄色土(7.5YR3/3) 炭化物含む.径5-1加m小磯含む.しまり弱い

3 暗褐色土 (7.5YR3/3):2に比べると粘伎がある
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2m 1: 50 。

8区竪穴住居状遺構 8808・10図125
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2現黄縄色土(10YR6/6)暗褐色土(7.5VR3/3)のプロック含む

しまり強い
3 明貧縄色土(10YR6/6)時褐色土少し含む。 2より少ない
4 陪褐色土σ町R3/3)焼土プロック

5暗褐包土(7.5YR3/3)小磯3-5mm多く含む0'より多い
6陪褐色土(7.5YR3!めしまり強い炭化物含む.地山プロック含む

小磯5-10醐含む
7暗褐色土(7.6YR3/3)褐灰色土(lOYR4/1)プロック少し含む
8褐灰色土(10YR4/1) しまり強い.明黄褐色プロック含む
8略縄色土(7.5YR3!3)小毒事国一10皿少し含む
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8区竪穴住居状遺構 8809図126
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図127 8区竪穴住居状遺構 8809出土遺物

土師器が数片出土したのみである。壁溝251からは壷の胴体部片 3点と警の口縁部片が l点出土してい

る。査の胴部片は胎土内の混入物を見る限り、弥生時代の土器と思われる。警の口縁部片は表面が摩滅

しているため調整痕が不明瞭だが、薄い作りの単純口縁である。出土土器の破片だけでは年代観を読み

取ることができないが、周辺の調査では弥生時代後期の住居跡が数軒見つかっていることから、 SB10

も同時期の住居跡と考えても良いであろう。 SB10住居跡周辺からは混恵器の杯蓋が出土している (847)。

SB10のすぐ東側には別の溝跡 (SD250)や柱穴状 (SP249・331)の遺構があり、 SP331からは須恵器

杯蓋片も出土している。そのため847はSB10に伴うものではなく、奈良時代以降に構築された遺構に

伴うものであろう。

竪穴住居跡 S811・12・13(図128、図版72-1・2)
SBll、12、13の残存している部分については、検出面から床面までの深度は、深いところで約O.4m

ある。 3軒は重複しており、土層帯の土層の堆積状況を見ると、 SBllを建てる際には SB13を埋め、

169 
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SB12を建てる際には SBllを埋めて建てていると考えられることから、 SB13が一番古く、その後 SBll

が作られ、 SB12が最も新しい住居跡と考えられる。住居跡では壁溝があったが、竃や炉跡は検出され

なかった。住居跡は地山を掘り込んで作られている。土層断面観察では床面ははっきりわからなかった

が、掘形からあまり上ではない位置で床面を確認した(図128の6層)。貼床は暗褐色士と地山の塊が混

じっていた。住居跡の覆土は暗褐色土である。斜面地に立地していることから住居跡の西側半分以上は

流出してしまっている。さらに住居跡の内部や周辺からは擾数の焼土跡が見つかっている。住居に関連

する焼土であろう。

SBllは、一辺が 5mの方形を呈する竪穴住居跡である。規模は南北に5.3m、東西方向は2.2m程残存

している。前述の通り、 SBllはSB13を埋め立てた後に建てられている。半分以上が消滅しているので

全体の規模や住居の構造は把握できない。壁溝が方形に回っており、その覆土には地山ブロックが含ま

れる。主柱穴と思われる穴は見当たらず小規模な穴は複数ある。北東の聾寄りに据え置かれたような大

型磯や、住居跡の内部に焼土が見つかっているが、いずれも竃や炉跡になる決め手をもたない。出土土

器は壁溝255より広口の須恵器壷 (846)や土師器片が数片見つかっている。また SP516からは聾胴部

の破片と土師器の小片が出土している。住居跡の北東隅に近い SP517からは須恵器の壷胴部破片が 1

点、また東面の壁溝に切り合っている SP516からは土師器の小片が出土した。このほかにも住居内覆

土より蝶や黒曜石の小破片が出土している。これらの出土遺物から SBllは奈良時代の住居跡であろう。

SB12は3軒切り合った住居跡の中で最も新しい時期のものである。主軸方向は他の 3軒とほぼ同じ

方向である。規模は南北に4.65m、東西方向は1.7mが残り、斜面下方は流失している。主柱穴と思わ

れる穴は見当たらず、窯や炉跡の痕跡もなし、。住居跡の外部では焼土が見つかっているが、竃ではなく

柱穴であった。内部では貼床と思われる 6層を検出した。記録後、貼床を外すと柱穴が見つかっている。

ただこれらが住居の主柱穴という可能性は低いであろう。住居跡の東面にあった柱穴は住居よりも新し

いと恩われる。住居内覆土には礁が多く含まれており、なかには径が10cmくらいの磯も入っていた。土

器は壁溝256や柱穴内から出土した。壁溝256からは土師器片が複数見つかっているが、いずれも小片で

器種の特定が難しい。そのほかにも同遺構から黒曜石の破片や小磯が見つかっている。 SBllの建て替

えだとすれば、 SB12も奈良時代の住居跡としてもよいであろう。

SB13は切り合っている竪穴住居跡 SBll・12とほぼ同じ方向・規模を呈する。 3軒のなかでは一番古

い時期に属する。方形を呈する壁溝の一辺は約 5mであったと思われる。半分以上が斜面下に流失して
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8区溝状遺構 8003

おり、壁溝と床面の一部しか残っていない。このほかに住居に伴う柱穴や竃・炉跡なども見つかってい

ない。壁溝257からは842・843が出土している。このほかにも壁溝からは土師器の小片が複数個体出土

しているが、聾の嗣部片などである。しかし多くは器種が特定できるような破片ではなく、時期の決め

手になるものではない。住居跡の時期については出土遺物が少ないため特定できない。平面形態が方形

であり、 SBllやSB12とさほど時期差なく切り合っていることから奈良時代の住窟跡と考えられる。

自然流路 SR06(図130)

F-2グリッド内の南西斜面で検出した不定形な流路遺構である。標高の高い方は撹乱等で削られてい

る。土層断面で確認したところ自然流路であった。 SR06は調査区西面境に位置するため、西側の斜面

下へ広がっていくものと思われる。土器は土師器、須恵器、灰軸陶器、山茶碗、陶磁器など90片が出土

した。このうちいくつかは接合し、図化したものを851~855に掲載した。土器年代の主体は須恵器が多

く、次いで灰粕陶器・山茶碗小皿が複数片ある。そのほかに土師器はかわらけの小片と陶磁器片が数点

ず、つある。本遺構の覆土は奈良時代の包含層である暗褐色土と同一であり、竪穴住居跡等の遺構とも、

ほぼ同時期と考えられる。

土坑 SF29(図130)・SX01 (図121)・ SX02(図130)・SF471 (図130)・SF71 (図121)

SF29はE-5グリッドで検出した不定形な円形の士坑である。深さは0.35m程あり、土坑の掘形内は

階段状に段差がある。覆土は暗褐色土で上層には炭化物が混じる。出土遺物はなく、時期年代も不明で

図131

ある。

SX01はF-5グリッド内の地山を掘り込み、溝状になっている遺構である。溝底には川原石のような

磯が敷かれており覆土はほとんど入っていない。鍵形状に検出されたが、撹乱で削られており、実際に

は方形の区圃をなしていた可能性もある。この遺構に伴う柱穴等は検出されなかった。遺構の掘形は検
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出面からO.Olm程度の深さである。遺構の性格は不明であるが、基壇などであったかもしれない。 SH

07と重複しており、この建物跡よりも古い時期であることは確かである。出土遺物はなく、遺構の時代

は特定で、きないが、近現代と思われる o

SX02はC-4'5グリッドにまたがる位置で検出した浅い不定形な土坑である。暗褐色土属に掘り込ま

れた土坑で、覆土は暗褐色土の小塊に炭化物が混じっている。壁面は火を受けたためか焼土が貼り付い

ている。また壁面には10cm大の自然牒が 2箇所にあり、底面からも拳大の自然牒が出土している。竃状

の遺構とも考えられるが、局固に関連する掘形や柱穴などの遺構は見られなかコた。覆土より須恵器底

部片、須恵器壷底部片@士、師器片などを含む土器が出土している。 遺構の年代は奈良時代以降であろう。

用途は屋外炉の可能性も考えられる。

SF471はB-6⑨ 7グリッド内の SD03と重複している。不定形な土坑状を呈し、深さは0.35m程ある。

遺構内からは白然礁が 7点見つかっている。穴は柱穴と考えられるが、際は柱を固定する根固めとして

使われた可能性がある。後述する SD03を切り込んでいることから、近世以降の極めて新しい時期の遺

構であろう。

SF71は不定形な土坑状を呈する遺構である。周辺は溝状遺構があり、柱穴群からも離れていること

から遺構の性格は掴めない。覆土内からは陶破器・土師器片が 3点と金属片が出土している。出土遺物

の年代から中・近世の遺構と思われる。

;割支遺構 3D03(国131)

SD03はB-6グリッド内で検出した溝状遺構である。調査当初は覆土が黄褐色土であったため遺構と

考えていなかったが、精査していくうちに溝状遺構であることがわかった。部分的ではあるものの、

きいものでは直径40cmの自然石を列状に組んでいる。溝の中には崩落したと恩われる石が入っていた。

用途については暗渠として使われていた可能性がある。 SD03からは石組みの聞から近世の陶磁器片

(碗、措鉢片、白磁片など)が出土している。遺構の時期については、土器の年代から見て近世以降で

あると考えられる。

溝状遺構 8004(圏'121)

SD03から南方向へつながる C-5• 6グリッド内の溝状遺構が SD04である。 SD03との関係は SD04に

は石組みがないことや覆土などから、 SD03よりも新しい時期(近代)に作られた溝状遺構と思われる。

ただし、近年まで SD03とともに機能していたと考えられる。覆土内から、かわらけ片や碗の小片が出

土した。

;蕃状溝橋 8D05(図121)

E⑫ F-4グリッド内に南北に走る溝状遺構である。遺構覆土は黄褐色土の下層に褐灰色土がある。 SD

06やその南側の溝などと繋がる可能性もあるが、ちょうど撹乱があるため断定できな~ 1。調査区北側に

ある SD03• 04のように排水機能をもたせた溝とも考えられる。出土遺物はないが、覆土等から見て近

世以降の遺構であろう。

;蕎状遺構 8006(319) 

F-3 • 4グ1)ッド内に東西に直線的に走る溝状遺構である。両端を撹乱で切られているが、残存する

長さは東西方向に約 9m強あり、幅は 1m程でミある。 採さは0.25~0.30m ある。 SD05 と繋がっていた可

能性もあるが撹乱で正擁なところはわかっていない。溝の覆土からは土器片が23点出土している。土器

は陶磁器やかわらけ片が中心であることから、おそらく中@近世の時期に機能していた溝であろう。

;青状遺構 8007(148) (国i

SD07はE-3グリッドで検出した溝状遺構である。 2.6m程の長さでほぼ直線状に東西方向に延びるo

SH04と切り合うが溝跡の方が古い時期であろう。 SH04は近世以降の建物跡と考えていることから、
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SD07はそれ以前の時期である。出土遺物はないた

SD08 。) (図1

SD08は調査区の北西端で検出した ある。

られ調査区外に延びているが、 2.25m程の

出土遺物がないため溝の年代は不明である。

柵安1.1状遺構(図1

時期 さえられない。

グリッドに位置する。途中をトレ

は0.3mと狭く、誌をさも0.1

チで切

liO 

に並び、地山を掘り込む穴の列である。 J量構覆土は暗褐色土である。調査当初 『

〆1一一

~(t '¥千，
'，-">' 'i，-

'132 8 

ちょうど地形が平坦面から西向きの緩斜面に変わる もあり、 じよう

た
ミ号、go 

|田

にも穴の列がある。

列もしくは樹木列な

このことから二列に並ぶ柵

あったことも考えられ

などの出土遺物はないため遺る。 lフ

構の年代は不明である。

8 ld遺構出土の土器(図口7ぺ

ら出土したものは多くはな L、。

から出土した物を除けばいずれも小破片である

が、少量の灰粘陶器を除けば、混入と考えられ

る遺物は少なく、年代的には比較的まとまって

いる。

らは土師器。須恵器および灰

軸陶器が出土している。土師器塞がまとまって

出土しており、この遺構の年代を示している。

須恵器杯葦@身がある。高台杯は付け

高台で、外に張り出し、断面は角張ってはいな

い。無高台の訴が 2点ある u

(ー_ L. SB09 

は箱部で、体部全体に/タ呂が顕著である。こ

のほかに小型の聾@壷の口縁部破片が出土して

いる。

は口

やや張ったもの

胴部が張った、いわゆる

口

り出し、服部が

に段をもち、

との 2

ある。前者は在地の土器であり、 (i胎

土@焼成Iなどから駿東地域からの搬入品であろ

う。 1点含まれている灰粧陶器の碗は

他の土器と旬、時間差があり、覆土への混入、であ

ろう。したがって、 SB09

周辺から847に示した

出土しており、この住居跡の年代奇

いる。口径が17cm程の大型の坪である

して

焼け

歪みが大きく、実際の使用

は疑問がある。坪が口 によっ 画中@小と

3つに分かれた 3群以後のものである。
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図136 8区包含層他出土遺物 4

SR06 ここからは須恵器杯蓋・身、山茶碗段階の小皿が出土している。須恵器杯には付け高台をもっ

た853と削り出し高台をもったもの (854) とがあり、多少の年代幅が認められる。削り出し高台をもっ

た854は奈良時代後半から平安初期にかけてのものであろう。高台の径から推定して、口径の小さな杯

であろう。

SBll SBll・12・13は隣接し、切り合っており、遺物も混じっているかもしれない。 846の広口の

須恵器壷は奈良時代のものとして良い。

SB13 ここからは須恵器郎蓋・身が出土している。付け高台をもった杯身 (844) と折り返し口縁の

杯葦 (842・843)は2群とした奈良時代の前半のものと推定できる。

このほかに、住居跡の近くから、無蓋・無高台の杯身の破片が出土している。したがって、 SBllと

SB13の年代は 2群あるいは 3群に伴う奈良時代のものであり、それらと切り合っている SB12も同時代

のものとして良いだろう。

仮254 担ね鉢の底部近くと推定される破片が出土しており、やはり奈良時代に属すものであろう。

仮345・仮488からはいずれも 6群とした山茶碗段階の小皿が 1点出土している。これらが、混入したも

のでなければ、中世の遺構であろう。

8 区包含層出土の遺物(図133~137)

8区は各調査区の中で最も多くの土器が出土しており、 1群から 6群まで各群の土器が満遍なく出土

しているが、 3群とした奈良時代中期から後期にかけての土器が最も中心を占めている。

1 群土器には須恵器杯 (900~903)、高杯 (899) がある。杯蓋900は口径llcm程に復元できるが、ほ

かの杯身は口径10cm以下なので、両者には多少の時間差があろう。このほかに土師器高杯 (928) と甑

(929)が出土している。

2群以後の土器群では須恵器杯・灰軸陶器の碗・皿が中心で、あり、明くを中心lこ説明をする。

図133上段は須恵器杯蓋のつまみであるが、形態には擬宝珠状のつまみ、擬宝珠が肩平化してボタン

状になったもの、扇平化がより進み、中央部が凹面になったものなどの各種がある。そうした変化は必

ずしも年代差を表すものではないようで、各種のつまみが混在している。また、杯身の口径差による違

いかとも推定したが必ずしもそうではないらしい。窯による違いなのかもしれない。したがって、これ
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図137 8区包含層他出土遺物 5

らの杯蓋は 2群あるいは 3群に属すものとしておく。

2群土器 865から869に示した蓋は口縁端部が丁寧に折り返されており、こうした口縁端部の形態は

湖西古窯群の製品など、比較的古手のものに多い。高台部882・894としたものとともに、 2群の土器に

含まれるものであろう。

3群土器 角張った高台をもった部身に代表される土器群で、助宗古窯群の製品である。杯は口径に

よって大・中・小の 3つに分けられる。高台が底部の外寄り (896)に付いたものと比較的内側に入っ

たもの (884)とがある。形態的には前者がより先行するようである。杯蓋の径は杯身ほど明確には分

かれないが、やはり大・中・小に分かれるO いずれも杯身より 2cm程大きい。このほかに無高台の箱形

杯 (941~947)、底部がやや丸みをもった、碗に近い杯 (949) がある。後者は蓋をもたない。箱形の杯

には口径による分化が認められるが、後者は口径による大きな差はない。

3群に属すと思われる土師器がある。大半は聾であるO 口縁を外側に屈曲させ、胴の張った聾 (931・

932)で、この地域に中心的な土師器歪である。 930は口縁の特徴から駿東型の歪である。胎土・焼成か

ら在地で生産されたものではなく搬入されたものであろう。 936は口縁を外側に強く張り出した遠江に

多く見られる聾である。

4群の土器は削り出しの高台をもった杯 (898)に代表される。出土した須恵器の量は少ない。 953は

無高台の杯でこの群に属すものである。

5群土器は猿投窯編年で折戸53号窯式以後の「第 6段階」の灰軸陶器群である。碗・皿が中心である

が底部の小破片が多く両者の区別は難しい。高台の形からいくつかに分けられるが、ここではひとまと

めにしておく。出土した量は多くはない。 937は口唇部を三角形に肥厚させた土師器聾でいわゆる「清

一 180



郷型」の聾に連なるものである。この地域での出土量は多くはない。

6群の土器には灰柚陶器系の山茶碗と施軸陶器がある。

970~982は陶磁器類である。 970 ・ 971 は輸入青磁である。 970は折縁皿で復元直径が21.6cmのかなり

大型品である。 971も無文の折禄皿である。小片のため径の復元はできなし )0 972は非常に丁寧な作りの

かわらけである。 973~975は播鉢、 973は瀬戸焼で登窯10 ・ 11期にあたる。 974は志戸呂焼の播鉢で、 15

世紀末(後町新期)に属する。 975は16世紀中頃(大窯E期)の播鉢である。 976は青磁皿の底部で、見

込み部分に型押しの染め付けが施されている。 977の磁器は肥前焼の碗である。外碗面に染め付けがあ

る。見込み部分は蛇の目高台となっており、重ね焼きの痕跡が残っている。 978~982は青磁碗である。

978~981 は無文の青磁碗の口縁部片。 982は胴部に鏑連弁文がある青磁碗破片で、山茶碗期に伴うもの

である。青磁器の年代はおよそ14世紀後半の時期と思われるが、後世に伝世している可能性もある。

区での陶磁器の種類は少ないものの、生活感のある器種が揃っているといえる。

983は用途不明鉄製品。撹乱層中からの出土であることから極めて新しい年代の可能性がある。 8区

で出土した銭貨は模鋳銭と渡来銭。他の区とは時期差が見える。 984は「洪武通賓Jo985は「照寧元貰」。

SP265の覆土中より出土した。 986は鉄釘である。 SH06付近にある柱穴 SP58より出土している。長さ

4.95cm、頭部幅は0.80cm、軸部幅0.40---0.55cmある。先端部は欠損している。 987は用途不明の銅製品。

土坑状の遺構71(図121)より出土した。長さ3.00cm、幅0.70cmと小型であるが、煙管の吸口のような

形状をしている。全体が潰れていて表面は一部欠けて残存状態は極めて悪い。表面の一部に金箔が残っ

ている(園137の網掛け部分)。

988は用途不明石製品。細い棒状を呈するが、器面は研磨されており、上端部は斜めに磨り減ってい

る。白色凝灰岩製。蝋石の可能性もある。 989は暗灰色珪質粘板岩製の打製石鱗である。形態は無茎平

基式で、基部側面左右の一部が突出している。脚部の一部を欠損している。

990・991は土製の錘である。 990は硬質で焼きしまりが良い。全長3.70cm、最大径1.55cm、内径0.60---

0.70cmで竹管状の形態をしている。主に横方向に整形時のナデ跡が残る。上下両端(小口面)はへラ状

工具で切り落としているため、明瞭な面となっている。 991は士師質の土錘である。残存長は3.55cm、

最大径は1.90cm、内径は0.80---0.90cmを測る。側面

の一部が破損している。胴部の片側半分が黒斑状に
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9区グリッド配置図
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図138

。。

8. 

9区は本調査町期として実施した現地調査で、 3

ブロックに分けた調査区のうち、 IVa区に該当する。

IVa区は 7区と地続きの南西側部分である。その後、

資料整理の段階で、町a区は 9区に名称変更している。

調査区の位置は半谷川の左岸に張り出した丘陵上

にある。間じ丘陵上には北側に 7区と 8区、西側に

は少し距離を置いて10区が位置する。 7区とは北面

が接している。立地は南西側に緩く傾斜する斜面地

で、一番高いところで標高29.4m、調査区南端との

比高差は2.8m程である。宅地造成や茶樹改植を行っ

た際に重機の撹乱を受けているため、遺構検出面は
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9区遺構全体図

基盤層の直上の 1面のみである。遺構面の上層は茶畑等の耕作土である。

本調査区内の遺構密度はさほど高くないが、 7区と地続きの北西平坦部一帯で柱穴群を検出した。柱

穴は置径0.3m程度のものが多く、検出面からの深度は、 0.25~0.3m程が大半で、あった。しかしなかに

は0.5m以上の深度をもっ柱穴も存在した。柱穴の覆土はほぼ単層で、暗褐色土(炭化物、

小磯を含む)や黄褐色土(炭化物、 1cm程度の小礁を含む)のどちらかに分類できる。資料整理での遺

構検討の結果、 9棟の掘立柱建物跡が確認できた。このほかにも土坑4基、石組井戸 1基、流路跡等を

検出した。なお、遺構番号については、極力、現地調査で付けた番号を生かした。ただし、掘立柱建物

跡や竪穴住居跡については資料整理の遺構検討の結果、新たに付した番号である。

出土遺物は他の調査区に比べて非常に少ない。柱穴や包含層中からは小破片ながら、弥生土器、須恵

器、土師器、陶磁器等が出土している。このことからも柱穴群は弥生時代から中近世までの遺構と考え

られる。そのほか煙管、銭貨、釘などの金属製品が出土している。

掘立柱建物跡 SH01~09 (図140~144 ・表71) 

SH01 (図140)は1-7グリッドで検出した掘立柱建物跡である。 2間x3間で、梁行き方向は3.88m、

桁行き方向は4.16mある。西側桁行きの柱聞は1.4~ 1.6mである。梁聞の間隔は西側が狭く、東側は2.56

mと広い。柱穴からの出土遺物はないため建物の時期は特定できない。

1 ~ 5 mmの

図139



L=29.800m 

odb  

。 。。。| 。
町。¥

1 Q0904  Q 

L=2ゆ 80伽n

日一一 _'017(Oi 合(o)
1凹ρ) 。))υ/

。。
包@ @ 

rg ~ 

に1) 。oG  

¥ 
色。 。叩
I ____ Q) 
|♂) 

gby-。
。

ο 
。

SH01 

図140 9 区掘立柱建物跡 SH01~03

一 183-

925 。
ο 

〆白、

~~，四。
匂

-。σ1脚

87' 

L=29.6曲目

SH02 

o 1: 80 2m 



⑨ 。

て 11037 

βο 
979 I 。
;~(lþ 。 Ig 。。ら

炉、
蜘@3f ooo 。

q戸。。o 0 (Q) 。 。
め@@ Q)笥♂。 。
。l 部
制。 20@-s2228

L"'29的o.

SH04 。 1: 80 2m 

図141 9区掘立柱建物跡 SH04

SH02 (図140)はJ""' K-6グリッド内にある小型の建物跡である。 1間x3間だが、桁行きの柱間が

1.0mにも満たないことや、東側の桁行き面に柱穴が少ないことなどから、掘立柱建物跡にするにはや

や立証に欠ける。この区域は集落域の南西側縁辺部にあたることや周辺にも同じような方向の列がある

ことから、柵列と考えてもいいかもしれない。

SH03 (図140)は百一7と1-7の2つのグリッドにまたがる位置にある。梁行き3.92m、桁行き5.76m

で、 2間x3聞の掘立柱建物跡である。柱聞はやや広く1.6""'2.0m程ある。遺構出土土器はない。調査

区内の建物跡の中では中規模に属する。

SH04 (図141)は大型の掘立柱建物跡に属する。梁聞が4.96m、桁行きは9.16m程ある。桁行きの柱

聞は1.68""'1.92mとほぼ等間隔で、掘形も0.5""'0.6mと深さがある。また柱根の痕跡も顕著に出ている。

梁間方向に間柱をもっていないことから、建物内にある柱穴のうち、束柱の機能をもったものが存在し

た可能性がある。 SH05もこれとほぼ同じ規模の建物跡であるが、 SH04とSH05は重複している。建て
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1鰭褐色土σ5YR3/3)しまり強い。炭化物含む'.1-5皿カ小磯含む
住痕

2褐色土(7.5YR4/3)しまり強い，炭化物少し含む。池山プロック含む

。 1: 80 2m 

国143 9区掘立柱建物跡 SH06・07

替えがあったとも考えられる。西側の桁方向にある柱穴 SP936からは北宋銭 i!照寧元賓(真書)J(1001) 

が 1点出土している。銭貨の鋳造年代は11世紀半ば-11世紀末であることから、建物跡もこれ以降の年

代であろう。

SH05 (図142) は前述の SH04とほぼ同じ規模をもっ建物跡である。梁行きは4.84m、桁行きは10.68

mの2間x5聞の建物である。柱間は1.92-2.32m間隔とかなり広い。建物の構造は SH04と同じ特徴

をもっと考えられる。 SP752、SP775、SP814など、建物跡中央に束柱の機能をもっ柱列があったと思

われる。 SH04と重複することから建て替えられた可能性がある。このほか SH06・07とも重複してい

る。いずれも新旧関係は不明である。柱穴から出土した土器などはないため、時期を特定できないが、

建物の存続時期は、 SH04と大きな時期差はないものと考えられる。

SH06 (図143)はI-J-7・8グリッドにまたがる。関連する柱穴は10箇所あるが、梁・桁方向とも柱

穴の位置が整然と並ばず不整形である。梁行き方向は3.28m、桁行き方向は5.12mで中規模の建物跡と

考えられている。出土遺物はない。柱列の歪みから、建物跡とするにはやや信憲性に欠ける。

SH07 (図143)はJ-7・8グリッドで西側が SH05と重なる。梁行き方向は3.04m、桁行きは3.68mで

あることから小規模な掘立柱建物跡と思われる。ただしこれも柱列が不規則で、東側列は 2箇所の柱穴

が確認できなかった。そのため確実に建物跡とするかどうかは今後検討する必要があろう。

SH08 (図144)はI-J-8・9グリッドにまたがる位置にあり、梁行き l問、桁行き 3聞の建物跡と考

えられる。梁行き方向の間柱はない。桁行きの柱聞は2.00mである。 SP990、SP991、SP992(図版85

2・8) は覆土がその他の柱穴と違い、黒褐色土である。柱穴は直線に並び、底面のレベル差はあるもの

の SP989(図版85-8) も覆土が同一であることから、関連する遺構と考えられる。 SP690、SP671、
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SF777 1暗褐色土(7.5YR3!3)炭化物含む.しまり強い

礁5皿 -10皿含む

2 褐灰色粘土(10YR4/1)炭化物含む.しまり強い。粘性強い

SF929 01  :50 1 m 

SF987 

函145 9区土坑

SP684も対面に検出され、覆土が同じ黒褐色土であったことから掘立柱建物跡とした。柱穴の掘形の径

は0.5~0.6m前後と周辺の柱穴に比べて大きく、深度は浅い。柱穴 SP990からは土器が数片出土してい

る。土器の種類は弥生土器であるが、小片で表面も風化しているため器種や年代を特定できない。しか

し同じ柱穴からは釘が 7 点 (1002~1008) 出土している。このことからも土器をもって建物跡の年代に

直結させることは避けるべきである。釘の形状から見て近世以降の建物跡であろう。

SH09 (図144)はJ-8グリッドに位置し、一部 K-8グリッドにかかる。梁行きは3.36m、桁行きは6.00

mで、 1間x3聞の建物跡である。梁行き方向の間柱はないが、桁行き方向の柱穴の閤隔はほぼ2.0m

と揃っている。一部の柱穴では抜き取られた柱根の痕跡が良好に残るものがあった。北東角の柱穴 SP

646 (図版85-3)覆土からは大型の警の底部片が出土した。中・近世の時期に属する建物であろう。

自然流路 SR655・938(図139)

SR655はK-9・10グリッド内で東西方向に走る流路である。出土遺物はなかった。覆土からすると近

現代である可能性が高い。等高線に直交する方向に流れることから排水の機能をもっ流れであろう。

SR938は I~K-6グリッドにかけて北から南に流れる流路跡である。調査区の西端にあることから遺

構の全形は不明である。遺構の覆土を見ると中近世以降の時期と思われる。覆土内から出土した土器も

山茶碗片や陥磁器片であり、覆土観察の結果とほぼ揃う。

土坑 SX676・SF987・SF929・SF777(図145、図版85-1・6)

SX676の性格は不明。遺物も出土していない。覆土は SR655と同じであることから、近現代の時期

と考えられる。

SF987 (図版85-6)は直径0.5m、検出面からの深度は0.5mで、覆土は褐色土。褐色土の覆土から見

ると他の遺構よりも古い年代と考えられるが、出土した土器がなく、性格や時期は不明である。

SF929はI-7グリッド内の北半部で検出した土坑である。遺構の周辺には掘立柱建物跡の柱穴群があ

る。周辺の柱穴よりもやや大きめではあるが、 2箇所以上の柱穴が重複したものとも考えられる。覆土

からは996・997と弥生土器の小破片が出土している。 996は須恵器杯身、 997はかわらけ底部である。
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出土土器の時期差は大きいが、かわらけが出ていることから中・近世の遺構と見るのが妥当であろう。

土坑 SF777の平面形態は、長軸が2.50m、短軸は2.00mの楕円形をしている。遺構面からの深度は0.5

m程あり、底は播鉢状になっている。覆士は暗褐色士である。廃絶時に埋められたと思われる最大15cm

程の礁を多量に含んでいる。遺構の一部は暗渠状の遺構に切られ撹乱を受けている。 992"'995はSF777

から出土した陶磁器類である。年代は須恵器から陶磁器までと幅広いが、なかでも陶磁器が主体である。

992は15世紀後半期の青磁碗である。 993は士師器の聾で、口縁部片である。 994は瓦質の火鉢または香

炉である。縁外には型押しの文様が施されている。所持していたのは一般庶民層ではなく、比較的富裕

層であったと思われる。 995は灰柚陶器の碗を模倣した須恵器である。このほか聾や碗などの陶磁器片

や、土師器の小片が出土している。 995以外は、いずれも15'""16世紀代に属することから、 SF777の年

代もこの時期のものであろう。遺構の性格自体は不明だが、年代は中・近世と考えられる。

井戸 SE650(図146、図版85-4)

井戸状遺構。古井戸の可能性もあるが、井戸にしてはあまり深くないことから考えると、集水の施設

であったことも考えられる。覆土内には拳大以下の小離が多数入っていたことから、廃絶時に意図的に

礁を入れたと思われる。覆土内にはこのほかに大型の警や措鉢などの破片が数点含まれていた。この遺

構の年代は覆土内の土器なと、から近世以降と考えられる。しかしこれらの土器も、流れ込みか、または

磯とともに別の場所から持ち込まれたものだとすれば、正確には特定できない。北側に接している溝跡

SD656など、については近現代の暗渠と考えられるため、 SE650も最近まで使われていた可能性がある。

その他の遺構(図139)

SE650の周囲にある SP601・602・628・692(図版85-7) は、覆土が他の柱穴と違い黒褐色土である。

覆土内から弥生土器が出土している。当初、井戸状遺構 SE650の覆い屋とも考えたが、柱穴内の遺物

は他時期の混入がない。壁溝や貼床面等は確認できなかったが、竪穴住居跡の主柱穴である可能性が考

えられる。柱穴間は南北方向が長く 4m、短軸方向は 3m程で、長方形を呈する。このことから楕円形

もしくは隅丸方形の住居が想定される。東側にわずかに残っている SD603は壁溝の一部かもしれない。
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同じような規模をもっ竪穴住居跡は 7 区の SB02がある。 SB02は同じく標高27~28mの丘陵上の傾斜地

に位置している。柱穴覆土から出土した土器もほぼ同じ年代であることから、当該遺構も弥生時代後期

の竪穴住居跡である可能性が高い。この北側から焼土882を検出しているが、関連性は不明である。

91玄出土の遺物(関~147 • 1 

冒頭で述べたように、 9区では出土遺物が極端に少なく、総量は保管稽 1箱にも満たない。撹乱1032

より出土した山茶碗の小皿 (998)は、焼成が悪く土師質のような色調である。同遺構からは無高台の

皿や蓋、翠片などの陶磁器が出土している。 9区で出土した 2枚の銭貨はいずれも渡来銭ごある (1000• 

1001)0 1000はSP1064から出土した。 SP1064は今回復元した掘立柱建物跡の柱穴にはあたらなかった

建物跡、の柱穴であった可能性が高い。同遺構からは、かわらけの小片と北宋銭「元祐通費(筆書)J

が伴って出土している。銭貨の鋳造年代は11世紀末~近世前期である。他の調査区で出土した銭貨と比

べるとやや古い年代である。 8区と同様、他の調査区とは時期差がある。このほかには包含層より煙管

の吸口が 1点 (999)出土した。
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10区は本調査W期とし

おり、このうち南側

でIVb区は10区に

丘陵上部には北側に 8

11に向プ

FU

3箇所に分かれて

IVb区と呼んでい

している。 IVb の位置は半谷川の左岸に張り出した丘陵の裾部にあたる。

北西側には 7• 9区が位置する(函45)。立地は西恒uに緩く傾斜する斜面地

で、一番高いところで標高24.6m.，謁査区西端は旧半谷川の流路であり、その比高差は2.4m程である。

宅地造成や茶樹改植を行った際に重機の撹乱を受けーている。遺構面の上層は茶畑等の耕作土で、ある。 8

区や 9区と同様に全体に撹乱を受けていて、遺構の残存状態はよくない。調査区の南側部分は、

改修され南側に流れる半谷川の旧河道があり、遺構面

は、暗褐色土層の下面と、調査区西側一部分に

2面が存在サる。第 1面(図150)は竪穴住居跡、

は百Ijり取られてしまっている。

ある黒褐色土の下f固との

されたの柱穴は掘形上面の

径が0.3m程の大きさが多く、検出面からの

た。遺構覆土は暗褐色土(しまり強い、

はO.25m程度、なかには深度0.4111以上の柱穴も検出し

、小磯 5~~10mm多く含;む)が奈良@平安時代、この

ほかには黄褐色土(しまり強い、シルトに近い、小牒 1r~ 5 

、小磯 5r~ lOmm多く含む)、褐灰色土(しまり強い、

出土遺物の年代iこ幅があるため、第 1面では複数の時期

きる。しかし

られる。

土はほとんどが単層で、暗褐色土(炭化物、 1~， 5mmの小磯含む〉や黄褐色土〈炭化物、 1 c 

E問醸雪梁さ含む)が多しい、O 遺物量は全体的に少なし1。竪穴住居跡からは奈良時代の須恵器、土師質土器、

構からは弥生土器が出土した。柱穴や包含層からは小破片ながら弥庄土器¥須恵器、土師質土器、

片、かわらけ'が出土しており、年代が幅広い。調査区の北側と竪穴住居跡の周囲にある柱穴群

代から中。近世の遺構と考えられる。第 2面(図151)は柱穴、溝，犬遺構が検出された。この検出面は、

包含層である黒褐色土層から弥生土器が出土していることから、弥生時代の遺構面と考えられる。

の覆土は黒褐色土(炭化物、 5~10mmの小磯含む)である。溝状遺構 SD02から弥生時代中期の土器と

被熱した磯が出土したが、そのほかは土師質土器の小破片が出土したのみで、性格は不明である。

10区の基準土層は図152のとおりである。集落域では地山(黄褐色土〉の上は立居(暗褐色土〉

している。困層

住居跡は地山田を掘り、

で、見つ

で作られており、 には

ブロック状の地山士、が混じっている。

竪穴住居跡 S801~~07 (図153、図版880 

竪穴住居跡 (SBOl~O'7)は後世ーの撹乱を受けており

さらに半谷川の旧河道で流されているため、

部と焼土を検出したのみである。地山の上層は 2

しているが、分層は難しく、また器不もひどかったた

め、平面確認は困難と判断して地山直上での検出を行っ

た。調査の結果、 7軒以上の竪穴住居 (SBOl

してし 1ることがわかっ式二。 SBOlとSB02、SB04

とSB05は壁溝が一部共有している箇所があり、壁溝の

み修復していると
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SB05のそれぞれの新!日関係は不明である。ただし、切り合いから、 SB010 SB02よりも SB03の方が新し

いことが考えられる。 SB040 SB05とSB03との新旧関係も不明である。 SB06は撹乱で大きく破壊そ受け

ており、壁講の一部だけを検出した。 SB06とSB07は他の住居跡との切り合いがなく、新旧関係は不明

である。日占床面は検出できなかった。竪穴住居に伴う主柱穴も特定できなかった。住居跡周辺の穴はい
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5m 1: 200 。

10区第 2面遺構全体図

ずれも浅く、主柱穴とは考えにくい。焼土はいずれも壁溝付近で検出されたことから竃と考えられるが、

残存状態が非常に悪く、袖や支柱・煙道等の構造がわかるものは検出できなかった。焼土104はSB01・

02に伴う竃の残存と考えられる。そのほかの焼土もどの住居跡に伴うものか特定はできないが、位霞関

係からして、焼土106・107はSB03に伴うもの、焼土102・106はSB04・05に伴うものと推察される。

図151
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図152 10区土層断面図
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24.00加

W杭

1.Ol虫色シルト (10YR6/1)篠多〈含む.埋め土
2褐灰色粘土(10YR6/1)
3膏灰色粘土(56B6/1)しまり弱い。粘性弱い
4暗緑灰γルト (1064/1)流木含む
5陪禍色土炭化物含む.小礁5-10皿多〈含む

W杭

3暗褐色土(7.5YR3/3)炭化油含む巴しまり強b、.小傑渇-10皿多く含む
2黒褐色土(7.5YR2j2)炭化骨少し含むa しまり拠、J 噛 5-1抽多く含む
3縄色土(10YR4!4) しまり強い.小嶋10醐程度多く含む
4鳩山賛褐色土(10YR5/8) しまり強い。事業日5-10Clll多〈含む

l.nに地山ブロック混ざる
E 暗褐色土σ5YR3/3) しまり強い.炭化物含む。小礎5-10皿多〈含む
E 暗褐色土下層よりも階くしまりも弱い

1灰色シルト(5Y6!n
2灰色白土(10Y7!1)磯多く含む埋め土。
3泉褐色粘土α5Y3/2)下骨に黒色粘土。しまり弱い。粘性弱い

流木多く含む
4暗線IRシルト(1田 4/1)読木含む
5護艇のために10ω200m程度の畿を入れる
6費褐色粘土(2.5Y5j4)
7黒色砂(10YR2jl}:5c血程度の磯多く含む

滋 5を切る形で4がある
※半谷川の旧荷川である

。 1: 80 

s' 
24.40Om 

2m 

焼士の標高値は焼土102が最も高く、焼土106が最も低い。焼土中からは警の破片が複数見つかっている。

住居の壁溝が 2つ並行する、あるいは共有していることから見ると、建て替えというよりは修復だけ行っ

ている可能性がある。竪穴住居の平面形態は方形を呈している。さらに壁溝内から出土した土器の年代

(図154)から見て、 10区の竪穴住居は奈良時代と考えられる。

掘立柱建物跡 SH08・09(図155、表71)

10区では第一面の調査区北側で 2棟の掘立柱建物跡が確認できた。 SH08は1間x2間の建物跡で、

梁間は5.6m、桁聞は8.9m程の規模がある。桁行きの柱聞は4.2~4.7mである。柱穴の掘形は径が 1m

程あり、深いもので0.4m程ある。掘形の上端は後世の開発で削り取られている可能性がある。 SH09も

1間x2 聞の構造で、梁間が5.0m、桁間は10.0m程ある。桁行きの柱聞は4.7~5.3mの距離がある。柱

穴の径は0.8~0.9mのものが多く、深さも O.4m弱である。

柵列状遺構(図156)

図156のSP36・38・39・41は、他の柱穴に比べて一回り大きく、柱穴間は短いが一定間隔で並び、

遺構覆土も同一であった。さらに遺構の深度もほぼ同じくらいであった。穴の間隔は1.5m程で、ある。

しかしこれに対応する柱穴は周辺になく、掘立柱建物跡になる可能性は低いと思われる。 SP39からは

土師質の土錘 (1078)や打製石鎌 (1079)が出土している。 SP32・91・144も一定間隔で並ぶ穴列であ

る。穴の間隔は2.8m程あるが、前述の遺構と同様に対応する列がなし可。柵列などである可能性も考え

られる。

土坑 SF12・201・202(図156、図版89)

SF12は第 1面の掘立柱建物や柱穴が集中している調査区北側で検出した円形土坑である。直径は約

1m、穴の深さは0.3m程で平底となっている。覆土から出土した土器は1055・1056のかわらけのほか
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園155 10区掘立柱建物跡 SH080 09
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闘156 10区柱穴列目土坑

にも複数個体のかわらけ片や天目茶碗などの陶磁器片が数点ある。近世以降の土坑墓であった可能性も

考えられる。 SF201• 202は第 2面で検出した。両者は切り合っており、 SF202の後に SF201が掘り込

まれている。 SF201は楕円形を呈し、 SF202は方形に近い不定形な形状である。 SF201覆土からは弥生

土器から須恵器までの小片が出ているが、年代幅が広く時期を特定できない。

小穴@溝状遺構 SP04.148、SD01• 02 • 216 (圏150• 151ぺ57• 158、園版89)

SP04は直径Q，6m、深さもO.6m程の円形を呈する。掘立柱建物跡 SH07付近の柱穴である。覆土内か

らかわらけが 2点 (1057ぺ出土している。柱を建てる際、一緒に添えられたものであろうかo

SP148は竪穴住居跡 SB04の内部にあるが、住居の主柱穴とはしていない。大型離が掘形底部と側面に 2

点、出土している。柱を据えるためのものと考えられるが、中@近世から現代に近い時期のものであろう。

SD01 (図157)は覆土が暗褐色土で、掘形まで0，03m程度である。遺構の性格や時期については特定

できないが、覆土からすると、竪穴住居跡とほぼ同時期と考えられる。 SD02(図158)は第 2面(褐色

土上面)で検出した遺構である。覆土は黒褐色土で、 5cm程度の離を含むO 当初は流路と考えていたが、

覆土の土層断面を観察したところ立ち上がりがあったため、溝;1犬遺構と考えた。覆土内から弥生時代中

期の壷 (1051)が出土した。すぐ脇には被熱した磯(最大長20cm) も出土している。土器@礁ともに原

位置を留めていないと思われる。住居跡等の遺構の可能性も考えて掘形の再確認も行ったが、周囲に関

連するような遺構は見つからなかった。この遺構の性格については現時点では不明であるが、斜面に直

交するように切り込まれている溝であることから、人為的な遺構であることには違いな ~\o 遺構は最も

高いところで標高23 ， 2~23 .4mで西向き斜面丘陵上に位置する。また覆土内からは弥生時代中期の壷形

土器がほぼ完形に近い状態で出土している。 200m程西方の半谷川の対岸に向かい合った丘陵上には花

倉大柳遺跡 CNo.84地点〉がある。標高63mの斜面地で方形周溝墓と思われる溝状遺構が見つかっている。
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このことから SD02が方形周溝墓の周溝の一部で

ある可能性も考えられる。

1 遺構出土の土器(圏154-101 臼~1049、国158)

この区からはさほど多くの土器は出土していな

いが、中央部分にいくつかの竪穴住居跡が検出さ

れたこともあって、 3群とした奈良時代中期から

後期の土器が比較的まとまって出土している。検

出された各竪穴住居跡は重複しており、傾斜面に

営まれていることもあって、遺構全体を検出でき

たものはない。また、各竪穴住居跡の重複が激し

し出土した遺物も各住居跡ともに混じっている。

多くは 3群とした奈良時代の須恵器であるが、一

部には 5群とした灰柏陶器が混在している。この

5群の土器は遺構覆土への混入であろう。

竪穴住居跡 SBOlから SB07まで 7軒の竪穴住

居跡が検出されたが、 SB01とSB05からは時期を

特定できる遺物は検出されていない。しかし SB

01~SB07から出土した土器はかなりの量があり、

各住居跡の年代もおおよそそれらの土器の年代に

求めている。

SBOl • 02 SB01からは口縁を外反させ、胴部

が大きく張る警 (1013) が、 SB02では須恵器箱杯が 1 点出土している (1010)。ほかに SB01~03出土

の土器には 3群のものが多いので、この土器もそれらに含めておこう。

SB03 須恵器杯蓋、土師器査がある。須恵器部蓋 ("1011)は扇平なボタン状のつまみをもち、口縁

端部の折り返しの形からも助宗古窯の製品である。 3群の土器に含まれる。土師器塞 (1012)は口縁が

きく外反し、胴部が張った翠でこの地域の歪である。やはり 3群に含められる。

このほかに、焼土の近くから長胴警が出土している('1048• 1 。口縁部付近を失っており、胴部

中心の個体であるが、 2次的に火を受けた様子が明らかで、竃にかけられたものであろう。周辺から

検出されている焼士はおそらく竃の残欠であろう。土器は器面全面に縦方向のハケ目を施している。

SB04.05 須恵器杯蓋 (1025~ 1 027)があるが、その特徴からこれらも 3群土器に含めておく。

SBOl~SB03の土器 漬恵器杯身 (101 と蓋 (1017~1 がある。 1017は扇平なつまみをもって

おり、それ以外ら口縁端部あるいは器形から 3群土器に含まれるもので、助宗古窯での生産が盛期を迎

えている奈良時代中期から後期にかけての製品である。 SB04~05 とした杯蓋も同様である。

このほかに SBOl~05出土の遺物として、かなりの量の土器が一括して取上げられている。多くは須

恵器杯身@蓋であるが土師器査も含まれている。須恵器杯には口径に中@小がある。また 5群とした灰

袖陶器も含まれているけ045~1 がいずれも小破片で、あり、住居跡覆土への混入であろう。

SD02 完形に近い弥生の壷が 1点出土している (1051)。傾斜面に直行する幅0.8m程の溝内から出

している。 遺構の性格は明らかではないが溝の形状から見て、あるいは方形周溝墓の一部かもしれな

¥! 、。出土した土器は比較的頚の短い壷で、口縁部の張り出しは弱い。器面全面に縦の粗いハケを施し、

肩部に横方向の櫛目紋を描いている。櫛は 4本で 5段に施されているが、施紋方向は反時計回りで、途

中何箇所かで継いでいる。櫛の継ぎ目は器壁の保存状態が良くないので明瞭ではないが、最上段では 3
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図158 10区溝状遺構 SD02・出土遺物

箇所である。弥生中期後半の中頃のものである。衣原遺跡出土の土器では最も早い段階のものである。

包含層出土の土器(図154-1050、図159-1052~1077)

l群土器 腫が 1点出土している (1050)。口頭部を欠いているが、 5区で検出された衣原11号墳か

ら出土した須恵器躍とよく似ている。 10区は丘陵の先端部に当たるので、あるいは付近に横穴石室が造

られていたのかもしれない。

3群土器 須恵器杯身と蓋がある。 1052と1063にはつまみがある。前者は肩平なつまみで、蓋の口径

も小さい。後者は擬宝珠状をなしている。蓋は比較的器高の高いもの (1061)と肩平なもの (1062) と

があるが、いずれも小破片であり詳しくは分からない。

杯身 底部から高台にかけての破片を図示した (1064 ・ 1067~1069)。いずれも助宗古窯に特徴的な

四角張った断面をもっ高台で、口径の小さなものと比較的大きな(杯の口径を大・中・小に分けた場合

の中に当たる)ものとがある。

このほかに小破片ではあるが、聾がある。 3点を図示した。 1075は大きく外反した口縁上面に幅広い

凹線をめぐらせた、薄手の長胴聾で、淡灰色を呈しており、遠江以西に特徴的な土器である。 1076は外

反する口縁と大きく張った胴部をもち、器壁の内・外面にへラ磨きを施した駿東聾型の警である。 1059

も外反した口縁をもっ聾で、口縁は内外面とも横位のナデが施されている。志太地域の土器であろう。

5群土器 灰軸陶器の碗と皿である。量は多くはない。 1066は高台の端部外面にへラを当て、先端を

細くしたもので、形態的には黒笹90号窯式に近いものであるが、胎土・焼成から遠江産の灰粕陶器と推

定できる。 1074は三角形の低い高台をもったもので、やはり遠江産の灰軸陶器である。小破片ではある

が皿もある。
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マ者
~ 1083 

1082 

1084 。 4: 5 5cm 

図160 6・8・10区出土尖頭器・石核調整剥片

1077は志戸呂産の播鉢である。 1078はSP39から出土した竹管状の土錘で、長さは4.0cm、最大径は

2.05cm程ある。 1079~1081 は打製石鹸である。 1079 は SP39より出土した淡灰色珪質頁岩製の無茎打製

石鎌である。 1080・1081はいずれも包含層から出土した黒曜石製の石鎖である。 1082・1083・1084(図

160)はi日石器~縄文時代の石器と思われる。 1082は黒色珪質頁岩製の石核調整剥片である。 10区の竪

穴住居跡 SB01の覆土より出土した。 1083は6区SD1535(図94)覆土上層より出土した黒色珪質粘板

岩製の尖頭器である。縄文時代草創期と思われるが遺構へは混入したものであろう。 1084は8区で出土

した暗灰色細粒砂岩製の尖頭器である。縁辺部器面に小さな欠損が多くある。
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表20 1 ~ 3産出土土器観察表
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表23 5区出土磯石経観察表

挿図N. 図版胤 種別 文字 グリッド 遺構 種位
法量 10m)

備考
縦軸畏 横軸長 厚 霊量Ig)

21 32，39 礎石経 妙・華・経 SF6 4.60 4.10 1.55 44 I面に 3文字

22 32 礎石経 阿 SF6 3.00 3.80 0.85 15 

23 32 際石経 闇 SF6 2.80 4.40 0.70 12 

24 32 際石経 以 SF6 2.20 2.70 1.05 10 

25 32 醸石経 為 SF6 3.90 3.20 1.00 18 

26 32 磯石経 為 SF6 3.40 3.30 0.90 16 

27 32 礎石経 異 SF6 4.30 3.00 0.80 17 

28 32 醗石緩 意 SF6 3.30 2.60 0.85 11 

29 32 際石経 SF6 2.35 4.20 0.55 10 

30 32 醸石経 因 SF6 3.15 3.00 0.70 10 

31 32 礎石経 又 SF6 2.45 2.9C 0.65 7 

32 32，39 磯石経 有 SF6 2.8日 2.70 0.80 10 

33 32，39 醸石経 有 SF6 3.30 2.70 0.90 13 

34 32 磯石縫 雨 SF6 2.60 3.15 0.75 10 

35 32 磯石経
"" 

SF6 2.90 4.00 0.90 15 

36 32 磯石経 ム耳 SF6 3.80 2.20 0.85 11 

37 32 磯石経 衣 SF6 2.85 4.70 0.80 15 

38 32 藤石経 於 SF6 3.10 1.60 0.50 5 

39 32 機石経 於 SF6 2.50 3.00 0.65 7 

40 32 磯石経 王 SF6 1.80 2.90 日70 5 

41 32 磯石経 応 SF6 4.70 2.30 0.95 17 

42 32 際石緩 黄 SF6 4.60 3.0日 0.85 21 

43 32 磁石経 億 SF6 2.85 2.25 1.05 9 

44 32 磯石経 怨 SF6 4.25 3.00 0.90 16 

45 32 磯石緩 音 SF6 3.65 2.95 1.15 18 

46 32 磯石経 火 SF6 3.15 3.30 1.45 23 

47 32 醸石経 迦 SF6 3.05 2.45 0.90 10 

48 32 懐石緩 過 SF6 3.15 2.20 0.80 8 

49 32 磯石経 何 SF6 2.80 2.55 0.85 7 

50 32 際石経 我 SF6 3.85 2.90 1.40 24 

51 32 際石経 海 SF6 2.4日 3.20 0.90 10 

52 32 蝶石経 界 SF6 2.60 3.80 0.95 12 

53 32 磯石経 皆 SF6 3.30 3.55 1.10 18 

54 32 磯石緩 蓋 SF6 3.45 4.20 1.10 23 

55 32 際石経 各 SF6 2.80 2.30 0.90 9 

56 32 機石経 干 SF6 2.50 2.60 0.90 8 

57 32 際石経 巻 SF6 2.80 2.75 0.65 9 

58 32 際石経 歓 SF6 4.35 3.25 0.95 14 

59 32 磯石経 願 SF6 3.20 3.05 0.70 11 

60 32 醗石綬 喜 SF6 3.45 2.80 1.10 15 

61 32 礎石経 逆 SF6 3.50 4.40 1.30 30 

62 32 機石経 給 SF6 4.00 2.25 0.65 10 

63 32 礎石経 及 SF6 3.60 3.85 1.30 29 

64 32 礁石経 教 SF6 3.75 2.10 0.65 8 

65 32 磯石経 経 SF6 3.30 2.65 0.85 13 

66 32 磯石経 敬 SF6 3.00 3.30 0.95 13 

67 32 磯石経 軽 SF6 3.20 4.25 0.95 22 

68 32 機石経 頚 SF6 3.15 3.45 1.25 20 

69 33 磁石経 行 SF6 2.60 2.85 0.70 8 

70 33 醸石経 琴 SF6 2.75 4.10 1.05 16 

71 33 離石経 丘 SF6 4.40 2.55 1.40 21 

72 33 磁石経 功 SF6 2.80 2，50 1.10 12 

73 33 喋石経 句 SF6 4.10 3.20 0.90 20 

74 33 磯石緩 供 SF6 3.60 3.30 1.20 19 

75 33 際石経 求 SF6 2.50 2.85 0.75 8 

76 33 際石経 空 SF6 2.20 2.35 0.90 7 

77 33 磁石緩 化 SF6 4.20 2.60 0.65 11 

78 33 磯石経 価 SF6 3.00 2.70 1.20 13 

79 33 牒石経 家 SF6 4.15 3.50 1.10 22 

80 33，39 磁石緩 華 SF6 3.35 2.75 0.65 11 

81 33，39 磯石経 華 SF6 2.25 3.10 0.80 8 

82 33 磯石経 言十 日F6 3.70 2.40 0.75 11 

83 33 磯石緩 欠 SF6 4.20 3.10 0.60 15 

84 33 磯石経 見 SF6 3.10 2.55 1.00 12 

85 33 磁石経 書 SF6 2.65 2.70 0.70 9 

86 33 傑石経 間 SF6 2.55 3.25 1.00 11 

87 33 醗石経 現 SF6 3.30 2.05 0.75 9 

88 33 磁石経 己 SF6 3.30 3.60 1.60 23 

89 33 磯石経 故 SF6 4.60 3.15 1.30 30 

90 33 傑石経 五 SF6 3お 3.85 0.80 16 

91 33，39 磯石経 其 SF6 3.55 2.85 0.95 14 

92 33，39 磯石経 其 SF6 3.70 2.80 0.80 12 

93 33 礎石経 悟 SF6 3.30 2.20 0.80 10 

94 33 磁石経 光 SF6 3.10 2.05 0，9日 9 

95 33 礁石経 香 SF6 3.80 2.10 1.00 11 

96 33 直撃石緩 品 SF6 2.85 3.10 0.70 10 

97 33 礎石経 溝 SF6 2.90 4.70 0.75 17 

98 33 醸石経 号 SF6 3.95 2.15 0.90 12 

99 33 磯石経 告 SF6 2.80 3.70 1.20 18 

100 33 磯石経 国 SF6 4.40 3.70 1.50 38 

101 33 離石緩 今 SF6 4.40 3.00 1.10 19 

102 33 磁石経 今 SF6 5.35 4.50 0.80 29 

103 33，39 醸石経 冨 SF6 4.70 4.80 1.00 27 

-204-



5 

遺構

;:;ll;;;HJトHJ戸-斗
十

|ιl 
iE二!Jjjj17l

言トート-41ト寸ト斗h→←i

Hiト〕 :;:iii:
|UJ:jjjJ引下三

一戸ご「-iiL4十4
1L三川ト「-TJiij;j-

是 81'6 2.90 2.70 0.80 11 

L8Ft 日f什ド千二日 ! 

liili-H11dl!叩 -j
「「JJljLHι二J

U 
107 

108 

38 
00 ω 

問
一
川
一
山
一
山

山
一
泊
一
お
一
却

日
一
四
一

M
E
M
E
E
t
F
E
M
E
-
m一山一
MEM-m

片ト
115 

116 

r、内

ο" 
33 

小1i
120 I 

121 

122 

12:-1 

124 

125 

126 

127 

128 

12S 

出
一
出
一
剖
一
副
一
民
一
品
一
弘
一
日
山
一
剖

~ 130 34 

I 131 34 

I 132 34 

133 34 

134 3.1 

135 :14 

136 I 34 際石経

137 I 34 信託王

138 34 牒石経

]qCJ I :i4_.~ Ç] 際二

140 I 34，39 唱石宅

141 34 牒石往

H21  脱毛

143 34 時石主

144 ::14 li禁石准

]15 I 34 草刈終

1 116 I 出 I 桁経

1147 34 石j主

1 148 I 31 括%経

149 

150 

1Sl 

1己2

熊石粍

E型石Hi

f文イゴ経

際石経

又字

L
 

U
主
士
一
/
}
一
間
一
此
一
此
一
死
忘
一
師
一
一
ぷ
芯
一
子
一
次

口
一
円
一
弘
一
匝
一
切
一
在
一
躍

し己」LZぺ-7二「つ71

471Iヤ 1
2 」二土づ己 0.90 LT一一一→

口
「ド円

一一_j_3二五-J-土と

日『十丁一十一(コ

81'6 

81'6 

SF6 

81'6 

日b市

SF市

臼

事
一
時
↑
前
一
姉
一
忍
↑
実

舎
一
主
亦
一
手
↑
オ
一
珠

2.50 

3.00 

3.40 

ロ一
9
一日

i
l
I
R
-
-
J
J
1
1
1寸

υ 

2.00 

2.60 

1.05 

1.01J 

0.95 

81'S 

SF6 

81'E 

衆

種

7'+ 

受

授

ー
斗

l
4
1寸
J
，l寸
l寸
i

重
一
従
一
出

T

問
↑
詔
一
詰

助

ー
寸

l寸
1
1
4
1
1

10'1 34 予生

155 34 詰石経 戸

156 34 U弘仁 I 日

157 3.1 J~ 

15 却 下主石玉 乗

159 I 34 磁石経 | 
一一1ωI  3.1 I 附椛 | 誠

l ~~4 fu日石経 | 

寸け十ιコ! 二ゴ
165 34 隊司王

I 166 I 3，¥|除(i杭

167  I 3/1 能不J将

| 川 | 限石経

ω一
川
一
山

磁石経

脱行経

34 

3.1 

84.:19 

「需三子
堕享コ;

~ J72 I 34，3S 

173 3/1 

! 174 31¥ 

i 175 34 

I 176 35 際石係

171 ヨ 石壬 1 
j172 35 6針J毛 1

KL4L一一主ト」3月 限石1を
35 耳王 1

1 1位 135寸百哀
I 183 35 際:日量

I lSd 幻草

i 85 :-lfi 牒石品 i 

~ー 35 1 血J22

E草h註

ー
」

1
4
1イ
I
1」
i
J
i
l寸
」

1
4
1
1
l寸!「

-205 



表23 5区出土磯石経観察表

挿図N. 図版N. 種別 文字 グリッド 遺構 層位
法量{cm}

備考
縦軸長 横軸長 厚 重量(g)

187 35 離石経 多 SF6 2.8D 2.3D I.1D lD 

188 35 磯石経 大 SF6 3.5D 3.90 1.40 26 

189 35 礎石経 台 SF6 5.0D 3.30 0.9D 22 

190 35 磯石緩 第 SF6 3.5D 3.70 0.95 17 

191 35 礎石経 提 SF6 2.85 3.10 1.10 13 

192 35 離石経 宅 SF6 2.90 3.60 0.9D 12 

193 35 磁石経 檀 SF6 4.45 4.30 0.95 21 

194 35 礎石経 知 SF6 3.7D 3.5D 1.0D 19 

195 35 磯石経 智 SF6 3.10 2.85 1.10 14 

196 35 磯石経 中 SF6 2.90 2.05 0.80 8 

197 35 醸石経 頂 SF6 2.75 3.05 0.75 10 

198 35 磯石経 天 SF6 3.40 2.20 0.75 9 

199 35 磯石経 転 SF6 2.95 2.40 0.65 8 

200 35 醸石経 典 SF6 3.35 3.30 0.85 13 

201 35 磯石経 土 SF6 2.30 2.95 0.85 9 

202 35 磯石経 度 SF6 3.45 2.35 0.85 11 

203 35 醗石緩 当 SF6 3.15 4.15 0.80 16 

204 35 磁石経 東 SF6 3.30 1.85 0.55 6 

205 35 醸石経 jjlj SF6 4.45 2.40 1.10 17 

206 35 磯石緩 塔 SF6 3.80 3.10 0.80 14 

207 35 磯石経 等 SF6 3.05 3.00 0.90 12 

208 35 際石経 道 SF6 3.65 2.95 1.2日 19 

209 35 磯石経 得 SF6 3.95 2.95 1.10 16 

210 35 磯石経 t尋 SF6 2.45 2.80 0.90 10 

211 35 離石経 乃 SF6 3.55 2.40 0.60 9 

212 35 磁石経 内 SF6 3.10 2.70 0.85 11 

213 35 礁石経 難 SF6 3.80 3.80 1.65 34 

214 35 離石経 SF6 2.35 2.40 0.90 7 

215 35 磁石経 尼 SF6 3.90 4.00 0.90 22 

216 35 際石経 而 SF6 4.55 3.15 0.65 12 

217 35 磯石経 爾 SF6 3.00 2.60 0.75 B 

218 35 磯石経 日 SF6 2.85 2.50 0.70 8 

219 35 磯石経 若 SF6 2.75 3.25 0.80 10 

220 35 際石経 女 SF6 2.85 3.80 0.75 13 

221 35 磯石経 如 SF6 3.20 3.70 0.95 15 

222 35 礎石経 如 SF6 2.50 2.60 1.10 10 

223 35 醸石経 人 SF6 2.90 2.10 0.60 6 

224 35 磯石経 念 SF6 4.20 2.80 1.20 21 

225 35 磯石経 然 日F6 2.60 3.00 1.10 12 

226 35 礎石経 納 SF6 5.60 3.45 0.95 26 

227 35 礎石経 把 SF6 2.70 3.15 1.20 14 

228 35 離石経 婆 SF6 3.35 3.30 0.95 17 

229 35 磯石経 比 SF6 4.05 2.75 1.30 18 

23日 36 礎石経 白 SF6 2.55 2.25 0.50 5 

231 36 醸石経 不 SF6 2.65 2.10 0.80 8 

232 36 礎石経 布 SF6 3.80 2.45 1.30 18 

233 36 磯石経 怖 SF6 2.30 2.90 0.95 10 

234 36 礎石経 富 SF6 3.20 2.15 0.75 8 

235 36 畷石経 覆 SF6 4.30 2.75 0.95 16 

236 36 磯石経 父 SF6 2.60 3.00 0.60 8 

237 36 離石経 復 SF6 3.30 2.20 0.90 10 

238 36 磁石経 sR SF6 2.40 2.65 0.85 8 

239 36 礎石経 梯 SF6 3.40 3.50 1.10 19 

240 36 醸石経 梯 SF6 2.90 2.20 1.05 11 

241 36 礎石経 分 SF6 3.30 3.25 0.85 13 

242 36 際石経 別 SF6 2.70 2.95 1.00 11 

243 36 礎石経 変 SF6 2.75 3.55 1.30 17 

244 36，39 磯石経 編 SF6 2.85 2.95 0.80 9 

245 36 磯石経 菩 SF6 4.45 2.75 1.00 21 

246 36 磁石経 方 SF6 2日5 3.35 0.70 7 

247 36 磯石経 宝 SF6 4.40 2.90 0.95 18 

248 36 際石経 法 SF6 1.80 3.40 0.6日 6 

249 36 礎石緩 弗 SF6 2.85 3.45 0.80 12 

250 36 喋石経 本 SF6 2.85 2.15 0.90 8 

251 36 磯石経 品 SF6 3.80 4.20 0.90 22 

252 36 磯石経 豊 SF6 2.75 2.65 0.70 8 

253 36 醸石緩 摩 SF6 3.40 3.80 1.05 17 

254 36 磁石経 万 SF6 3.75 2.20 0.90 11 

255 36 礎石経 未 SF6 2.70 2.15 0.90 7 

256 36 醸石経 事邑 SF6 3.85 2.50 0.90 12 

257 36 機石経 名 SF6 3.25 3.85 0.95 17 

258 36，39 礎石経 無 SF6 2.90 3.10 1.15 17 

259 36，39 牒石経 無 SF6 3.30 2.50 1.15 13 

260 36 磁石経 文 SF6 2.85 3.6D 1.35 20 

261 36 嘩石経 聞 SF6 3.90 2.80 1.25 19 

262 36 磁石緩 益 SF6 2.30 2.55 0.80 7 

263 36 礁石経 由 SF6 4.90 3.90 0.85 26 

264 36 機石経 誘 SF6 3.00 3.05 1.25 17 

265 36 磁石経 余 SF6 3.45 2.90 0.80 12 

266 日日 磯石経 養 SF6 2.45 3.40 0.95 12 

267 36 際石経 欲 SF6 2.85 2.6日 0.85 9 

268 36 磯石経 来 SF6 3.80 2.9日 1.10 20 

269 36 礎石経 楽 SF6 3.40 3.10 0.75 11 
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表23 5区出土磯石緩観察表

挿思N. 図版N. 覆別 文字 グリッド 遺構 層位
法量(cm)

備考
縦軸長 横軸長 厚 重量(g)

270 36 磯石経 欄 SF6 5.75 4.00 0.90 28 

271 36 磯石経 了 SF6 3.30 3.70 1.00 17 

272 36 礎石経 輪 SF6 3.95 3.05 1.05 17 

273 36 際石経 漏 SF6 4.30 3.25 1.15 22 

274 36 醸石経 或 SF6 3.70 2.80 1.15 15 

546 37 磯石経 旦 2.20 2.85 0.65 6 

547 37 磯石経 愛 3.50 1.95 1.15 10 

548 37 磯石経 闇 火葬墓群土層帯 盛土 2.50 3.10 0.75 9 

549 37 機石経 威 3.90 2.95 0.70 10 

550 37 礎石経 右 火葬墓群土層帯 盛土 3.00 2.30 0.70 7 

551 37 醸石経 遠 火葬墓群土層帯 盛土 5.00 4.55 1.25 39 

552 37 磯石経 散 火葬墓群土層帯 盛土 4.50 2.70 0.90 17 

553 37 磯石経 歌 火葬墓群土層帯 盛土 2.85 3.70 1.10 15 

554 37 醸石経 河 2.10 4.10 1日日 12 

555 37 種事石経 界 3.10 3.60 0.55 10 

556 37 磯石経 害 火葬墓群土層帯 盛土 3.50 2.95 1.10 16 

557 37 篠石経 漢 火葬墓群土屋帯 盛土 2.30 2.2日 0.85 6 

558 37 磯石経 起 3.25 4.45 0.80 15 

559 37 際石経 疑 2.80 2.5日 1.15 13 

560 37 蝶石経 敬 火葬纂群土層帯 盛土 4.60 3.20 1.40 22 

561 37 磯石経 苦 火葬墓群土層帯 感土 2.60 2.65 0.95 10 

562 37 穣石経 宮 1.35 2.70 0.60 4 

563 37 際石経 飢 2.80 3.50 0.80 13 

564 37 磁石経 戯 3.10 3.70 0.80 14 

565 37 際石経 饗 火葬墓群土層帯 盛土 3.45 3.00 0.90 12 

566 37 磯石経 故 3.15 2.15 0.75 日

567 37 磯石経 吾 2.10 2.10 1.00 6 

568 37 磯石経 語 火葬墓群土層帯 盛土 4.15 2.90 1.25 23 

569 37 機石経 国 3.65 2.50 0.50 7 

570 37 磯石経 根 4.85 3.05 0.95 24 

571 37 蝶石経 銀 3.25 4.00 0.85 18 

572 37 磯石経 数 3.90 3.00 0.90 15 

573 37 磯石経 子 3.55 3.45 1.10 20 

574 37 磯石経 持 2.20 3.15 0.70 6 

575 37 際石経 時 2.90 2.00 0.90 8 

576 37 磁石経 疾 2.60 2.50 1.05 8 

577 37 穣石経 惜 2.90 2.35 0.60 7 

578 37 礎石経 文 火葬墓群土層帯 盛土 2.60 2.25 1.00 8 

579 37 磯石経 車 火葬墓群土層帯 盛土 3.45 3.10 1.15 19 

580 37 磯石経 住 火葬墓群土層帯 盛土 2.15 2.70 1.70 14 

581 37 醸石経 書 4.00 3.50 0.60 15 

582 38 磯石経 昇 3.60 2.55 0.70 10 

583 38 醸石経 将 大葬墓群土層帯 盛土 4.65 3日日 1.20 24 

584 38 磁石経 焼 3.70 2.25 0.60 7 

585 38 磯石経 証 2.85 2.55 0.60 6 

586 38 醸石経 請 2.85 1.65 0.5日 3 

587 38 際石経 先 火葬墓群土層帯 盛土 3.20 2.30 0.85 9 

588 38 磯石経 9中 火葬墓群土層帯 盛土 2.75 2.90 1.25 12 

589 38 磯石経 象 火葬慕群土屋帯 盛土 3.75 3.20 0.70 12 

590 38 磯石経 EリH 3.10 4日D 1.30 25 

591 38 際石経 怠 火葬墓群土層帯 盛土 3.4日 2.3日 0.95 12 

592 38 醗石経 違 火葬墓群土層帯 盛土 2.70 2.90 0.90 11 

593 38 磯石経 但 火葬墓群土層帯 盛土 2.50 3.50 0.50 7 

594 38 穣石経 妬 火葬墓群土層帯 盛土 4.00 3.50 0.95 19 

595 38 磯石経 徳 3.75 2.75 0.80 11 

596 38 際石経 読 火葬墓群土層帯 盛土 3.85 3.35 1.00 19 

597 38 際石経 間 1.60 2.25 0.60 4 

598 38 磯石経 柔 4.20 2.20 0.70 11 

599 38 磯石経 女 2.25 2.80 0.90 8 

600 38 礎石経 汝 大葬墓群土層帯 盛土 3.75 3.10 1.00 17 

601 38 磁石経 波 火葬墓群土層帯 盛土 2.30 2.70 0.90 9 

602 38 磯石経 婆 2.55 3.45 1.00 14 

603 38 醸石経 非 2.70 2.90 0.75 10 

604 38 磯石経 百 3.65 4.25 0.95 23 

605 38 際石経 反 3.20 2.40 1.50 16 
日日百 38 際石経 方 火葬墓群土層帯 盛土 4.00 2.75 1.50 22 

607 38 磯石経 漫 3.75 4.00 0.95 20 

608 38 機石緩 妙 3.75 3.55 0.95 22 

609 38 磁石経 面 火葬墓群土層帯 盛土 3.30 3.20 0.55 10 

610 38 機石経 母 2.40 2.35 0.85 7 

611 38 際石経 夜 火葬墓群土層帯 盛土 3.60 1.70 0.70 7 

612 38 磯石経 亦 2.40 3.25 0.90 10 

613 38 磯石経 諭 火葬墓群土層帯 盛土 4.20 3.00 1.05 22 

614 38 醸石経 惟 3.15 2.50 0.65 7 

615 38 際石経 遊 2.90 2.10 1.20 10 

616 38 蝶石経 羅 4.05 3.95 0.75 17 

617 38 磯石綬 来 4.0C 3.40 1.05 23 

618 38 磯石経 了 火葬墓群土層帯 盛土 3.10 2.05 0.55 5 

619 38 磯石経 量 2.10 2.50 0.6日 5 

620 38 磯石経 留 2.60 1.95 0.55 日
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表24 磯石経一覧

文字 よみ 法華経 出土数 文字 よみ 法華経 出土数 文字 よみ 法華経 出土数

阿 ア 294 16 界，奥(界) カイ 158 6 実 クウ 78 4 

悪(悪) ア・アク・オ 103 4 皆 カイ 329 8 遇 グウ 19 1 

泉 アイ 18 開 カイ 27 1 化 ケ 115 3 

愛 アイ 20 2 核 ガイ 1 l 債(価) ケ 23 2 

詰(暗) アン 5 l 害(害) ガイ 15 2 戸望晶民『 ケ 43 2 

間 アン 6 4 蓋(童) ガイ 23 2 怖(怖) ケ B l 

以 イ 578 12 各 カク 111 6 羊，挙(華) ケ 315 18 

国(囲) イ 35 2 費(覚) カク 35 l 飢，飢 ケ 11 l 

威 イ 40 l 集(楽)ガク・ギョウ・ラク 168 9 戯(戯) ケ 38 2 

篇(為) イ 611 25 ~ 、 ガツ・ゴウ 57 2 i際 ケ 20 

喪(畏) イ 52 1 干 カン 24 下 ゲ 91 l 

臭 イ 27 l 甘 カン 11 2 偶 ゲ 114 2 

意 イ 96 4 巻 カン 11 l 解 ゲ 144 3 

謂 イ 42 1 乾 カン・ケン 35 l 計 ケイ 10 1 

イチ 604 11 漢(漢) カン 31 1 敏(欠) ケツ 7 

逸 イツ 22 l 歓(歓) カン 91 2 血 ケツ 2 l 

因 イン 96 3 観(観) カン 90 1 見 ケン 350 9 

又 ウ 124 l 願 ガン 111 5 替(替) ケン 39 2 

右 ウ 12 2 危 キ 2 l 間(問) ケン 103 6 

有 ウ 620 30 起(起) キ 83 4 遣 ケン 14 2 

雨 ウ 48 3 喜 キ 162 2 裳 ケン 2 l 

優 ウ 69 6 伎 ギ 4 成 ゲン 23 l 

:z;; ウ 45 2 宜 ギ 26 現 ゲン 156 1 

雲 ウン 27 2 義 ギ 93 l 己 コ 9 7 

曾(会) 工E 35 7 疑 ギ 57 6 去 コ 51 1 

衣 ニ乙 62 4 議 ギ 33 故 コ 265 13 

依 二工 B l 谷p(却) キャク 7 1 虚 コ 66 1 

慧(慧) ニE 126 1 逆(逆) ギャク 4 l 五 ゴ 112 4 

懐 ニに 30 2 獲 ギャク 15 l 吾 コ 15 

演 エン 57 2 給 キュウ 12 其 ゴ 483 20 

縁 エン 114 4 及 ギュウ 277 5 後 ゴ 171 6 

於 オ 745 20 交 キョウ 6 l 悟 ゴ 11 2 

王 オウ 336 4 孝 キョウ l EE ゴ 65 2 

藤(応) オウ 135 7 数(教) キョウ 110 4 慶(広) コウ 71 3 

黄(黄) オウ 6 1 綬(経) キョウ 393 16 !Jf.(光) コウ 115 l 

雄 オウ 5 覚 キョウ 20 1 好 コウ 47 l 

{意 オク 209 6 敬(敬) キョウ 87 4 却 コウ 187 3 

怨(怨) オン 12 1 軽(軽) キョウ 36 3 香 コウ 172 5 

音 オン 153 4 項 キョウ 無量義経 局 コウ 41 3 

闘 オン 10 1 a惰 キョウ 18 1 溝 コウ l 

遠(遠) オン 54 2 頚 キョウ 3 l 糠 コウ l 

感 オン 日 l 行 ギョウ 229 4 競(号) ゴウ 51 3 

穏(穏) オン 36 1 形(形) ギョウ 28 (印 ゴウ 17 1 

火 カ 54 3 琴 キン 2 l £口ヒ ゴウ 109 2 

可 カ 108 1 口 ク 20 l 曲 コク 10 

{去 カ l l 丘 ク 144 l 圏(国) コク 182 11 

果 カ 33 1 功 ク 103 2 獄 ゴク 24 

迦 カ・ギャ 119 4 句 ク 11 l 骨 コツ 2 l 

読 カ 104 I 供 ク 226 5 ，幽d』7 コン 226 B 

温(退) カ 93 8 苦 ク 91 l 圏 コン 4 

歌 カ 9 3 宮 ク 50 2 金 コン 49 1 

何 ガ 173 5 恭 ク 60 I 根 コン 70 3 

枝(我) ガ 619 17 救 ク 18 l 言E霊司T ゴン 316 11 

j可 ガ 52 3 求 グ 140 6 欣 コン 9 l 

餓 ガ 14 l 具 グ 110 勤 ゴン 35 3 

戒 カイ 17 1 倶 グ 54 2 銀 コン 19 1 

海 カイ 30 2 愚 グ 10 l 巌(厳) ゴン 109 2 
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表24 磯石経一覧

文字 よみ 法華経 出土数 文字 よみ 法華経 出土数 文字 よみ 法華経 出土数

右(左) サ 1 1 昔 シャク 39 l 城 ジョウ 35 l 

f午 サ 236 8 惜 シャク 9 l 浮(浄) ジョウ 169 3 

坐 ザ 86 4 責 シャク 4 1 戸吊U司 ジョウ 191 11 

践座 ザ 71 4 者 ジャク 63 3 誠 ジョウ 4 

切 サイ・セツ 225 5 手 三ノュ 19 2 心 シン 316 7 

災 サイ 3 l 主 シュ 14 6 申 シン 情賢菩断法経 l 

米，采 サイ 2 1 取 ンュ 21 l 身 シン 257 11 

最 サイ 54 l 修 シュ 136 2 辛 シン 2 l 

握 サイ 3 l 珠 シュ 35 l 信 シン 97 2 

在 ザイ 186 7 衆，衆 シュ 711 28 員(真) シン 45 4 

罪 ザイ 30 l 2頁 そノュ 56 1 審 シン 2 1 

敷(数) サク.、ンュ 160 5 1重 三ノュ 1 2 薪 シン 4 l 

薩(薩) サツ・サル 614 14 種 シュ 281 4 親 シン 50 l 

サン 415 14 鐘 シュ 3 l 量(尽) ジン 91 2 

讃(讃) サン 63 3 書(寿) ジュ 50 5 甚 、ンン 78 3 

暫 ザン 7 2 受 ジュ 198 9 神(神) ジン 126 4 

士 ミノ 37 l 授 ジュ 37 3 決(深) ジン 96 3 

子 シ 420 4 緊 ジュ 17 1 進(進) ジン 56 2 

之 シ 471 10 E南 ジュ 73 3 尋(尋) ジン 16 1 

四 シ 168 5 臭 シュウ 8 l 塵 ジン 41 3 

此 、J 498 8 習(習) シュウ 22 1 7fく スイ 34 2 

死 シ 45 2 集 シュウ 20 l 意 スイ 11 l 

至 シ 159 3 十 ジュウ 228 7 雄 スイ 51 1 

志 シ 34 2 住 ジュウ 153 2 随(随) ズイ 108 3 

使 シ 44 2 重 ジュウ 82 5 世(世) セ 714 16 

枝 :/ 11 2 従(従) ジュウ 116 4 施 セ 43 2 

思 シ 68 l 出 シュツ・スイ 162 4 是 ゼ 1184 37 

富市 、J 172 5 慮(処) ショ 143 3 勢 セイ 18 1 

万立 ジ 52 4 初 ショ 20 l 逝(逝) ゼイ 22 1 

地 ジ・タイ・ダイ 114 5 所 ショ 646 17 痛(窃) セツ 3 I 

字 ジ 14 2 書 ショ 45 1 接 セツ 4 1 

次 ジ 33 3 諸(諸) ショ 1166 38 説(説) セツ 759 25 

自 ジ 201 4 助 ジョ 14 1 千 セン 326 6 

事 、ン 117 5 除 ジョ 41 4 山 セン 69 l 

侍 ジ 16 2 ショウ 114 l 先 セン 27 1 

侍 レノ 1 正 ショウ 104 3 宜 セン 84 6 

持 ジ 192 3 生 ショウ 536 20 践(銭) セン l 1 

時 ジ 484 9 聾(声) ショウ 211 8 箭(箭) セン l 1 

僻(辞) ジ 16 l 妾 ショウ 1 膳 セン 19 1 

識 シキ 29 l 性 ショウ 21 l 前 ゼン 72 5 

植，植 ジキ 10 1 昇 ショウ 6 2 善 ゼン 261 10 

飾，飾 ジキ 24 4 妊(荘) ショウ 78 4 樟(禅) ゼン 42 4 

七 シチ 59 6 時，鰐(将) ショウ 34 2 漸 ゼン 35 1 

室 シツ 9 l 稽(称) ショウ 37 l 膳 ゼン 5 l 

疾 シツ 18 l 掌 ショウ 52 2 走 ソウ 15 2 

悉 シツ 117 5 焼(焼) ショウ 36 2 キ目 ソウ 141 2 

賓(実) ジツ 84 1 葉 ショウ・ヨウ 35 I 州(草) ソウ 21 1 

叉 シヤ 40 2 謹(証) ショウ 17 2 倉 ソウ 3 l 

寝(写) シヤ 19 l 言自 ショウ 2 l {曾(僧) ソウ 74 l 

車 シャ 45 2 精(精) ショウ 57 2 叢 ソウ 7 l 

舎(舎) シヤ 142 6 憶 ショウ 2 l 象 ゾウ 15 l 

者(者) シャ 492 14 請(請) ショウ 18 3 像 ゾウ 31 1 

捨 シヤ 42 l 上 ジョウ 238 12 培(増) ゾウ 33 2 

蒋(釈) シャ・シャク 82 3 成 ジョウ 152 2 卸(即) ソク 144 5 

理日 ジヤ 18 l 僚(条) ジョウ 普賢菩薩行法 1 足 ソク 128 5 

B't: ジヤ 4 2 Aι， ジョウ 42 1 員日 ソク 80 3 

赤 ジャ 5 l 乗 ジョウ 122 5 速(速) ソク 13 1 
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表24 磯石経一覧

文字 よみ 法華経 出土数 文字 よみ 法翠経 出土数 文字 よみ 法華経 出土数

讐 ツン 364 9 乃 ナイ 134 2 糞 フン 9 2 

多 タ 261 8 内 ナイ 23 l 弊 へイ 7 l 

侍 タ 38 3 難(難) ナン 133 3 自IJ ベツ 51 2 

日立 ダ 108 3 一 185 4 反 へン・ホン 3 l 

舵 ダ 2 1 尼 一 147 7 遺(辺) へン 59 2 

太 タイ 3 l 而 一 479 23 饗(変) へン 22 2 

弟 タイ・ア‘ 39 3 耳 一 23 l 偏(偏) へン 6 2 

帝 タイ・テ・テイ 19 l 爾，爾 一 257 10 偏 へン 67 7 

待 タイ 6 2 日 ニチ 68 6 遍 へン l 2 

退 タイ 36 1 若(若) ニャク 520 20 優(便) ベン 160 3 

諦 タイ 20 l 入 ニュウ 102 1 保 ホ l l 

大 ダイ 583 10 柔 ニュウ 17 l 菩(菩) ボ 654 11 

霊(台) ダイ 15 l 女 ニニョ 108 5 方 ホウ 241 10 

怠 ダイ 14 1 車日 ニニョ 801 24 責(宝) ホウ 278 14 

第 ダイ・テ 75 2 汝 ニ二ヨ 238 6 法 ホウ 896 16 

t~ ダイ・デ 150 2 寧 ニュウ 5 1 1じ ホク 7 3 

戴 ダイ 3 1 人 ニン 606 11 弗 ホツ 95 3 

宅 タク 37 2 イ壬 ニン 3 1 梯(払) ホツ l 1 

度，度 ド 198 4 忍 ーン 41 l 震(発) ホツ 59 1 

脱 ダツ 63 1 浬 ネ 70 2 本 ホン 62 l 

達 タツ・ダノレ 32 1 年 ネン 26 1 品 ホン 14 1 

但(但?) タン 47 l 念 ネン 159 4 煩 ボン 7 1 

檀 タン・ダン 33 2 然 ネン 83 6 墨 7 ・7 ン 35 1 

知 チ 318 7 悩(悩) ノウ 63 2 摩 て7 146 4 

致 チ 7 2 納 ノウ 9 l 末 マツ 13 l 

智 チ 215 7 能 ノウ 279 7 抹 マツ 19 l 

稚 チ 5 1 祷 ノク 89 3 議(万) マン 258 9 

置 チ 6 l 把 ノ、 1 1 満 マン 62 l 

馳 チ 7 1 j皮 ノ、 51 1 慢 マン 30 3 

遁 チャク 5 婆 ノ¥・ノ《 180 8 未 、、、 155 7 

中 チュウ 348 11 倍 パイ 12 I 微 、、、 53 2 

柱 チュウ 4 1 J¥ ハチ 105 l 貌 ミャク 93 4 

毒 チュウ 6 l 繋 ハン 71 2 名 ミョウ 217 4 

長 チョウ 85 3 比 ヒ・ピ 147 3 妙 ミョウ 185 7 

I頁 チョウ 24 l 彼 ヒ 111 l 命 ミョウ 52 2 

聴(聴) チョウ 76 l 非 ヒ 66 2 明 ミョウ 135 2 

通 ツウ 117 4 悲 ヒ 31 2 廟 ミョウ 14 l 

天 ァン 323 7 警 ヒ 54 2 民 ミン 22 1 

轄(転) テン 104 2 百 ヒャク 207 7 牟 ム 59 l 

田 T戸:、ノ 5 l 白 ピャク 94 4 無 ム 884 29 

典 デン 39 2 平 ピョウ 23 1 篤 メ 13 1 

殿 アン 42 2 病 ピョウ 35 2 迷 メイ 5 l 

娠 ト 5 l 賓 ヒン 2 1 滅(滅) メツ 211 9 

土 ド 128 4 貧 ピン 36 1 面 メン 43 1 

首(当) トウ 320 18 不 フ 632 17 母(母) モ 27 2 

東 トウ 22 1 布 フ 26 2 望 モウ 6 

至IJ トウ 35 l 怖 フ 34 1 網 モウ 10 I 

塔.t萎 トウ 74 7 富 フ 24 1 呂 モク 24 2 

等 トウ 527 15 覆 フ 18 3 黙 モク 14 2 

倒 ドウ 7 l 父 ブ、 80 1 没 モツ 7 

道 ドウ 298 6 奉 ブ、 33 2 物 モツ 32 1 

銅 ドウ 3 l 負 ブ 3 1 文 モン 49 2 

得 トク 590 26 部 ブ、 10 1 門 モン 47 1 

徳(徳) トク 177 B 復 ブ 238 13 問 モン 43 5 

特 ドク 4 2 服 ブク 32 3 聞 モン 384 11 

護(読) ドク 73 3 備(仏) ブツ・ボツ 1425 65 夜 ヤ 60 3 

週日 ナ 96 4 分 フ 89 3 I I1~ ヤ 18 l 



表24 磯石経一覧

文字 よみ 法華経 出土数 文字 よみ 法華経 出土数 文字 よみ 法華経 出土数

亦 ヤク 303 17 吏 リ 2 l 害日 レツ 4 l 

盆(益) ヤク 43 1 手1] リ 244 5 j罵 ロ 37 3 

由 ニエ 73 2 梨(梨) リ 4 l 論 ロン 11 1 

猫(猶) ニL 34 l 璃 リ 24 1 或 ワク 97 3 

誘 ニエ 4 l 離 リ 40 l 惑 ワク 17 l 

踊 ニエ 16 1 力 リキ 189 l 散(鼓7) 議担弊 l 

聡(諭) ニL 3 4 略 リャ・リャク 6 1 税? 11 l 

惟 ユイ 38 2 龍 リュウ 64 2 院? 11 l 

遊(遊) ユウ 32 3 了 リョウ 23 2 隠(隠) 11 1 

奥(与) ヨ 126 2 令 リョウ 174 4 完? 11 l 

餓(余) ヨ 68 1 量 リョウ 293 7 奄? 11 l 

養 ヨウ 195 9 鈴 リョウ 10 l 康? 11 1 

曜 ヨウ 10 1 輪 リン 61 4 遺 11 l 

欲 ヨク 206 6 E富 リン 6 l 閤? 11 l 

羅 フ 422 12 阪(随) ノレ 3 l 扇? 11 1 

礎体L) ライ 49 1 流 ノレ 12 l 持? 11 l 

来(来) ライ 377 19 薗(留) ノレ 3 3 風? 11 l 

洛 フク 33 2 棲(楼) ノレ・ロ・ロウ 51 3 機? 11 1 

箇L(乱) フン 17 l 瑠(瑠) ノレ 24 1 丁? 11 11 

禰 ラン 4 隷(隷) レ 16 1 

表25 5区出土土器観察表

挿図 遺構・ 残焼 色調 調整など白特徴擁 備考
図版種別器種 ?"lJ.，ド 法量loml 存 胎土 輔

層位 率成

h Na 回転ナデ 部、回転ナ

一口ム径 13.0日 粗白色粒子、径 l 内 2.5Y7/2.5灰黄色 内デ後ナデ 右ツケカヶ。重ね焼き痕あり

高口径 6.10 叩良 -4皿白色小傑多く 回転ナデ底部糸切り 自然軸付着。貼付高台
20 1 30 灰柏陶器碗 土坑 器高 4.05 含む 外 2.5Y7/1.5灰白色 外 一 部k品切り後回転ナデ

覆土

口径 18.301 内 5YR7/6種色 内回転ナデ
SFl 底径 4.25 密灰色粒子、白色 友歪みあり。煤付着

2751 28 かわらけ 器高 i:50 1100 良 粒子少量含む 外 5YR6/4にぷい檀色外匝転ナデ底部糸切り

SFl 口径 17.551 密白色粒子、灰色内 10YR8/4浅黄燈色 内回転ナデ 左 開捕特味。黒色化部分あり
底径 3.80 不茶色粒子少量 串間同

幻自邸かわらけ 器高 ;451 90 良塁百王山、 外向上 外回転ナデ底部糸切り

口径 7.50 内 7.5YR7/4にぷい樟内回転ナデ
SF2 底径 4.20 不 色 左 歪 み あ り

27728 かわらけ 器高 12080 良密 外向上 外回転ナデ底部品切り

口径 (7.551 内 5YR7/6燈色 内回転ナデ 不
SF2 底径 (4.601 密白色粒子、灰色 明

278 かわらけ 器高 (1.20125 良 粒子少量含む 外向上 外回転ナデ底部糸切り

口径 6.85 内 5YR7/6撞色 内回転ナデ ーA、
SF2 底径 (3.701 密白色枝子少量吉 明

279 かわらけ 器高 (1.25130 良 和むー 外向上 外回転ナデ底部品切り

口径 (8.401 内宮R5/4にぷい赤褐内回転ナデ 不内面に工具による十字状白凹
SF3 底径 (3.701 密黒色粒子少量含 明線。内外国に煤少量付着

2801 28 かわらけ 器高 1.2560 良 hむー 外同上 外回転ナデ底部糸切り

口径 8.25 内 2.5YR6/6櫨色 内回転ナデ
SF5 底径 4.70 密白色粒子少量吉 右

2811 2B かわらけ 器高 14090 良品むー川 外向上 外回転ナデ底部糸切り

口径 (7.251 内 2.5YR6/6援色 内回転ナデ
SF7 底径 4.10 索醐EEYよ襲、白色 右歪みありo 摩滅気味

2821 28 かわらけ 器高 (2お11100 良 径 百 審 議 勧 外官ym/4にぶい櫨外回転ナデ底部糸切り

口径 8.80 内 7.5YR8/3浅黄櫨色5 内 回転ナデ

SF7 底径 3.80 密黒色粒子少量含 YR6/4にぷい櫨色 右外面に煤付着。歪みあり
2日3128 かわら廿 器官 ;40 1100 良も、

外 5YR5/4にぷい赤褐色外回転ナデ底部品切り
同 10YR8/4浅黄櫨色

口筏 9.05 内 5YR7/6燈色 内回転ナデ
回 7 底径 4却 札径l:;1喫茶E 左歪みあり。内外面煤付着

2841 28 かわらけ 器高 2;0 1100 良引色時粒、子肌含む巴中時、
外 5YR7/41こぶい檀色外回転ナデ底部糸切り

口径 (日 301 内 7.5YR6/4にぷい樟内回転ナデ

間 底径 (5.601 不宮赤訴露五辻占 色 百内外面に煤付着。摩滅気牒
2851 28 かわらけ 器高 ;:;01 50 良 tむ 外 5YR6/6援色 外回転ナデ底部品切り

口径 (8.401 内 2.5YR5/6明赤褐色内回転ナデ ーi、
SF8 底径 (5.801 不密白色粒子少量吉 明内閣に煤付着。摩滅気時

2861 28 かわらけ 器高 2岨 良む 外 宮 前/4にぷい赤褐外回転ナデ底部糸切り



表25 5区出土土器観察表

遺構・
残存率

焼
種別 器程 グリッド

層f立
法量(cm) 胎土 色調 調整などの特徴 備考

成

SP14 
[1 径 18.70) 

SYH7/叶堂色 内 回転ナデ

かわらけ コー
(5.50) 

制) 不良 |情相色佳子合口 1-.1 
み l手減気日本。 保

詰川詰1ーI~J 2.40 I 日/控3に色も クト 回転ナテ成部糸切り

SP14 
口保 9.50 

2.5Y7/L¥灰白首位 Ij~ 回転ナテ
底筏 5.43 味歪みあり。煤イ、j 若っ摩l:~気288 29 かわらけ
器高 2.50 

60 作民、 省 内色粒子含む む

同 外 回転、ナデ服部糸切り

81'日
口径 18.55) 

内伝色 内 転ナデ
J氏径 4.75 

28S 29 出わらけ 出何川問古1 2.，15 
70 不良 密赤色粒子1>景企む h 内外出保付着

外 10YR7/'1!こぶい首位色 外回転ヲデ底部糸切り4時

18.90) 
内 5YR7/日撞色 内 田中ムナテ

成径 4.30 
除密、 赤径色-づ2，四戸黒入色L 小 出固ま内外290 28 かわらけ

器16) 2.3E 
邸主 F ム-

クト 5YR7j4にぷい慌色 外間程ナデ部糸切り

じ 歪み昔しい。脚気味。 I1291 

日深 日30
内 2.5γ7/2灰白f色 l勺 回転ナテ

29 かわらけ
底径 ('1.70) 

95 〆民{三 赤色村f子少量含む
百甲百戸育斗 2.70 

外 2.5Y6/2収黄色 外 岡市玉ナデ Ilr:部糸切り

日1'9
口f主 19.50) 

1密か白色に赤合小色む隊杭、ー赤色小州む委
内 10YH7/4!こぶい前慣色 内 l川市正すテ

292 29 かわらけ
底係 (5.50) 

95 不良 員 削面倒J着。隠滅気味
&高 2.90 

外 10YR7/2にぷい黄中ミ色 外回転ナデ底部糸切り

[Jを (8.80) 
81'川9

低{韮 14削)
r'ヨ 7.5YH7j4にJ い憧色 内 |ロミナデ

293 29 かわらけ 密赤色位千少量常む 高内外面に煤闘。酬気味
器品 (2.75) 

7~ 10YR7/3にぶい前憤色 外回転ソデ底部糸切り

〔南集西イi裾)
口径 (8.951 

内 2.5YR6/4にぶい樺色 内 回転ナテ

36C 40 かわらり
民f主 5.2C 

密子、灰lい色粒子 茶色粒 右

耕作t
器商 12副J)

外 161と 外川転ナテ民部糸切り

(南集西石部)
日経 8.85 
底f苓 5.55 

密限、 白径色l位~子10少m量l茶含色む小

ドサ 5γR7/6i景色 内回転ナデ

il61 '10 かわらけ 100 良 七 内田県付着。 i写気味

耕作土
ロ行u苔f庄司 2.50 

外 2 5YR7/8櫨白 外回転ブデ応部糸切り

(南集阿石部)
U径 19.601 

内 5YR7/日椅色
362 40 かわらけ

底径 5.55 
5C 良 市子、 白灰色色校粒子子含、む茶色粒

耕 F土
目M 古同 12.401 

外 5YR7/4にぶい櫨色 外回転、ナデ底部糸切り

口径 (7.851 
内 5YR7/日櫨色

l克径 4.9C 
子出、

く色粒 -心6ι p 362 40 カ三オコらけ
器101 12.351 

間 良

タト 5YR6/4障色 外回転ナデ底部糸切り

口径 (8.801 

密雌小白山含限砲箆、むを障。J干か~径liマ~23合mmSmm計灰赤m褐黒色小色褐

内 7.5YR7 5/4黄控色 内回転ァデ
底得 (5.751 

!164 40 かわらけ 出国官向 2.60 
50 艮不

舛 IしR日に/償ぷい援椅色色

右

t;5 外 !司転ナデ岐部糸切り

(南集凶石裾)
口径 8.91 

~ Lj mm茶灰色色小粒 内 7.5YR7/ilにぷい位色 IAl 回転ナデ
365 41日 かわらけ

底f手 4.3C 
70 良 密信子柱、、 自陣減気味

排作土
器高 2.95 

外 7.SγR7/4にぷい憧色 タi 回転ブデ区部糸切り

火葬迫情群
口径 8日

1，"， I 25Y6/1首灰色 ドヲ 川転サデ
出5 カ寸つらげ

践径 4.30 
60 I主密 右 歪み著しし、。内市薄く降りく

盛j
器高 2.20 

タト 2.5Y7/1.5灰白黄色 外 回転ナテ 底部糸切り

(南集東石部) 1ft:径 (4.401 守{む手
内 5YH7/4にぷい櫨色 内 回転ブデ

367 かわらけ B' C- 25 艮2・3 *i高 (J削)
~ilf i 外 |斗上 外 回転ナデ肱凸~糸切り

口律 16.601 
内 7.5YR6/3にぷい抱色 内回転ナデ

368 かわらは
底怪 3.80 

40 良 密亦褐色白J色粒量六子む、深 3mm 右 み者しい

i& 
器高 2.20 Iυ 灰に詰ぷ褐い色 色 タト lii]転づデ 版部糸切り

口径 (8.301 
内 5YR6/4にぷいf音色 内回転フデ

369 ヵ、わら;ナ
[~11 (5.101 

35 良 出 む 摩滅気味
--j国

需高 (2.201 
外向 i 外回転ブデ底部井、切り

火葬1且楕
Ur.呈 8.30 

内 5YH5j4にぷL、司、伺色 内 I!-~I転ナテ
底径 4.(-j5 

370 I 40 カ〉定つらけ
出帥古問 2.00 

95 良 密黒色粒子少景含む

タト 日/4/に2灰ぷ伺い色，N.褐色

右 外由少量煤付着。主みあり

包含 外回転ブデ底部品切り

止:
「日豆一 7.90 

内川川li官官に註浅よtごLIいい板首自色位慢色色

|勾 調主不明

371 
底f主 '1.40 

70 長密赤褐色粒子含む ィ明、 主みあり。惇被害しい

一括
器高 2.2E 

外 相寄与不明

下一一一
Ll雀 18.80) 

い一
内 2.5Y6jl.5ft'I灰色 1'4， I liil転ナデ [ 

372 かわらけ
f氏壬 (4.801 

外回転、ナプ底部糸VJり 4寸i~ìi 
?長fr~ 1.90 

外 2.5Y6/2灰黄色

火葬活情 I口径 7.95 
内 5YR5/4にぷい赤褐色 内白弘、づデ

かわらり
底径 4.45 

的 艮 i野 県色粒子守♀含む 高 菜みめり
d々同日 高山一!凸一j 1.90 

外 lOYR6/3にぷい技指色 外 !日i転ナテ伝部糸切り

上司集:{..i
U径 17.95 

内 に4ぷにいぷ出い馬段色色 内回転ァデ
374 40 刀当者コらけ

底f主 4.20 
位

f干減気味。外
諒高 2.25 

外 lOYR8/4浅黄撞色

口径

内タト I 浅;に灰Lぷ黄1褐色櫨い色黄色控色375 かわら Ij
!氏径

i込 密 た E旨みあり

ji_[i 
否i川否両山 (1.151 日日

口径

(け内1夕外トl「円円日出四山叩山同:沼四叫山上3問叫附山山日叫山山乙討出i主:県 内「ナデ376 
民径 4.45 I 80 右 子主み将しいG 惇i成気味

話
器高 2.05 

列 回転ナア l底部井、切り
」



表25 5区出土土器観察表

自No. 慢Nu 種別 器種 '1リッド
遺構・

法量I，ml 残存率 焼成 胎土 色調 調整などの特徴
韓

備考
層位 輔

火葬遺構
口径 18.351 

内 7105YYRR67//13褐に灰ぷ色い撞色 内 回転ナデ

377 かわらけ
底径 4.70 

70 良 密黒色小磯少量吉む 不明
全体の2/3に煤付着。蚕み

包含
器高 1.75 

外 7105YYRR47//l4褐に灰ぷ色い撹色 舛ト 回転ナデ底部糸切り
あり

火葬遺構群
口径 7.60 

内 10YR6/2灰黄褐色 内 回デ転後ナデ 一部、回転ナ
底径 14.401 密む 白色粒子僅かに含

ナテ2 歪み著しい。煤付着(特に
378 42 かわらけ 80 良 右

盛土
器高 2.30 

外 1100YYRR76//ll灰褐灰白色色 外 回転ナデ底部糸切り
底部)

(南集西石部)
口径 8.45 

i:罫12主fii内 2.5YR7/6撞色 内 回転ナデ
底径 4.40 

不明379 42 かわらけ
器高 1.95 

70 良

盛土 外 2.5YR6/6!畳色 外 回転ナデ底部品切り

火葬遺構
口径 7.95 

内 5YR6/4にぷい撞色 内 回転ナデ
底径 3.90 内外面少量煤付着。歪みあ

380 42 かわらけ
器高 2.00 

95 良 密黒色粒子少量吉む 右
り

包含 舛ト 7.5YR6/4にぷい撞色 外 回転ナデ底部品切り

上面集石
口径 17.901 

口 内 10YR5/1.5灰黄褐色 内 回転ナデ

381 かわらけ
底径 14.751 

2底95 0 良
密む 白色粒子僅かに含 左

歪みあり。煤付着(光沢あ

器高 1.65 
外 10YR6/1.5灰黄褐色 外 回転ナデ底部糸切り

り)

大葬遺構
口径 18.2日)

内 2.5YR6/6櫨色 内 E転ナデ
底径 14.301 

382 かわらけ
器高 12.101 

50 良 密黒色粒子少量含む 右 歪みあり

包含 外 5YR5/4にぷい赤褐色 外 回転ナデ底部糸切り

南集西石区
口径 17.851 

内 2.5YR7!6櫨色 内 回転ナデ
底径 14.40) 雲J4gg色小磯、383 42 かわらけ
器高 12.10) 

50 良 右

盛土 外 向上 外 回転ナデ底部糸切り

口径 8.10x7.00 
内 7.5YR6/4にぷい褐色 内 回転ナデ

底径 3.90 
384 42 かわらけ

器高 2.20 
100 良 密離僅か径に2含~む7皿茶色小 右ワ 歪みあり(耳凪11

一括 外 7.5YR6/3にぷい褐色 外 回転ナデ底部糸切り

口径 8.20X7.75 
内 57Y5YRR6/64/に3にぷ撞い褐色色 内 回転ナデ

底径 4.00X3.75 よ之、、
385 42 かわらけ

器高 2.00 
70 良密 右 歪みあり(焼き歪み?耳皿ワ)

一括 外 55YYRRS7//64撞に色ぷい櫨色 外 回転ナデ底部糸切り

口径 8.40X7.35 
内 1205YYR76//12灰灰白賛色褐色 内回転ナデ

386 42 かわらけ
底径 3.90 

1∞ 良 密白色粒子宮む 右ワ
外面煤付着。歪みあり(耳

一括
器高 2.30 

外 1100YYRR76/53/に1褐ぷ灰い古黄色樟色 外 回転ナデ底部品切り
皿つ)

火葬遺構
口径 19.301 

内 7(150YYRR67//3l褐5に灰色ぷ)い撞色 内凹転ナデ

387 かわらけ
底径 14.401 

40 不良 為替騨主義剛 右 摩滅気味

盛土
器高 1.90 

外 7.5YR7/1.5明褐色 外回転ナデ底部品切り

火葬遺構
口径 19.051 

内 2.5YR6/6櫨色 内回転ナデ
底径 4.40 

388 42 かわらけ
器高 1.50 

4日 良 密赤色粒子少量含む 右 歪みあり。内面煤eI>量付着

包含 外 5YR7/6撞色 外回転ナデ底部糸切。

上面集石
口径 18.201 

口 内 5YR6.5/4にぷい檀色 内回転ナデ

389 42 かわらけ
底径 14.40) 

12底0D 日
不良 霊子ワ浅僅黄か色に小含磯む、石英 右 彊みあり。摩滅気味

器高 1.80 
外 向 上 外回転ナデ底部品切り

火葬遺構
ロ径 8.45 

内 5YR5/4にぷい赤褐色 内回転ナデ
底径 4.40 

390 42 かわらけ
器高 1.20 

95 良 章少量g子、白色粒 右 内外面煤付着

包含 外 2.5YR5/4にぷい赤褐色 外回転ナデ底部品切り

口径 18日日)
内 7.5YR6/4にぷい援色 内回転ナデ

391 41 かわらけ
底径 13.701 

50 良密 左 ;gみ著しい

括
器高 1.70 

外 7lO5YYRR7B//33ににぷぷいい黄褐按色色 外 回 転 ナ デ 底 部 糸 切 り

口径 18.501 
内 75Y5YRR6/V5に6援ぷ色い樟色 内回転ナデ

392 41 かわらけ
底径 14.201 

40E  密 右 摩滅著しい

一括
器高 1.90 

外同上 外回転ナデ底部品切り

口径 8.95 
内 57Y5RY6R/75/に4にぷぷいい櫨櫨色色 内回転ナデ

393 41 かわらけ
底径 4.15 

95 良
密む 白色粒子健かに含 右 歪み著しい。摩滅気味

括
器高 1.90 

外向上 外 回 転 ナ デ 底 部 糸 切 り

上岡集石
口径 8.55 

内 55YYRR76//66援燈委色 内回転ナデ

394 41 かわらけ
底径 4.65 

ωE  
密む 白色粒子僅かに含 右 歪みあり。摩滅気味

器高 1.60 
外同上 外回転ナデ底部糸切り

口径 7.65 
内 55YYRR66//24灰に褐ぷ色い樫色 内 回転ナデ

395 41 かわらけ
法径 4.45 

80 良 密かに吉径L2B酬灰色小醸僅 友 歪み著しい。摩滅気味。内

一括
器高 1.60 

外向上 外.回転ナデ底部糸切り
蘭煤付着

口径 7.90 
内 7.5YR6/4にぷい援色 内回転ナデ

底径 3.75 
3961 41 かわらけ

器高 1.40 
60 良 密 右 蚕みあり。摩滅気味

一括 外 7.5YR6/3にぷい褐色 外回転ナデ底部品切り

火葬遺構
口径 18.301 

内 7.5YR6/4にぷい燈色 内回転ナデ

3971 41 かわらけ
底径 3.90 

95 良 密黒色粒子少量含む 員 内外面倒措

包含
器高 1.50 

外 5YR7/6櫨色 外回転ナデ底部糸切り

口径 18.701 
内 5YR6/4にぷい樟色 内回転ナデ

底径 14.101 書む 径 2皿小磯僅かに 存 歪み著しい398 かわらけ
器高 1.50 

30 良

括 外周上 外 回 転 ナ デ 底 部 品 切 り

口径 18.151 
内 7.5YR7!6撞色 内回転ナデ?

3991 41 かわらけ
底径 13.90) 

302  密 右 摩 滅 気 味

一括
器高 1.55 

外向上 外回転ナデワ底部品切り



表25 5区出土土器観察表

挿図N. 図版h 種別 器種 ゲリッド
遺構・

法量{cm} 残存率 焼成 胎土 色調 調整など白特徴
醸

備考
層位 纏

(荷集西石部)
ロ径 (7.75) 

内 10YR6/2灰黄褐色 内 回転ナデ
底径

事少量EE子、黒色粒400 かわらけ
器高 (1.45) 

45 良 右 煤付着

盛土 ダト 河上 外 回転ナデ底部糸切り

FF晶)
口径 8.50 

内 7阿5部YR/64/に4にぷぷいい樫泡勧色 内 回転ナデ
底径 右 歪み著しい(茸凪ワ)。

401 かわらけ
器高 1.60 

50 良 密白色粒子少量含む 離輔見込は左回り、体部

盛土 外 向上 外 回転ナデ底部糸切り 友 と品切り痕は右回り

口径 (7.2日)
内 1705YYRRV7/33ににぷぷいい黄棲櫨色色 内 回転ナデ

402 41 かわらけ
底径 (3.40) 

60 E 喜子 野粒子、赤褐色 右 摩滅気球

一括
器高 1.20 

外 向上 外 回転ナデ底部品切り

大葬遺構
口径 (7.80) 

内 57Y5RY6R/74/に4にぷぷいい黄櫨i色色 内 回転ナデ

かわらけ
底径 (4.55) 

主密 右403 
器高 1.35 

25 
炭化物 タト 7105YYRR76//32に灰ぷ褐い色黄櫨色 外 回転ナデ底部糸切り

火葬遺構
口径 8.75 

内 5YR6/4にぷい櫨色 内 回転ナデ

404 41 かわらけ
底径 4.90 

90 良 軍少量まP子、赤色粒 右 歪みあり

包含
器高 1.65 

外 5YR7/6櫨色 外 回転ナデ底部糸切り

口径 7.60 
内 S10YYRR56//32に灰ぷ黄い褐赤色褐色 内 回転ナデ

405 43 かわらけ
底径 3.80 

80 良 密灰色J灰1喋色僅粒か子に、含径む3皿 右? 歪み著しい

括
器高 1.80 

外 5YR5/3にぶい赤褐色 外 回転ナデ底部糸切り

口径 (7.70) 
内 l官制芯J;韓色 内 回転ナデ

406 かわらけ
底径 3.15 

30 良密 右 内外面煤付着。護み著しい

一括
器高 1.30 

外 10YR6/3にぷい黄櫨色 外 回転ナデ底部品切り

上面集石
口径 7.80 

内合 75Y5YRR6/64/に4にぷ櫨い色燈色 内 回転ナデ
底径 4.20 

鳥島PSJ弘品LF
占ミい

407 43 かわらけ
器高 1.15 

95 良 右 歪み著しい。内外面煤付着

外 向上 外 回転ナデ底部糸切り

火葬遺構
口径 6.90 

内 7.5YR6/4にぷい櫨色 内 回転ナデ
底径 3.90 

408 43 かわらけ
器高 0.95 

95 良 密黒色粒子少量含む 右 歪みあり。内面煤2少量付着

包含 外 7.5YR5/4にぷい櫨色 外 回転ナデ底部品切り

上面集石
口径 (7.45) 

内 10YR8/3浅黄樟色 内 田転ナデワ
底径 3.40 

百密 右? 409 かわらけ
器高 (1.30) 

30 歪みあり。摩滅気味

外 同上 外 回転ナデ?底部糸切りつ

口径 (7.20) 
内 55YYRR66//42灰にぷ褐色い樫色 内回転ナデ

底径 (3.60) 
410 かわらけ

器高 1.10 
30 良密 右 歪みあり

一活 タト E7Y5RY6R/62/灰3に褐ぷ色い褐色 外回転ナデ底部品切り

(南集東石部)
口径 (7.85) 

内 7.5YR7/4にぷい樫色 内回転ナデ
底径 (4.45) 

密3刷灰、色酷含粒む子、 径 1-411 43 かわらけ
器高 (1.40) 

90 良 左 摩滅気味。内面煤少量付着

盛土 外向上 外回転ナデ底部品切り

上面集石
口径 (8.25) 

内 52Y5RY7R/66檀5/色1明赤灰色 内回転ナデ

412 43 かわらけ
底径 (4.40) 

70 不良 密む 白色粒子僅かに含 左 歪みあり。摩滅気味。内外

器高 1.35 
外 7255yYmR6/55/浅l明黄筆即活日空目品色 外回転ナデ底部糸切り

面煤付着

火葬遺構群
口径 (11.60) 

内 7.5Y7.5/1灰白色 内回転ナデ

413 43 灰粒陶器 碗
底径 5.85 

30 良 密4皿白白色色小粒磯子含、む径 1- 右 歪みあり。内外面薄く降灰。

蟻土
器高 3.60 

外向上 外回転ナデ底部糸切り
スノコ痕あり。貼付高台

衣原11号墳
口径 12.30 

内 2.5Y8/2灰白色 内回転ナデ

414 30 灰紬陶器 碗
高台径 6.10 

ω 言密径む。5m径白m灰骨1色~I3J、j篠皿、醸宮問僅む主かλl峰に含、 右 護みあり。摩滅気味。貼付

埋土
器高 4.15 

外 2.5Y7/3浅黄色 外 一目撃師、ナ品デ切り底後部回糸転切ナデり
高台

最下段平場
口径 (15.90) 

話ji草薙
内 N6.5/灰色 内回転ナデ一部、ナデ 内面施粒(ツケガケ)。重ね

高台径 8.50 
415 43 灰紬陶器 碗

器高 6.75 
60 良

外 野ラケ安ズ可リ 1品目霊ミ
右 焼き痕あり。日掛軸付着。

灰(褐盛色土土) 外向上 置台痕ワ貼付高台

口径 8.20 
内 5紬RP107FH11明7/紫1赤灰黒色色 内回転ナデ

高台径 6.20 
音 色早智食品;議事

内外面一部施紬。口縁部歪

416 44 陶器 土瓶 60 良 右 みあり。重ね焼き痕消l出
器高 9.30 

外 N粕7l5O/R1灰7白/1色赤黒色 外 里転転ナナデデ 削り出し後回 高台
最大径 15.60 
口径 10.70 

内紬 2.5Y7/3浅黄色 内回転ナデ

417 43 陶器 芸員
高台径 4.20 

90 良 密 左 最斑あり。削出高台
器高 6.80 

外 5粕YR245/Y37に/3ぷ浅い黄;泡褐色 外回転ナデ

口径 (11.20) 
内紬 N1.5/黒色 内回転ナデ

418 43 陶器 天茶碗目
高台径 (4.25) 

60 良 密含む赤褐色小磯僅かに 左 歪みあり。外面薄く降灰。

一括
器高 7.00 

外 2粕5YNB1/5l/灰黒白色色 外回転ナデ
削出高台

斜面部
口径 (11.60) 

内 7紬5Y7R5Y7月Rl権7色/1黒色 内羽転ナテ

(美瀬陶濃戸器焼・) 薬品
底径

419 C-5 
器高 (5.60) 

20 良 密 不明

暗褐色土 外向上 外回転ナデ

口径 (11.00) 
内 5Y6/3オリープ黄色 内回転ナデ

(志掬戸器呂瞳J
底径

420 丸碗
器高 (4.55) 

10 良 密 白色粒子多く含む 左

外向上 外回転ナデ

上面集石
口径 (15.40 )口

良県i鹿島;zf内 55YYRR25//42黒に褐ぷ色い赤褐色 内回転ナデ

4211 44 ぽJ陶ヨ器日韓) 壷
底径 15.50 

2底95 0 
右頭部径(15.40)

器高 26.50 
含む 外向上 外 回ラ転ケズナリデ 底部回転へ

体部最大径 (27.20)

上頭集石
口径 (6.90) 

内軸 5Y6/4オリープ色 内回転ナデ

4221 43 陶器 小皿
底径 (3.20) 

30 良 密白色粒子含む す断面は灰色削出高台
器高 1.50 

外 2軸55YY7/5/34浅オ黄リ色 プ色 外回転ナデ

-214-



表25 5区出土土器観察表

挿図 版図 遺構・
残存率

焼 醸
種別 器種 グリッド

層位
法量 {cml 胎土 色調 調整などの特徴

韓
備考

N. I N. 成

口径 7.05 
内 2黒5邑Y7/72灰5Y黄R3色/4崎2褐5色Y2/1 内 回転ナデ

(瀬陶戸器焼} 壷蓋
つまみ 1.85 密含む白色粒子、白色小磯 左ワ ツケガケ。内面煤付着423 
器高 3.60 

95 良

最大径 10.20 
外 2粕55YY7/R24灰/4黄に色ぷい赤褐色 外 回転ナデ

丘陵部
口径 (5.40) 

内 10YR2/1黒色土 内 回転ナデ

424 29 陶器 乗燭
最大径 (6.60) 

40 良 密白色粒子少量含む 不明 露胎lOYR7/1灰白色
器高 (3.15) 

外 10YR2/2黒褐色 外 回転ナデ

37Tr 
最大径 (20.00) 

内 lOY6/2オリ プ灰色 内 回転ナデ

425 29 青磁 酒の海華賓
器高 (0.85) 

5 良密 不明
露胎内面5Y7/1灰白色

耕作士 外 2色5GY6.5/1オリープ灰 外 回転ナデ
外面N8/灰白色

口径 (17.60) 
口 内 軸 2.5Y7/4浅黄色 内 回転ナデ

426 44 陶器 片ロ鉢
高台径 (7.85) 

i官 良 古石皇室1:瞥E。径2 右 外面煤付着。削り出し高台

一括
器高 8.20 

5 外 2(粕5Y2755Y/72/灰4浅黄泊黄色色) 外 注回転目部ナデ貼付け

口径 (15.80) 
内 稲 2.5Y7.5/4浅黄色 内 回転ナデ

高台径 (8.00) 歪みあり。内商重ね焼き痕
427 44 陶器 片口鉢 40 良 密白色綾子宮む 右 あり。削出高台。軸 2.5Y7

一括
器高 9.75 

タトー 1705YY6R/53にぷいい黄門褐萱色色 外 回注転口部ナデ貼付け /4浅黄色
/3に占ミ

上面集石
口径

体

密 E醐E赤単褐色結'J、醸:僅霊か2 

75YYRR55/52/54灰に褐ぷ色い褐 内回転ナデ
底筏 9.05 内 7.5 色

428 44 (志陶戸器呂焼) 徳利 50 
良

-3 mm!l.¥lIlle/NlI!， 1I 1 
右 外面施軸

器高 (13.75) 1底00 ~含む4 に
外 57Y5RY4R/535に/ぷ4にいぷ赤い褐褐色色 外 恩底部転ナ回デ転ヲヘラケズリ

口径
内 75Y5YRR4/43/に2灰ぷ褐い咳色褐色 内。回転ナデ体部スリ目

429 
(鰐主)

揺鉢
底径 (15.90) 

15 良 密 白色粒子僅かに含む 友ワ 内外簡に重ね焼き痕ワ
器高 (3.80) 

外 5YR4/4にぷい赤褐色 外聖書ももへラケズリ

口径
内 2.5YR3/1暗赤灰色 内 回(12転本ナ)デ体部、スリ日

430 陶器 揺鉢
Eー 底径 (12.75) 

底部10 良 重む径 1-7皿白割、磯 左ワ3・4 器高 (2.90) 
灰褐色土 外向上 外回転ナデ底部糸切り

口径

議

内 7.5R2/2極暗赤褐色 内回転ナデ
底径

431 陶器 撞鉢
器高

良事量盟粒子、灰色粒子 高内面から口縁部施軸

外 10R2/2.5極暗赤褐色 外 回 転 ナ デ

口径
内 7.5YR5/3にぷい褐色 内回転ナデスリ目 (6本)

問器 播鉢
底径

体部5 良 密白色粒子含む 不明432 
器高

外 7105YYRR55/35/に3ぷにいぷ黄い褐褐色色 外回転ナデ

口径

富 内紬 7.5Y7.5/1灰白色 内回転ナデ

433 (美磁濃器焼) 広東碗
高台径 4.50 

良密 不明
器高 (2.25) 

10日 外 fijl民自宮粕 7臼 外回転ナデ

火上葬土遺層構帯味
口径 内壁 7.5Y6/2灰オリープ 内回転ナデ

434 {車弘) 丸碗
高台径 13.75) 

底部30 良 私晴嵐官主むo 面脳寸高台

盛土
器高 12.20) 

外 2紬57Y57Y56/15灰/2白灰色オリ プ色 外 恩底転部ナ回デ転へラケズリ

火上葬土遣層帯群
口径 (12.75) 

内 N8/灰白色 内回転ナデ

435 (瀬磁戸器焼) 端反碗
高台径 (4.85) 

40 良 密 右 貼付高台

盛土
器高 7.20 

外 同 上 外今 回底転部ナ回デ転へラケズリ

口径 111.00) 
内 N8/灰白色 内回転ナデ

議長)
底径

436 端反碗
器高 5.65 

15 良 密 右 ツケガケ。削出高台

外向上 外回転ナデ

口径
内融 7.5Y7.5/1灰白色 内回転ナデ 内面にトチン痕あり。

437 躍弘) 石皿
高台径 (13.20) 

30 良 雪量含22む書官自主;J、議会
右 染付 5Y4/3暗オリープ色

器高 12.20) 
外 2紬5Y785/Y28灰/1白灰色白色 外 国 転 ナ デ

10BG4.5/1暗青灰色。

削出高台

大上葬土;居帯群
口径

頭30 良
内 粕25Y5Y4/7/42オ灰リ白ー色プ褐色 内回転ナデ 底部内面に粘土付着。

438 陶戸器itii瀬) 徳利
底径 7.65 

密白色'J蝶少量含む
右粕2.5GY8/1灰白色

器高 底
外 25Y5YRB3//26灰暗皇赤褐色色 外回転ナデ

10BG7/1明青灰色
盛土 60 10YR1.7/1黒色

表26 5区出土煙管観察表

帰国肋 図版N. 遺構・グリッド
法量{cm}

遺物名 備考
長さ 最大幅 火皿幅

326 8Fl 煙管 3.50 1.35 1.3日-1.40

344 46 8F3 煙管(雁首) 2.20 1.65 1.45-1.50 

475 31 煙管(吸口) 5.20 1.30 

476 31 煙管(吸口) 4∞ 1.20 

477 31 煙管(雁首) 4.60 1.30 1.20 

478 46 火葬墓群 煙管(雁首) 5.85 1.50 内部に有機物(木?)

479 31 集石表層 煙管 7.80 0.85 

480 31 集石表層 煙管 8.50 0.80 



表27 5区出土釘観察表

畏吉
幅 loml

厚み
指図No. 図版No 遺構・ゲりッド 層位 遺物名

loml {cm} 
備考

頭部 身部

294 SFI-4 釘 2.20 0.50 0.15-0.20 0.20 

295 SFI-4 釘 2.20 0.60 0.15 0.20 

296 SFI-4 釘 2.30 0.60 0.20-0.25 0.20 

297 SFI-4 釘 2.40 0.60 0.20-0.25 0.20 

298 SFI-4 釘 2.60 0.65 0.20 0.20 

299 SFI-4 釘 2.45 0.65 0.15-0.20 0.20 

30日 SFI-4 釘 2.70 0.80 0.20-0.25 0.20 

301 SFI-4 釘 3.75 0.70 0.20-0.30 0.20 

302 SFI-4 釘 4.15 0.75 0.2口、】0.35 0.25 

303 SFI-4 釘 4.90 1.00 0.25-日35 0.25 

304 SFI-4 釘 4.85 1.00 0.20-0.30 0.25 

305 SFI-4 釘 4.90 1.10 0.30-0.4旧 0.20 

306 SFI-4 釘 5.10 1.00 0.20-0.35 0.25 

307 SFI-4 釘 5.00 0.90 0.20-0.40 0.30 

308 SFI-4 釘 4.95 0.95 0.20-0.35 0.30 

309 SFI-4 釘 3.50 0.95 0.25-0.40 0.25 

310 SFl 釘 2.55 0.60 0.2か-0.25 0.2日

311 SFl 釘 2.70 0.55 0.15-0.25 0.20 

312 SFl 釘 2.30 0.65 0.20 0.15-0.20 

313 SFl 釘 2.30 0.60 0.20-0.25 0.20 

314 SFl 釘 2.60 0.55 0.20-0.25 0.20 

315 SFl 釘 2.35 0.70 0.20-0.30 0.25 

316 SFl 釘 2.45 0.70 日15-0.20 0.20 

317 SFl 釘 2.50 。70 0.10-0.25 0.20 

318 SFl 釘 5.00 0.95 0.20-0.35 0.25 

319 SFl 釘 2.50 0.70 0.15-0.30 0.20 

320 SFl 釘 2.6日 0.65 0.10-0.25 0.20 

321 SFl 釘 3.15 1.10 0.20-0.30 0.30 

322 SFl 主I 4.10 0.80 0.20-0.35 0.30 X線写真より測定

323 SFl 釘ワ 11.601 0.25 0.20 X線写真より測定

324 SFl 釘 2.70 0.40 0.45 

330 SF3 釘 4.00 0.70 0.25-0.30 0.2日

331 SF3 釘 4.05 0.65 0.20 0.20 

332 SF3 釘 4.05 0.60 0.25 0.25 

333 SF3 釘 3.95 0.70 0.20 0.20 

334 SF3 釘 3.80 0.60 0.25 0.25 

335 SF3 釘 2.90 10.251 (0.25) X線写真より測定

336 SF3 釘 2.50 0.40 0.20 0.20 

337 SF3 釘 (2.70) 0.25 0.25 X線写真より測定

338 SF3 釘 1.15 0.60 (0.80) 0.20 

346 SF8 釘 (2.55) 0.60 (0.20-0.35) (0.30) X線写真より測定

347 SF8 釘 (2.50) 0.70 0.20-0.35 0.30 X線写真よ0測定

348 SF8 釘 1.50 0.70 0.30-0.45 0.30 五線写真より測定

352 SD11 釘 12.80) (0.40) (0.20) 0.20 

353 SD11 釘 (2.25) (0.80) (0.10-0.35) 0.25 

354 SD11 釘 2.10 0.60 0.15-0.30 0.20 

355 SD11 釘 2.10 0.60 0.2日-0.30 0.30 

356 SP14 釘 13.40) (0.60) (0.20-0.25) 0.25 X線写真より測定

357 SD19 釘 4.20 1.10 0.25-0.50 0.25 

439 30 釘 (5.45) 0.40-0.50 0.40 

440 30 車T 5.00 0.90 0.15-0.40 0.30 

441 30 釘 4.80 1.00 0.15-0.40 0.30 

442 30 釘 4.80 1.0日 0.10-0.35 0.30 

443 30 釘 4.90 0.90 0.15-0.35 0.30 

444 30 釘 4.20 0.80 0.15-0.25 0.25 

445 火葬慕群土層帯 盛土 釘 4.10 0.80 0.20-0.25 0.25 

446 火葬墓群土層帯 盛土 釘 4.00 0.80 0.25 0.25 

447 31 量T 4.0日 0.85 0.10-0.35 0.30 

448 30 釘 3.90 0.25-0.40 0.30 

449 火葬墓群土層帯 盛土 釘 (3.40) (0.80) (0.30-0.40) (0.40) X線写真より測定

450 30 釘 3.60 0.90 0.15-0.30 0.30 

451 30 釘 3.20 0.85 0.20-0.30 0.20 

452 31 集石東西 Tr西半 釘 2.90 0.80 0.20-0.30 0.25 

4日53 30 釘 3.90 0.90 0.20-0.30 0.30 

454 31 集石 表層(黒色土) 釘 4.10 0.45 0.20-0.30 0.30 

455 31 釘 (2.75) 1.30 0.40-0.45 0.35 

456 釘 (3.80) 0.10-0.30 0.25 

457 30 釘 2.20 0.25-0.30 0.30 

458 火葬墓群 包含 釘 (2.40) 日70 0.2ひ~日 25 0.25 

459 30 釘 (2.00) 0.60 0.30 0.30 

460 30 釘 (2.70) 0.65 0.30 0.30 

461 30 釘 2.90 0.80 0.20-0.35 0.30 

462 30 釘 2.10 0.90 0.30 0.30 

463 30 釘 2.8日 0.60 0.10-0.20 0.20 

464 30 釘 2.70 0.65 日10-日25 0.20 

465 30 釘 2.50 0.70 0.10-0.30 0.20 

4日6 大葬墓群土層帯 盛土 釘 2.75 0.70 0.20-0.25 0.20 

467 30 主T 2.80 0.60 0.10-0.25 0.20 

468 30 釘 2.50 0.70 0.15-0.30 0.30 

469 30 釘 2.60 0.60 0.10-0.25 0.20 

470 SFI-4 黒色士 釘 1.40 0.70 0.2口、-0.25 0.25 

471 火葬墓群 炭化物 釘 2.65 0.55 0.20-0.25 0.20 

472 31 釘 2.85 0.85 0.20-0.25 0.20 



表28 5区出土金属製品観察表

日1'1

SF8 

SF9 

遺物名 信者遺構・タりッド

X線写真より測定

表29 5 tK出土銭震観察表

挿図 一一法量 (cm)
遺構・グリッド 居位 遺物名 備考

No 直径 厚み

328 46 SFl 銭貨(克ノk通 2.5C 日11

339 46 SF3 銭貨(竜iK通震) 2.20 0.13 
，140 生6 SF3 銭貨:寛至?岨宮) 2.40 0.13 
341 .16 SF3 銭貨〔克永辺笠) 2/¥0 0 ，1O~0 15 4は烹ね

342 46 SF3 銭貨〔立本過言) 2，20 0，10 

343 SF3 践住(寛永通笠) 1.95 0.13 

ト
SF5 践貨 2.30 0.10~0.20 

46 SDl1 銭貨 2.30 O.10~0.15 2枚賢ね

352 46 SD19 銭貨(寛永逝宵) 2.IJO 日10

359 46 SD19 銭貨(寛永通宮) 2.3日 。10
49" 46 集石 銭貨(寛永己責〕 2.05 0.05~0. 1O 

496 16 集li 表層(黒色土) 銭貨 12，501 10.251 2枚重ね

497 46 集 表届I.¥i:色上) 銭貨(寛;"k通費) 2.50 0，10 

498 46 長石 表土 銭貨(五豊通覧) 2.50 0.30~0.40 3枚重ね

4(J9 4日 集石 表土 銭貨〔克永通貨〕 2.45 0.10 
日ω 46 張る 表土 銭貨〔克永通宵) 2，50 0.15 
501 46 集7..i 表土 銭立〔且永通費〕 2.45 0.10 

集石 表土 銭貨(寛永通資) 12.051 10.101 
集石南北 Tr南半 銭宣(寛永通費) 2.15 日45 4枚重ね

504 45 集石〔南東区 B-2• 3/C-2 • 3 盛土・黒色土 銭貨(寛ノk寸E費〕 2.15 0.15 
505 46 集石B区(丘陵部) 法貨(寛永通費) 12.051 10.051 
506 46 銭貨 2.5 0.15 2枚重ね

507 5倒 1¥5 銭貨(寛，j通賀〕 12，201 10，151 2枚重ね

509 45 銭貨〔寛永通言) 12，301 0.10 
510 45・46 銭貨(寛永通資) 2.45 。15 2枚重ね

511 45 火葬墓群 包含 銭笠(克力通輩) 2.50 0.10~0.15 

45 火罪墓群 包合 銭貨(寛永通費) 2.2E 0.10 
513 45 火葬哀群 ~â 銭貨〔克;i}:.通費〕

514 45・46 火葬基群 包含 E主笠(寛オ辿賞) 2.55 0.10~0.15 2枚重ね

515 45 • 46 火葬墓群 包含 銭貨(寛永適宜) 2.50 O. 1O ~O.15 

516 45 • !16 火罪当主群 包含 銭貨(寛永通費 2，50 0 .10~0， 15 

517 45・46 火葬墓群 包含 銭貨(肥寧元宵〕 2.40 0.10 

518 45 • 46 火葬基群 包含 主主貨(寛永適宜) 2.30 0.10~0.15 

519 52C 45 銭安(寛永直道) 2.50 O. 1O ~O.15 2枚重ね

521 45 銭貨(寛ノk通費) 2.40 0，10 

522 45 銭貨〔寛d、辿膏〉 2.20 0.10 

45 銭貨(寛永適宜) 2.3日 O.10~日 15

524 45 銭貨(寛永通 12.301 0.10 
525 15 銭貨(寛永通認〕 12，101 。10
526 45 j長貨(克永辺:コ) 12.301 10.151 
527 45 銭貨(克立通草) (2.301 O. 1O ~O.15 

528 45 銭貨(寛永通百) (2.35) 0.10 
529 530 45 銭貸(寛ノi]r，:I!lH?'D 12，501 。15 2.i式首ね

531 532 45 銭貨(寛永辺賢) 2.5C O.10~0 ， 20 H~重ね
5~ì3 45 銭貨〔寛氷通主主) 2.40 0.05~0.10 2枚重ね

534 ，15 銭貨(寛永居直〕 12，301 0.10 
535 45 銭貨 2，55 0.15 

536 45 銭貨:寛永迎賓) 12.501 。10
537 538 45 銭貨:寛ホ適宜〕 2.50 0.10~0.25 3柏貫ね

539 銭安(寛永通貨つ〕 12，201 0.15 M-96 1231 1241と同個体

539 45 銭貨(立ノ]ぇ迎賓) 0.lO~O .l 5 M-96 1221とi司 個 体

540 115 銭貨(寛永、白沢) 2.50 日10
541 45 銭貨〔立永Jl五官) 。15
55413 2 

45 銭貨 12.501 0.15 

銭貨(克オ適主主)

544 銭貨

545 銭貨

5 

時|
法皇 (cm)

遺構・グリッド 遺物名 備考
長径 内径 (cm) 

B-2，3 C-2，3士是正1 北間ld. 思伏製品 5.2C 0.70 

川
環状製品 5閃 3，70 0，25 

火葬墓群土陸信 環状製品 5.40 4刊 1)，35 

集 表居 Y~状製品 5.80 4.95 O.5C 

庁

iヮ。



草区出土土器観察表

話土 色調 調整などの特徴

内 7.5Y6/灰色

良町白色判子:J>:l;:l:合口

外 7.5Y7/1灰色

SEI41.5 内 5寸5/1灰色

6221 51 1山茶碗| 碗 1 D-4・51 

最下

8F1437 
口径 17.20 

i 627 I 52 I山茶碗| 院 I 1コ5 I 
，:剖弓ムτ1世ー十

8581051 1 

tii百
出l自

ISXI4161 1 n尽径 一 母体市4出0 
C-5 1 器高 (2370) 

休部径 124.101 

81<'1503 口径

ISX14461 115.00) 
底部20 C-5 I 7iH;司1 18.5日)

SF1502 日律 110.801 1 ，~ 口

l民径 肩71 0 

I I 
SF1503 口?をt閃…11山山|川川5臼2 上 器高 18.30)1 3C 

SX144G 
口径 116.101 

出2151 1須恵器 Ij不荒 I C5 1 
低径

11.7111 20 需高

口径

i1:l: 
i折、蓋 C-5 

SX1145 高台径
く".む。

器高 タト 灰灰白色色

SX1446 門ノ1又ム ?ヮ 301 内 7.5YR5.5/1褐灰色

t不器 C-5 laJ台径 ~2~ 1 30 
F 器i高 5.86

SX1446 
日51 50 1須恵揺 IJ羽 I C5 I 

ド

SX1446 

川郷器|壷 IC-5 

SX14.16 

碗 じ5
出向上 ド|号~.;l1I，回目右

SX1446 

腕 IC-5 I 1ム|良|窪 l二百戸白色，]¥際詮 I I I 1 |右|歪みあり

8X1446 

上

SX1446 
[]淫

腕 l_:_j_r! 

「民径

器高

SXW16 
口f手

642 1 51 1灰紬陶器|輪花碗 IC-5 I 底径

fiii高

SXH46 門餌，_. 

6431 51 1版刷陶器| 小説 I C-5 I マ-マ由Jム同官E 

下

[J径
日X1446

644 I 51 I灰紬陶器| 腕 I C5 I mmljJl… I-.}百
器高 12.60) 外 I~I伝ナデ底部糸切り 日月

SX11'16 L口E千14i手 11101 ドョ
副目、工具に

包吋

段JlIl I C-5 I 器.. 1 (14011 15 1 1- 四
|右 lu綜部内外市桜く降灰

アr 

民['(~ ::: [口|「

SX1446 

lT… rrl転ナ7腕 IC-5 
需高 山)よ良

1右

10 舛 lOYR5.5/1 ~tl灰色 外 回転、ナデ

8X14.16 
口径

617 1 51 1灰柏陶器| 碗 I C-5 底在四径寸向 I .. ..， 1 20 I 良 1主{巳片品;r_"¥-:金1-'I I I I右

218-



表31 6区出土土器観察表

富農 種別 器種 ゲリッド
遺構・

法量 残存率 焼成 胎土 色調 調整などの特徴
車庫

備考
眉位 韓

SX1446 
口径 113.20) 

縁部口5 
内 N6.5/灰色 内 回転ナデ

648 灰紬陶器 段皿 C-5 
底径

良 喜合1E号222鴻主'i" 不明

上
器高 11.40) にむ 外。 向上 外 回転ナデ

SX1446 
口径 113.00) 

体1口0 

内 5Y7/1灰白色 内 回転ナデ

649 灰粕陶器 碗 C勾5 底径
良 密訴革ZL径 1-2 右 外面粘土付着

器高 13.30) m，白
外 N7/灰白色 外 回転ナデ

SX1446 
口径

体底5 

内 7.5Y5.5/1灰色 内 回転ナデ
底径

霊色小1自磯党、褐E色小Zj磯、事含?む反650 灰紬陶器 碗 C-5 
器高

良

S10YY5/R16灰5色/1褐灰色 回底転部ナ回デ転ナデ

右 内面薄〈降灰。貼付高台

上 外 外

SX1446 
口径

内 !官21月こぷ 内 回転ナデ
高台径

底部20 
lこぶし 左 半還元ゐ摩滅気味。貼付高

651 灰軸陶器 碗 C戸5
器高

不良 密 白色粒子僅かに吉む

E転部へ回ラ転ケヘズラリケズリワ
?台

下 外 75Y6/51/1灰灰色黄色 外
2.5Y7/1.5 

SD1520 
口径 114.70) 

内 5Y7/1灰白色 内 回転ナデ

652 53 灰融陶器 碗 C-4 
底径

10 良 密白色粒子少量含む 不明
オリーシルブ褐ト色 器高 12.30) 

外 向上 外 回転ナデ

SD1520 
口径 114.40) 

内 2.5Y6/2灰黄色 内 回転ナデ

653 53 灰柚陶器 碗 C-4 
底径

1白 良 密白色小磯僅かに吉む 右
器高 12.80) 

外 2.5Y6/1黄灰色 外 回転ナデ

日D1520
口径

内 5Y7/1灰白色 内 回転転ナデナ後デナデ中心付近回

654 53 灰軸陶器 碗 C-4 
高台径 18.40) 

30 良 L白勧El、ハ磯磯僅Zかbに子含生む74 不明
オリーシブJレ褐卜色

器高 12.00) 
外 7.5Y7/1灰白色 外 E転部ナ回デ転ヘラケズリ

SD1429 
口径 125.75) 

内 10Y7/1灰白色 内 回転ナデ

655 51 (瀬陶戸器焼) 植木鉢 C-5 
底径

10 良 葉少量21:際、町田石 自 施紬
器高 12.40) 

外 問上 外 回転ナデ

日D1429
口径

内 2.5YR3/日暗赤褐色 内 回転ナデ

656 51 陶器 播鉢 C-5 
底径

5 良密 不明 施柚
器高 13.70) 

外 2.5YR3/2暗赤褐色 外 回転ナデ

SD1429 
口径

内 官GY7/1明オリープ灰 内 回転ナデ

657 51 
(美議)

鉢 C-5 
底径

5 良密 右 施軸」露胎 2.5Y7/2灰黄色
器高 12.55) 

外 5GY7/1明オリープ灰色 外 回転ナデ

SD1644 
口径

内 7.5Y7/1灰白色 内回転ナデ

658 52 須恵器 杯葦 D-2 
器高 12.55) 

20 良密 白色粒子宮む 右 つまみ部径 2.40咽
タト 5Y7/1灰白色 外 つ井ま部み部回転回転へナデ

天 ラケズリ

SD1680 
口径 115.50) 

内 5PB5/1青灰色 内回転ナデ
器高 12.00) 

不明
日縁外側に自然粕付着。口

659 52 ill曹器 五平蓋 E-3 10 良 密白色粒子多く含む
縁に歪みあり

外 5PB6/1青灰色 外回転ナデ

SD1377 
口径 110.60) 

内 N4/灰色 内回転ナデ
高台径 16.90) 不明 外面に自然地付着(意図的

660 57 須恵器 杯身 E-3 
器高 14.10) 

50 良 密白色瀧子多く吉む
外 回ラ転ケナズデリワ一底部部、 回回転転へへ か)。貼付高台

外 2.5Y6/2灰黄色
ラケズリワ

SP1574 
口径 113.4) 

部頭1口0 

内 5Y6/1灰色 内回転ナデ
底径

雲色小く皇含磯鮒僅む。か子径に、含1黒~む色3粒皿子白 自 外面に自然袖付着661 52 須恵器 護 C-6 
器高 14.5) 

良

外 5Y6/2灰オリープ色 顎回転部ナデ
外 ヵキ目(幅広)

SP1593 
口径

内 2.5GY6/1オリープ灰色 内 回ラ撃状工ナ具デによ中る心線付刻近 ヘ

662 52 須恵器 瓶類? Dω2 底径 14.60) 
10 良 z磯僅白星か京に事含言むb?キ忌i 高内面に自然袖付着

器高 11.90) 
外 N6/灰色 外回転ナデ底部糸切り

SX1527 
口径 113.70) 

内 N7.5/灰白色 内回転ナデ

663 52 灰軸陶器 段孤 C-5 
高台径 16.00) 

20 良 密径む 1-白色3粒mm子灰多白色く含4む礁。含 左 貼付高台
器高 12.40) 

外岡上 外 底壁転部ナ回デ転ヘラケズリ

SP1642 
口径 110.80) 

内 N5/灰色 内回転ナデ
底径

不明664 52 山茶碗 碗 E-2 
器高 12.60) 

10 良 密白色粒子僅かに吉む

外 N7/灰色 外回転ナデ

SD1461 
口径

内 (1軸0Y5RYVB/23にオぷリい黄プ翠動色色) 内回転ナデ
高台径 15.80) 

底部90 良
不明 施軸。重ね焼き痕あり。貼

665 51 陶器 碗ワ C-5 
器高 12.30) 

密白色粒子宮む

外 (7紬5Y5耳Y5E//33にぷい褐色ブ色) 外 援回転部ナ回デ転ヘラケズリ
付高台

直上 灰オリー

SD1462 
口径

内 7.5Y6/1灰色 内 回転ナデ
高台径 4.60 

1底部00 良 塁む32E翫議長読谷 自貼付高台666 51 山茶碗 小皿 C-5 
器高 11.20) 

外向上 外回転ナデ底部品切り

1373 
口径

内 2.5Y7/1灰白色 内回転ナデ

6701 53 須軟恵質器 杯身 E-2 
底径 16.20) 富宣 密白色粒子宮む 右 摩滅気牒

下
器高 14.10) 

外 5Y7/1灰白色 外 国転ケナデ 一底部部、糸回切転りへ
ラズリ ワ

1373 
口径

内 2.5Y8/1灰白色 内.回転ナデ

6711 53 須恵器 五平身 D-2 
高台径 110.70) 

底部70 良 密灰色粒子多く含む 左貼付高台
器高 11.45) 

外， 12.5Y7/1灰白色 外 底国車部jナ回デ転へラケズリ

口径 114.80) 
内 N6/灰色 内回転ナデ

6721 55 須恵器 五平蓋 D-3 
器高 13.05) 

5 良 震1E号tzzrj轟匙 右歪みあり

包含 外岡上 外回転ナデ

口径 111.95 
内 N7.5/灰白色 内回転ナデ

673 須恵器 皿 C-5 
器高 12.10) 

5 良宮色早島都住吉む。
右 外面簿く降灰。歪みあり。

表土 外 7.5Y5/1灰色 外 回天転井部ナデ回転へラケズリ?
外面に土器片少量付着

口径
て二b 内 N7/灰白色 内回転ナデ 内面中，じ付近に粘土片付着。

6741 55 須恵器 杯蓋 D-3 
器高 13.05) 3良 音色童話伊自勧l喋

外 回つ天井転ま部みナ部デ回回転転~ナ芳デ生 _~~l
右 指頭痕あり。

包含 100 外 7.5Y6/1灰色 つまみ部径 2.90曲



表31 6 ~出土土器観察表

挿図No. 図版No. l 遺構 ! 法量 曲四セ十車ナ 胎士 色詔 調整などの特徴
~ 

僻考グリッド 盾位
車2

116.00) 

1125河川内
内 回車τナテ

675 戸J火市山7* 上不蓋 D-2 
器高 12.00) 

20 民 密 白色佳子含む | 回へへ転桁ララケナケズデズ1リ)り1絞よ同司判昨、転:存部主祁ア1回デ司早官? 去包含 タ~: I 5Y8/1灰白色 外

04.701 
内 10Y611灰色 回転ブす

語高 (1.301 
676 55 須恵探 王手蓑 D-2 2C 良 百 白色枝子含む

回天転井部ナデ回転 、フケズリ

右

'21.2; 外 7.5Y6/1以色

114.10) 
内 !i6/1灰色 内 日l転ナデ

67i 55 湿器 十不吉 D-2 
「ぽ径

10 良 密 白色粒子'l>l見合む 員主みあり
と21a日 器[6) 11肌)

外 l司上 丹 回転ナデ

口径

内|川/1灰色
回転プア

673 須恵詰 まド身
l古司ム口江j~ 112.-10) 

5 良 密 白色粒子合む 右削LU高台
包合

器高 13.70) 
外 2.5Y6/J昔以色 回転すデ

口j茎
内 N6/灰色 内 回転ナテ

高台注 19.001 
応部 |密白色径粒子J-合2む胴長]色/胤679 56 須忠器 河、身 E-2 

器詰J 11.301 
良

|底部高札航巨ムヘゴラデメ ズリ同'2ls' 25 外 N7j灰色 タト

内 N8/灰白色 内 回転ヲデー同凸ム口ノ問又
[部1l主5 密含む 白色粒子68C 三百恵器 珂:身 E-2 

器高
不良

1成回転部づ回フ転ナデワ

時空滅気味。貼付[?:1台
包含 外 伺仁 外

口f圭
内 5Y7jl灰白色 内 IhH豆ナデ

高台径
底部10 密少景合白色む粒子、灰色位子681 55 ~liJH器 不明 D-3 

百戸コJ
長

回る1転UJみへラ底ケズ部リ回転工ナ具テによ
首貼仙台

dじh泊 A三! 外 10J上 外

口1子

I常粒む子、黒色15kt色t千粒台子む僅。ノ川白ご色含
「ヨ 2.5Y7/2灰黄色 rJ'j 回転ブデ

高台径 19.501 
E 摩滅気民日占付高682 55 須恵器 明、身 D-3 

毘高 11.501 
25 不良

包含 外 戸iU 外 回転ナデ

口径
i付 N5j灰色 "，1 |司転フデ

ギ[6)1::.)へ川」 19851 
底部ω |岳少景山色色むノj税、山子683 55 須忠器 l不易 E-2 

器高 12.5()) 
民

11
即!1:時部三ナ糸デ切り

イ寸 貼j~J 高台
包ノロヘ タ; 5日5/1青灰色 タ下

口深
内 2.5Y7/2以黄色 内 回転ブテ

高台経 113.10) l部3t正0 白色粒子 右 貼付高台須恵器 杯身 D-2 
器高 11.65) 

良

|固底い部回転ブデ包色 外 灰l灰色白色 舛

口径
内 5Y6/1灰色 IAJ [0車1];:ナア

685 七不身 E-2 
高台径 18.50) 

10 良 密? 白色粒子多く含む 語 障減気味。貼付両台
包Aに唱

者百;;;~ι有 (225) 
外 5Y7/1灰白色 タト 回転ナテ

口t手
内 10Y6/1詑MJく色 内 回転ナデ

十 一台

高台径 18.80) 
底部3C 密少量灰含色む小隊、白色小磁686 55 須恵翠 上不身

認高 12.201 
良

回底転部ブ糸デ切り後回転ナデ外 5Y5/1灰色 舛

口径
内 N6/灰色 円 回転ナデ

高台径 111AOI 
l部1E 0 語 W情台。両台に歪みあり687 55 漬恵器 i平身

器高 12.20) 
正ミ 密 白色粒子古む

|回ケス転リナデ」部!岳、部回回転転チデヘラ外 N7/灰色 外

口f平

旧日O)11富10 
内 ;-;6/灰色 内 l司転ナデ

員卜l聞か(端部工豆使用)
高台径

688 須恵器 士不身 D-2 
器高 (1.501 

良 街 白色位子少量含む i回底転部ヘ回ラ転川へラケズリワ生2，(i_j山シ 外 N7/灰白色 外

口径
内 N6/灰色 円回転ァテ

689 須思器 上不身 D-3 
高台筏 (7.90) l部昆 良 性白j色径枕千1-台2む剛白色小限、 不明 貼{寸高台

包含
需高 11.10) 10 外 N5/J)(色 外 底部糸切り後向転ナテ

口怪
内 2.5Y7/1灰白色 l引転ナデ

高台経 (7.601 
690 須恵器 j不身 E-2 

器高 (1.35) 
初艮 向色泣子含む

日底I~部王 7固デ包へラケズリ

右 削tl'，高台か
百合 外 5γ6/1灰色

口径
内 5寸7/W主1色 内回転ナデ

高台径 15.101 
仕m2受02以z 不明691 須恵器 f不身 D-3 

語高 1l.151 
密 Ll色粒子多〈含む 「手械気味。削り出し高台

包含 外 5Y6/11;1¥色 タ1 日l車手へラケズ 'J

I~-: 
口径

内 2.5Y8/2灰白色 内 同事五ナデ
高台径 15201 692 須恵器
器t高 11.101 

5 1 H 密

外 | 間 前 三ILズリ

右 }砧イ、:Jì~司ß'

世合 外 101上

口径 J3.9 
内 回転ナデ

693 57 灰柏岡器 碗 D-3 
高台径 5.90 

70E  "白白色色小粒隊子合、む径 1-2 五 底部重みあり。貼{-;-J;~J台
四」人「 器高 4.30 

外回転、フデ底部品切り

112.701 
内 回転ブデワ

694 1;[>身 E-2 
底径 (4.80) 

25 ノ上干1 密film灰白色色小J際"子台、む 1-2 不明 I ;~底減部気内味外。面口限絃付部着主み。
包含 器高 3.20 

外 転ナデワ底部糸切り

口f玉
内 2.，Y7/1灰白色

695 耳〈身 E-2 
民径 15.3己)

民部80 γ 苫R 1:小諸説告白歪色位含むJ-含む。 灰色

E合
i%高 12.10) 

外同」

口筏
内 10Y5.5/1灰色 内回転ナテ

底径 (4.051 
底部25 良696 il-!茶碗 /HIl D-2 

器高 11.251 
結 白色町子多く含む

包含 外|首LI二 列 IrD転ナテ底部糸切り

口径

体5践0 以山

内 2.5Y7/1灰白色 内回転ナテ
民邑i 4.70 

697 時身 D-2 
者山"百" (2.15) 

密 白色粒子多く含む

bノI 版l可程部ァナデデりミ切りつ21ニA口 100 外 2.5Y8/1以白色

698 日 1 LIL茶碗 i口径 l
トー

内回転ナテ ! 底径 (4.60) 
内 5Y6/1似色

3C 良 百三日l色粒子台む
己日苫ん "("，高 11.201 

外向上 外恒l転ナデ岐部井、切り

日

U
円
心
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口
叶
叶
人
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707 1 55 1灰紬陶器| 碗 1 D-3 
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始土 色読
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句
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ぶ
山
一

黄
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内

外

一

州 1同k
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(8凶11
器高 1 (2別1140 

内 12.5Y8/Wi白色
不 1 径 6mm灰色小説僅か
良 lに企む .1 

外 12.5Y8/2D白色

高台径

版
部
川
叫

0

5

 

9

4

 

5

1

 

(
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l内 12.5Y8/2.5以日色
---2mm灰色小磁白!密f

旦!僅，e斗

円い明i
日限〈

外 125Y1.5/2灰黄色

l内 1N8/1灰白色
白色小際

外 15γ8八灰白色

手口問
(日削11!lfj 
(19511 iij 

志台径 1 (7 201 1 ~氏
.， __1 高官

器高 I(1551 I 25 

内 110YR1/1灰白色

良|街 白色世子少量含む

タ 11百Jt 

708 1 51 1灰柚陶器 1 1" 1 E-2 

U径 1113.801 
高台筏 1 (6日)11…

旬ム l器高 4.101 ~-
片

E lZ臼時五LF1~2l:l;;1灰白色

7ω1 51 Il火刑陶器| 碗 1 D-2 1 高台-径-
何21;3 器品

口径

7101 |灰紬陶器| 儲 1 D-3 1 
!氏径

包含
器高

i 711 I 56 I灰制陶器| 恥， I D2 I 
口径

高台径

包含
E同E日で[o_三'J

円L革 l

内 15Y8/1灰白色

時

一

付

一

気

岩

崎

峠

一

。

一

而

内

一

あ

内

応

一

弘

一

h

L

h

一

明

一

附

明

一

討

一
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一

不

明

一

不

明

γ

小
川
」

一

切

一

羽

↑
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一

謙

一
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1
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一

一
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一

特

一

部
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円
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四

回
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一

一

内

外

一

内

外

内

外

備考

右 1bι由(植の発色鈍い)

先|回転ブデ
汁 1底部糸切り後ゴデ

的|回転フデ

外|回転すデ
Ill~部凶転ナデ

内|回転ナデ

l回転ヘラケズリ
外|底部回転ヘラケズり

内!回転オデ

外|回転ナ T
|底部糸切り後ナデ

内!日|転ナテ

外lhl需ヘラケズリ
底 回転へラケズリ

I~ ， I 回転ブデ

外|回転ナデ
|底部糸切り後ナデ?

内 IlnJ転ナデ

外!回転ナテ

プ子 l オリ
油(拍 5YG/2灰
l山付高台

お|惇減気味。貼付l高台

内
凶
台

部

山

南

Z
山
肌
付

石
ワ

7.5Y8/1 
1直ワ貼

(1剖:1 5 1 良|箭
(1.60) 

外 17.5Y8/1灰白色

右

重ねi忠

不
明

左 1歪みあり。貼付高台

不|外而施紬(納の発色鈍い)。
明|貼付高台

、

宮
山
磯

良
底
部
日

ω
叩

7

1

 

j内 110Y6/1灰色 |内|回転ナデ l 

-昌字、1 1 1 1_ 1 ~ 1附高台
l外 12.5GY6/)オリーブ以色 i外|回転ナデ 底力，1糸切りい

l 昨 1. . __ 1内 1))6/灰色
(日間11窓!良|密室 1-2岡山色/問 1 1 
(1.80) 1 20 1 R 1少量含むo 白色牧子台む|外 11.5Y6/1灰色

内 1"'1転ナデ

外|回転ナデ底部糸切り

1121話!灰袖陶器| 腕

記 l 貼Hr~;台
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不
良
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品
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日
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 包合
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出
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口
h
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泊
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つ

ム

一
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径
径
一
両

日
時
山
富

|内 110YR7/1灰白色

列 11~X!~?以黄長
1 2.5Y6/1黄ト人色

;iZJliトト i川 l子 一 むl1r白色

口溢 1.，. I >_，~， 二七 一 昨! げg，1N1/灰白色 |内， 1回転ナデ i 

715 I 55 I ))(Tl1Ji(i劃j 茄 L川 向晶子--長良|密r貯恥f，sU-2卜T ，-~~ 1"1 右 I ~=_'__ 
-- 】 _" uu • ん】~~器官 2.' 日 日 1mm日目'1晴天苫む 1，_. I_____"_.~h 川 1 ~，"- ~~".. .""コ辰あ

合 ド μ ω …'1 '刊 げk175Y1/1灰白色 !外 1回転ブデ底部糸切り --

1 口圭 一 十 い.1 _ ____ 1". 

しいl凶31 1 IU茶 ~ I fi椀担 亡Jぺ1 I~附陪削詰平 i:: 2 44妥付附子 径的3削附附山色佐ノ岬j

I 1 1 | 包伯含 い門」 上 し j引川|合む 川 2.5GY6/川吋昨川lリj一プ叩灰色叫!叫瑚b凶畑後阻回胡転担ブ門切り

ド市p~f，'NI 問団 τ71hl:2出品川::7/似黄色 i:1EJ:?部回転へ l右

…山 川 110Y7/1灰白色 い川回転ナデ

円 良|密白色粒子制 1 T' -- 1'1 ;山;z; ぺ ド7肝刊7収附白悶色 川回鳴詰誌、ナJゐん却切J 品主制酔T件~I凶右|貼耐f付ナ
川…n ハ II記 附 1.'訂釘5Y7竹「づ7/11)iI'J色 打削|閲目転ナデ l 
何30)1 山 i密白色純子、色'J倍程ドリ|一一 一ぃ γ1 不 l川叶ム

日 90)1201~'1 村合む じ山G/Hkι タネ型配布草間j.1R月 IJ-lr:ll川口

口径

1181日|灰紬陶器| 腕 | 口-2 1 
包含

719 1 55 1以袖陶器| 碗 1 D.3 1 
当合
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制
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辰
部
川

口
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ス
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ノ

自
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外 12，5Y7/1灰白色

(1印iI
(19511 10 

内 17.5Y日/1氏色

右|百'1主て

右|貼付高台良|出 白色佳子生昌吉む
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出
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表31 6 rg出土土器観察表

，，，%'1 器譲 グ¥)，ッド
道様。

法量 胎土 魚]雷山B 調整などの特徴
車挺

備考
層{立 誼

は径 (11.901 
内 N5/灰色 いJ !ulilL;ナテー

須器 、"}J D.3 百 l古 11901 
密白巴粒子吉む t王

也d 外 1.5Y6/1灰色 外 回程サデ

口径 19削)

;部?はま
一日む

内lぜGY4/附 'J ブ灰 内回転ァテ

須恵器 二三頚つ D.2 
底霞 ィ明、

包含
罷高 (i¥.60) 

外 N6/灰色 外回転ナデ

l l11怪

(20.60) 

禄昨口。日 一1山

内 [nII;iJ_;jデ

725 55 須恵器 Z山F石 D→2 時f主 良 密白色粒子主む
包合 否問1両r (4.20) 

外 lOR4/1陪必灰色 タト F可転ナデ

口符
内 5Y6/1灰色 円 四三三ナデ

726 灰柚陶器 f¥li E.2 
高台ィ辛

民密 右 !出訓刻r口;.Ir'/'時つに出

包含
崇高 (2.70) 

外 同i 外 向糸転切ナり後デ回底転部ナデ糸切l ムロ

rJ径
[竹 7.5Y8/1J)(白色 |目i玉ナデ M!i利!日出 75Y5/3灰オリ

727 57 阪司11陶i;~ D~2 
(7.80) 

民57H0 1 
-2 

右 列ムU l 貼付高
包含

12.20) 
外 2.5Y7/1灰白色 回転ナデ底部糸切り

日程F
内 NG/灰色 内回転ナデ

版阪c部光か)内沢而をにも2っ箇部所分、
728 漬器 査期 日2 底径 17.40) 

底部8C 良 出 白色位子告;む 右

H←Lリ~ðドJ 器高 (1お)
外 同! 外 底部回転ヘラケズリ

トー
口径

灰平Ih陶器 民怪 体古1 密白色黒小色限拍含子む、白色位子、
内 5Y6/1灰色 内回転ブデ

こ土具
72S 55 

(猿投産)
壷 D.2 

器出J
良

外 II回耳転目部ブ分デ ナデ

ti. 
包含 15 タト 5Y4/1灰色

日深
内 2.5Y8/1.5灰白色 内 回転ナデ

730 57 須恵器 民頚壷
底筏

頚尚70 1 良 出 (J色柿子模かに含む 右 ゾボリ痕あり。目然袖付着

表士
器高 (9001 

外 同七 外回転ナデ頚部カキ日

口f圭
内 N6.5/ i火色 内回転ナデ

住径
F部日百O 731 56 須恵器 長顕壷 D.2 

隙前混灰粘色土
器高

良 密白色位子多く含む 右 シボリ痕あり。薄く降以

外 5Y6.5/1灰色 外回転プデ

jQ乱 γ) 
縁部1口0 

内 2.5Y8/2灰白色
底係

不良 不明732 58 土師器
器高 (1.90) 

性粒子僅かに含む 岸波著しい

外 同l二 外調帯イ、明

口径 (16.00) 
内 5YG/3オリーブ黄色 IAJ l'司転ナテ

56 
陶器

片口 D.6 
ほ径

ら良 密 λ 自在日明、J~J， -2 右 施柏
(美濃尭) 器高 14.601 mm I-~I にd 旬、 'Y9. 同

外 5Y6/4オリ フ黄色 外 回転ナデ

1414 
口径 (16.40) 

5Y6/2L火万リ ブ色 内回転ナァ
陶器 j_Ef径 削出

73~ 52 I (美撲協)
片口 D.5 10 民需 右

1白Li償，¥L)
器高 (8.40) 

同 k タト 回転ナデ

口径 (11.20) 
内 利ノ/ミ4白暗色掲色 内 回転ァデ

陶器 「丘f干 ィ明、 '" 735 
日 出戸日暁)

D.3 25 良 密白色粒f含む 赤褐色
|褐色シルト 器高

16.15) 
外 紬灰/1白灰色白色 外回転ナデ

(10.50) 
内 lDYR2//1黒陪色伺 内回転ナデ

民i壬 10YR3/4 色 右 施い黄刷抱。色露D-2 
牒混l褐粘色土 器l盲 (5.85) 

20 1 t! 
外 底回部転ナ回デ転ヘラケスリ外 防]仁

日経 17.95) 
内 5YR6/5崎色 内回転ナデ

底径 左

時(地ft!山色由ンルヒ)ト 探高
11.20) 

初艮 自

I 日/笹邸色主色
ワ 重みあり

外 外回転ナチ

日f主 7.25 

17底口000l ||l 不良

内

に//4剖3にぷにこぷいぶぶ槌いしし赤色噴せ信検笹包色色

内回転ナ7
手 3.40 

附(l世掲山色直川トレ)卜 部I~J 1.30 
2μ2 J 右 歪み著しい

タト 外 riJJ~記ナデ 底部糸切り

口径 (26.00) 

縁部日 や
I何 10YR6.5/1灰白色 内 回転ナデ

底径
i空 白色粒子合む 不明

際黄混褐粘色 I~iA高 11.65) 5 良や
列 に褐ぷ色し 外回転ナデ

1135 
口t是

内 7.5Y7/2以 l~l @，
陶器

H口 C-5 
径

5 良 密 ィ明、 全。ift1~H
51 出現戸地)

撹T;l
出叫古l己J 12.001 

外 1"1上 外回転ナデ

口径 I一2一町J口 内 I 別赤音褐赤色褐色 11サ |別伝ブデ
陶器

法径 縁
部Hl 58 I 1瀬戸焼)

{苫鉢 D.2 良密 施平由

表上
器1;;;;1 (2.85) I dJ: 

外 5YH4/7赤掲色 タ; 回転ナデ

1435 
口f王

内 5YR3/4赤褐色 内 回転ナデ
陶器 医筏

742 
51 I 1語i戸焼)

揺鉢 C-5 
器高 12.90) I 5 

良 抽軸。タト面タタキか

外 5YH3/3亦出色 外 回転ヲデ

口径
回円転得部ナデ丁且イ市岡ワ

陶器 !鼠径
良 I密僅亦か褐にE日yむl'磁、 白色ノl、

内 7.5YR4/日間色 内

743 56 I (瀬戸焼) 指針 B-l・2
器l再 開別iI 5 ミ U1H1J縁部ナデ工具使用つ タi面に粘土片付着。抱利

l也山直 1. 外 7.5YR4/5褐色 外一/6Mlifu ---1内庇径 一
744 58 I (叫jp焼)

鉢 D.3 
器高 山)禄T 良?手』

表1 外向上
」

回転ナデ

口径

陶器
1579 

l民f干 Eord -u 良 密少量白含色む粒 1:1色小繰

肉 10YFl州内科 同いいl夕え刊ik k 

ヌリ目

745 52 I (瀬戸焼) 指 C.3 
出四吉向 一

外利!日間/3U音赤褐色

ドJ:I 5YR6/4にぶいほ色

!L;j-T 体部ス 川 | 陶{;~ 1I主径 一 良 出合む[ 灰色粒子746 56 I 1志戸日焼)
情鉢 器高 5 

tWIJl1直上 外 IciJト



備考

艮

113151 
I 20 

1:1.1111 
良

外 I1"1転オデ版部ナデつ

内|回転ブデワ

1柏町山トブ色い|

外|也記ナデ休部波状文

-

ア

一

ナ

一

リ

一

正

ズ

一

日

ヶ

一

ヒ

ラ

一

て

IJ

へ一

¥
 

一

ア

デ

デ

時

一

デ

ナ

ナ

ナ

直

一

ナ

一

五

一

ぷ

デ

h
Z
山
一
二
ζ

:
 

回

回

目

底

一

間

外

的

外

一

内

i
 
i
 

ブJ
 

内 11~lll:2.5Y6/2J1<黄色

良|密

内|問転ナデ

内 1'1.5Y8/2以山色

外|向上

民|密

表 l.1直F

口仔邑

底f菜
市高

表一lて

ιU毛1
1303 

高台1lil 111.6011 
C-5'61 130 

一一 1 ;~高 I 112叩)
褐色シ ト

l 口 1131刊11口
底主 - い母
器高 抑11百F

1 10 

何日 E羽|

15.6011 ' 

底
部
卯

印

閃
6

2

 

5区出土土器観察表

-
O
 前

一
日ー

法盤

.__.. I U伍
13 →ごで|ム 高台 E

C-5・61 ぐ亡にご
Iロヲ 器可υ弓白、 、 山

筏

径

高

円
民
間
百

径
径
一
面

]
主

3

I

h広
告

「表土

ゲU.~ ド

揺鉢

[，冨鉢

器桓種月11

表31

水資
陶器

(詰戸焼)
15C 

底
部
m
W

0

0

 

6

1

 

一
8

5

II径

高台径

器高

口径

高台径

器高

表土

D-3 

ノド盟

片口

事i附 10 貼付l面台

外 i回転すデ底部糸切り

良|密白色位千台む

表ヒ

f晶

口径

百台径

器高
表土

D.2 

片口

6区出土銭貨観察表

図版
法量 (Cnl)

遺構固グリッド 層{立 遺物名 {詣考
N乱 直径 厚み

624 開 SE1534井戸枠底面 C-6 銭貨(寛永適}，'() 2.40 0.10 

625 59 日E153.1井戸枠庇面 C-6 銭貨〔寛永迎主主〕 2.20 0.10 

62E 59 SE1534井戸枠底面 C-6 銭貨(寛永通貨) 2.20 0.15 2枚重ね
t 

表32

備茸

0.30-0.1日

O.30~0 .40 

草区出土釘観察表

1441 D-6 

調査区南東

層位 造物名

釘

主I

遺構・クリッド

表部

京j出

自主主出土石器観察表

挿図I占1
図版

法畳(，ω)
遺構ーグリッド 層位 遺物名 {詣考

No 全長 最大幅

763 59 日1・2 地山直上限出灰色粕土 砥石 17.001 3.50 5面使用

764 D-2 表土 麿製石斧 11.60 3.85 2.511 J 54.764 4国使用

76己 5~) 1451 D-5 乱 砥石 123.701 13.80 全体的に被熱している

1可 59 I E-3 包含層階褐色際社1νルト lT型石鉱 (1.951 O.9C 1.016 両側部を欠く

qo 
q
ム



表35 7区出土土器観察表

富No. 里N. 種別 器種 ゲりッド
遺構・

法量 残重 焼成 胎土 色調 調整などの特徴
韓

備考
眉位 韓

{5S7B周D溝l) 
口径

内 2.5Y7/3浅黄色 内 調整不明

768 64 弥生土器 壷
底径 (7.30) 

30 良 車多、く駐含む下前古車時 不明
摩滅気味。底部一部、器面

器高 (1.90) 
外 57Y56Y/R1灰7.5色/6浅黄燈色 円L 調整不明

剥離

(5B7B周D溝l) 
口径

内 2.5Y7/4浅黄色 内 調整不明

769 64 弥生土器 壷
底径 (10.85) 

15 良 粗多色小くE含磯EむJ1P量。~径吉3皿む1 褐~色3小皿磯灰 不明 剥離、摩滅著しい
器高 (2.90) 

外 7255YYR7/74/浅61演動色出亘 外 調整不明

8B02 
口径 (14.25) 

内 10YR8/3浅黄櫨色 内 調整不明

770 65 弥生土器 壷 F-13 
底径

10 E 襲、駐下協理智j、 不明 摩滅気味

(暗覆褐土色士)
器高 (7.40) 

外 10YR8/4浅黄援色 外 調整不明

中S央B土03層帯
口径 (10.80) 

内 2.5Y7/3浅黄色 内 調整不明
底径

謀含、む喜仁izE雪景品 不明772 64 弥生土器 壷
器高 (5.10) 

20 良 摩滅著しい

黒褐色士 外 同上 外 調整不明

中央日B土U層3帯
口径

内 2.5Y7/1灰白色 内 調整不明

773 64 弥生土器 壷
底径

5 良 粗径む1径~13~皿5灰阻褐灰色台l、I離、瞬宮、 不明 摩滅気味

黒褐色土
器高

外 5YR7/4にぷい檀色 外 調整不明

中央8B土D層S帯
口径

内 2.5Y7/3浅黄色 内 調整利月

774 64 弥生土器 壷
底径 (6.05) 

20 良 3、くiJ5i謹128 不明 器面剥離

黒褐色土
器高 (1.75) 

外 10YR7/4にぷい黄櫨色 外 体底部部調ハ整ケ不自ワ明

口径 (11.10) 
内 5Y5.5/1灰色 内 回転ナデ

776 65 須恵器 杯身 F-9 
底径

10 良 密 白色粒子少量含む 左

暗褐色土
器高 (2.75) 

外 5Y5/1灰色 外 回転ナデ

461 
口径 (12.40) 

内 10YR5.5/2灰黄褐色 内 回転ナデ
底径 左 歪みあり。内面に自扶柚少

777 64 須恵器ワ 不明
器高 (3.5日}

15 良 密 白色粒子少量含む 。 量付着
外 510YY6R5/7/13灰に色ぷい黄櫨色 外 回転ナデ

461 
口径 (11.40) 

内 25Y6/725灰/4黄に色ぷ 内 回転ナデ
底径 10YR い黄櫨色

778 64 須恵器 杯身 20 良 密 白色粒子少量含む 左 摩滅気味
器高 (3.40) 

外 2105YYR57/l5黄4灰に色ぷい黄撞色 外 回転ナデ

8P仮201
口径

車色多ノ、くl震含む吉に。む径iz1競-3争阻議白

内 10YR7/4にぷい黄櫨色 内 調整不明

779 65 弥生土器 不明
底径 霊 良 不明 歪みあり。摩滅気味
器高

外 7105YYR4755//14灰に色ぷい黄樟色 外 調整不明

8P仮232
口径

包4磯やr離や多l鳴粗、く、径含径径む1 ~11 ~~2 皿43皿四白赤灰色褐色ト
内 7.5YR8/3浅黄色 内 ナデ

底径 (8.85) 
底部20 不明780 64 弥生土器 壷

器高 (2.15) 
良 外面剥離。摩滅気味

外 7.5YR7/4にぷい櫨 外 調整不明

撹乱
口径

内 10YR6/3にぷい黄櫨色 内回転ナデ

781 66 須恵器 主平身
高台径 (5.70) 

25 良 密白色粒子宮む 右ワ
器高 (1.70) 

外 5Y6.5/1灰色 外 司君主Z底部品切り後、

口径 (11.75) 
内 2.5Y7バ浅黄色 内回転ナデ

782 67 灰粕陶器 ノト碗
底径

5 良 密白色粒子少量含む 右 内閣薄〈降灰

排土
器高 (1.90) 

外 2.5Y6.5/1黄灰白色 外回転ナデ

口径 (13.30) 
内 2.5Y7.5/3灰白黄色 内回転ナデ

783 66 灰勅陶器 碗
底筏

5 良 密白色粒子僅かに含む 左

表土
器高 (2.25) 

外 2.5Y7/3灰黄色 外回転ナデ

口径 (12.50) 
内 2.5Y5/2暗灰黄色 内回転ナデ

底径
空32E21童福能784 67 灰軸陶器ワ 碗

器高 (2.70) 
10 良 左 内外面薄〈降灰

排土 外 5Y6.5/1灰色 外 回 転 ナ デ

口径 (15.60) 
内 2.5Y7/2.5灰黄色 内回転ナデ

785 66 灰紬陶器 碗
底径

5 良 z白星号院議4~3 右 粘の発色鈍い

表土
器高 (2.10) 

外 向 上 外 回 転 ナ デ

口径 (15.70) 
内 2.5Y7/2灰黄色 内回転ナデ

底径
密皇軍騒1，径占-27861 66 灰紬陶器 血

器高 (2.10) 
10 良 皿自 にむ

右 外面白紬の発色鈍い

表土 外向上 外 回 転 ナ デ

撹乱
口径

内 5Y7/1灰白色 内 回デ転後ナデ一部、回転ナ
高台径 (6.30) 

空4自E21能量L

ナデ
7871 66 灰柚陶器 碗

器高 (1.60) 
30 良 右貼付高台

外間上 外底部品切り

口径
内 2.5Y7/3浅黄色 内回転ナデ

7881 66 灰柚陶器 碗 F-13 
高台径 (5.80) 

20 良 富か著書官子、白色粒子 左 貼付高台

表採
器高 (1.80) 

外向上 外底部回転ナデ

口径
内 2.5Y5/1黄灰色 内 回転ナデ

高台径 (7.80) 
底部25 良 密径に含l白~む色。2粒醐子白、刷黒機i倭子か、7891 66 山茶碗 碗

器高 (3.15) 
左 歪みあり。貼付高台

表土 外 5Y4/1灰色 外 冨底転部ナ静デ止糸切り

口径
内 5Y6/1灰色 内回転ナデ

7901 65 灰軸陶器 碗
高台径 (6.60) 

5 良 密白色粒子宮む 左貼付高台

谷部包含層
器高 (2.90) 

外向上 外 一回転部、ナ回デ転ヘラケズリ

撹乱
口径

内 2.5Y7/2灰黄色 内回転ナデ
高台筏 (8.00) 寺制寸高台7911 66 灰紬陶器 査類
器高 (2.05) 

10 良 z白星京事語L~2
外 2.5Y7/1灰白色 外底部回転ナデ

口径
内 10YR8/3浅黄種色 内回転ナデ 内面よ高台に自然粕ワ付着c

7921 66 陶器 碗類
高台径 (5.50) 

底部60 良 密醐黒白色粒脱色4子粒磁少僅子量、か含径むに含1-む。4 右 底部外面に黒色白タール抄

表土
器高 (2日5)

外 2.5Y7/3議黄色 外臨謡ナデ
の物少量付着。貼付高台

」

-224-



表35 7区出土土器観察表

掃図No， 
図版馳

遺構・
残霊

焼 聴
種別 器程 グ!J.，ド 法量 胎土 色調 調整などの特徴 備考

層位 成 櫨

口径
内 2，5Y7/2灰黄色 内 回転ナデ

高台径 (6，00) 
底部25 霊に吉3白~む色。5粒皿子白、色黒小白酪子僅か、793 66 灰紬陶器 碗

器高 (2，30) 
良 右 歪みあり。貼付高台

表土 外 2，5Y6/1黄灰色 外 底部回転ナデ

撹乱
口径

内 N6.5/灰色 内 回転ナデ
高台径 (5，20) 

794 66 山茶碗 小皿
器高 (1.50) 

10 良 密 白色粒子少量含む 右 歪みあり。貼付高台

外 7，5Y5，5/1灰色 外 回転ナデ

口径
内 N6，5/灰色 内 回転ナデ一部、ナデ

795 66 山茶碗 碗 E-l0 
高台径 (6，20) 

部8底0 良 密白色粒子宮む 右 貼付高台

表採
器高 (1.55) 

外 向上 外 回一部転、ナ糸デ切り底後部回糸転切ナデり

口径
内 7.5Y7/1灰白色 内 回転ナデ

796 66 山茶碗 碗
高台径 (5.40) 

20 良 密 EE21お語1 右
内面自然粘付着。重ね焼き

器高 (2.10) -2 む 痕? 貼付高台
表士 外 向上 外 回転ナデ底部品切り

口径 (7，65) 
内 2，5Y7/2灰黄色 内回転ナデ

797 67 須恵器 長頚壷
頚部高 10，80 

頭7口0 良 密白色粒子宮む 左
内外面シボ')痕あり。口縁

表採
器高 (11.90) 

外 N6，5/灰色 外 回転ナデ
部歪みあり。外面薄く降灰

頭部径 (4.75) 
口径 10.40 

内 7，5YR7/5にぷい櫨色 内
調デ整不明 一部、回転ナ

底径 5，20 
不良 ?阻薬害E景品E1~798 65 かわらけ

器高 2，80 
50 右 摩滅著しい

排土 外 7，5YR7，5/4にぷい樺色 外 調整不明

口径
内 10YR8/3浅黄檀包 内調整不明

底径 6，90 
底部90 震色景品計官伊l様、 不明799 65 弥生土器 責類

器高 (1.60) 
良 摩滅気味

谷(黒部褐包色吉) 外 lOYR8/4浅黄檀色 外調整不明

口径
内 7，5YR7/5樫色 内指頭ナデ

基部径 (5，85) 
脚部30 

や
粗径含む1径~l2~皿褐4.色U疋小削磯多除く

高 摩滅気味800 65 弥生土器 台付費
良や

谷(黒部褐包色含) 
器高 (5，75) 

外 1205YYR67/1む黄灰浅色黄燈色 外調整不明

口径 (23，80) 
内。 5YR4/4にぷい赤褐色 内調整不明

801 66 土師器 費 G占13
底径

10 良 密白色粒子僅かに含む 高摩滅気味
表日揮書作黄土褐の色下土〕

器高 (4，40) 
外向上 外調整不明

ロ径 (28，0) 
内 lOYR6/6明黄褐色 内調整不明

底筏
縁口5 マ良 径やく含や1粗~む4皿白色黒粒褐子色宇小磯む。多 員 摩 溺 気 味802 66 弥生土器 聾

器高 (3，80) 
在(黒部褐旬色吉) 外向上 外調整不明

撹乱
口径 (19，60) 

内 iiE14i髄E 内回転ナデ

803 67 I (瀬陶戸器焼) 折縁皿 F-9 
底径

10 良 密 白色粒子少量含む 自施私露胎 5Y7，5/1灰白色
器高 (4，00) 

外 1100YY76//21オ5灰リ白ー色プ灰色 外回転ナデ

口径 (14，90) 
内 2，5Y6/4にぷい黄色 内回転ナデ 施紬。露胎 2.5GY8/1灰白

67 I (瀬喧戸弘焼) 霊霊

底径 (4.40) 
事に量含EむEFZ諸島EZ804 G-7・8

器高 (5.20) 
25 良 左 色。内面に輪トチ(ワ)の痕

外 2.5Y7/2黄灰色 外 底回転部ナ回テ転へラケズリ 跡 2箇所あり

337 
口径 (12.40) 

内 7.5Y5/1.5灰オリープ色 内回転ナデ

805 64 青磁 続
底径

10 良 密 白色粒子多く含む 高施粕器高 (2.50) 
外向上 外回転ナデ

口径 内灘間6.5/1オリーブ 内回転ナデ

806 67 青磁 碗ワ G-7・8
底径 (5，60) 

底部40 良 密白色粒子少量吉む
左 施軸。底部外面に紬少量付

器高 (2，25) 
外 N紬6/5G灰Y色6/1オリーブ灰色 外 底国部転ナ回デ転ワヘラケズリ

着。貼付高台

315撹乱
口径

内 2.5Y5/1黄灰色 内回転ナデ
底径 (5，80) 

807 67 陶器 卸皿 E-8 
器高 (1.0日)

20 良 密 白色粒子僅かに含む 不明

外 10YR5/2灰賞褐色 外回転ナデ底部糸切り

表36 7区出土石器観察表

掃園地 図版恥 遺構・グりッド 眉位 遺物名
法量 (cm)

備考
全長 (cm) 畳大幅(叩) 畳大厚(聞) 重量(g)

771 68 8B02貼床下 埋土 石鎌 (1.80) 1.40 0.25 0，378 

775 68 日B03 黒褐色土 石鍛 (1.25) 1.60 3，0日 0.478 

808 68 西南西壁 撹乱 石鎌 (1.30) 1.50 0，35 0，453 先端部および片側脚部を欠く

809 68 E-9 石鎖 (1.30) 1.20 0.60 0.626 

810 68 表採 石鍛 (2.00) 1.2日 0，30 0，620 

811 68 表採 石鍛 (4，25) (1.05) 0.15 0.204 片側四脚部を欠〈

812 68 表採 石鎌 (1.80) 1.40 0，30 0，668 

813 68 表採 石鍍 4.05 2，05 0.40 1.759 

814 68 表土 石錐 3.15 2，00 0，80 5.000 部欠損

815 68 表採 石錘 6，55 4.95 1.40 68.000 

816 68 表採 磨石 9.40 7，85 4，70 439，500 下半部欠損。 3面使用

817 68 石斧 (12，10) 7.85 3.00 31.000 両端を欠く。刃部(側簡)は摩耗している

818 68 表採 砥石・台石 37，95 19.95 7，35 1面使用

819 68 表採 砥石・台石 (19.90) 115.90) 7.10 2612，200 2面使用。部分的に被熱。 1/4程度白残存か

表37 7区出土土製品観察表

備考

南端とも一部欠損

硬質。一部に薄〈降灰(自然粕付着)



表38 8区出土土器観察表

21: 胎士 色調 |… 

dァ 内 N0.5/ 灰色 1い内タ任l|h型町回長恥F主主HJデデ弘j ト

須忠器舟蓋 C5 (lm)i 良密白色町む 自主みあり | 
Uj;j褐色土 15 外向上

8B09 円得 (17.901 刊 NG/氏色

漬思器 坪身 C-5 五-ii高 (1.55) I 10 民 's 8色枕-了多く含む I N6/以色 t;: 歪みあ l

硝fE色上 タlI 2.5Y7/1.51火法白色 ラケズり

問日口径一 内陥 内調主羽月

8241 75 収 利 陶 器 陥 高台径 (6削)事小良面白y白千人日ι、 N7.5 灰白色 明

器高 11お)お 列 1訂灰灰色白色 丹調判明

医日1309 1 ~ . ，..1 ，_ 1 ，..- 1 11社 5Y6/1灰色 内 n)1転ナデ

日お 附陶器碗ワ C-o 1 1 ;I:;Fiil' 1 (9 051 目良 I~d 詑む灰色 i 品川台

5音褐色仁 (1.151 外 |司仁 1外 回転ナデ

SBOS 口径 (1740) 内 lOYR.5/2灰治信色 内 回明i不ヘ転明幸ラ三ナケナデズデ 一戸五、調整不

826 須忠需 杯蓋 C-5 1 1 :;:高 20 ー良ミ 宿泊色粒子合む 5YR.5/1.5褐灰色 天;f:1:ð~: l_[il~li 左口椀日外面に粘土川崎
日吉褐色土 外 7.5YR6j4にぶい撞包 外 一部、調鞍

SB09 口径(17.00) 口 内 N6/灰色 内回転ナテ

8271 1 i!l恵音吉原身 C-5 氏器径高抑曇良密 81白作恒lLT~タf く含む つタ面に;号〈降灰

暗桂j色土 司5〉 外 2.5Y5/1故灰色 外回転ナテ

S809 底口{手: 1 11:20)1 1 -;c 1 1 rAl15Y7/1灰仁1色 l勾 回転づデ

828 I 75 I ;Ti!，i1;.JIi I fl~ $t I C-5 器高 (4.90) I 10 不良 関 白色村子合む !口川一._- 右 摩滅しい

床市fE上 外向上 外 1円活77

SB09還 口f壬 綾部211 0 内 1 黒1色黄(版降色灰部分ワ) 内回転ナデ

829 1 75 1 il!Jl!'::ri 1 IIIT，Jj 1 C-5 底径 良密白色粒子含む 内国語く降灰つ

埋土与川【ブ芸川主 外 2.5Y7/1灰白色 外回転ナテ

トー←

日目09 口箆 (8ω) 口 内出品色 内回転ナデ

側 C-5 肢径 翠良密白色粒子含む 右主みあり

暗褐色j 告最高 (4.701 部15 外 10Y4己/1灰色 外回転ナデ

8B09付近底口径径 (11.00) 日 内 7.5Y5/1灰色 内回転ブデ

831 1 75 1 ;<I，¥[(:% 1 ilit，JI 1 C-5 器高 (2.551 年相t 良 1¥告 白色粒子台U I 1王 子主みあり

陪褐色士 口 到同} 外回転ナデ

8B09 口径 内 2.5Y5/1故灰色 内!回転ナデ一部、 1司転ナ

832 1 75 沼恵器 耳身 C-5 I l'笥台径 (1005) 辱良|諾 21"'10
.
0

'0"，，.，，，，= 1"'1デ後フデ 左貼付高台

器高 11おJ 25 I 1-'<': I mrnf タト 同 k 外 底部回転ナテ

8B09 1 rr口直径径 (16.10) 内 2.5Y7!11大lニl色 内 同転ナデつ 、

時凶 器高 (5∞11 1己主密白色位子僅かはむ 高 一
暗褐色 t 外 向 上 外回転ナデワ

8B09 底口ftl干， 1 137.50) 内 5YR.5/6明赤掲色 内ヨコナテ

翠 2m 1 20 良 -3 右 歪みあり o 陣減気味
情褐色士 器再 (6.20) ，密mm白色白1/}陥 タ15YR6/4にぷい控色 外ヨコアデ

日B09 1 L:I径 123.5日) 内 10YR5/2J五黄花tts 内調穏不明一部、ナデ 器面JIリ陥著 外而に燃

C5 1 工 10 長|芸品開言語冊 7山川い舶 lハ叩 不シヰ付着。同一個体

断面i立上器l高 19.501 外 IOYR7.5/4浅t峨色 外調5在不明 明

8B09 口iII (23.40) 内 lOYR7/3にぷい黄樟色 内 調諮ィ、日月

日361 75 土自問蚕 C-5 底?毛 。- I;j;良 I許!岨判子世肩含む 不明関い川内耐I附し!

床面直上 器高 14~~j~l~ I 外|石lk 州 1誠ハケ日つ 部、

SB日目 底日径径 11日凶) 縁部2i(l ) 出含小牒むc深少1量辛1-含1-む- 王m色赤小褐除色 内 7.5YR.7/4にぶい権色 内 調整ノド明
町 7河5 艮

床面直!二 攻I高 17.601 タ 10YR7/引こぶい説筏色 外 ltj蒋不明

SB09 口径 112.751 内 2.5Y7/L5灰白山色 内調事毛布J月

8381 I-J二師6ii I J平井 C-5 底f高手 結 l苛色粒子佳かに嵩む 2.5Y7/2灰色 前附出1

陥褐色土 需 1:1.70) 外 (10YR7/3にぷいβZ怪色)外調謹不明

日Bu9'1'¥げL 口径 民部 内 10YR4/1褐灰色 内謁盆不明

1839174 須恵器棚 悩 16.60) 不良宮白耐子含む 不明 摩滅気味

i指南 (3.40) ク12.5Y5/1説灰色 舛詞詰イJ月

8Dω ロ筏 1l5.80) 内 2.5Y7/2阪黄色 的 1回明転チ 一端、張ィ、

840 1 77 I ~~'{~)' I :1平身 慌出径高 16日)却不良吉 8色泣'[-5む 1 2.5Y7/1Ij<["1包 |司令五ナデ イf 摩滅気味

隔褐色j 外 IlOYR5/1掲灰色 列 部、調整ィ、

SB09 底日後径 122.0日) 叫 密子含白む色。佳~子侍、僅茶か掲に色含粒む 1 内 lOYR6.5/3にぶい前十孟色任 不

羽詰 F-2 陪褐色 l 開口 40)1 不良 町 R 尽減気味

(JJ 最大筒 125.( j) 外 10YR3/1出掲色

C6 SB13呂町雪 i口fJ径1L1 (1(614455) ) 十や1や-白白色色粒小子限台僅むか径に内 5Y8jl灰白色 左

情?呂色十 l会山 U、 外 同上

A
h
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L
 



表38 8区出土土器観察表

菌 思 種別 器種 グリッド
遺構・

法量 残存率 焼成 胎土 色調 調整などの特徴
護

備考
層位 櫨

8B13壁溝
口径 115.00) 

内 N珂67//灰灰色白色 内 回転ナデ
器高 11.40) 

ま黒星聖護基まEd2 右ワ843 74 須恵器 琢蓋 C-6 15 良 外面薄く降灰か

覆土 外 向上 外 回天転井部ナデ回転へラケズリ

口径

iiE1位指色
8Bl1-8B13 

底部20 

内 内 回転ナデ
高台径 19.501 

844 74 須恵器 琢身 C-6 良 密白色粒子宮む 左 貼付高台

暗褐色土
器高 12.401 

外 向上 外 思転部ナ回デ転ヘラケズリワ

8B土1層1・帯12 
口径 112.401 

内 2.5Y7.5/2灰白色 内 回転ナデ

計陶 底径
不良845 74 碗 C-6 20 密白色粒子宮む 右 外面薄く降灰。摩滅気味

器高 13.00) 
外 2255YY67//21黄灰灰黄色色 外 回ラ転ケナズデリ 一部、回転へ

8B11壁溝
口径 113.001 

内 N6/灰色 内 回転ナテ
底径

頭部口5 846 74 須恵器 壷類 C-6 良 密 白色粒子多く含む 右 歪みあり

暗褐色土
器高 12.40) 

外 向上 外 回転ナデ

竪穴周住辺居
口径 17.50 

内 N6/灰色 内 回転ナデ 歪み著しい。内外面に重ね
器高 3.50 焼き痕。粘土付着。薄く降

担7 74 須車器 杯蓋 B-6 90 良 密白色粒子宮む

議回転事ァ屯デZEL三三ズ')

左
灰。

黄褐色士 外 N黄6色/(灰色，部2分5)Y7/2灰 外 つまみ部径 3.70cm

口径 110.201 
内 5YR6.5/6檀色 内 回転ナデ8P488 

底径
848 74 かわらけ C-6 

15.401 
30 良 車褐電車島EZiこ艶皿 右 摩滅気味

覆土
器高 2.40 

外 7.5YR7/6栓色 外 回転ナデ底部糸切り

(撹34乱5〕
口径 16.901 

内 51Y0Y6/R16灰/2色灰黄褐色 内 回転ナデ

E-5・ 底径 15.001 
密子多白く色含粒む子、赤褐色粒 不明

内面に薄く降灰。自然和白
849 74 かわらけ 40 良F-5 器高 1.3日

510YY5R56//12灰灰色黄褐色
粒状の塊付着。歪みあり

外 外 回転ナデ底部品切り

口径
回転ナデ8P254 

底径
内 5P6/1紫灰色 内

850 須恵器 壷
17.201 

良 密自白霊1毒E語1 友74 B-5 初 -3醐む

漫土
器高 14.60) 

外 N7.5/灰白色 外 底回転部ヘ静ラ止ケ糸ズ切りり

口径
て〉8R06 内 N6/灰色 内 回転ナデ

器高 12.051 ま
京牒器官2む。白色851 74 須恵器 杯蓋 F-2 

1部み日日
良 右 つまみ部径 2.8日田

暗褐(上色)土 外向上 外 つ天井ま部み部回回転転へナラデケズリ

口径 114.401 
内 10Y4.5/1灰色 内回転ナデSR日6

852 須恵器 杯葦 F-2 
器高 11.05) 

5 良 密白色粒子宮む 友? 

暗褐色土下 外向上 外回転ナデ

口径
8R06 

高台径
底部20 

内 5Y6/1灰色 内回転ナデ

853 須恵器 杯身 F-2 
16.551 

良 密白色粒子多く含む 右貼付高台

暗褐色土下
器高 11.801 

外 5Y6.5/1灰色 外回転ナデ

口径
内 5Y6/1灰色 内回転ナデ8R06 

高台径
底部25 854 78 須恵器 珂t身 F-2 

15.001 
良密白色粒子僅かに含む 右 スノコ痕か。削出高台

暗哲士
器高 10.801 

外 5Y6.5/1灰白色 外底部糸切り

口径
内回転ナデ8R06 

底径
底部20 良

内 N5.5/灰色

855 山茶碗 小皿
14.851 

密白色粒子含む
右

F-2 q 

暗暦土
器高 11.701 

外向上 外回転ナデ底部糸切り

8R06 
口径 117.251 

内 N5/灰色 内回転ナデ
器高 4.10 つまみ部径 2.90曲。

856 80 須恵器 部蓋 C-5 10 良 密白色粒子宮む

外 井つリ部まワ回み体転部部ナ回回デ転転ナへデラケ天ズ

右 つまみ部100%。歪みあり

暗褐色土 外 7.5Y5/1灰色

口径

器高 12.00) 
草天 良

内 N6.5/灰色 内回転ナデ

857 76 須恵器 五本蓋 D-4 密 白色粒子少量含む
左 つまみ部径 12.90田)

外 主 主 主 事 霊 安51ズリ

つまみ部95%
暗褐包土 外向上

口径
内報ナデ一部、回転ナ内 5Y6/1.5灰オリープ色

器高 (1.35 
) 部天以5井下% 良草l、島都Z器。赤褐

ナデ
友 つまみ部径 3.45由。858 須恵器 杯蓋 E-3 

外 知つま器み量部回明転ナケデズ(貼リり
つまみ部95%

暗褐色土 外 5Y5.5/1灰色

口径
外闘に薄〈降灰。つまみ部

天井部20 良

内 2.5Y6.5/1灰白色 内回転ナデ

8591 76 須恵器 杯叢 C-5 
器高 12.501 

密 白 色 粒 子 宮 む 右 的の貼に付整後形へ。ラつ状ま工み具部で(部2分85 

暗褐色土 外 2.5Y7/1灰白色 外 つ天井ま部み鷺回里転転ヘナラデケズリ 国)つまみ部100%

口径

器高
天井部5 不良

内 5Y7.5/1灰白色 内調整不明
'"、 摩滅気味。

8601 76 須恵器 杯蓋 E-3 
(1.801 

密 白色粒子少量含む 明 つまみ部径 (3.20四)

暗褐色土 外 N6.5/灰色 外調整不明
つまみ部95%

口径
内 N7.5/灰白色 内回転ナデ

8611 76 須恵器 杯蓋 C-4・5
器高 (2日。

) 主部10 密皇軍駐まむ述2
右 つまみ部径 2.85個。

良醐白 に

外 付つ部まけ回時み転工部ヘ具自ラ使ケ転用ズナ?リ)デ(貼天井り
つまみ部9仰6

暗褐色土 外向上



表38 8区出土土器観察表

挿図N. 隠版N. 種別 器種 グリッド
遺構・

法量 残存率 焼成 胎土 色調 調整などの特徴
韓

備考
層位 績

口径 てコ 内 内 回転ナデ
器高 (1.70) ま

5Y6/1灰色

862 76 須恵器 五平蓋 C-4・5
部8み0 

良 密白 色 粒 子 宮 む

つまけ回み時転部工へ具医ラ使ケ転用ズナデ(天姑井り

右 つまみ部径 3.20田

暗褐色士 外 向上 外 部付 ) リ

口径
内 N5.5/灰色 内 回転ナデ

器高 (1.95) 
天井部5 

外面に薄く降灰。つまみ

863 76 ，j曹器 五平蓋 E-3 良 密 白色粒子少量含む 友 部径 2.45曲。つまみ部10日

暗褐色土 外 25Y655//12灰灰色黄色 外 要転井部ナデ回転へラケズリ
% 

10Y4 

口径 てコ 内 7.5Y6/1灰色 内 調整不明
器高 (1.20) ま 摩滅気味。

864 須恵器 杯蓋 E-3 
1部み00 

良 密白色 粒 子 宮 む 友
つまみ部径 (3.50咽)

暗褐色土 外 2.5GY6/1オリープ灰色 外 つまみ部.回転ナデ

口径 (18.55) 
内 灰10部YR分6/120灰YR黄4/褐l褐色灰色降 内 回転ナデ

器高 (2.10) 
霊

内面薄く降灰。重ね焼き

865 須恵器 部蓋 E-3 良 密白 色 粒 子 宮 む 右 痕。外面一部に自然稲付

暗褐色土 外 2105YYR6/6/125灰黄黄灰褐色色 外 回天井転部ナデ回転ヘラケズリ
著

口径 (17.80) 
内 7.5Y7/1灰白色 内 回転ナデ

最大径 (18.40) 
866 82 ill曹器 杯蓋

器高
10 良 密白 色 粒 子 宮 む 右

表採
(1.80) 

外 N7/灰色 外 回転ナデ

口径 (17.10) 
内 2.5Y7.5/1灰白色 内 回転ナデ

器高 1.55 
書867 須恵器 杯蓋 B-5・6 良 密白色粒子含む 右 外面自然袖付着

外 向上 外 回転ナデ

北側土層帯
口径

内 回転ナデ
器高

体部5 

内 N6/灰色

868 須恵器 杯葦 E 密 白色粒子少量含む 右 摩滅気味

褐色土 外 向上 外 天回転井部ナデ回転ヘラケズリ

口径 (17.70) 
内 5NY5R/5灰12色灰褐色 内 回転ナデ

869 須恵器 杯叢 D-4 
器高 (2.20) 

15 良 密 白色粒子少量含む 右 内外面に重ね焼き痕あり

暗褐色土 外 N248/Y7灰/1色灰白色 外 天回転井部ナデ回転へラケズリ

口径 (15.90) 
内 N256Y5/7/灰2灰色黄色 内 回転ナデ

870 須恵器 杯蓑 E-3 
器高 (1.90) 

25 良 密白色小白醗僅粒か子に、含径む4皿 右

暗褐色土 外 N106Y/R灰8/色2灰白色 外 要転井部ナデ回転へラケズリ

口筏 (20.90) 
内 N5Y6R5/5/灰2灰色褐色 内回転ナデ

871 須恵器 杯葦 B-5 
器高 (2.60) 

5 良 章、 JRsgf己墨F粒 右 童相焼き痕。歪みあり

暗褐色土 外 N745R5/E/2灰灰色赤色(一部) 外 嬰天転井部ナデ回転ヘラケズリ

口径 (14.40) 
内 N6.5/灰灰色白色 内回転ナデ

器高 (1.30) 
官色?鐘ZZ普む。

N6/ 
右ワ872 須恵器 杯蓋 D-4 5 良

褐色土 外同上 外回転ナデ

口径 (13.75) 
内 10Y6/1灰色 内回転ナデ

873 須恵器 五平蓋 B-6 
器高 (1.30) 

10 良密白色粒子宮む 高 歪 み あ り

稽褐色土 外 5Y6/1灰色 タ 回転ナデ

口径 (14.40) 
内 5Y6.5/1灰色 内回転ナデ

874 76 須恵器 五平蓋 E-3 
器高 (2.00) 

震 言寄白色粒子少量含む 右 摩滅気牒

暗褐色土 外向上 外 回天転井部ナデ回転ヘラケズリ

口径 (17.15) 
内。 2.5Y7/1灰白色 内。回転ナデ

875 須恵器 五平蓋 B-6 
器高 (1.70) 

30 I ~ ?含む~?E官左京義弘喜 右歪みあり

暗褐色土 外 5Y6/1灰色 外 国天整井部ナデ回転ヘラケズリ

口径 (15.35) 
内 N5/灰色 内回転ナデ

876 須重器 時蓋 E-3 
器高 (2.40) 

縁部1口5 良 密白色粒子宮む 右 外面薄く降灰

暗褐色土 外 N2S5/Y6灰5色/1黄灰色降灰部分 外 国天警井部ナデ回転ヘラケズリ

口径 (15.90) 
内 N6/灰色 内回転ナデ

877 須恵器 時蓋 Eト3
最メご色豊 (16.20) 

20 良 軍に吉少む量号771轟既 左

暗褐色士
器高 (2.05) 

外向上 外 里天転井部ナデ回転ヘラケズリ

口径 (15.80) 
内:1 7.5Y7/1灰白色 内 回デ転後ナデ 一部、回転ナ

器高 (2.10) ナデ

878 須恵器 堺蓋 B-5 30 良 密白 色 粒 子 宮 む 右 歪みあり

暗褐色土 外 5Y6/1灰色 外 回回転転ナヘデラケ天ズ井リ部(弱い)

口径 (15.80) 
内 5B5/1青灰色 内回転ナデ

879 須恵器 明1蓋 B-5 
器高 (1.65 )1 30 良 密2mE白骨色1粒、磯子少、量径吉lむ~ 右 歪みあり。ロ縁部内面に

外 回天転葬部ナデ回転へラケズリ

重ね焼き痕(粘土付着)
暗褐色土 外 5PB6/1青灰色

口径 (15.80) 
内 N6/灰色 内回転ナデ

880 須恵器 部蓋 E-3 
器高 (2.80 

li  良密白色 粒 子 宮 む 左 歪みあり

陪褐色土 外向上 外 里天転井部ナデ回転ヘラケズリ

口径 (15.25) 
内 N4/灰色 N6/灰色 内回転ナデ

8811 76 須恵器 杯蓋 E-3 
器高 (2.90 

li  良 密白 色 粒 子 宮 む 友歪みあり

暗褐色土 外 N4.5/灰色 N6/灰色 外 回夫転算部ナデ回転へラケズリ
」



表38 8区出土土器観察表

富里 種別 器種 ?'vッド
遺構・

法量 残存車 焼成 胎土 色調 調整などの特徴
韓

犠考
層位 撞

口径 (14.85) 
内 N6/灰色 内 回デ転後ナデ 一部、回転ナ

高台径 (11.00) 密多に含く含む白色む粒。子白、色l黒l峨色粒儀子か
ナデ 歪みあり。重ね焼き痕あり。

882 80 須恵器 杯身 E-3 40 良 右

暗褐色土
器高 (4.00) 

E部転ナ回デ転ヘラケズリ
貼付高台

外 N6.5/灰色 外

口径
内 2.5Y7/2灰黄色 内 回転ナデ

883 須恵器 杯身ワ E-3 
高台径 (10.35) 

底部55 不良 空 22E思議主流喜 左 器面が剥離ゐ貼付高台

暗褐色土
器高 (1.5日) む

外 部J穣量色
外。 調明整(回不転明へラ底ケ部ズ調リ整か不つ〕

口径 (17.15) 
内 N6/灰色 内 回転ナデ

884 80 須恵器 五平身 E-3 
高台径 (1L10) 

50 良 LE書官子、黒酎子 右 貼付高台

暗褐色土
器高 (6.15) 

外 向上 外 底回転部ナ回デ転へラケズリ

口径 (16.50) 
内 7.5YR4/1褐灰色 内 回転ナデ

底径 密 白色灰粒白子色小宮磯む。僅径か2 
885 77 須恵器 杯身 B-5 

器高
10 良 ~含む3 mm に 左

暗褐色土
(5.30) 

タト N4/灰色 外 回ラ転ケナズデリ 一吉s、回転ヘ

口径 (17.60) 
内 2.5Y8/1.5灰白色 内 回転ナデワ

886 ~車器 杯身 B-5 
高台径 (14.70) 

10 不良 密宮む白色粒子、黒色粒子 不明
歪みあり。摩滅のため謁整

器高 (6.00) 不明瞭。貼付高台
暗褐色土 タト 5Y7.5/1灰白色 外 回転ナデワ

口径
内 2.5Y7/1灰白色 内 回転ナデ

887 須恵器 赤身 B-5 
高台径 (10.40) 

底部10 良 重白書官子、黒蹴子 右 貼付高台
器高 かに

晴褐色土
(1.85) 

外 N7/灰色 外 題転部ナ回デ転へラケズリ

口径
内 10YR6/1灰褐色 内 回転ナデ

888 須恵器 主事身 D-4 
高台径 (10.30) 

5 良 重か日暮聖子、白割、磯 不明 摩滅気味。貼付高台

靖褐色土
器高 (1.65) 

外 55YY76//11灰灰色白色 外

口径 (10.80) 
内 N5/灰色 内 回転ナデ

889 須恵器 杯身 E-3 
高台径 (6.80) 

40 良 密 白色粒子多く含む 不明 貼付高台

暗褐色土
器高 4.10 

外 5Y5/2灰オリープ色 外 回底転部へ回ラ転ケナズデリ

口径 (10.70) 
内 N7/灰白色 内回転ナデ

890 須恵器 原身 E-3 
高台径 (8.00) 

15 良 密 白色粒子少量含む 右 貼付高台

暗褐色土
器高 (4.10) 

外 N6/灰色 外 回底転部ナ回デ転へラケズリ

口径 110.40) 
内 N6/灰色 内回転ナデ

891 須恵器 杯身 B-5・6
高台径 (6.40) 

30 良 密白割白、色磯粒吉子む多く含む。 右 外面薄く降灰。貼付高台
器高 4.10 

外 1205YYR54//125灰陪黄灰褐黄色色(底部)外 回出底転靴部ナ回デ転へラケズリ

口径
内 2.5Y6.5/1黄灰色 内回転ナデ

892 須恵器 杯身 E-3 
高台径 18.40) 

部底40 良 密白色粒子多く含む 左 歪みあり。貼付高台

暗褐色土
器高 11.60) 

外 2.5Y6/1黄灰色 外回転ナデ

口径
内 N6.5/灰色 内回転ナデ

893 須恵器 杯身 D-4 
高台径 110.00) 

底部5 良 密白色粒子宮む 予摩滅気味。貼付高台

暗褐色土
器高 (2.75) 

外 iiEZi陸自E 外回転へラケズリ

口径
内 7.5Y6.5/1灰白色 内回転ナデ

894 須恵器 杯身 B-5・8
高台径 111.2日) 富 良密白色粒子含む 右貼付高台
器高 11.50) 

外 7.5Y6.5/1灰色 外底部回転ナデ

口径 115.10) 
内 N6/灰色 内回転ナデ

895 77 須車器 杯身 E-3 
底径

10 良 密径5白胴色灰粒色子小、磯白含佐むl様、 左

時褐色土
器高 13.45) 

外 N5/灰色 外 回底転部ナ回デ転ヘラケズリ

口径
内 10YR5/2灰黄褐色 内回転ナデ

896 須恵器 明t身 D-4 
高台径 (10.65) 

10 量密白色粒子多く吉む 右 摩滅気味。貼付高台

表土
器高 14.00) 

外 51Y0Y6/R16灰/Z2E灰黄褐色 外 回展転部ナ回デ転ヘラケズリ

口径 115.60) 
内 N5/灰色 内回転ナデ

897 79 須恵器 杯身 B-6 
高台径 111.20) 

50 良 空2E自主権B量ZL
右 底部にヘラ記号 fXJあり。

器高 16.30) 外 回ラ転ケナズデワ 一底部部、回回転転へへ ll<みあり。貼付高台
暗褐色土 外 N6/灰色

ラケズリ

口径
内 7.5Y6/1灰色 内回転ナデ

898 76 須恵器 杯身 C-4・5
高台径 16.70) 

底部20 良 密白色粒子含む 右 削出高台

暗褐色土
器高 (1.50) 

外 5Y7/1灰白色 外回転ナデ

脚部径 9.15 
内 5N1Y03Y7//7/1暗灰1f:K白色E色引色 内回転ナデ

899 I 79 須恵器 高杯 E-3 
脚部高 8.30 

)脚ii 良空22E程主義主か息 右 外く面降灰に粘、土シ付ポ着リ。痕内あ外り面薄

暗褐色土
器高 (8.8日 む 外 5NY67//灰l男色F色 外回転ナデ
基部径 5.15 

口径 (10.80) 
内 N5/灰色 内回転ナデ

900 須恵器 杯蓋 B-6 
器高 (2.30 )1 10 良密白色粒子宮む 自歪みあり

暗褐色土 外 N6/灰色 外ー回転ナデ

口径 110.80) 
内 N6/灰色 内回転ナデ

901 須恵器 杯身 B-5 
震径

10 良 含ややむ密 白色粒子多量に 害歪みあり

暗褐色土
器高 13.10) 

外 2.5GY6/1オリープ灰色 外 回ラ転ケナズデリ 一部、回転へ
最大径 111.0) 

口径 (7.90) 
内 N6.5/灰色 内回転ナデ

902 須恵器 杯身 D-4 
底径

15 良 密白色粒子宮む 右

精褐色土
器高 11.60) 

外向上 外回転ナデ
最大径 19.75) 

一」一一一一
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円 1~

七十色千円台
加己| |ト人制l附 01" I C-5 I 

H吉出色 t 月加~.t~ (1.45) 
l百iLt

IJf_呈
l付回転ナテ

灰袖陶器 {ei宣 13-5 
高台任 ILlO) 

時部30 良ノト

時色1 I ¥ii!同
11.80) 

タL

以前陶器 証

撹百L
山日 181 1 lil茶腕| 副 口5

腕 C生・ 5

碗 IC-'1・5

I B-fi 

19131 82 1 

内 1，，1*，，;フ
右 貼付高台

外岐部糸VJりワ

IAJ 部、回転ナ

碗 右 内面部く降灰。 11M寸l士J台

91日178 1灰袖陶器| 腕 I E-3 I 
H百回色士

1 1 1 1 
lE|外出に少相

112.65) 

碗 1B-5 1 し )iZ1良|
11.30) I 30 1ゲ11日
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じli主
I)~ 回転ナデ

腕 I B5 I 苛合住
16日1) B口T王l む主
は(川) 20 
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円1辛
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2~ 
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外 1，'1上 外底部市iI糸切り

日

725fMU  黄色 内回転ブデ

1(40) 禄T 灰色小係 |右 Ir)，而胞柿

培地色上 命r高 N7.5/民自色 タ1 ド'1転ナテ

↓付
一部、回如、ゴ

1 r)q 

タト

酷 1¥-J2.5Y7/1以内色 If:il転ヅデ

9231 |山長Te， I 小1111 1 C-4・51 1 .ごご.""'1記 l良 1 円色粒子台む

!日，11 I~l託ナテ l日正部糸
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表38 8区出土土器観察表

富Nu 農胤 種別 器種 ヴリヲド
遺構・

法量 残存率 焼成 胎土 色調 調整など四特徴
擁

備考
層位 櫨

口径 116.70) 
内 5Y6.5/1灰色 内 回転ナデ

945 77 須恵器 王手身ワ E-3 
底径

15 良 空22E翫議主流喜 右

暗褐色土
器高 15.30) む

外 N5.5/灰色 外今 回ラ転ケナズデリ 一部、回転ヘ

口径 113.90) 
内 N5.5/灰色 内 回転ナデ

946 須恵器 不明 E-3 
底筏

10 良 霊含むl E号222議為 左

暗褐色土
器高 13.00) 

外 5Y5.5/1灰色 外 回ラ転ケナズデリ 一部、回転ヘ

口径
内 2.5Y7/1灰白色 内 回転ナデ 部、カキ目

947 2買琶器 五平身 E-3 
底径 17.90) 

底部30 良 密白色粒子宮む 右

暗褐色土
器高 11.50) 

外 向上 外 底回転部ナ回デ転へラケズリ

口径 117.90) 
内 N6.5/灰色 内 回転ナデ

948 須恵器 杯身 B-5・6
底径

襲 良 密白色粒子宮む 右 歪みあり
器高 14.40) 

外 N5.5/灰色 外 思転部ナ回デ転へラケズリ

口径 114.40) 
内 52B5GY67//ll青灰灰白色色 内 回デ転佐ナデ 一部、回転ナ

底径 ナデ
949 80 須恵器 五不身 E-3 

器高
20 良 密白色粒子僅かに含む 右 内面に重ね焼き痕ワ

暗褐色土
15.15) 

外 向上 外 底回転部ナデ
ヘラ切り後ナデ

口径 115.00) 
内 2.5Y6/1黄灰色 内 回転ナデ

950 80 須軟恵質器 杯身 Cる
底径

霊 主密白色粒子宮む 右 摩滅気味

暗褐色土
器高 14.45) 

外 2.5Y7/1灰白色 外 回明転ナデ 一部、調整不

口径 117.80) 
内 10Y7/1灰白色 内 田転ナデ

底径
951 山茶碗 碗 E-3 

器高 14.85) 
10 良 密白色粒子吉む 右 歪みあり

暗褐色土 外 N5/灰色 外 回転ナデ

口径 115.20) 
内 2.5Y7/1.5灰白黄色 内 閤転ナデ

952 78 灰粕陶器 碗
F-3・ 底径

5 良 震含1E守昔話諸島、 右G-3 器高 12.90) にむ 2N56Y/7灰1色灰白色 回ラ転ケナズデリ 一部、回転へ暗褐色土 外 外

口径 12.65 
内 2.5GY8/1灰白色 内 回転ナデ

953 80 須軟恵質器 杯身
底径 4.60 

95 不良 霊 1当記長室乗車Eb 左 摩滅気時

暗褐色土
器高 4.25 

外 7.5Y8/1灰白色 外 回転ナデ底部糸切りワ

口径 113.00) 
内 2.5Y6/1黄灰色 内 天早転井部ナデ回転ヘラケズリ

954 須恵器 部身 B-6 
器高 13.60) 

10 良 密白色粒子含む 右

暗褐色土 外 7.5Y6/1灰色 外回転ナデ

口径 117.85) 
内 2.5Y7/1灰白色 内回転ナデ

955 82 須恵器 杯身
底径

良 密白色粒子含む 不明
器高

10 

表採
14.55) 

外 5Y5/1灰色 外回転ナデ

口径 112.15) 
内 N5.5/灰色 内回転ナデ

956 77 須恵器 不明 C-4・5
底径

20 良雪62宮町議544 右 摩滅気味。歪みあり。重ね

器高 13.60) 焼き痕あり
暗褐色土

最大径 112.45) 
外 N5.5/灰色 N6/灰色 外回転ナデ

口径 117.20) 
内 N5.5/灰色 内回転ナデ

957 77 須恵器 不明 C-5 
底径

縁部ロ10 良密白色粒子宮む 右

黒褐色土
器高 12.95) 

外 :X~%灰1色灰色 外 回 転 ナ デ
N5/ 

口径
内 2.5Y7/1灰白色 内回転ナデ

958 77 須恵器 壷 Bる
底径

10 良 塁含2むrEね高払 左

暗褐色土
器高

外 5Y7/1灰白色 外 回回転転ヘナデラケズリ 一部、
最大径 12日30)

口径 113.00) 
口 内 N5.5/灰色 内回転ナデ

959 77 須恵器 壷類
底径

事良 密白色粒子宮む 左C-4・5
器高 14.45) 

暗褐色土 外 7.5Y5.5/1灰色 外回転ナデ

北側土層帯
口径 111.40) 

内 5Y6.5/1灰色 内回転ナデ

960 須恵器 壷・瓶類
底径

語1口0 良 密白色粒子少量含む 左 口縁部薄く降灰

褐色土
器高 11.65) 

外向上 外回転ナデ

口径 110.55) 
内: 2355/Yl7黒1褐灰色白町色斑と2.5Y 内回転ナデ

961 須恵器 瓶類 B-5・6
底径

)官 良密白色粒子宮む
右 全体的に薄〈降灰(特に外

器高 11.60 ? 面)。歪みあり
外 2.5Y3.5/1黒褐色 外回転ナデ

口径 18.60) 
内 5P6.5/1紫灰色 内回転ナデ

9621 77 須恵器 短顎壷 B-5 
最大径 111.10) 

良 密僅 自霊祭む子、黒色粒子 左 口縁部内面薄く降灰
器高 14.00 d 20 カ斗こ

暗褐色土
頭部筏 18.80) 

外 N6/灰色 外回転ナデ

口径 110.20) 
内 10YR4/1掲灰色 内回転ナデ

963' 77 i混曹器 長頭瓶 C-5 
底径

頭部3口D 良 密白色粒子宮む 右 歪みあり。外面に薄〈降灰

晴褐色土
器高 14.60) 

外同上 外回転ナデ

口径 124.60) 
内 2.5Y7.5/1灰白色 内回転ナデ

底径
9641 78 灰紬陶器 壷 C-4・5 5 良 密 白色粒子少量含む 右 内面に薄く降灰

暗褐色土
器高 16.90) 

外 N7.5/灰白色 外回転ナデ

口径 120.00) 
内 2.5Y礎 白 色 内回転ナデ

底径 N5/ 
965 ， 77 混曹器 蜜 B-5 10 良 密白色粒子含む 右 摩 滅 気 味

暗褐色土
器高 13.55) 

外 2.5Y5.5/1黄灰色 外回転ナデ

q
u
 



表38 8区出土土器観察表

富 版N図o 
遺構・

種別 器種 伊!J，，~
層位

966 77 須恵器 蜜 D-4 

暗褐色土

967 須恵器 不明 C-6 

968 須曹器 壷類 E-3 

暗褐色土

969 80 須恵器 長顎瓶 B-5 

暗褐色土

撹自L
970 81 青磁 折縁皿 F-2・3

971 82 青磁 折無縁文血

表採

972 かわらけ C-5 

暗褐色土

撹乱

973 81 (瀬陶戸器焼〉 播鉢 F-2・3

撹乱

974 81 I (志陶戸器呂瞳) 情鉢 F-2・3

975 78 陶器 播鉢 B-5 

褐色土

撹吉見L
976 81 青磁 皿 F-2・3

撹乱

977 81 I c!酷弘) 碗 B-7 

978 81 貿易陶磁 碗 C-4・ 6

耕作士

撹乱

979 81 青磁 碗 F-2・3

980 82 青磁 碗

表採

981 青磁 碗 F-6 

表土

撹乱

望碗要9821 81 青磁 E-4・ 5

表39 8区出土銭貨観察表

遺構・ゲリット

仮265 E-4 

仮265 E-4 

表40 8区出土石器観察表

遺構・ゲリット

D-5 

東側土層帯より東 D-4 

法量

口径 (18.75) 

底径

器高 (3.90) 

口径

高台径 (7.30) 

器高 (4.40) 

口径

底筏 (7.25) 

器高 (4.10) 

口径

底径 (7.95) 

器高 (7.50) 

口径 (21.60) 

底径

器高 (1.30) 

口径

底径

器高 (0.80) 

口径 (13.40) 

底径 (7.00) 

器高 (1.95) 

口径

底径

器高 (3.70) 

口径

底径

器高 (2.05) 

口径

底径

器高 (2.40) 

口径

高台径 4.90 

器高 (1.35) 

口径

高台径 (3.95) 

器高 (2.25) 

口径 (16.60) 

底径

器高 (3.60) 

口径 (16.50) 

底径

器高 (1.80) 

口径 (14.80) 

底径

器高 (2.55) 

口径 (13.40) 

底径

器高 (1.65) 

口径

底径

器高

残存率
焼

胎土 色調
成

頭部口5 

内 5Y5.5/1灰色

良 密白色粒子宮む

外 5Y日/1灰色 5Y4/1灰色

内 5Y6/1灰色

車 百空2自EEI義主流占
む

外 2/25灰Y7/褐色2灰)黄色(7.5YR6

内 N4.5/灰色

底部25 霊宮1E号音eg議主}，>良
にむ

外 N降4灰/部灰分色5Y6.5/灰白色

内 N6.5/灰白色

底部60 良 京磯島まi325む。白色

外 N4.5/灰色 N6/灰色

縁部口5 

内 軸 7.5GY6.5/1明緑灰色

良 富か径に含1-む2四白叫磯

外 向上

内 5GY7/1明オリープ灰色

5 良 密黒色粒子僅かに含む

外 5GY6/1オリーブ灰色

25 不良

内 10YR7/日にぷい黄櫨色

密白色粒子宮む

外 10YR7/2にぷい黄櫨色

書 良 密 白色粒子少量含む
内富田j諜監
外同上

縁部口5 

内 5YR6/5にぷい援色

良 密 白色粒子少量含む

外向上

内 7.5R3/1暗赤灰色

10 良密

外 10R3/1暗赤灰色

内 1け0Y107/BlG灰4/白l島断青灰染色め付

1底部日。 良密白色粒子少量吉む

外 2.5Y8/2灰白色

内 粒灰色25GNY87//l灰明白オ色リープ

底部70 良密
外駐日Y7/1明オリーブ

内壁 2.5GY6/1オリーブ灰

10 良 密白色粒子僅かに含む

外 7軸5G25Y3EY/16緑/1灰オリ色プ灰色

内精 7.5GY6.5/1緑灰色

5 良 密 白色粒子少量吉む

外向上

内 2.5GY6/1オリープ灰色

10 良 密 白色粒子少量含む

外向上

霊口5 良

内 lOY5/2オリープ灰色

密

外向上

内 2.5GY6/1オリーブ灰色

5 良 密

外向上

遺物名

銭貨{洪武通費)

銭貨L昭寧元賓)

遺物名

不明石製品

打製石鉱

纏
調整など白特徴 備考

韓

内 回転ナデ

右

外 回転ナデ

内 回転ナデ

右 摩滅気味。貼付高台

外 E部転ナ調デ整不明

内 回転ナデ 底部に歪みあり。内面に薄

左 く降灰。底部に乾燥時の織

外 E部転ナ静デ止糸切り
維痕(ワ)あり

内 回転ナデ 内面に薄く終灰、粘土付着。

右
火ぷくれあり。底部一部

回リ転底ナ部デヘ回ラ転起へこラしケつズ
ヘラ起こし後、回転へラケ

外 ズリ

内 回転ナデ

不明 施紬。露胎 5Y8/1灰白色

円L 回転ナデ

内 回転ナデ

不明 施稔

外 回転ナデ

内回転ナデ

右 摩滅気時

外回転ナデ底部糸切り

内回転ナデ

右ワ 施紬。露始 5Y8/1.5灰白色

外回転ナデ

内4 回転ナデ

友
施利。露胎 10YR8/4浅黄

外回転ナデ
援色

内回転ナデ

不明

外回転ナデ

内回転ナデ 施柚(穂lOY7/1灰白色

左 7.5GY6/1緑灰色)。貼付高

外底部回転ナデ ムロ

内回転ナデ

不明 露焼高灰胎色き台痕。7.5あ1染0YBりB付G/。1E1灰/内01B面青白白色3灰に。蛇色1暗重の脅ね目
外回転ナデ

内回転ナデ

自露胎N7日白色

外回転ナデ

内回転ナデ
不 内外面施軸露胎 N7/灰

外回転ナデ
明白色

内回転ナデ

外回転ナデ

不明 輪山三内重山品

内回転ナデ

自 施軸。露飴白色

外回転ナデ

内回転ナテ

外回転ナデ

自 施紬。露胎 N7.5/灰白色

備考

備考

一部欠損n 研磨により面を形成している

脚部先端を一部欠損



表41 8区出土土製品観察表

胎土 | 備考

密白色粒子'1>豊吉む |硬質

密 |摩滅著しい

表42 9区出土土器観察表

富 図版No. 
遺構・

残存率
焼 確

種別 器種 ゲ1).，ド 法量 胎土 色調 調整など白特徴 備考
層位 成 韓

8P777 
口径 (16.30) 

内 2.5GY5/1オリ プ灰色 内凹転ナデ

992 86 青磁 碗
底径

25 良 密黒色粒子含む 不明 施柚

褐灰色粘土
器高 (4.75) 

外 向上 外 回転ナデ

8P777 
口径 (14.20) 

頭部1口5 

内 10YR8/3浅黄櫨色 内 ヨコナデ

993 86 土防器 聾
底径

良
喜 色静思議題b 不明

外面に粘土片、煤付着。摩

褐灰色枯土
器高 (2.80) 

外 向上 外 ヨコナデ
減気味

8P777 
口径

内 N4/灰色 内 型転転ナケデズ 口縁端部回

日94 86 磁器 香大鉢炉つワ
底径

5 I I 書む白醐子、灰創立子
へラ リ

高
褐灰色粘土

器高 (3.30) 
外 N5/灰色 外 回ラ転ケナズデリ 押部型、文回転へ

8P777 
口径

内 N6/灰色 内回転ナデ

995 86 須恵器 碗
底径 (6.45) 

30 良 密 白色粒子多く含む 左

暗褐色土
器高 (2.30) 

外 7.5Y5/1灰色 外回転ナデ底部糸切り

8P929 
口径 (14.8) 

内 2.5Y6/1黄灰色 内回転ナデ

996 86 須恵器 主平身 [.7 底径
20 良 密白色粒子含む 不明

覆土
器高 (2.8日)

外 N6/灰色 外回転ナデ

8P929 
口径

l底部00 

内 7.5YR7/4にぷい撞色 内不明
底径 4.55 

不良 軍少量智子、赤褐色粒997 聞かわらけ [.7 
器高 (0.85) 

右 摩滅気味

糧土 外 10YR8/4浅黄榛色 外自転ナデワ底部品切り

1032 
口径

密径 1-白星2景醐子匙卓l、富15吉む2 

内 2.5YR6月櫨色 内回転ナデ

998 86 山茶碗 小皿 H.7・8
底径 5.45 

50 良 友歪みあり

覆土
器高 2.50 

外向上 外回転ナデ底部品切り

表43 9区出土煙管観察表

遺構・グリッド 遺物名 備考
長さ 最大幅 火皿幅

[.6 煙管

表44 9区出土銭貨観察表

遺構・グリッド 層位 遺物名 備考

日PI064 J.7 銭貨(元祐通費)

8P936 [.7 覆土 銭貨(照寧元賓)

表45 9区出土釘観察表

挿図 図版
遺構・グリッド 層位 遺物名

長さ 幅(，m) 厚み
備考

N. N. (，m) 頭部 身部 (，m) 

1002 SP990 ].8 撹乱 釘 2.80 0.30 0.15-0.20 0.20 

1閃 3 86 8P990 [.8 撹乱 釘 4.50 0.60 0.25-0.30 0.30 

1∞4 86 8P990 [.8 撹乱 釘 (2.70) 0.30 0.30 

1005 8P990 ].8 撹乱 釘 (2.10) 0.20-0.25 0.30 

10日6 86 8P990 ].8 撹乱 釘 (4.10) 0.70 0.25-0.40 0.30 

1007 86 SP990 ].8 撹乱 釘 (4.90) 0.70 0.40 0.40 

1008 86 8P990 1.8 撹苦L 釘 (4.85) 0.55 0.25-0.35 0.30 

1009 86 8P723 J.3 覆土 釘 5.00 1.05 0.20-0.40 0.40 

表46 10区出土土器観察表

挿図 図版 遺構・
残存車

焼 醸
備考種別 器種 'fリッド

層位
法震(，m) 胎土 色調 調整などの特徴

纏N. ) No 成

SB(壁02溝噴)端
口径 (12.00) 

内 N6/灰色 内回転ナテ

1010 91 須恵器 主平身
底径 (9.40) 

15 良 密む 白色粒子僅かに吉 不明

暗褐色士
器高 2.90 

外 N5/灰色 外 展回転部ナ回デ転へラケズリ

8B03壁溝
口径 日5.00)

内 5B6/1青灰色 内回転ナデ 歪みあり。内外面に重ね
1011 90 須恵器 杯叢

つまみ 3.00 
35 良 密白色粒子多く含む 高焼き痕。口縁部内部に簿

理土
器高 2.90 

外向上 外 里天転井部ナデ回転ヘラケズリ
く降灰(逆位焼成)

8B03 
口径 (22.70) 

日 内 10YR7/4にぷい黄櫨色 内回転ナデ

1012 91 土師器 蜜
底径

喜良 章、苦器主主品管立 不明

暗褐色土
器高 (4.30) 

10 外 5YR6/自櫨色 外回転ナデ

-234-



表46 叩区出土土器観察表

挿図 図版 覆別 器種 グリッド
遺構・

法量 残存車 焼成 胎土 色調 調整などの特徴
穣

備考
N. 1 Nn 層位 組

(S壁E溝DI) 
口径 (20.00) 

頭部1口0 

内 7.5YR6/6櫨色 内 回転ナデ
底径 宮色霊詰i叩櫨勧l離、 不明1013 91 土師器 蜜
器高 (3.25) 

良

覆土 外 5YR6/6撞色 外 回転ナデ

S・B0o3l付・近02 
口径 (26.00) 

ロ 内 5YR5/4にぷい赤褐色 内 回転ナデ

1014 90 土師器 蔓 K-3 
底径

頚部 良 密く含白む色粒子、雲母片多 不明

暗褐色土
器高 (2.85) 

10 外 7.5YR5/3にぷい櫨色 外 回転ナデ

B・B0D31付・近02 
口径 (25.75) 

口 内 10YR8/3浅黄櫨色 内 回転ナデ

101 90 土師器 費 K-3 
底径

語 良 密白色粒子多く含む 不明

暗褐色土
器高 (4.00) 

15 外 1OYR7/3にぷい黄援色 外 頭回転部~ナ体デ部ハケ目

S・E0031付・近02 
口径

内 5Y6/1灰色 内 回転ナデ
高台径 (8.50) 底部1016 90 須恵器 部身 K-3 
器高 (1.25) 

良 密く含黒む色小磯 1-3珊多 右 貼付高台

暗褐色士 25 外 2.5Y5/1黄灰色 外 回転ナデ

S・B0031付・近02 
口径 (13.80) 

内 10Y7/1灰白色 内 凹転ナデワ
つまみ 2.60 

不良 書む?EEb喪主警 不明 摩滅気味1017 90 須恵器 杯蓋 K-3 
器高 (2.30) 

25 

暗褐色土 外 5Y7/1灰白色 外 回天転井部ナデ回ワ転ヘラケズリワ

SBOl・02 口径 (14.00) 
内 7.5Y6/1灰色 内。 回デ転後ナデ 一部、回転ナ

.03付近 器高 (3.50) 
官色室主Z醤EEl喋、

ナデ 不明1018 90 須恵器 杯葦 K-3 15 良

暗褐色土 外 5Y6/1灰色 外 回天井転部ナデ回転ヘラケズリ

8BOl・02 口径 (14.25) 
内 2.5Y5/1黄灰色 内 回転ナデ.03 器高 (2.70) 震む小径磯、2醐白茶色守子j幌少量、吉白1019 90 須恵器 杯蓑 K-3 75 良 右 歪みあり

外 7.5YR5/1褐灰色 タト 回天転井部ナデ回転へラケズリ

S・B0031付・近02 
口径 (15.9) 

内 5Y7/1灰白色 内 回転ナデ

1020 90 須恵器 杯蓋 K-3 
器高 (2.15) 

25 良 密白色粒子僅かに含む 右

暗褐色土 外 2.5Y7/1灰白色 外 要井転部ナデ回転ヘラケズリ

S・B0D31付・近02 
口径 (13.10) 

内 N6/灰色 内 回転ナデ

1021 90 須恵器 郎蓋 K-3 
器高 (2.10) 

20 良 密 白色小磯少量含む 右 ;gみあり

暗褐色士 外 2.5Y6/1黄灰色 外 国天務井部ナデ回転へラケズ']

SBOl・02 口径 (13.80) 
内 51Y0YRR4/7/2灰l灰褐白色色 内回転ナデ.03 器高 (1.70) 

密灰色灰'J、色粒少子量、含白む色粒子、1022 90 須恵器 杯蓋 K-3 20 良 左

外 7.5Y5/1灰色 外 壁天整井ナ部デ回転へラケズリ

B・B0031付・近02 
口径 (15.10) 

内 5Y8/1灰白色 内回転ナデ

1023 90 須恵器 杯蓋 K-3 
器高 (1.35) 

15 良
密 白色粒子多く含む

百摩滅気味

晴褐色土 外 2.5Y7/2灰黄色 外 里天転井部ナデ回転へラケズリ

SB04・05
口径

内 N4/灰色 内回転ナデ

1024 94 須恵器 杯身
高台径 (7.00) 底部 良重小量!自室幹事量喜 右 歪み著しい。削出高台

暗褐色土
器高 (4.00) 25 む 外 7.5Y6/1灰色 外 底層転部ナ回デ転へラケズリ

SE(壁04溝・)05 
口径 (15.80) 

内 5Y6/1灰色 内回転ナデ
器高 (1.50) 不1025 91 1 i頁曹器 部蓋 10 良 密 白色粒子多く含む

明
覆士 外 2.5Y6/2灰黄色 外 回 転 ナ デ

8B04・05
口径 (11.90) 

内 N6/1灰色 内回転ナデ

1026 91 須恵器 杯蓋
器高 (1.70) 

15 良 密 白色粒子多く含む す歪みあり

埋士 外 2.5Y6/1黄灰色 外 匝 転 ナ デ

SB04・05
口径 (13.60) 

内 2.5Y6/2灰黄色 内回転ナデ

1027 91 須恵器 部蓋
器高 (1.70) 

15 良 密1-白3色四粒黒子色小多磯く含含むむ。 左

埋土 外 2.5Y6/1黄灰色 外 天国転井部ナデ回転ヘラケズリ

8B土D層1-帯05 口径 (14.20) 
内 N6/灰色 内回転ナデ

1028 91 須恵器 杯蓋
器高 (2.65) 

15 良 密 白色粒子多く吉む 左

暗褐色土 外向上 外 里天整井部ナデ回転ヘラケズリ

SBOl-日5
口径 (12.70) 

内 10Y7/1灰白色 内回転ナデ

1029 91 須恵器 杯叢
器高 (2.00) 

20 良 密 白色粒子僅かに含む 右歪みあり

暗褐色士 外 7.5Y6/1灰色 外 回天転井部ナデ回転ヘラケズリ

SBOI-05 
口径 てコ

内 5Y6/1灰色 内 摩滅のため調整不明 不 摩滅気味。火ぶ、くれあり。
1日30 須恵器 五平蓋

器高 (1.30) 
部E 否且 雲磯む多?く野吉む主張21 明 貼つ付ま高み部台。径 (2.85岨)

暗褐色土 100 外 7.5Y7/1灰白色 外 摩滅のため調護不明

SB01-日5
口径 てコ

内 10Y6/1灰色 内回転ナデ
器高 (1.50) ま

震色患聖子霊法l事lgE
左 査みあり。つまみ端部潰れ

103 11 91 須恵器 杯葦 部み 良 。気味。つまみ部径の 10叩)
暗褐色土 95 外向上 外 つ天井ま部み部回恩転転へナラデケズリ

SBOI-05 
口径 (12.05) 

内 N6/1灰色 内回転ナデ

1032 ill曹器 杯蓋
器高 (0.95) 

5 良 密白色粒子含む 自筆みあり

暗褐色土 外向上 外回転ナデ

SBOI-05 
口径 (13.10) 

内 5Y6/1灰色 内凹転ナデ

10331 91 須恵器 部蓋
器高 (2.60 )1 20 良密白色粒子少量含む 右 吹口縁き部出粘し土非付常着に。多摩い誠気味ら

暗褐色士 外 10Y6/1灰色 外 天回転井部ナデ回転へラケズリ

SBOI-05 
口径 (15.60 

内 5B5/1育灰色 内回転ナデ

1034 須恵器 杯蓋
器高 (1.55 )1 5 良密白色粒子少量吉む

不 口縁部粘土付着。摩滅気味。

外向上 外回転ナデ天井部回転 明 吹き出し非常に多い
暗褐色土 ヘラケズリ



表46 10区出土土器観察表

挿図N. 図版NQ， 種別 器種 ゲリッド
遺構・

法量 残存率 焼成 胎土 色調 調整などの特徴
韓

備考
層位 輔

8B01-05 
口径 (13，951 

内 10Y5/1灰色 内 回転ナデ

1035 須恵器 杯蓋
器高 (1.451 

10 良 密白色粒子宮む 右ワ

暗褐色土 タト 問上 外 要転井部ナデ回転へラケズリ

8B01-05 
口径 (13.401 

内 2，5日Y6/1オリ}プ灰色 内 回転ナデ

1036 須恵器 土平蓋
器高 (1.451 

10 良 密白色粒子僅かに吉む 不明 歪みあり

暗褐色土 外 2，5GY5/1オリープ灰色 剖4 回天転井部ナデ回転へラケズリ

口径
内 N7!灰白色 内。 回転ナデ8B01-日5

高台径 (10.201 
底部10 1037 須恵器 杯身

器高 (1.251 
良 密白色粒子含む 不明 鮎付高台

暗褐色土 外 N6/灰色 外 回転ナデ

8B01-05 
口径

内 5Y5/1灰色 内 回転ナデ

1038 91 須恵器 不明
高台径 (8，001 

15 良 密白色粒子多く含む 右 貼付高台

暗褐色土
器高 (2.401 

外 5GY5/1オリープ灰色 外 回転ナデ

8B01-05 
口径 (15.901 

頭部1口0 

内 7，5YR6/4にぷい樫色 内 ヨコナデ
底径

1039 91 土師器 蜜
器高 (3.601 

良 雲母忠盛苦白勧l様、 不明

暗褐色土 外 7.5YR7/6i燈色 外 ヨコナデ

8B01-口5
口径

や 内 5Y7/1灰白色 内 回転ナデ

1040 91 須恵器 不明
底径 (5，801 

底部20 
主

密色宮小む磯白。濃色径粒かl子に~、含2灰む5醐色淡粒子撞 右 削出高台

暗褐色土
器高 (1.251 

外 2，5Y7/2灰黄色 外 思転部ナ回デ転へラケズリ

8B01-05 
口径

内 7，5Y6/1灰色 内 回転ナデ

1041 須恵器 杯身
高台径 (6.701 

10 良 密白色白i悌色粒僅子か多に含く含むむ。
不

貼付高台
器高 (2，201 明

暗褐色土 外 同上 外 回転ナデ底部糸切り

8B01-05 
口径

内 5Y6/1灰色 内 回転ナデ

1042 須恵器 不明
高台径 (7，151 富 良 密宮む灰色粒子、白色粒子 不

歪みあり。自j出高台
器高 (0，951 回ナ転デへラケズリ 部、 明

暗褐色士 外 N6/1灰色 外

8B01-05 
口径

内 2，5Y5/1黄灰色 内 回転ナデ

1043 山茶碗 碗
高台径 (8，601 

底部10 良 やむ。や密白色小白色磯粒僅子か多に含く吉む
不

貼付高台
器高 (1.301 明

暗褐色土 外 2，5Y6/1黄灰色 外

8B01-日5
口径 (14，101 

内 5Y7/1灰白色 内回転ナデ

1044 須恵器つ 不明
底筏

5 良 雪む白色粒子、白色小磯 左 fliみあり

晴褐色土
器高 (3.001 

外 5Y6/1灰色 外 回ラケ転ズナリデ 一部、回転へ

8B01-05 
口径 (15，801 

内 5Y6/1灰色 内回転ナデ
底径

1045 灰紬陶器 碗
器高 (2，801 

10 良 密皿自在aν色粒傑子含、む径 1-5 右? 

暗褐色土 外 同 上 外回転ナデ

8B01-05 
口径 (14，00) 

内 5Y5/1灰色 内回転ナデ

1046 灰柚陶器 碗
底径

10 良 密白色粒子僅かに含む
不

晴褐色士
器高 (3，001 

外 2，5Y5/2靖灰黄色 外 回ラ転ケナズデリ 一部、回転へ
明

日B土0層1-帯05 口径 (14.001 

良 密石茶吉英褐む記色白色小粒石際子、、、径赤雲褐1母色~片小2、皿磯
内 7，5YR7/4にぷい樫色 内 ヨコナデ

底径 不
1047 91 土師器 聾

器高 (3，851 
10 

明
暗褐色士 外 7，5YR6/4にぷい撞色 外 ヨコナデ

焼土107
口径

内 10YR7/3にぷい黄燈色 内ナデ

1048 92 土師器 蜜
底径

5E  雲母EETF22蚤吉むo 摩滅気味
器高 (11.251 

外 10YR6/4にぷい黄櫨色 外ハケ目

焼土105
口径

内 5YR6/6櫨色 内 ナ デ
底径

体部15 良
不

1049 92 土師器 聾
器高 (14，301 書む?皇車整昌喜多く 明

外 向 上 外ハケ目

頚部径 (3，801 

1顎体部00 

内 5Y4/4暗オリープ色 内回転ナデ

1050 94 須恵器 E呈
胴部径 (9.701 

良密皇 景 福b径 1-2 右
器高 (10，501 mm白

外 底層転部ナヘデラケ刺ズ突リ文黒褐色土上 外 向 上

8D02 
口径 7.50 

口 内 7，5YR5，5/4にぷい褐色 内ナデ口縁部ハケ巨

1051 92 弥生土器 至量
底径 6.40 

建60 良 i:詮議宇野 fliみあり。内面に輪積み痕

器高 26.85 
外 51Y0YRRB/84/2に灰ぷ白い色燈色 外 ハ頭部ケ目ハケ目後櫛描文

あり

体部径 20，10 

8P139 
口径 (13，501 

内 2，5Y7/1灰白色 内回転ナデ

1052 92 須恵器 杯葦
器高 (2.201 

50 良 震む4BE宮工議長まEb 右 iliみあり

暗褐色土 外 2.5Y6/1黄灰色 外 回天転井部ナデ回転ヘラケズリ

8P138柱
口径 (15，801 

内 N7/灰白色 内田転ナデ

1053 93 1 i頁車器 盤 J-3 
器高 (1.0日

11 10 良密 自歪みあり

覆土 外 N6/灰色 外 回 転 ナ デ

8P42 
口径 (10，001 

内 2，5Y6/1黄灰色 内回転ナデ

1054 93 須恵器 杯蓋 J-3 
器高 (0，801 

5 良 密少量含白色む粒子、黒色粒子 右
ワ

覆土 外同上 外 回 転 ナ デ

8F12 
口径 (8，851 

内 7，5YR7/4にぷい種色 内回転ナデ

1055 93 かわらけ J-3 
底径 (6，60 

11 10 良密赤色小磯少量含む 友

覆土
器高 (2，151 

外 7，5YR8/4浅黄撞色 外回転ナデ底部品切り

8F12 
口径 (8，451 

内 7，5YR8/日浅黄櫨色 内回転ナデ

10561 92 かわらけ J-3 
底径 5，55 

20 良 密 右 内外面に少量白煤付着

覆士
器高 (2，051 

外!匹敵JL会i:謹色 外 回 転 ナ デ 底 部 糸 切 り



表46 10区出土土器観察表

富里 穂別 器穣 ゲリッド
遺構・

法量 残存車 焼成 胎土 色調 調整などの特徴
韓

嫡考
層位 瞳

SP04 
口径 (12.85) 

良不 密住5， 
喜長子草野5語議告

内 5YR7/4にぷい檀色 内 回転ナデ

1057 かわらけ 1-3 
底径 (8.10) 

30 右

覆土
器高 (2.301 

外 10YR7/2にぷい黄檀色 外 回転ナデ底部糸切り

SP04 
口径 (10.451 

内 5YR7/4にぷい櫨色 内 回転ナデ

1058 92 かわらけ 1-3 
底径 4.80 

80 良
喜色 富手(瀧群島。

右

覆土
器高 (2.50) 

列ト 2.5YR6/4にぷい櫨色 外 回転ナデ底部糸切り

SP213 
口径 (23.70) 

密吉粒褐子色む。、小白色赤石磯粒褐英僅子色、か、粒径に雲子吉3母、醐む多灰暗色赤く

内 10YR5/2灰黄褐色 内 回転ナデ

1059 93 土師器 謹 1-3 
底径

縁部ロ5 良 左

覆土
器高 (2.401 

外 10YR6/3にぷい黄控色 外 回転ナデ

口径 (13.90) 
内 N5/灰色 内 回転ナデ

1060 須恵器 杯蓋 K-3 
器高 (1.951 

15 良 密白色粒子多く含む 右 歪みあり

暗褐色土 外 同上 列L 回へ転ラケナズデリ 天井部由転

中央土層帯
口径 (15.10) 

内 7.5Y7/1灰白色 内 田転ナデ

11061 94 須恵器 杯蓋
器高 (3.051 

20 良 密白色粒子多く含む 右 歪み著しい

暗幣土 外 7.5Y6/1灰色 外
回転ナデ 天井部回転
ヘラケズリ

口径 (16.35) 
内 7.5Y6/1灰色 内 回転ナデ

1062 94 須恵器 杯葦 J-3 
器高 (1.60) 

10 良 酪izp語学問 不明 内面薄く降灰

黒褐色土 外 N4/灰色 外 回へ転ラケナズデリ 天井部回転

口径 てコ
内 5B5/1青灰色 内 凹転ナデ

器高 (2.05) ま
警む白色粒子、自制鳴 歪みあり。

1063 94 iJj曹器 五平蓋

1部み00 
良 左

つまみ部径 2.80叩

暗幣土 外 N4/灰色 外
回転ナデ天井部回転
ヘラケズリ

口径
内 5B6/1青灰色 内 回転ナデ

1064 93 須恵器 杯身 1-3・J-3
高台径 (9.20) 

底部15 良 密白色粒子含む 不明 歪みあり。貼付高台

表土
器高 (1.30) 

外 向上 外
底部回転ナデ、一部ナ
テ。

中央土畠帯
口径

内 5Y6/3オリープ黄色 内 回転ナデ

1065 陶器 碗
高台径 (7.00) 

10 良 密 白色小醸僅かに吉む 不明
外面は粕の発色鈍い。貼付

暗幣土
器高 (1.601 高台

外 2.5Y8/1灰白色 外 回転ナデ

口径
内 2.5Y7/2灰黄色 内回転ナデ

1066 93 灰軸陶器 碗 1-3・J-3
高台径 (6.10) 

底部15 良 害む白色粒子、白掛磯 右 貼付高台

表土
器高 (1.55) 

外 向上 外 回転ナデ

口径
内 N6/灰色 内回転ナデ

1067 93 須恵器 杯身 1-3・J-3
底径 (7.90) 

底部20 良 震d襲撃五ZL吉む。 説委みあり。給付高台

表士
器高 (1.55) 

外 N5/灰色 外 回回転転へナラデケズ底リ部ナデ、

中央土層帯
口径

内 7.5Y6/1灰色 内，回転ナデ

1068 須恵器 杯身
高台径 (5.65) 

底部10 良 やむや粗 白色粒子多く含 高貼付高台

暗幣土
器高 (1.051 

外 10Y6/1灰色 外回転ナデ

口径
内 5Y7/1灰白色 内回転ナデ

1069 93 須恵器 王手身 1-3・J-3
底径 (9.80) 

底部5 不良 密吉む白色粒子、灰色粒子 不 摩誠気味。火ぶくれあり。

器高 (1.851 明 貼付高台
表土 外 5Y8/1灰白色 外回転ナデ

口径 (14.001 
内 5Y6/1灰色 内回転ナデ

1070 93 須恵器 杯身 1-3・J-3
底径

15 良 密白色粒子宮む
不

器高 (3.251 明
表土 外向上 外回転ナデ

口径 (13.801 
内 5Y7/1灰白色 内回転ナデ

94 須恵器 杯身
底筏

15 量京d皇宮Z含む。白色
右 外面上部煤付着。外面粘土

1日71 J-3 
器高 (3.80) 片付着

外向上 外回転ナデ

中央土層帯
口径 (15.70) 

内 2.5Y7/1灰白色 内回転ナデ

1072 94 灰紬陶器 碗
底径

15 良 密白色粒子多〈含む
左

暗幣土
器高 (3.25) 外回転ナデ回転ヘラケズ

ワ

外 2.5Y8/2灰白色

口径 (14.80) 
内 2.5Y5/1黄灰色 内回転ナデ

94 灰粕陶器 碗
底径

20 良 宮色豊草野翠含む。 左1073 J-3 
器高 (3.151 

暗褐色土 外向上 外回転ナデ

口径
内 2.5Y8/2灰白色 内 回転ナデ

1074 94 灰軸陶器 碗 1-3 
高台径 (7.301 自主 ?醐自重景言語dlワ 左 柚白発色鈍い。貼付高台

暗褐色土
器高 (1.351 

外 10YR8/1J灰白色 外底部糸切り

ロ筏 (24.201 
内 10YR8/3浅黄様色 内ナデ

1075 94 土師器 翠
底径

頭部1口0 良 密白色粒子宮む
不

暗褐(下色)土
器高 (2.35) 明

外向上 外ナデ

口径 (22.601 

良 重空小7島主主2罪開皇ハ辛五戸苦泊創室立
内 5YR6/41こぶい櫨色 内 ナ デ

1076 94 土師器 蜜
底径

i縁T口j 不

暗褐包色含土
器高 (2.50 明

外 5YR5/4にぷい赤褐色 外 ナ デ

口径
内 5YR5/2灰褐色 内回転ナデスリ目

1077 93 陶器 播鉢 1-3・J-3
底径

良 密粒子浅多黄く警含芭むνl、磯、白色 左

表士
器高 (6.30 

10 

外 5YR6/2灰褐色 タト 回リ転ナデ 回転ヘラケズ



表47 10軍出土土製品観察表

表48 10区他出土若鍬観察表

表49 10匿出土高器観察表

表50 6区鉄津計測表

No. I 図版No. 1;章構・グリッド 遺物名

包7

包f

り 川プ山(1)1 E.2 包含層 1 506 1 3切 1t しD
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